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【例言】

１ 年号については、国内事象は「和暦（西暦）」、世界的事象は

　 「西暦（和暦）」とする。

２ 「　」の表記については、引用文や法律名のほか、固有名詞のうち

　 意味のとりにくいものなどを適宜括る。

３ 固有名や地名については、原則当時の表記に従う。

４ 適宜、ふりがなを付記する（原則、小項目の最初）

５ 地図、表、写真の表示番号については、たとえば第１章の最初の

　 写真は「写真 1-1」というように表記する。

６ いわき市合併（昭和 41 年 10 月）以前において、現在のいわき市域

　 を表現する際には、便宜上「いわき地方」とする。
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発刊のあいさつ

未来に輝く「ふるさと　いわき」をめざして

いわき市長　清水敏男

　いわき市は、昭和41年10月１日に14市町村が大同合併して誕生し、本年、市制施行50周年という半世
紀の節目を迎えました。
　昔からこのいわき地方は、時代の変遷とともに「石城」「磐城」「岩城」と表記されてきましたが、いずれも“い
わき”と呼ばれ、長い間、政治、経済、文化などが一体的な結びつきを持ち、明治時代以降は石炭産業
や漁業、工業を中心に発展してきました。また、昭和30年代初めからのエネルギー革命によって石炭産業
は衰退の一途をたどりましたが、その一方で港湾の整備や工業化が著しく進み、昭和39年には「新産業
都市」に指定され、合併に向けた動きが加速しました。そして、いわき市はまさに大きな転換期に、当時
としては他に例のない14市町村による合併を果たし、誕生したのです。
　合併後は、炭鉱の閉山、北洋サケ・マス漁業からの撤退など幾多の試練に直面しましたが、多くの市民
の皆様によるたゆまぬ努力と英知によって難局を乗り越え、高速交通体系の確立や重要港湾小名浜港の
整備、中核市への移行など、都市基盤の拡充・発展が図られ、南東北の拠点都市として着実に市勢の拡
大を図ってまいりました。
　しかし、平成23年３月に発生した東日本大震災は本市にも深い爪跡を残しました。国内外からの多くの
支援に支えられ、本市は着実に復旧・復興の歩みを進め、震災から５年となる本年までに生活再建の基
盤は整いつつあり、今後は心の復興とともに復興の先を見据えた地方創生の取組みを進めてまいります。
　そして、これまで先人が歩んできた歴史をしっかりと受け継ぎ、市民の皆様と手を携えながら、更なる
50年にむけて、だれもが「住んでよかった。住み続けたい。」と思える魅力にあふれた「明るく元気ないわ
き市」の創造をめざし、まちづくりを推進してまいりたいと考えております。
　この記念誌は、東日本大震災の記録を含め、先人各位が英知と情熱を結集して苦難を乗り越え、未来
を切り開き築き上げてきた本市の軌跡として発刊するものであり、本誌が新しい歴史を創造していくため
の手掛かりとなり、また、市民の皆様がふるさといわきへの理解と愛着を一層深めていただくための一助
となれば幸いです。
　結びに、これまで本市の発展に御尽力いただきました皆様に、あらためて感謝と敬意を表するとともに、
本誌の発刊にあたり御協力を賜りました皆様に御礼申し上げます。
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国内交流都市からのメッセージ

親子都市
昭和61(1986) 年締結

秋田県
由利本荘市
（締結当時・岩城町）

”
両
者
の
縁
の
深
き
こ
と

　
　
　親
子
の
縁
の
如
し   “

■写真・交流都市１  由利本荘市 (旧岩城
　町 )の観光拠点施設「天鷺城」ʤ平成 1ÿ
çï200ýð５月　༝ར本૳市ఏڙʥ

由利本荘市　市章

～交流process＆map～

■図１　秋田県由利本荘市

いわ き まちゆ　り΄ん͡ ΐうし
　岩城ެが中世の時代、ࡏݱのいわき市を౷治し、その後ށߐ時代にࡏݱのळ
えていたという歴史的なԑによって、昭ߏをډ༝ར本૳市ʢక結当時・岩城町ʣにݝా
和ý1ï19ÿýð年̔ 月に਌ࢠ都市をక結しました。క結後、文化、ڭҭなどの෼໺で交
ྲྀを深めています。

　いわき市が市制施行50周年という大きな節目を迎えられましたこ
と、心よりおॕい申し上げます。
　また、本年は、いわき市と༝ར本૳市との「਌ࢠ都市」のໍ໿か
ら30周年という記念す΂き年でもあり、いわき・༝ར本૳྆市民と
。びを෼かち合いたいと思いますتにこのڞ
のԑであるとして、શ国ࢠいឺは਌ڧも深く、切っても切れぬ࠷　
的にも௝しい「਌ࢠ都市」としてໍ໿を結び、これまでその名শを
体ݱするかの೗き਌ີな交ྲྀを続けてまいりました。今後ともݻい
ឺのもと、この交ྲྀが຤Ӭく継続し、྆市が協力し合いさらに༑情
を深めながら、ともに発展していくことを心から͝ف念申し上げま
す。

固い絆のもと末永い交流を

༝ར本૳市長　長୩෦�੣
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兄弟都市
平成９(1997) 年締結

宮崎県
延岡市

磐
城
平
、
延
岡
、
両
藩
の

　
　
　縁
を
絶
や
さ
ず
今
に

■写真・交流都市２　延岡市街
　ʤ平成 25ï2013ð５月　ԆԬ市ఏڙʥ

～交流process＆map～

■図２　宮崎県延岡市

いわきたいらはんしΎ

ざきけんの΂おか�し

ないとうこう みや
ٶのࡏݱいわき市の一෦を治めていた磐城平ൡओ「内౻ެ」がݱ、時代ށߐ　
ԆԬ市へ移られたという歴史的なԑによって、平成̕ݝ࡚ ï199þð年５月にܑఋ都
市をక結しました。క結後、ڭҭ、文化、スϙーπなどの෼໺で交ྲྀを深めていま
す。

延岡市　市章

　いわき市市制施行50周年を心よりおܚび申し上げます。
　いわき市とは、旧ൡओ・内౻ެの͝ԑにより、平成̕年にܑఋ都
市のໍ໿をక結して以来、ࣇಐの૬ޓ交ྲྀやࡇりへの๚໰をは͡
め、文化、スϙーπ౳の様ʑな෼໺で༑情を深めさͤていただいて
おります。
　東日本大震災から５年半が経աし、いわき市では、「ふるさとい
わきの力ڧい復興と創生」に向け、様ʑな施ࡦを展開されておられ
ますが、本市といたしましては、一日もૣい復興をئい、৬һをҾ
き続き೿ݣするなどできるݶりの支援を行ってまいるॴଘです。
　この౓の大きな節目をػܖに、྆市の༑޷のឺがより一層深まり
ますこと、そして、いわき市のӹʑのོ͝੝と市民の皆様の݈͝উ
を͝ف念申し上げます。

「FOKPZ」のݯޠはʦتびʢKPZʣの中へʢFOʣೖるʧ
びのछにあふれたԆԬにたくさんの人が๚れる時代へ向ت
けて「新しいԆԬをָしもうʰԆKPZʱʢエϯδϣΠʣ」
をΩϟονϑϨーζとしました。

これからも揺るぎない
　　　絆と発展的な交流を

ԆԬ市長　ट౻�ਖ਼治
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友好都市
昭和57(1982) 年締結

中国遼寧省
撫順市

石
炭
を
縁
に
日
中
の

　
　架
け
橋
を
い
つ
ま
で
も

■写真・交流都市３  撫順市における石炭の露
　天掘りʤ平成 2ÿï201ýð̓月　෡ॱ市ఏڙʥ

■写真・交流都市５　いわき市・撫順市友好都市締結調印式ʤ昭和 5þï19ÿ2ð
　̐月いわき市ࡱӨʥ

■写真・交流都市４　撫順市
　街全景ʤ平成 2ÿï201ýð̓月
　෡ॱ市ఏڙʥ

～交流process＆map～

■写真・交流都市６　撫順市・労働公園の
　夜景ʤ平成 2ÿï201ýð̓月　෡ॱ市ఏڙʥ

■図３　中国遼寧省撫順市

りΐうͶいしΐうͿ͡ Ύんし
　いわき市と同͡ く石炭などの地Լݯࢿにܙまれ、重化ֶ工業が੝んであ
るというڞ通点があることから、昭和5þï19ÿ2ð年̐ 月にྒྷೡল෡ॱ市と༑޷
都市をక結しました。క結後、経済、ҩྍٕज़、文化、ڭҭなどの෼໺で交
ྲྀを深めています。
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国際姉妹都市
平成３(1991) 年締結

オーストラリア
クイーンズランド州
タウンズビル市

英
語
圏
の
港
湾
都
市
と

　
　友
好
親
善
関
係
を
確
立

■写真・交流都市７  キャッスルヒルの
　頂上から望むタウンズビル市街と港湾
　ʤ平成 2þï2015ð̔月　いわき市ࡱӨʥ

�5PXOTWJMMF�BOE�*XBLJ�IBWF�IFME�B�TUSPOH�GSJFOETIJQ�TJODF�1991�BOE�
UIJT�IBT�BTTJTUFE�PVS�DPNNVOJUJFT�UISPVHI�QFSJPET�PG�DFMFCSBUJPO�
BOE�IBSETIJQ�0VS�GSJFOETIJQ�IBT�QSPWJEFE�CPUI�DJUJFT�XJUI�EJSFDU�
DPOOFDUJWJUZ�UP�UIF�HMPCBMMZ�TJHOJpDBOU�"TJB�1BDJpD�SFHJPO�
�0VS�NVUVBM�SFMBUJPOT�BSF�GPDVTFE�PO�UIF�HPBMT�PG�QSPNPUJOH�
DVMUVSBM�VOEFSTUBOEJOH�JO�BSFBT�PG�USBEF
JOWFTUNFOU
TQPSU
BSUT�BOE�
MFBSOJOH�JODMVEJOH�FEVDBUJPO�FYDIBOHFT�GPS�PVS�ZPVUI�
�5IF�50�ZFBS�BOOJWFSTBSZ�GPS�*XBLJ�JT�CFJOH�IFME�EVSJOH�5PXOTWJMMF`T�
150�ZFBS�BOOJWFSTBSZ�BOE�BT�XF�DFMFCSBUF�PVS�GSJFOETIJQ�JO�201ý�XF�
DBO�MPPL�UP�UIF�GVUVSF�BOE�TUSFOHUIFO�UIF�CPOET�CVJMU�CFUXFFO�PVS�
QFPQMF�

　λ΢ϯζϏル市といわき市は1991年に࢞ຓ都市をక結して以来、ྑ޷な
にڞ難な時もࠔしい時もخいのίϛϡχςΟーにおいてޓを築き、お܎ؔ
支え合い、歩んでࢀりました。
ୡの༑情は、世քで重要な໾ׂを持つΞδΞଠ平洋地Ҭにおいて大きࢲ　
な໾ׂを果たしています。
スϙーπ、ܳज़、また੨গ、ࢿがりを通して、๵қ、౤ܨたちはこのࢲ　
年交ྲྀを含めたڭҭの෼໺において、ޓいの文化の૬ޓ理解を推進するこ
とを目的としています。
　いわき市市制施行50周年記念ࣜయとλ΢ϯζϏル150周年ࣜయは201ý年の
同͡年に重なりましたが、ࢲたちはこれから未来を見つめ、これまでࢲた
ちが築き上げてきたឺをさらにڧめていきたいと考えております。

λ΢ϯζϏル市長　δΣχー・ώル

～交流process＆map～

■図４　オーストラリア
　クイーンズランド州タウンズビル市

　いわき市が国ࡍ交ྲྀに向けたまちづくりを推進するなか、ۙ 代的な港湾
を༗するなど、多くのڞ通点を持つことから、平成３ï1991ð年̔ 月に国࢞ࡍ
ຓ都市をక結しました。క結後、ڭҭ、文化、スϙーπなどの෼໺で交ྲྀを
深めています。
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国際姉妹都市
平成23(2011) 年締結

アメリカハワイ州
カウアイ郡

新
し
い
結
び
つ
き
で

　
　
　さ
ら
に
交
流
を
深
く

■写真・交流都市８　セントレジスプリンス
　ヴィルリゾートから望むハナレイ湾
　ʤ平成 1þï2005ð̕月　Χ΢ΞΠ܊ఏڙʥ

�0O�CFIBMG�PG�UIF�QFPQMF�PG�,BVBʞJ�BOE�/JJIBV
 �*�XPVME
�MJLF�UP�FYUFOE�NZ�IFBSUGFMU�DPOHSBUVMBUJPOT�UP�
UIF�IPOPSBCMF�.BZPS�5PTIJP�4IJNJ[V�BOE�UIF�
QFPQMF�PG�*XBLJ�$JUZ�PO�UIF�DFMFCSBUFE�PDDBTJPO�
PG�ZPVS�5�UI�BOOJWFSTBSZ��
�4JODF�UIF�FTUBCMJTINFOU�PG�*XBLJ�$JUZ
�ZPV�
IBWF�EFNPOTUSBUFE�UP�UIF�XPSME�ZPVS�JODSFEJCMF�
TUSFOHUI�BOE�SFTJMJFODZ��"GUFS�FOEVSJOH�UIF�

　いわき市市制施行50周年に܎り、Χ΢ΞΠౡとχΠϋ΢ౡを代表いたしまして、
ਗ਼ਫහஉ市長様ٴびいわき市の皆様に心からおॕい申し上げます。
　いわき市は誕生以来、様ʑな৔面でڻく΂き力ڧさとෆ۶のਫ਼ਆを世քにࣔして
きました。19ý0年代中期に、炭鉱産業の௿໎期のࠔ難を乗り越えたのちには、ৗ磐
ϋϫΠΞϯηϯλーïࡏݱのスύϦκーτϋϫΠΞϯζðがઃ立され、ࡏݱでは日本
における“ϋϫΠのָԂ”として、ϑϥとϋϫΠΞϯϛϡーδοΫの世ք的にも༗
名なϝοΧとなり、ຖ年、ඦສ人以上もの๚໰٬を魅ྃしています。そのૉ੖らし
いޭ੷は、200þ年にөը「ϑϥΨール」としても大きな஫目をཋびました。
　いわき市は５年લに東日本大震災や௡೾により、ਙ大なඃ֐を受けましたが、こ
の時も、いわきの人ʑは苦しみに͡っと଱え、多くのࠔ難を乗り越えました。
　また同͡く５年લに、いわき市からの๚໰ஂの皆様をΧ΢ΞΠにお迎えし、࢞ຓ
都市ௐҹࣜにてਖ਼ࣜにॺ名することができたことはզʑにとって名༪なことであ
り、この༑情をとてもތりに思っております。
　それでは10月１日にਗ਼ਫ市長やいわき市の皆様におձいできることをָしみにし
ております。

Χ΢ΞΠ܊長
όーφーυ・̥ ・Χόーϩ・+S�

～交流process＆map～

■図５　アメリカハワイ州カウアイ郡

　ΞϝϦΧのϋϫΠभΧ΢ΞΠ܊とは、平成23ï2011ð年̕ 月の࢞
ຓ都市ؔ܎थ立の合意に基づき、ޫ؍、文化、スϙーπなどの
෼໺で交ྲྀを続けてきました。క結から５周年、本市の市制施
行50周年に当たる今年、国࢞ࡍຓ都市をએݴし、さらに交ྲྀを
深めていきます。

TUSVHHMFT�PG�UIF�EFDMJOF�PG�UIF�DPBM�NJOJOH�JOEVTUSZ�JO�UIF�NJE�1�6�T
�+PCBO�
)BXBJJBO�$FOUFS
�OPX�LOPXO�BT�4QB�3FTPSU�)BXBJJBOT
�XBT�CVJMU�JO�ZPVS�
CFBVUJGVM�DJUZ��*U�IBT�FNFSHFE�UP�CFDPNF�+BQBOʟT�“)BXBJJBO�QBSBEJTF”
�B�
XPSME�GBNPVT�NFDDB�GPS�IVMB�BOE�)BXBJJBO�NVTJD�ESBXJOH�NJMMJPOT�PG�
WJTJUPST�FBDI�ZFBS��*UTʟ�QIFOPNFOBM�TVDDFTT�XBT�TQPUMJHIUFE�JO�UIF�NPWJF�
“)VMB�(JSM”�JO�200þ��
�'JWF�ZFBST�BHP
�*XBLJ�$JUZ�TV⒎FSFE�DBUBTUSPQIJDBMMZ�BGUFS�UIF�(SFBU�
5PIPLV�FBSUIRVBLF�BOE�UTVOBNJ
�BOE�PODF�BHBJO
�UIF�QFPQMF�PG�*XBLJ�
FOEVSFE�BOE�PWFSDBNF�NBOZ�DIBMMFOHFT��
　*�XPVME�BMTP�MJLF�UP�BEE�UIBU�JU�XBT�BO�IPOPS�GPS�,BVBħJ�UP�IPTU�BOE�
QBSUJDJQBUF�XJUI�B�EFMFHBUJPO�GSPN�*XBLJ�JO�UIF�TJHOJOH�pWF�ZFBST�BHP�PG�
PVS�P⒏DJBM�4JTUFS�$JUZ�EPDVNFOUT��"OE�XF�BSF�WFSZ�QSPVE�PG�PVS�
GSJFOETIJQ��
　*�MPPL�GPSXBSE�UP�NFFUJOH�.BZPS�4IJNJ[V�BOE�UIF�QFPQMF�PG�*XBLJ�$JUZ�
PO�0DU��1�EVSJOH�NZ�WJTJU�UP�+BQBO�
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第１章
脈
々
と
継
が
れ
た
、

　
い
わ
き
人
の
思
い
●●●通史●●●
太古～昭和 41年
　　　　（1966）

■写真1-中扉3　木材を運ぶ森林軌道のガソリン機関車(貝泊
　村)〔昭和時代初期　本多政勝氏提供〕

■写真1-中扉4　 戦時中の防空訓練(磐城高等女学校) 〔昭和　　
　19(1944)年　菊地昭子氏提供）

■写真1-中扉1　アンモナイトが生きていた時代の
　様子(市アンモナイトセンターの展示)　〔平成４
　(1992)年11月　いわき市撮影〕

■写真1-中扉２　 磐城七浜捕鯨絵巻の一部(中
　之作村)　〔江戸時代初期　いわき市所蔵〕

■写真 1- 中扉 6　船舶で輸送される石炭（小名浜港 1号埠頭 
　の石炭埠頭）　〔昭和 30 年代　比佐不二夫氏提供〕

■写真1-中扉5　蒸気機関車で運ばれる石炭（入山採炭・湯本
　町）　〔昭和10（1935）年頃　岩倉正明・増山茂人氏提供〕

　はるか太古の世界からいわき市誕生まで、いわきを舞台に生きてきた
「いわき人」は、自分のため、家族のため、地域のため、国家のため、
それぞれに夢と希望を持って、文明の発達、技術の進歩とともに、その
時代、時代を懸命に切り開いてきました。
　その過程では戦争、災害などさまざまな困難に遭遇し、打ちひしがれ
そうになったこともありました。それでも、その都度立ち上がり、さま
ざまな人々と手を携えてきました。
　その道のりは、地域特性を捉えながら「いわき」という舞台で先人が
築き上げてきた、いわゆる「いわき」らしさを創ることでもありました。
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1 近代・現代への贈物、石炭と化石（太古）
（1）　化石と石炭の生成
　太古へのロマンをかきたててくれるいわき産の化石、それに石炭産業の形でいわき地方の近代化に大き
く貢献した石炭。この二つは、いずれも太古の時代からの“大地の贈物”です。（図1-1-1）

（2） 化石の時代
　いわき地方においては、昭和43（1968）年10月、市内
大
おお

久
ひさ

町
まち

の大
おお

久
ひさ

川
がわ

左岸で、爬
は

虫
ちゅう

類
るい

首長竜の脊
せき

椎
つい

骨
ぼね

や肋
ろっ

骨
こつ

など全体の７割に当たる骨が発見されました。その
後の調査では、体長６〜７m、首が長く、頭は小さい、
ということが分かりました。
　発見者名と産出した地層名の「双

ふ た ば
葉層

そう
群
ぐん

」をとって、
フタバスズキリュウの和名が提唱され、さらに国際的
研究の検証によって、平成18（2006）年には新属新種の
化石であることが判明し、「フタバサウルス・スズキイ」
の学名が命名されました。
　この地層ができたのは、今から約8,500万年前の中

ちゅう

生
せい

代
だい

白
はく

亜
あ

紀
き

後期で、アンモナイトと大型爬虫類が繁栄
した時代。双葉層群の地層からはさらに大型動物の
化石が出る可能性があるということで注目を浴びまし
た。（写真1-1-1）

　特に、大
おお

久
ひさ

町
まち

鶴
つる

房
ぼう

地内の露頭部分では地表に並行
して化石層が延びていて、保存状態の良い化石があることで知られました。ここには、後の平成４（1992）

 

■図● 地質年代の状況 

石炭 

化石 

注) 地質時代と地層区分は互いに並行している。例えば新生代(地質時代)＝新世界(地層区分) 

地質時代 地層区分 生物界 主な出来事 (万年前) 

新
生
代 

新
世
界 第

三
紀 古第三系 古第三紀 

裸子植物 

(メタセコイア) ・地殻変動による石炭層の形成 

古
生
代 

古
世
界 

第
四
紀 

新第三系 新第三紀 

完新世 

更新世 

二畳紀 

～カンブリア紀 

二畳系 

～カンブリア系 

第四系 
哺乳類、 

被子植物、 

両生類、魚類、 

三葉虫、シダ植物 

・海進(海水面の上昇)、人類の発展 

・段丘の発達 

・石灰岩の形成 

200 

1.700 

2.400 

6.400 

1億 4.000 

2億 800 

2億 4.200 

～5億 

6.400 

中
生
代 

中
世
界 

白亜紀 

ジュラ紀 

三畳紀 

白亜系 

爬虫類 

(フタバスズキリュウ) 

頭足類 

(アンモナイト) 

・寒冷化に伴う巨大爬虫類の

死滅→「化石」化 

・阿武隈高地の花崗岩貫入 

■図 1-1-1　地質時代における石炭と化石の生成

■写真1-1-1　市石炭・化石館に展示されたフタバスズキ
　リュウ　〔平成7（1995）年7月　いわき市撮影〕

注） 地質時代と地層区分は互いに並行している。例えば新生代（地質時代）＝新世界（地層区分） 石炭
化石



−10− −11−

未来へつなぐ「いわき」ものがたり

年11月に露頭部分を観察できる「市アンモナイトセンターが建
設され、実際に体験発掘も行われています。
　ほかにも、巨大アンモナイトや昆虫化石などが多数採集さ
れています。中生代の地層ができるころ、いわき付近は温暖
な気候で、遠浅の海があったとみられています。（写真1-1-2）

（3） 石炭の時代
　いわきへのもう一つの“贈り物”が石炭です。
　中生代に続く6,500万年前から現在までの期間を新

しん
生
せい

代
だい

とよび、第三紀と、現代が含まれる第四紀に分けられます。
第三紀はさらに古第三紀と新第三紀に分かれ、石炭層は約
3,500万年前の古第三紀にできたものです。
　第三紀は地殻変動が激しかった時期ですが、最初気候は
温暖で、いわきの周辺では阿

あ
武
ぶ

隈
くま

高
こう

地
ち

東縁が海岸に面してお
り、メタセコイアやポプラなどが繁茂していました。当時海
岸部分は沈降し、やがて植物群は折り重なって倒れ、完全
に腐敗・分解する前に土砂に埋まるという過程が何度も繰り
返されて、さらに埋没した樹木が地殻変動や火山活動による高温・高圧の影響を受けて石炭化。さらに倒
木と堆積が繰り返されると、数層に及ぶ石炭の層ができあがり、南北約95㎞、東西約５～25㎞に及ぶ推
定埋蔵量100億トンといわれる常磐炭田が形成されました。
　その後、氷

ひょうがき
河期（約12万年前～13,000年前）を経て、海岸線は一旦沖合に遠のきますが、次第に温暖化し

て現在の海岸線となりました。
　阿武隈高地東縁の場所において石炭が“燃える石”としていわき地方で発見されたのは江戸時代末期。
福島県浜通り中部から茨城県北部にかけて分布することが確認されると、熱エネルギーとして石炭採掘（29

ページを参照）が始まり、いわき地方発展の原動力となりました。（写真1-1-3、 4）

■写真1-1-2　大久川における巨大アンモナイト化
　石の発見　〔昭和45（1970）年11月　いわき市撮
　影〕

■写真1-1-4　「みろく沢炭鉱資料館」周辺の石炭が露頭してい
　る場所で石炭掘り　〔平成18（2006）年　いわき市撮影〕

■写真1-1-3　石炭の歴史やいわき産の化石などを紹介する「市
　石炭・化石館」の開館　〔昭和59（1984）年10月　いわき市撮影〕
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2 狩猟生活から稲作生活へ（旧石器～縄文～弥生～古墳時代）
（1） 旧石器時代
　氷

ひょうがき
河期と呼ばれる寒い気候が続くなか、約3万年前に新人（ホモ・サピエンス）が登場したと推定されます。

この時代は、旧
きゅう

石
せっ

器
き

時
じ

代
だい

と呼ばれ、人は火を使い、石や木、骨で作った狩猟道具で動物を追って移動性
の強い生活をしていました。この時期、まだ土

ど
器
き

を発明するには至っていません。
　市内の泉

いずみ
町
まち

下
しも

川
がわ

字大
おお

畑
はた

地内の大
おお

畑
はた

K遺
い

跡
せき

から発見された石斧は、この時期の最も古いものです。ほか
にも市内では大

おお
久
ひさ

町
まち

や三
み

和
わ

町
まち

、岩
いわ

間
ま

町
まち

などで旧石器時代の石の道具が見つかっています。

（2） 縄文時代
　今から約12,000年前になると気候の温暖化に伴っ
て海水面が上昇し、大陸から分かれた日本列島の
原型ができあがります。動植物が増え、人は集落を
つくって同じ場所に長く住むようになり、土器も発明
されました。この時代は約1万年間続き、縄

じょう
文
もん

時
じ

代
だい

と呼ばれています。（図1-2-1）

　市内では、遺跡が400か所以上発見されており、
竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

、土
ど

器
き

などが出
しゅつ

土
ど

しています。市内で
最も古い家の跡となる三和町の竹

たけ
之
の

内
うち

遺
い

跡
せき

のほか、
好
よし

間
ま

町
まち

の愛
あい

谷
や

遺
い

跡
せき

、川
かわ

部
べ

町
まち

の松
まつ

ノ
の

下
した

遺
い

跡
せき

など、さ
らにはこの時代の特徴である貝

かい
塚
づか

として泉町下川の
大
おお

畑
はた

貝
かい

塚
づか

や小
お

名
な

浜
はま

の寺
てら

脇
わき

貝
かい

塚
づか

などが発見されてい
ます。久

ひさ
之
の

浜
はま

第一小学校近くで発見された連
れん

郷
ごう

遺
い

跡
せき

は大きな集落と確認されました。

（3） 弥生時代
　次の弥

や よ い
生時

じ
代
だい

と呼ばれるのは、紀元前８世紀（従

来は紀元前５世紀ごろとされてきましたが、近年の調査で、さらに紀元前10世紀までさかのぼる説など、諸説あります）

～後３世紀ごろです。
　この時代には、中

ちゅう
国
ごく

大
たい

陸
りく

や朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

から米づくりが日
本に伝えられ、水

すい
稲
とう

農
のう

耕
こう

が発達しましたが、朝鮮半島か
らの影響や縄文文化の強弱によって、かなり地域差がある
ものと考えられます。いわき地方では従来の説よりも遅く
弥生文化が入ったものと推定され、市内では、内

うち
郷
ごう

御
み

厩
まや

町
まち

の番
ばん

匠
しょう

地
ち

遺
い

跡
せき

から約2,300年前の水
すい

田
でん

跡
あと

が発見されて
います。（写真1-2-1）

　食生活は従来の動物や魚だけでなく米づくりが始まり、

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

■図● 縄文時代の海岸線と貝塚 

 
 

■図 1-2-1　市内で確認された貝塚の分布　縄文時代の 
　海岸線の場所がわかります。〔『みんなで学ぼう　いわき
　の歴史』を一部改変して掲載〕

■写真 1-2-1　番匠地遺跡の水田跡（現内郷御厩
　町）　〔いわき市教育文化事業団提供〕　
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縄文時代の延長として石や木、土などを加工した道具だけでなく、金属で作った道具も使われるようにな
りました。四

よつ
倉
くら

町
まち

の白
しら

岩
いわ

堀
ほり

ノ
の

内
うち

遺
い

跡
せき

では、鉄のやじりが見つかっています。
　農耕文化は平地の肥

ひ
沃
よく

な土地を中心に広がり、集落も拡大しました。この時代の遺跡である泉町下川
の朝

あさ
日
ひ

長
ちょう

者
じゃ

・夕
ゆう

日
ひ

長
ちょう

者
じゃ

遺
い

跡
せき

はまとまった集落であったことがわかります。また、米づくりを円
えん

滑
かつ

に行う
ため水の管理や収穫した米の保管用の高

たか
床
ゆか

の倉など、
工夫が凝

こ
らされるようになりました。

　大きな集落では今でいうリーダーが集落の秩序を維持
し、その状態はお墓の出土にもあらわれました。すなわ
ちリーダーのお墓は大きく、墓の中からは装

そう
身
しん

具
ぐ

（アクセ

サリー）など権
けん

威
い

の象徴となる品物が一緒に埋められてい
たお墓もありました。平

たいら
下
しも

平
ひら

窪
くぼ

の平
ひら

窪
くぼ

諸
もろ

荷
に

遺
い

跡
せき

からは、
大小のお墓が発見されています。（写真1-2-2）

（4） 古墳時代
　3世紀後半に入ると、土を高く盛り上げた大きな
墓が全国的に造られるようになりました。死

し
者
しゃ

を葬
ほうむ

る際、その権力の大きさと引き継いだ者の力をお墓
の大きさで示そうとしたもので、この時代を古墳時
代と呼び、７世紀ごろまで続きます。
　市内では、大

おお
野
の

第一小学校の西側に全長112m
に及ぶ県指定史跡・玉

たま
山
やま

古
こ

墳
ふん

が見えます。この前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

は前期（４世紀中ごろ）にいわき地方の一部
を支配していた豪

ごう
族
ぞく

のお墓と考えられています。（写真1-2-3）

　夏
なつ

井
い

川
がわ

下流域にある国
くに

史
し

跡
せき

・甲
かぶと

塚
つか

古
こ

墳
ふん

は後期（６〜７世紀）を代表する古墳と考えられています。かつて
はクロマツの大

たい
木
ぼく

が立ち、どの方向からも同じように見えることから、「八
はっ

方
ぽう

にらみの松」と呼ばれていました。
（松枯れのため伐採）（写真1-2-4）

　同じく後期には、丘陵の先端部斜面に穴を掘った
横穴が見られるようになります。国史跡・中

なか
田
だ

横
よこ

穴
あな

は、６世紀末に作られたものと考えられており、後
こう

室
しつ

の周
しゅう

壁
へき

には白と赤の三角模様が描かれており、馬
の飾りや武器などが見つかりました。（写真1-2-5）

　この時期、古墳の内部には副
ふく

葬
そう

品
ひん

として装身具
や武具、鏡などが納められることが多く、当時の地
方豪族の実態を後世に伝えています。昭和23（1948）

年には、高
たか

久
く

村
むら

大字神
かみ

谷
や

作
さく

（現 平
たいら

神谷作）において
多数の埴

は
輪
にわ

が出土して全国的に有名になりました。

■写真1-2-2　大小の墓が見つかった諸荷遺跡(現平
　下平窪）　〔いわき市教育文化事業団提供〕

■写真1-2-3　玉山古墳の現位置（四倉町玉山)　〔いわき市
　教育文化事業団提供〕

■写真1-2-4　甲塚古墳　松が植えられていたが、枯れてし
　まったため、伐採されました。　〔昭和48(1973)年10月　
　いわき市撮影〕
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　出土した埴輪は一括して国の重
要文化財に指定されており、この
うち男

だん
子
し

胡
こ

坐
ざ

像
ぞう

は天
てん

冠
かん

埴
は に わ

輪の名で
呼ばれ、広く知られています。（写真
1-2-6）

　一般的に古墳の中の棺
ひつぎ

は木や石
で造られましたが、後

うしろ
田
だ

町
まち

の後
うしろ

田
だ

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

から見つかった棺は、土を
焼いて造ったもので、足が付いてい
ました。東日本では珍しい発見で
した。（写真1-2-7）

　この時代になると、人々はまとまった村の
一員として共同生活するようになりました。泉

いずみ

町
まち

滝
たき

尻
じり

の菅
すが

俣
また

B遺跡や同じく折
おり

返
かえし

A遺跡では
4世紀代の豪族館跡が見つかっています。東西
約70ｍ、南北約50ｍの範囲を2列の柵で囲み、
なかには大きな建物が企画性をもって配置され
ていました。
　6世紀半ば、仏教が日本に伝えられると、中
国や朝鮮の文化・政治が取り入れられるように
なり、文化は大きく変わり、村々はより大きな権力にまとめられていきます。

3 いわきの統治と文化（奈良～平安時代）
（1） 陸奥国から石城国へ、さらに陸奥国へ
　6世紀から7世紀にかけて、全国各地で政治体制の整備が進み、現在の双

ふた
葉
ば

郡
ぐん

大
おお

熊
くま

町
まち

から茨
いばら

城
き

県
けん

日
ひ

立
たち

市
し

までの地域は多
たがのくにのみやつこ

珂国造が治める「多珂のクニ」にまとめられていたと推定されますが、7世紀半ばに実
施された「大

たい
化
か

の改
かい

新
しん

」による制度が地方に伝わり、いわき地方も中央の支配体制に組み込まれるように
なりました。
　『常

ひたちの
陸国

くに
風
ふ

土
ど

記
き

』によれば、白
はく

雉
ち

４（653）年には、新しい支配制度として現在のいわき市の大部分を範
囲とする「石

いわきのこおり
城評（郡）」が正式に置かれました。やがて養

よう
老
ろう

２（718）年に、陸
む つ の

奥国
くに

の５郡と常陸国の一部
をあわせて「石

いわ
城
きの

国
くに

」が置かれましたが、この石城国は神
じん

亀
き

元（724）年頃、陸奥国に併
へい

合
ごう

されてしまいました。
このとき、常陸国から分離して陸奥国となった菊

きくたこおり
多評（→郡）がありました。（図1-3-1）

　常陸国との国境には菊
きくたのせき

多 （関）が置かれ、 中央から
せきもり

守が配置されましたが、その所在地には諸説が

■写真 1-2-5　白と赤が鮮やかに描かれた中田 
　横穴後室の文様　県道の工事中に発見されま
　した。　〔平成20(2008)年4月　いわき市撮影〕

■写真 1-2-6　神谷作古墳群から見つかっ 
　た「人物埴輪」（現平神谷作）　国指定の
　重要文化財です。　〔いわき市撮影〕

■写真1-2-7　後田古墳群から見つかった棺（現後田町）　〔いわ
　き市撮影〕
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あり、いまだに定かではありません。
　「石城」は、８世紀の中ごろまでに「磐

いわ
城
き

」と書く
ようになりました。当時、天皇から「好

よ
き字

じ
」を使う

ことという命が下され、全国的に地名の漢字を変える
ことはよくありました。

（2） 律令制のなかの磐城郡と菊多郡
　当時の地方支配は、中央から派遣される国

こく
司
し

のも
と、地方の豪族が郡

ぐん
司
じ

に任ぜられて、郡の役人として
政治を行うようになります。郡の役所は郡

ぐん
衙
が

と呼ばれ
ました。（写真1-3-1）

　いわき地方では、南北二つの郡衙が置かれ、その
一つは現在の泉

いずみ
町
まち

付近から双葉郡南部までを範囲と
する磐城郡の郡衙が現在の平

たいら
下
しも

大
おお

越
ごえ

に置かれ
たものと推定されます。郡司の命令を示す郡

ぐん

符
ふ

木
もっ

簡
かん

は付近の荒
あっ

田
た

目
め

条
じょう

里
り

遺
い

跡
せき

から出土して
おり、役所の建物や有力者の屋敷跡などが確
認されたこの一帯は「根

ね
岸
ぎし

官
かん

衙
が

遺
い

跡
せき

群
ぐん

」として
国史跡に指定（182、183ページを参照）されました。
（写真1-3-1、 2、 3）

　また、菊
きく

多
た

郡
ぐん

の郡衙は現在の勿
な こ そ

来
町
まち

窪
くぼ

田
た

の郡
こおり

遺
い

跡
せき

がその跡と推定さ
れ、倉庫の跡や焼け米

ごめ
が見つかって

います。
　中央政府は律

りつ
令

りょう
制
せい

（中央集権の法

律・体制を整え、地方の土地や人を管理す

ること）を通じて全国への支配を強め、
一方地方では租税となる米を納める

「租
そ

」、労役に出向く（布などで代用）

「庸
よう

」、特産物を納める「調
ちょう

」などによっ
て大きな負担を強いられるようになり
ました。
　いわき地方の郡衙にも、各里

むら
の人々

に分け与えられた口
く

分
ぶん

田
でん

や新たな開
墾地などで採取した租・庸・調が集
められて、その後京へ運ばれました。

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■図● 8 世紀ごろのいわき地方および周辺 

 

 

 

■図 1-3-1　古代の行政区分

■写真 1-3-3　荒田目条里遺跡から発見された木簡（現
　平荒田目）　郡が港の責任者に発した命令書で、「港に
　来る客のために人を出すように」と書かれています。
　〔いわき市教育文化事業団〕

■写真1-3-1　北側から見る夏井廃寺跡と根岸官衙遺跡群（現平
　下大越）　平成 17（2005）年に根岸官衙遺跡群が国史跡に指定
　されました。〔いわき市教育文化事業団提供〕

■写真 1-3-2　夏井廃寺跡の伽藍位置（現平下大越）
　〔いわき市教育文化事業団提供〕
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(3) 貞観地震
　貞

じょう
観
がん

11(869)年５月26日、陸
む つ の

奥国
くに

東方の海底を震源として、地震の規模は
少なくともマグニチュード8.3以上と推定される大地震が起こりました。
　正史となる『日

に
本
ほん

三
さん

代
だい

実
じつ

録
ろく

』はこのときの様子を「夜にも関わらず発光現
象が起きて昼のように照らし、ある者は起きることもできず、（倒壊）家屋の
下敷きとなって圧死し、ある者は地割れで生き埋めになり、多数の被害者が
出た。（中略）海は数十、百里（見渡す限り）に広がり、どこが地上と海の境だっ
たのか分からなくなった。いまや道も野も海と化した。船で逃げる余裕もな
く、山に登ることも難しく、溺死したものは千余人を数える。人々は田畑も
来年植える苗もほとんど失ってしまった」（原文を要約）と報告しています。（図
1-3-2）

　人口が少なかった時代の1,000人余です。まさに壊滅的と言わざるを得ないほどでした。
　その後、同年10月13日、被害状況を調査した陸奥国地震使の復命を受けて、清

せい
和
わ

天
てん

皇
のう

は 詔
みことのり

を発してい
ます。「陸

む つ の
奥国

くに
境

ざかい
地
じ

震
しん

　尤
もっと

も甚
はなはだ

しく」、つまり最も被害の大きいのは陸奥と常陸の国境（磐
いわ

城
き

地方）であり、
被害者の租税を免除しています。
　この貞観地震から約1,000年の後、私たちが生きる時代に発生した「東日本大震災」（214 〜289ページを参

照）。この太古に発生した地震・津波の復旧・復興に思いをはせるとき、後の時代に私たちが成しえなけれ
ばないことの大きさがわかります。

（4） 荘園制度の台頭と白水阿弥陀堂の建立
　8世紀中ごろになると、人口の増加などにより、その対応策として墾

こん
田
でん

（新しく開
かい

墾
こん

した田畑）開
かい

発
はつ

が進み
ましたが、その分地方が力を蓄えるよう
になり、中央政府は地方の私有地を認
めざるを得なくなります。９世紀後半に
なると、この傾向は一段と進み、地方
豪族による武装化とあいまって、中央の
支配体制は大きく揺らぎ始めました。
　11世紀になると、中央の貴族や寺院
は多くの墾田を占有するようになりまし

た。これが荘
しょう

園
えん

となり、この経営には新たに田畑を開発した開発領主を当たらせました。
　いわき地方では菊

きく
田
たの

荘
しょう

、それに平安時代末期に源
みなもとのよりとも

頼朝が京都・石
いわ

清
し

水
みず

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

に寄
き

進
しん

（神仏に財物を寄

付すること）した好
よし

嶋
まの

荘
しょう

が、それぞれ荘園として成立しました。このため、地方には、それまでの郡制度と
荘園制度が混在するようになりました。また、その土地支配は武力をもって行われるようになりました。（図
1-3-3）

　こうした不安定な時代を反映して11世紀ごろ、仏教が衰えて世の中が暗黒になるという末
まっ

法
ぽう

思
し

想
そう

が普及
しました。暗黒の世界で求められるものは光でした。このため、皇室や貴族、地方の豪族などは、西

せい
方
ほう

にあり阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

のいる苦しみのない平和な世界である極
ごく

楽
らく

浄
じょう

土
ど

に強くあこがれを抱きました。彼らは、

■図1-3-2　貞観地震にお
　ける津波被災地として伝
　わる地域（宍倉正展氏論
　文） 〔平成23(2011)年3月
　28日付『福島民友』を、
　一部改変して掲載〕

 

菊多郡 菊田荘(鮫川、釜戸川の流域。菊多郡が荘園化) 

磐城郡 

岩崎郡(藤原川、矢田川の流域。10世紀から 11世紀の間に成立) 

岩城郡(夏井川中・下流、滑津川下流の流域) 

好嶋荘(夏井川中流、好間川、仁井田川の流域。 

12世紀、岩城郡の中心部が荘園化。東・西の 2荘から成る) 

楢葉郡(木戸川、富岡川の流域) 

■図● いわき地方における郡の分離や庄の発祥 ■図 1-3-3　いわき地方における郡の分離や荘の発祥
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浄
じょうどしき

土式庭
てい

園
えん

を伴った阿弥陀堂を建て
てこの世に“極楽”を再現し、西方
浄土への住

おう
生
じょう

を願ったといわれていま
す。
　平安時代末期の建立と伝えられる
浄土式庭園を伴う白

しら
水
みず

阿
あ

弥
み

陀
だ

堂
どう

は、
このような末法思想に基づいて造ら
れたものでした。（写真1-3-4）

　阿弥陀堂の裏山の頂上からは、お
経を末法の後まで残そうと、お経を
埋納した経

きょう
塚
づか

が発見されています。

4 武士の統治（鎌倉～室町～安土・桃山時代）
（1） 豪族の争いから戦国大名へ
　常

ひたちの
陸国

くに
の平

へい
氏
し

の流れを汲
く

む一族は、いわき地方に
移り住むと、領地を拡張。岩

いわ
城
き

氏
し

を名乗り、鎌倉時
代には、「好

よし
嶋
まの

荘
しょう

」を預かる地
じ

頭
とう

（租
そ

税
ぜい

の徴収や治
ち

安
あん

維
い

持
じ

などに当たる役職）に任じられ、周辺の豪族を武力で
従えて確固たる地位を築いてきました。（図1-4-1）

　岩城氏の一族や各豪族は土地を確保すると、山や
丘陵地に館を構えて住み、その地名を名

みょう
字
じ

にして、勢
力拡大を図りました。
　平

たいら
南

みなみ
白
しら

土
ど

の山に城
じょう

館
かん

を構えていた岩城氏は、南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時
じ

代
だい

の混乱期を経て、室
むろ

町
まち

時
じ

代
だい

には現在の下
しも

好
よし

間
ま

字大
おお

館
だて

に城を構え、上
か

遠
とお

野
の

氏
し

、小
お

河
がわ

氏
し

、岩
いわ

崎
さき

氏
し

、白
しら

土
ど

氏
し

、好
よし

間
ま

氏
し

、窪
くぼ

田
た

氏
し

などの豪族を相次いで支配下
に置きました。
　その後、岩城氏は仙台の伊

だ
達
て

氏や常陸の佐
さ

竹
たけ

氏と
付かず離れずの関係を保ちながら、戦いの場を現在の
栃木県北部や福島県中通りにまで広げ、その支配領
域は全盛期の15世紀末から16世紀にかけて、いわき地
方だけではなく、現在の双

ふた
葉
ば

郡
ぐん

富
とみ

岡
おか

町
まち

付近から茨
いばら

城
き

県
けん

北部に及ぶ広い地域にまたがり、戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

に成長し
ていきました。（写真1-4-1、 図1-4-2）

岩間 

比佐 

新田 
名木 

衣谷 

片寄 

紙谷 

中平窪 

小谷佐古 

飯野 今新田 
河中子 

好島 

小島 谷河子 国魂 
小泉 

豊間 

江名 

上矢田 
下矢田 
薦田 

高坂 
津々良 

秋山 

金成 
林城 

野田 
住吉 

滝尻 
下川 

湯本 

釜戸 

後田 

酒井 

岩
城
郡 

好
嶋
荘 

岩
城
郡 

岩
崎
郡 菊

田
荘 

富田 

■写真 1-3-4　南方上空から見る白水阿弥陀堂および浄土庭園　背景の山を
　借景として建てられたもので、浄土庭園は昭和時代から平成時代にかけて
　復元されました。　〔平成 26（2014） 年３月　いわき市撮影〕

■図 1-4-1　中世前期 (鎌倉時代 )における、いわき地方 
　の郡・荘と豪族
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（2） 発展する神道と仏教
　中世の武士は神仏への信仰が厚く、
個人信仰というよりは、一族の団結や
繁栄などを神仏に祈り、先祖を供養しま
した。また、神

しん
仏
ぶつ

習
しゅう

合
ごう

（神と仏を区別せ

ずに、同じ所に祭ること）が進んだことから、
武士は特定の神仏に頼る一方で、ご利

り

益
やく

があれば複数の社寺を拝し、信仰を
通じて支配地への力を強固にするため、
社寺や仏像を寄進（神仏に財

ざい
物
ぶつ

を寄付する

こと）しました。
　いわき地方においても、八

はち
幡
まん

や諏
す

訪
わ

などの神々や熊
くま

野
の

、羽
は

黒
ぐろ

の権
ごん

現
げん

（民衆を救うため、仏が

神となってこの世にあらわれること）などが祭られ、また真
しん

言
ごん

、曹
そう

洞
とう

、臨
りん

済
ざい

、浄
じょう

土
ど

などの各宗の寺堂が建てられ
ました。（写真1-4-2）

　飯野八幡宮の流
や ぶ さ め

鏑馬は、鶴
つる

ケ
が

岡
おか

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

の流れをく
み、神社の祭礼に祈願の儀式として行われたものでし
た。
　浄土宗は法

ほう
然
ねん

上
しょう

人
にん

によって開宗されました。特に
南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時
じ

代
だい

の14世紀中ごろに確立した浄土宗の名
な

越
ごえ

派
は

は次第に女性や武士層の間を中心に全国的に広ま

 

■図● 岩城氏の最大勢力範囲 (16 世紀半ば) 

現いわき市 

二階堂氏 

田村氏 

相馬氏 

白河氏 

那須氏 

佐竹氏 

N 

陸奥国 

下野国 

常陸国 
太
平
洋 

岩城氏の最大勢力範囲  

■写真1-4-1　飯野平城跡　現在の好間町下好間に築城されました。
　〔平成７（1995） 年　いわき市撮影〕

■写真 1-4-2　鎌倉時代に京都の石清水八幡宮から分霊した飯野八幡宮　
　〔大正時代　郵便絵はがき　佐々木商店発行〕

■写真 1-4-3　現在は梅の名所としても知られている専
　称寺　梅林は昭和 8(1933) 年、篤志家によって植栽さ
　れたものです。　〔平成時代初期　いわき市撮影〕

■図 1-4-2　岩城氏の最大勢力範囲（16 世紀半ば）
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りました。専
せん

称
しょう

寺
じ

（現 平
たいら

山
やま

崎
ざき

）はその
本山としての地位を確立し、岩

いわ
城
き

家
け

など
の諸大名にとって信仰の対象ともなりま
した。（写真1-4-3）

　一方、農民は地頭の指
し

揮
き

下
か

で社寺の
造営に当たり、祭礼に際しては神仏に守
られることを願い、念仏踊りや獅子舞、
神楽などの行事に参加しました。（写真
1-4-4）

（3） 岩城家の領地没収
　豊

とよ
臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が全国統一を図るなかで、岩
いわ

城
き

家
け

はこれに従い、本
ほん

領
りょう

を安
あん

堵
ど

（旧領地の支配をそのまま認めること）

されましたが、「関
せき

ヶ
が

原
はら

の戦
たたか

い」では勝利者となった徳川方に味方しなかったため、慶
けい

長
ちょう

７（1602）年、12
万石を全部取り上げられてしまいました。
　しかし岩城家はその後、信

しなのの
濃国

くに
川
かわ

中
なか

島
じま

藩
はん

に1万石で復活、さらに出
で

羽
わの

国
くに

亀
かめ

田
だ

（後の秋
あき

田
た

県
けん

岩
いわ

城
き

町
まち

、現由
ゆ

利
り

本
ほん

荘
じょう

市
し

）に2万石の大名として国
くに

替
が

えされました。このように岩城氏が両地を治めたことが、後にいわき市
と岩城町が親子都市を締結するに至った由

ゆ
縁
えん

となりました。（４ページを参照）

5 磐城平藩や幕領などがいわき地方に配置（江戸時代）
（1） 大藩から小藩・幕領が入り組んだ地域へ
　徳

とく
川
がわ

家
いえ

康
やす

が江
え

戸
ど

（現東京）に移って武
ぶ

家
け

政
せい

治
じ

の
政
せい

庁
ちょう

となる幕
ばく

府
ふ

を開き、江戸時代が始まってまも
なくの慶

けい
長
ちょう

７（1602）年、鳥
とり

居
い

家
け

が磐
いわ

城
き

平
たいら

藩
はん

10万
石（後に12万石）の大名として、いわき地方の大半
を治めるようになります。
　鳥居家は慶長８（1603）年から12年の歳月をかけ、
磐
いわ

城
き

平
たいら

城
じょう

や城
じょう

下
か

町
まち

を整えました。現在も平市街
の街

まち
割
わ

りは当時の城下町の造りが反映されてお
り、田

た
町
まち

、材
ざい

木
もく

町
ちょう

、禰
ね

宜
ぎ

町
まち

、鍛
か

冶
じ

町
まち

などの地名
や磐城平城周辺の石垣、堀の跡などにより往

おう
時
じ

を偲
しの

ぶことができます。（写真1-5-1）

　磐城平藩は内
ない

藤
とう

家
け

（城付きの本領７万石）、井
いの

上
うえ

家
け

（城付きの本領２万3,000石ほか分領〔飛び地〕を合せて6万

石）、安
あん

藤
どう

家（城付きの本領２万3,000石ほか分領〔飛び地〕を合せて５万石）と受け継がれましたが、この過程で
藩領が細分化・分領化されるとともに、幕

ばく
府
ふ

直
ちょっ

轄
かつ

領
りょう

（幕府が直接支配する区域）が増加していきます。（図
1-5-1,2）

■写真1-4-4　現代に伝えられる獅子舞（三和町合戸）〔昭和50(1975) 
　年9月　いわき市撮影〕

■写真1-5-1　磐城平城の石垣　〔平成7(1995)年　いわき市
　撮影〕
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■図● 平・城下町の配置図 町屋、武士屋敷、水路の状況が分かります。〔1：10,000〈×0.95〉いわき都市計画図(平成 19 年作成)

／資料：「磐城平城下古地図」(享保 20 年〈1735〉年ころ)、「磐城平城下復元図」(『地図からいわきの歴史を読む』所収)などから作成〕   
 

■図 1-5-1　平城下絵図の「磐城平古地図」　内藤家の時代に描かれたもので、城下の土地利用が忠実に描かれています。　〔元 
　禄 9(1696) 年ごろ　市教育文化事業団提供〕

■図 1-5-2　平・城下町の配置図　町屋や武士屋敷、水路の状況がわかります。　〔1:10,000 〈原寸× 0.95〉 いわき都市計画
　図／資料 :「磐城平城下古地図」（享保 20 〈1735〉 年ごろ）、「磐城平城下復元図」（『地図からいわきの歴史を読む』所収）な
　どから作成〕
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　なお、内藤家は延
えん

亨
きょう

４（1747）

年、日
ひゅうがのくにのべおか

向国延岡（現宮
みや

崎
ざき

県
けん

延岡

市）に国替えとなったことが、後
にいわき市と延岡市が兄弟都
市を締結するに至った由

ゆ　えん
縁と

なりました。（5ページを参照）（図

1-5-3）

　江戸時代中期以降になると、
磐城平藩、内藤家時代に磐城平藩から分かれた泉

いずみ
藩
はん

、同じく湯
ゆ

長
なが

谷
や

藩
はん

、棚
たな

倉
ぐら

藩
はん

分領（←幕府直轄領←窪
くぼ

田
た

藩
はん

）、笠
かさ

間
ま

藩
はん

分領、多
た

古
こ

藩
はん

分領、刈
かり

谷
や

藩
はん

分領（一時期）、幕府直轄領、飯
いい

野
の

神
しん

領
りょう

などの支配する区域が複雑
に入り込む状況となりました。（図1-5-4）

（2） 地域を活性化させた産業・交通の発達
　年

ねん
貢
ぐ

米
まい

（税の一種で、幕府や江戸の藩
はん

邸
てい

に納めるための米
こめ

）の積み出しが行われていた小
お

名
な

浜
はま

湊
みなと

は寛
かん

文
ぶん

11（1671）

年、幕府から東
ひがし

廻
まわ

り海
かい

運
うん

の拠点地に指定されました。これにより、米や特産物を積んで江戸と往来する
船が入る重要地となり、延

えん
享
きょう

4（1747）年には磐城平藩から幕府直轄地へ移り、幕府の代
だい

官
かん

所
しょ

が置かれました。
　米以外の特産物として、いわき地方の産業の中心はカツオ漁と和紙づくりの紙

かみ
漉
すき

でした。いずれも地元

下三坂 

上三坂 

上市萱 
差塩 

川前 

中寺 

江田 

横川 

永井 

渡戸 

合戸 

久之浜 

江之綱 

四倉 

上遠野 

貝泊 

井戸沢 

窪田 関田 

丸通 

安良町 
小浜 

植田 

新田 
(初田・渡部) 

下川 

小名浜 

中之作 
江名 

豊間 

街道 
陣屋・代官所 
宿場など 
貿易港 

神谷 

注)1 複数支配となっている場合は
次のよう表示。 

← 

寺社地は主要なものを表示。 

支配石数が大きい 

支配石数が少ない 

御厩 

湯本 

上船尾 

田場坂 

湯長谷 

■図● 江戸時代末期のいわき地方(藩、幕府領の支配) 

磐城平藩領 
湯長谷藩領 
泉藩領 
幕府領小名浜領 
棚倉藩分領 
笠間藩分領
(現茨城県) 
多古藩分領 
(現千葉県) 

飯野八幡宮神領 
土方家旧窪田藩
知行地 

磐城平 

■図 1-5-3　江戸時代初期のいわき地方（藩、
　幕府領の支配および郡）

■図 1-5-4　江戸時代末期のいわき地方（藩、幕府領の支配）
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だけでなく、江戸と取り引きされていました。山間部では馬
が多く飼われ、馬

うま
市
いち

がたちました。ほかにも、藍
あい

、木
も

綿
めん

、木
もく

炭
たん

などがいわき地方の各地域で生産され、
近隣で取り引きされました。
　後に、いわき地方の経済を支えた石

せき
炭
たん

は、安
あん

政
せい

３（1856）年に片
かた

寄
よせ

平
へい

蔵
ぞう

によって湯長谷藩 領
りょう

内
ない

の白
しら

水
みず

村
むら

で発見されました。
　交通路の整備も行われ、交易が活発になると宿

しゅく
場
ば

が発達しました。関
せき

田
た

、植
うえ

田
だ

、新
しん

田
でん

、上
かみ

船
ふな

尾
お

、湯
ゆ

本
もと

、平
たいら

、四
よつ

倉
くら

、久
ひさ

之
の

浜
はま

などは通
つう

称
しょう

・浜
はま

街
かい

道
どう

（５街道以外はすべて通称名。同じ街道でも通る個所の違いによって

呼称が異なります）の宿場として、また上
か

遠
とお

野
の

、上
かみ

三
み

坂
さか

などは中
なか

通
どお

りと結ぶ中継点として栄えました。（写真
1-5-2、 3）

　また、中
なか

之
の

作
さく

、九
ここ

面
づら

（後の勿
な こ そ

来漁
ぎょ

港
こう

）などの湊は、陸送と海送を結ぶ重要な役割を果たしました。特に、
阿
あ

波
わ

の国
くに

（現在の徳
とく

島
しま

県
けん

）からこれらの湊に陸揚げされた貴重な塩は、山地を縫うように通じる「塩の道」
をたどって盛んに中通りに運ばれました。

（3） 農民の苦しい暮らしと幕政
　江戸時代の初期においては気候変動が少なく安定したことも
あって、夏

なつ
井
い

川
がわ

の小
お

川
がわ

江
え

筋
すじ

や愛
あい

谷
や

江
え

筋
すじ

や鮫
さめ

川
がわ

支
し

流
りゅう

四
し

時
とき

川
がわ

の四
し

時
とき

堰
ぜき

などが建設され、新たな田畑が盛んに開発されました。この開
かい

田
でん

は農民や藩政に安定をもたらしましたが、その一方で藩には幕
府から無理な公共事業が押し付けられるようになり、そのしわよ
せは藩から農民に及び、その分年貢の取り立てが厳しくなっていき

■写真 1-5-2　立原杏所作とされる「サメ川」（浜街道、鮫川の渡し）
　〔文化 7 (1810) 年　鷺栄一郎氏所蔵〕

■写真1-5-3　浜街道の松（平原高野）　〔昭
　和59(1984)年10月　高萩純一氏撮影〕

■写真 1-5-4　天明飢饉の碑（小川町・ 
　常慶寺）　天明期の悲惨な様子が描
　かれており、市指定有形文化財 ( 歴
　史資料 ) に指定されています。〔いわ
　き市教育文化事業団提供〕
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ます。元
げん

文
ぶん

３（1738）年に発生した元
げん

文
ぶん

一
いっ

揆
き

は、年
ねん

貢
ぐ

に不満をもった農民
が起こした百

ひゃく
姓

しょう
一
いっ

揆
き

でした。
　江戸時代中期から後期になると、気候が不安定になり、飢

き
饉
きん

、地震、
台風に襲われ、生活は苦しさを増していきます。特に、天

てん
明
めい

の大
だい

飢
き

饉
きん

（天

明元-9〔1781―89〕年）や天
てん

保
ぽう

の大飢饉（天保４―７ 〔1833-36〕 年）では、いわき
地方では大きな被害が出て、天保の飢饉では3,000人も亡くなったといわ
れています。（写真1-5-4）

　こうした不安定さは、幕
ばく

藩
はん

体
たい

制
せい

を揺るがして信頼性を失わせていきまし
た。幕府は、これを立て直すためにさまざまな改革を講じましたが、外
国からの貿易要求や商品経済の発達はこれまでの米を中心とした税体系
や鎖

さ
国
こく

政
せい

策
さく

などの制度と相反するようになっていきます。（写真1-5-5）

（4） 文化が花開く時代
　江戸時代は次第に武力による争

あらそ
いのない時代となり、一般庶民にも安定がもたらされ、地方には芸術

や文化が生まれました。いわき地方においては、内
ない

藤
とう

風
ふう

虎
こ

（磐
いわ

城
き

平
たいら

藩
はん

主
しゅ

三代目。内
ない

藤
とう

義
よし

概
むね

→改名・義
よし

泰
やす

の俳
はい

号
ごう

）は大名のおおらかさをもって多くの門
もん

人
じん

を抱え、俳
はい

諧
かい

の分野における指導者でもありました。内
ない

藤
とう

露
ろ

沾
せん

（内藤義泰の次男。義
よし

英
ひで

の俳号）は俳
はい

人
じん

・松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

とも交流を持ち、いわき地方の景勝地を四季などに絡め、
すばらしい俳句の作品を残しています。（24、 80ページを参照）

　信仰面では徳川幕府に守られた仏教の宗
しゅう

派
は

が盛んとなり、なかでも真
しん

言
ごん

宗
しゅう

の薬
やく

王
おう

寺
じ

（現四
よつ

倉
くら

町
まち

薬
やく

王
おう

寺
じ

）

や幕府公認となった浄
じょう

土
ど

宗
しゅう

名
な

越
ごえ

派
は

の本
ほん

山
ざん

・専
せん

称
しょう

寺
じ

が有名となり、多くの人を集めました。また、いわき
地方出身の祐

ゆう
天
てん

上
しょう

人
にん

は、江戸において最も人気の高い僧にまでのぼりつめました。
　江戸時代の初期には、いわき地方出身の袋

たい
中

ちゅう
上

しょう
人
にん

が、琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

に渡り浄土宗を伝えました。
　そのほか農民は、厳しい農作業のなかにあっても、神仏に豊作を祈願するための休日を設け、じゃん
がら念

ねん
仏
ぶつ

、獅
し

子
し

踊
おど

りや祭礼や各地域で繰り広げられる年中行事に、心の安らぎを求めました。（写真1-5-
6、 7）

■写真1-5-5　幕府老中として幕府
　の維持に努めた磐城平藩主・安藤
　信正侯の像　松ケ岡公園の一角に
　建てられました。　〔昭和50年代
　いわき市撮影〕

■写真 1-5-6　絵はがき「石城みやげ」の念仏踊　〔昭和 10(1935) 年ごろ
　平町役場発行〕

■写真 1-5-7　薬王寺の絹本 
　著色弥勒菩薩像（国指定重
　要文化財・絵画）　〔明治時
　代末期　郵便絵はがき〕
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1

古
代
の
「
菊
多
関
」
が

　
　
文
学
・
景
観
美
の
「
勿
来
関
」
へ

定されていないのですが、とにもかくにも９世紀後半以降にはその役割を終
え、歴史の表

おもて
舞
ぶ

台
たい

から消えました。（80ページを参照）

　ところが、関はカタチを変えて、ふたたび歴史の表
おもて

舞
ぶ

台
たい

に登場してきます。
寛
かん

文
ぶん

10(1670)年、磐
いわ

城
き

平
たいら

藩
はん

主
しゅ

二代目・内
ない

藤
とう

忠
ただ

興
おき

の命を受け、国
こく

学
がく

者
しゃ

・葛
かつら

山
やま

為
ため

篤
あつ

が編
へん

さんした、いわき地方における最初の地誌となる『磐
いわ

城
き

風
ふ

土
ど

記
き

』の
なかに「奈

な
古
こ

曾
そ

の関
せき

」の名称で書き記され、その存在を示します。
　また、内藤忠興は承

しょう
応
おう

年間(1652-55)、磐城平藩の飛
と

び地
ち

である菊
きく

多
た

郡
ぐん

関
せき

田
た

村
むら

の海が見える一帯にサクラを植樹して、関跡として認知します。ちなみに、
ここは磐城平藩にとって菊多郡では唯

ゆい
一
いつ

、海を一
いち

望
ぼう

できる風
ふう

光
こう

明
めい

媚
び

な場所で
もありました。（写真1-5-8）

　その後、内
ない

藤
とう

風
ふう

虎
こ

（義
よし

概
むね

・三代目藩主）

や内
ない

藤
とう

露
ろ

沾
せん

などの文学者によって詠
うた

わ
れるようになり、また、古代や中世に
詠われた一般用語としての「来

く
る勿

なか
れ」

の関も、「勿来関」として関田村の場所
へ特定されていきます。
　明治27(1894)年には関田地区民が発起
して、広く寄付を呼びかけて関の改修を
行っており、すでに“地域の関”として
強く認識されていたことがうかがえま
す。
　明治30(1897)年２月に鉄道の勿

な
来
こそ

駅
えき

が
開設されたことは、「勿来」の認知度を
全国的に広める大きな力となりました。

■写真 1-5-8　海岸を一望できる「勿来
　の関公園」で花見　〔昭和 57(1982) 年
　4 月　いわき市撮影〕

　常
ひた

陸
ちの

国
くに

と陸
む つ の

奥国
くに

、
一時的に設けられた
石
いわ

城
きの

国
くに

、さらには多
た

珂
が

評
こおり

、菊
きく

多
た

評
こおり

の範囲
が異動する過程で、
常陸国多珂評と陸奥
国菊多評の国

くに
境
ざかい

とし
て菊

きく
多
たの

関
せき

が設けられ
ました。
　その場所について
は、諸説があって特

1

古
代
の
「
菊
多
関
」
が

　
　
文
学
・
景
観
美
の
「
勿
来
関
」
へ
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1

古
代
の
「
菊
多
関
」
が

　
　
文
学
・
景
観
美
の
「
勿
来
関
」
へ

1

古
代
の
「
菊
多
関
」
が

　
　
文
学
・
景
観
美
の
「
勿
来
関
」
へ

大正時代にはマツやサクラの植栽や、
顕
けん

彰
しょう

碑
ひ

や歌
か

碑
ひ

の建立、関に通じる道
路の改修と、地区民や文学関係者な
どが、関および周辺を修

しゅう
景
けい

して存在
をアピール。また大正４(1915)年には、
戯
ぎ

曲
きょく

「なこその関」が東京で演じられ、
昭和９(1934)年にはこの戯曲がラジオ
放送されました。このほか、多くの
文人などの詩歌に読み込まれました。
（写真1-5-9）

　こうして、大正14(1925)年５月には、
窪田村が町制を敷

し
くにあたって「勿

な
来
こそ

町
まち

」と改称。初めて「勿来」は正式地名の仲間入りを果たし、
昭和30(1955)年４月の３町２村の合併では、「勿

な
来
こそ

市
し

」を名乗るようになりました。

　昭和26(1951)年に一帯が県
けん

立
りつ

勿
な

来
こそ

自
し

然
ぜん

公
こう

園
えん

に指定されて以降は、関を中心とした「（ 源
みなもとの

）義
よし

家
いえ

ま
つり」や「勿来まつり」が開催される一方、昭和63(1988)年７月には「勿

な
来

こその
関
せき

文
ぶん

学
がく

歴
れき

史
し

館
かん

」の開館、
数度にわたる「勿

な
来
こそ

の関
せき

公
こう

園
えん

」の整備、平成19(2007)年４月には「吹
すい

風
ふう

殿
でん

」の開所、と施設が整備
されました。（写真1-5-10）

　これに合せて、多くの住民・団体が周辺環境の整備や観光ガイドに携わるなど、まちづくりの成
果が活かされる場所となりました。（写真1-5-11）

■写真 1-5-9　勿来関の絵はがき　シリーズで数多くの絵はがきが作製
　されました。　〔大正時代　郵便絵はがき〕

■写真 1-5-10　県立勿来自然公園の内定を記念して武者行
　列　〔昭和 25(1950) 年　郵便絵はがき〕

■写真1-5-11　松から害虫を防ぐ、こも巻き作業を
　行う地元ボランティア　〔平成23(2011)年10月　い
　わき民報社提供〕
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（5）　江戸時代の終わりと戊辰戦争
　慶

けい
応
おう

３（1867）年10月、幕府は天皇に政権を返して260年余の歴史を閉じましたが、慶応４／明
めい

治
じ

元（1868）

年、天皇中心の新しい政府を支持する藩や貴族（さまざまな呼び名はありますが、ここでは「新政府軍」）と旧幕
府に味方する藩の間で戊

ぼ
辰
しん

戦
せん

争
そう

（60年に1回の組み合わせとなる「干
え

支
と

」が、慶応4年／明
めい

治
じ

元年では「戊辰」に当

たることに命名由来）が起こります。
　いわき地方では、慶応４／明治元（1868）年５月、磐

いわ
城
き

平
たいら

、泉
いずみ

、湯
ゆ

長
なが

谷
や

の各藩が、旧幕府に味方して奥
おう

羽
う

越
えつ

列
れっ

藩
ぱん

同
どう

盟
めい

（奥
おう

州
しゅう

や羽
う

州
しゅう

〔現在の東北地方〕、越
えち

後
ご

〔現在の新
にい

潟
がた

県
けん

〕の31藩が参加）を結んで、新政府軍を迎
え打ちました。しかし、同年６月、平

ひら
潟
かた

湊
みなと

に上陸した新政府軍に次 と々打ち破られ、同年７月に磐城平城
が占

せん
拠
きょ

されて、いわき地方における戦争は終わりを告げました。

6 石炭産業や漁業が地域をけん引（明治時代）
（1） 近代日本の出発といわきの行政、教育
　日本の近代化は、徳川幕府がつくってきた制度を根

こん
本
ぽん

から変え、明
めい

治
じ

維
い

新
しん

と呼ばれるさまざまな改革を
実行することによりスタートしました。明治政府は国の富みを生ませ、軍隊を強くする「富

ふ
国
こく

強
きょう

兵
へい

、産業
を起こして盛んにする「殖

しょく
産
さん

興
こう

業
ぎょう

」などの政策を強力に進め、明治５（1872）年に学校や教育に関する「学
がく

制
せい

」を制定、明治６（1873）年に国民に兵
へい

役
えき

に服
ふく

する義務を負わせる「徴
ちょう

兵
へい

令
れい

」（明治６〔1873〕年公布）、土地
の所有を認める代わりに税の対象とする「地租改正条例」の制定（明治６年公布）などを相次いで実行する
とともに、政府が経営する製鉄工場や製
糸工場の官

かん
営
えい

工
こう

場
じょう

、さらには鉄道を設置
しました。
　行政制度もめまぐるしく変わります。明
治４（1871）年に従来の藩を廃止して県に
置き換える「廃

はい
藩
はん

置
ち

県
けん

」が行われました。
いわき地方においては、明治４年７月にそ
れぞれの旧藩を引き継いだ磐

いわ
城
き

平
たいら

県
けん

や泉
いずみ

県
けん

、湯
ゆ

長
なが

谷
や

県
けん

などが成立しましたが、同
年11月には平

たいら
県
けん

にまとめられました。その
範囲は浜

はま
通
どお

りと宮
みや

城
ぎ

県
けん

の一部を含む地域
に及んでいました。平県は同月に磐

いわ
前
さき

県
けん

に
改称されました。
　県の下の行政区分としては、明治５年に

「大
だい

区
く

・小
しょう

区
く

制
せい

」が導入され、磐前県は
県内管轄の大区を第１区から５区に分けま
した。第１区は菊

きく
多
た

、磐
いわ

前
さき

、磐
いわ

城
き

の３郡
で構成されており、これは現在のいわき市
に相当する範囲です。このことから、当時

磐
城
平
藩 

湯
長
谷
藩 

泉 
 

 

藩 

明治4 
(1871)年 
7月14日 

～
 

磐
城
平
県 

湯
長
谷
県 

泉 
 

 

県 

棚 

倉 

県 

白 

河 

県 

中
村
県
な
ど 

明治4 
(1871)年 
11月2日 

二本松県 若松県 

明治4 
(1871)年 
11月29日 ～

 

福島県 

明治9 
(1876)年 
8月21日 

明治4 
(1871)年 
 以前 

■図● 江戸時代末期から明治時代初期における行政範囲の変化 

平 県 

現在のいわき市の範囲 

福島県 磐前県 若松県 

棚 

倉 

藩 

幕
領
ほ
か 

 

→福島県 

■写真 1-5-7　絵はがき「石城みやげ」の念仏踊　〔昭和 10(1935) 年ごろ
　平町役場発行〕

■図 1-6-1　江戸時代末期から明治時代初期における行政範囲の変化



−26− −27−

未来へつなぐ「いわき」ものがたり

から“いわきは一つ”という考え方があったといえます。
　明治９（1876）年８月、磐前県は若

わか
松
まつ

県
けん

、福
ふく

島
しま

県
けん

と合併し、
新しい現在の福島県となり、県庁が福島に置かれました。（図
1-6-1、 2）

　その後、明治政府は住民に密着した、新しい行政の単
位を模索しつつ、何度か変更。明治21（1888）年、教育、
土木、徴

ちょう
税
ぜい

、戸籍事務を扱う能力を持つことのできる地方
自治体制を確立するため、より広い、まとまった範囲の自
治体を創

つく
る「市

し
制
せい

・町
ちょう

村
そん

制
せい

」を公布するに至りました。こ
の制度は翌22（1889）年４月に施行され、わずか１年間の間

宇多郡 

行方郡 

標葉郡 

田村郡 

石川郡 

楢葉郡 

磐前郡 
磐城郡 

白川郡 菊多郡 

平 
(県庁) 

楢葉郡 

磐 
城 
郡 

◎ 

■図 1-6-2　磐前県（←平県）の範囲　〔明治　
　4(1871) 年 11 月―明治 9(1876) 年 9 月〕

■図 1-6-3　「明治の大合併」直前のいわき地方
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で全国的な町村合併を実施しました。この合併は、従前の仕来りや慣習で維持してきた町村と異なったも
ので、後に「明治の大合併」と呼ばれ、地方自治史上において画期的な事柄でした。地方自治体としての
市町村は、この時に確立されたといえます。
　いわき地方においても大規模な町村合併が施行され、現市域内にあった２町（小

お
名
な

浜
はま

、平
たいら

）211村は、３町（小

名浜、平、四
よつ

倉
くら

）39村に集約されました。（図1-6-3、 4）

　さらに明治29（1896）年４月、３郡の合併により石
いわ

城
き

郡
ぐん

が誕生し、この時楢
なら

葉
は

郡
ぐん

の一部であった川
かわ

前
まえ

村
むら

が石城郡に編入されました。
　明治５年、学制が定められると、翌年いわき地方でも相次いで小学校が開校しました。学校制度はた

 
 

■図 1-6-4「明治の大合併」直後〔明治 22(1889) 年 4月〕のいわき地方における行政区分
明治21（1888）年時の行政境
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びたび改変され、初
しょ

等
とう

学
がっ

校
こう

であ
る尋

じん
常

じょう
小

しょう
学
がっ

校
こう

・高
こう

等
とう

小
しょう

学
がっ

校
こう

に次いで、中
ちゅう

等
とう

学
がっ

校
こう

となる中学
校・高等女学校が県立として発
足したのは、磐

いわ
城
き

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

（現

磐城高校）が明治34（1901）年、
磐
いわ

城
き

高
こう

等
とう

女
じょ

学
がっ

校
こう

（現磐城桜が丘高

校）が明治44（1911）年のこと
でした。（写真1-6-1）

（2） 通信・交通網の整備が経済の活性化へ
　いわき地方における近代化も急速に進みました。明治５（1872）年には平

たいら
、湯

ゆ
本
もと

、植
うえ

田
だ

で郵便局が開設、
電信は明治20（1887）年に平−三

み
春
はる

が開通しました。
　日本は先進国であるヨーロッ
パやアメリカの技術・文化を積極
的に取り入れましたが、その一方
で先進国のアジア進出に対し危
機感を覚え、やがてこれらの国々
や隣

りん
国
ごく

と利害が対立するように
なります。こうして武

ぶ
力

りょく
衝

しょう
突
とつ

と
なったのが、明治27-28（1894-95）

年の日
にっ

清
しん

戦
せん

争
そう

（日本と中国・清
しん

国
こく

の戦争）、明治37-38（1904-05）年
の日

にち
露
ろ

戦
せん

争
そう

（日本とロシアの戦争）

でした。これら戦争は日本の立
場を大きく変えました。日本は世

界の強国にのしあがるとともに、国内でも産業革命の伴う工業化が一層進みました。（写真1-6-2）

　明治30年前後、いわき地方の経済は大きな転換期を迎えます。現在の双
ふた

葉
ば

郡
ぐん

富
とみ

岡
おか

町
まち

南方から茨
いばら

城
き

県
日
ひ

立
たち

市
し

北方にかけて分布している石炭が工業化のための熱エネルギー源として注目を浴びたのでし
た。これら石炭の採れる地域は、「磐

いわ
城
きの

国
くに

」（明治元年に陸
む つ の

奥国
くに

から分離）と「常
ひたちの

陸国
くに

」の一字ずつを取っ
て「常

じょう
磐
ばん

炭
たん

田
でん

」（経済的価値のある石
せき

炭
たん

層が、地下に質・量ともに豊富に存在する地域）と呼ばれました。
　いわき地方で初めて近代的な設備を使った磐

いわ
城
き

炭
たん

礦
こう

社
しゃ

ができたのは、明治17（1884）年のこと。当初
は小

お
名
な

浜
はま

から船で東京方面に輸送していましたが、暴風雨で船が難破する危険性が高く、安定的に輸
送することができる鉄道の敷設が望まれました。

■写真 1-6-1　平町字揚土に建てられた磐城中学校　〔大正時代　郵便絵はがき
　佐々木商店発行〕

■写真 1-6-2　日露戦争の戦勝祝賀仮装行列隊（平町）　〔明治 38(1905) 年　真木 
　隆四郎氏撮影〕
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2

国
に
編
入
さ
れ
た
入
会
地
を

　
　
　
　村
に
戻
す
運
動
を
展
開

　江戸時代の土地は農民が借り受けるかたちで耕
作し、定められた米や麦などを年

ねん
貢
ぐ

米
まい

として幕府
や藩に納めていました。このほか、村人は生活に必要な雑

ざつ
木
ぼく

や乾
ほし

草
くさ

などの生
産物を採取するため、税納と引き換えに自由に入って耕作や採取ができる村
共有の入

いり
会
あい

地
ち

を持っていました。
　明治時代初期に公布された「地

ち
租
そ

改
かい

正
せい

条
じょう

例
れい

」は、政府が耕作者を土地所有
者と認めて地

ち
券
けん

（所有者の名前、土地面積、地価、地租額を記入した証書）を発行す
る代わりに、耕作者である農民が納税者となる制度ですが、入会地は特定者
の利用でないことから、土地確認の際に、その大半は国所有となってしまい
ました。これによって、利用者はこれまでのように自由に入ることはもちろん、
生活の糧

かて
を得ることができなくなり、初めて事の重大さを知ることになりま

した。（ 写真 1-6-3）

 

国有土地森林原野下戻法 
   (明治 32年) 

■図●林野所有の変遷 

江戸時代 

所有区分 

共同入 

一村 

個人または 

数人共同 

 
個人 

林野区分 

焼山 

散野 

 
 

居懸山 

国有林 

国有林 

民有林 

(公有林) 

民有林 

(私有林) 

明治時代～大正時代初期 

官有林野引き戻し運動 

抱山 

■図 1-6-5　林野所有の変遷

■写真 1-6-3　土地の所有者
　を明らかにした地券台帳（大
　林村）　大林村は、現在の山
　田村の一部です。　〔明治６
　(1873) 年　大林区有文書〕

2

国
に
編
入
さ
れ
た
入
会
地
を

　
　
　
　村
に
戻
す
運
動
を
展
開
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2

国
に
編
入
さ
れ
た
入
会
地
を

　
　
　
　村
に
戻
す
運
動
を
展
開

2

国
に
編
入
さ
れ
た
入
会
地
を

　
　
　
　村
に
戻
す
運
動
を
展
開

　このため、全国の入会地を持つ村
は死活問題として、元に引き戻す運
動を起こすようになりました。
　これに対し、政府は明治 23(1890)

年に、民有であったことを認める証
拠があれば引き戻しを受けるという
内容の勅

ちょく
命
めい

（天皇の命令）を出して、
門戸を開きました。福島県では翌年
に「福島県山林協会」が設立され、
県全体の運動に広がりました。
　しかし、証拠集めと手続きの煩

はん
雑
ざつ

さなどにより、主張は容易に認められませんでした。明治
32(1899)年4月、ようやく「国

こく
有
ゆう

土
と

地
ち

森
しん

林
りん

原
げん

野
や

下
さげ

戻
もどし

法
ほう

」が公布され、手続き方法が容易になりまし
たが、それでも証拠集めは大きなハードルでした。申請となる村では、昔の図面を探し出し、突き
合わせをするなど、証拠集めに奔

ほん
走
そう

しなければなりませんでした。（写真1-6-4）

　いわき地方における引き戻し申請は、久
ひさ

之
の

浜
はま

村
むら

大字末
すえ

続
つぎ

、大
おお

久
ひさ

村
むら

大字大
おお

久
ひさ

、川
かわ

前
まえ

村
むら

大字川
かわ

前
まえ

、同
小
お

白
じろ

井
い

、同上
かみ

・下
しも

桶
おけ

売
うり

、小
お

川
がわ

村
むら

大字上
かみ

小
お

川
がわ

、永
なが

戸
と

村
むら

大字渡
わた

戸
ど

、四
よつ

倉
くら

町
まち

大字駒
こま

込
ごめ

、夏
なつ

井
い

村
むら

大字上
かみ

大
おお

越
ごえ

、好
よし

間
ま

村
むら

大字今
いま

新
にい

田
だ

、箕
みの

輪
わ

村
むら

大字高
こう

野
や

、上
か

遠
とお

野
の

村
むら

大字滝
たき

、渡
わた

辺
なべ

村
むら

大字上
かみ

釜
かま

戸
ど

、江
え

名
な

村
むら

大字永
なが

崎
さき

、
錦
にしき

村
むら

大字中
なか

田
だ

、川
かわ

部
べ

村
むら

大字瀬
せ

戸
と

など、ほぼ全域にわ
たっています。
　このうち川前村などにおいては、江戸時代におい
てたびたび領主が変わり、突合させるのに苦

く
慮
りょ

し、
訴
そ

訟
しょう

問題にまで発展しました。四倉町においても、
１枚の図面では却下され、別の期間の図面を追加し
てようやく申請にこぎつけることができるほどでし
た。他の村においても、苦労は並大抵のものではあ
りませんでした。
　それでも、いわき地方における引き戻し申請は、その多くが大正時代初期までの期間を要して、

解決をみることになりました。（図1-6-5）

　この運動は生活権を奪われるという危機に対し、村
全体の運動として展開されたもので、その成果は、川
前村や三和村では林業発達の基礎となるなど、地域産
業の活性化に大きな役割を果たしました。（写真1-6-5）

　川前支所前に立つ「川前村公
こう

有
ゆう

林
りん

下
さげ

戻
もど

し統一記念碑」
のほか、内

うち
郷
ごう

高
こう

野
や

町
まち

（旧箕輪村）や平
たいら

中
なか

塩
しお

（旧平
ひら

窪
くぼ

村
むら

）、
大久町大久などに立つ碑が住民による力の結集と労苦
を今に伝えています。（108ページを参照）（写真1-6-6）

■写真 1-6-4　土地一つひとつの集合体として、全国的に必ず村全図が
　作製（菊多郡添野村）　〔明治時代初期　添野区有文書〕

■写真 1-6-5　広大な森林地帯を持つ三和村は、引
　き戻し運動が盛んだった地域　〔昭和 57(1982)　
　年 11 月　いわき市撮影〕

■写真 1-6-6　大久村の村有林払下げ記念碑除幕
　式　〔昭和 39(1964) 年 11 月　鈴木俊氏提供〕
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　これが実現したのは、明治30（1897）年２月、水戸−平（現いわき）駅まで開通した、日
に

本
ほん

鉄
てつ

道
どう

磐
いわ

城
き

線
せん

（全

通して海
かい

岸
がん

線
せん

、明治39年に国有化され、現在はJR常
じょう

磐
ばん

線
せん

）でした。
　鉄道の開通によって東

とう
京
きょう

や横
よこ

浜
はま

などの大消費地と直結。い
わき地方における石炭採掘の
ために大資本が相次いで投入さ
れ、石炭増産を促します。明治
16（1883）年から同28（1895）年まで
は５万トン前後で推移した常磐
炭田における年間出炭量が、鉄
道開通後の明治30年に６万トン、
同31（1898）年に35万トンと飛躍的
に増加することとなりました。（写

真1-6-7）

　これに伴い、いわき地方にお

いて品
しな

川
がわ

白
しろ

煉
れん

瓦
が

製
せい

造
ぞう

所
しょ

が明治38（1905）年に、磐
いわ

城
き

セメント四
よつ

倉
くら

工
こうじょう

場が明治41（1908）年に、それぞれ設
置されるなど、ガラス、耐火煉瓦、セメント、製糸
などの製造業が活発になりました。（84、92ページ参照）

（写真1-6-8）

　産業の活発化に伴い、これを後押しする電気
業、銀行業などの事業も興りました。明治44（1911）

年には磐
いわ

城
き

電
でん

気
き

が送電を始めました。また、明
治29（1896）年3月、当地方で初めての本格的な銀
行となった磐

いわ
城
き

銀
ぎん

行
こう

、次いで同年11月に平
たいら

銀
ぎん

行
こう

が開設されたのを皮切りに、次々と
銀行が開設しました。明治42 （1909）

年10月には、湯本郵便電話局が一般
電話を開始し、次いで平町に電話が
通じました。（写真1-6-9）

　明治44（1911）年3月には、平町を会
場にして「福島県第4回農

のう
産
さん

物
ぶつ

品
ひん

評
ぴょう

会
かい

」が開かれ、大勢の人が集まって新
しい時代の到来を実感する機会となり

■写真1-6-7　物見ヶ岡から見た平（現いわき）駅　〔明治時代末期〕

■写真 1-6-8　品川白煉瓦湯本支工場（湯本駅前）　〔明　
　治 44(1911) 年頃　郵便絵はがき　清光堂支店発行〕

■写真1-6-9　平町特設電話開通記念　〔明治時代末期　郵便絵はがき　平 
　郵便局発行〕
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ました。（写真1-6-10）

　明治35（1902）年、県内漁業を産業と
して発展させるための試験・研究・指導
機関として、福

ふく
島
しま

県
けん

水
すい

産
さん

試
し

験
けん

場
じょう

が小名
浜に設置されました。これにより、い
わきの特産であった鰹

かつお
節
ぶし

の品質改良が
行われ、東京市場にも送られ人気を集
めました。また、明治40年代になると
漁船の動力化が進み、打

うた
瀬
せ

網
あみ

、サンマ
流し網などの漁法も取り入れられました。
（写真1-6-11、 12）

　歌人の天
あま

田
だ

愚
ぐ

庵
あん

や地方史、漢詩、絵画などの幅広い創作活動をした大
おお

須
す

賀
が

筠
いん

軒
けん

は、新しい明治の息吹

を今日に伝える資料を残しました。

7 「大正デモクラシー」と好不況の波（大正時代）
（1） 第一次世界大戦が及ぼした経済活況
　大正時代は15年間という短い期間でしたが、この大正時代を中心に明治時代末期から昭和時代初期ま
での間は、都市住民の増加や働く人々の権利意識・労働条件改善、映画や自動車などの文化や交通の発
達など、多方面にわたり民主主義や労働運動が活発になり、自由な考え方が広がっていきました。これら
の風潮をあらわす言葉として「大正デモクラシー」という言葉がもてはやされました。
　一方、大正時代は、好不況の起伏が激しい時代でもありました。激動の原因となったのが、大正3―7
（1914-18）年、ヨーロッパを中心に起こった第

だい
一
いち

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

でした。明治時代末期に起こった日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

後の
不景気は、この第一次世界大戦の開始により解消されました。戦線の中心であるヨーロッパから遠く離れ
ていたため、ほとんど被害を受けることがなかったことに加え、関係国に物資を供給する、いわば好景気

■写真 1-6-10　福島県第４回農産物品評会の開催に際して発行された
　絵はがき　〔明治44(1911)年3月　郵便絵はがき　石城郡協賛会発行〕

■写真 1-6-11　小名川べり（写真右）に設置された福島県
　水産試験場　〔明治時代末期　郵便絵はがき　清光堂発
　行〕

■写真 1-6-12　漁船でにぎわう小名浜海岸　〔大正時代初
　期　郵便絵はがき　樋口商店発行〕
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を生み出す要素があったことによるものです。
　この時期、炭鉱や鉄道、製鉄業、製糸業などを中心に資本が投下され、日本中が好景気で沸きました。
いわき地方では、大

だい
日
に

本
ほん

炭
たん

礦
こう

㈱がこの好景気に乗って勿
な

来
こそ

町
まち

大字酒
さか

井
い

に勿
な

来
こそ

礦
こう

を興
おこ

したのを皮切りに好
よし

間
ま

村
むら

大字北
きた

好
よし

間
ま

や磐
いわ

崎
さき

村
むら

大字藤
ふじ

原
わら

に相次いで進出し、大規模炭鉱にまで成長しました。大手の古
ふる

河
かわ

鑛
こう

業
ぎょう

（合資→㈱）が好間村に古
ふる

河
かわ

好
よし

間
ま

炭
たん

礦
こう

を開いたのもこの時期でした。
（写真1-7-1）

　農村では養蚕が盛んとなり、次々
と桑畑が拡張されました。活発な
養蚕業を活かすため、昭和時代初
期には平町に片

かた
倉
くら

磐
いわ

城
き

製
せい

糸
し

平工場
が設立されました。

（2） 通信・交通の発達、教育・文
化の広がり
　いわき地方においては、明治時

代に活性化をもたらした石炭産業が大正時代になると隆盛を極め、連動して電気業などの新しい事業が
相次いで興

おこ
りました。

　また、社会資本の整備も行われました。大正10（1921）年、平町で水道による給水が開始。平（現いわき）

駅前に自
じ

働
どう

電
でん

話
わ
（大正14年に公衆電話と改称）

が設置されたのは、大正11（1922）年でした。
本格的な病院である磐

いわ
城
き

共
きょう

済
さい

病
びょう

院
いん

は、
大正14（1925）年に平町に開設されました。
　交通の整備も進みました。中

なか
通
どお

りと浜
はま

通
どお

りを結ぶ平
へい

郡
ぐん

線
せん

（全通して磐
ばん

越
えつ

東
とう

線
せん

と改称）

は、大正６（1917）年に開通し、平町は両
地域を結ぶ中継地として大きく発展しまし
た。これまでの国道14、15号路線が一本
化され、国道６号線（現国道６号）と改称さ
れたのは、大正９（1920）年のことでした。（写
真1-7-2）

　教育面では、中学校令、高等女学校令、実業学校令が改正され、充実が図られました。こうしたなか、
大正９年には県立の平商業学校が設置されました。
　また、この時代は新しい文化が起こった時期でもありました。明治45（1912）年から大正時代初期までの
５年余り、山

やま
村
むら

暮
ぼ

鳥
ちょう

が滞在。文学活動を通じていわき地方の青年と交わり、このなかから三
み

野
の

混
こん

沌
とん

、吉
よし

野
の

せい、猪
い

狩
がり

満
みつ

直
なお

などの文学者が育ちました。（写真1-7-3）

　茨
いばら

城
き

県
けん

生まれで、後に多くの童謡を作詞した野
の

口
ぐち

雨
う

情
じょう

は、大正時代に湯
ゆ

本
もと

町
まち

に３年半の間過ごし、詩

■写真 1-7-2　北側から見た江田信号場　〔大正 6(1917) 年〕

■写真 1-7-1　古河好間炭礦の炭鉱施設群　写真奥に好間市街が見えます。　
　〔昭和時代初期　郵便絵はがき　古河好間炭礦㈱発行〕
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作を練っていました。
（3） 景気が回復せず、昭和時代へ
　大正12（1923）年９月に発生した関

かん
東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

に
よって東京、横浜など関東地方は大きな被害を
受け、鉄道を中心とした交通は大きな打撃を受け
ました。この代わりとしてアメリカから輸入された
のが自動車でした。道路が確保されれば便利な
乗り物である自動車は、たちまち用途に応じて乗
合バスやタクシー、貨物自動車を中心にいわき地

方にも広がりました。
  関東大震災の復興支援のためには、
いわき産の魚や木材が盛んに関東地方
へ送り込まれました。
　しかし、経済的には大戦が終結した
後の大正９（1920）年以降、戦争景気の
反動として生産が消費を上回った結果、
物価が下落し、失業者が増える事態と
なりました。大正時代後期にはこの不
景気から脱することができず、昭和時
代初期における経済の混乱期へとつな
がっていきます。
　こうした不景気を振り払おうと、大正
14（1925）年４月には、平町で「国

こく
産
さん

奨
しょう

励
れい

勧
かん

業
ぎょう

大
だい

博
はく

覧
らん

会
かい

」が開催されました。（写真1-7-4）

8 昭和恐慌を経て、濃くなる戦時色（昭和時代前期）
（1） 不景気を脱し、好景気をもたらした大陸進出

　昭和時代に入ると、昭和２（1927）年には極度の不景
気で金融機関が機能停止する「金

きん
融
ゆう

恐
きょう

慌
こう

」、昭和４
（1929）年には不景気が世界中に広がる「世

せ
界
かい

恐
きょう

慌
こう

」
と続きました。不景気は地方にも及び、いわき地方に
おいても工場の破産が続出、経済は混乱が続き、㈱
平
たいら

銀
ぎん

行
こう

や㈱磐
いわ

城
き

銀
ぎん

行
こう

、㈱磐
ばん

越
えつ

銀
ぎん

行
こう

などが相次いで
倒産しました。農村においても繭

まゆ
の値段が大きく落ち

込み、加えて冷害によって作物がとれなくなる事態が
続き、経済の行きづ詰まりはいわき地方全体に広がり
ました。（写真1-8-1）

■写真 1-7-3　猪狩満直詩碑の除幕式　〔平成 14(2002) 年 4 月
　いわき市撮影〕

■写真 1-7-4　国産奨励勧業大博覧会の産業館前　〔大正 14(1925) 年 4 月
　郵便絵はがき　八巻写真部発行〕

■写真 1-8-1　㈱平銀行は㈱常磐（後の㈱常陽）銀行に吸
　収　〔大正時代　郵便絵はがき〕
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3

石
炭
採
掘
と
温
泉
確
保
の

　
　
　
　
　共
存
共
栄
を
願
っ
て

　湯本は古くから温泉
という固有の財産を持
つ地域でした。明治時
代以降、産業の近代化
や交通の発達は、温泉
の存在を高めることに
なりましたが、湯本の
場合には同じ地下に石
炭層が眠っていて、石
炭採掘に際して湯

ゆ
脈
みゃく

と
遭
そう

遇
ぐう

して出
しゅっ

水
すい

し、旅館の温泉が止まる事態が発生しました。これが、炭鉱会社
と温泉旅館などの温泉利用者との利害対立となったのです。（ 写真1-8-2、 図 1-8-
1）

　これを調整する
ため、炭鉱会社は
温
おん

泉
せん

救
きゅう

済
さい

基
き

金
きん

を
給付することにな
り、その受

う
け皿

ざら
と

して大正２(1913)年
５月に「湯

ゆ
本
もと

区
く

会
かい

」
（昭和23 〔1948〕 年に

「湯
ゆ

本
もと

財
ざい

産
さん

区
く

」と改称）

が設置されました。

　しかし、次第に温泉だけでなく井戸水さ
えも汲

く
み上げるのに苦慮するようになり、こ

のため湯本村民は「湯
ゆ

本
もと

温
おん

泉
せん

鑿
さく

井
い

期
き

成
せい

同
どう

盟
めい

会
かい

」を結成して、独自の温泉掘削を村や湯
本区会に働きかけました。しかし、村も区
会も炭鉱会社から財政や施設建設などの支

雨水 

阿武隈高地 

自噴 

湯本温泉 

太平洋 

いわき 

常磐線 

湯の岳 

基盤岩(花崗岩) 

湯 

本 

断 

層 

・ 

■図 1-8-1　温泉と石炭の関係図　〔『常磐湯本温泉史』を一部改変して引用〕

■写真1-8-2　内郷村大字綴字堀坂における三星
　炭鑛の噴湯　三星炭鑛は湯脈に遭遇し、閉山に
　追い込まれました。　〔大正２(1913) 年ごろ　郵
　便絵はがき　沼知写真館発行〕
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2

国
に
編
入
さ
れ
た
入
会
地
を

　
　
　
　村
に
戻
す
運
動
を
展
開

援を受けて関係を深めており、
容易に解決策を見出せません
でした。
　このため、商店街の有志は
大正８(1919)年3月に「湯

ゆ
本
もと

町
まち

愛
あい

湯
ゆ

会
かい

」を、さらに湯本村の
有志は同年５月に「湯

ゆ
本
もと

保
ほ

全
ぜん

同
どう

盟
めい

会
かい

」を結成し、炭鉱と対
立するのではなく、共

きょう
存
ぞん

共
きょう

栄
えい

のための温泉復活工事につい
て、陳情や折

せっ
衝
しょう

を繰り返しま
した。（写真1-8-3）

　この結果、湯本町愛湯会が
湯本区会に工事を依頼し、実際には炭鉱会社の入

いり
山
やま

採
さい

炭
たん

㈱（昭和 19 〔1944〕 年に磐
いわ

城
き

炭
たん

礦
こう

㈱と合併して

常
じょう

磐
ばん

炭
たん

礦
こう

㈱）が技術支援するカタチで、昭和 11(1936) 年４月に温泉掘削工事が開始されました。
　しかし温泉掘削工事は、湯本町が抱えていた平

へい
小

しょう
鉄
てつ

道
どう

（平
たいら

−小
お

名
な

浜
はま

を結ぶ鉄道敷設の予定線）の湯
ゆ

本
もと

回り案をめぐって町議会が紛
ふん

糾
きゅう

して、湯本町における他の課題への対応も絡み、町内の対立構図
に巻き込まれていくようになってしまいます。こうして工事は昭和 13(1938) 年夏には中断し、翌年には
湯本町愛湯会の活動も停止してしまいます。
　この時期、戦時色が濃くなり、戦争維持の
ためには温泉資源よりも石炭資源の重要性が国
レベルで唱えられるようになり、政府は石炭増
産政策を推進するため、石炭産業への支援を
強めていきます。
　このような状況のなか、湯本市街地下に鉱

こう

業
ぎょう

権
けん

（登録を申請して得た一定の区域において、地

下鉱物などを採掘し、取得できる権利）を持つ入山
採炭㈱は湯本町との間で、昭和17(1942)年12月、
採掘と引き換えに、湯

ゆ
本
もと

礦
こう

第６坑の坑内から地表に放出した排温泉水を新たな温泉管で送湯すると
いう内容の協定書を結ぶに至り、全面的な解決を図ることができたのです。（写真1-8-4）

　同じ地下に存在する温泉と石炭という二つの地域資源。対立から共存へ、という長い間の模索は、
後の常磐炭礦㈱から転換した常磐興産㈱が持つ常磐ハワイアンセンター（現スパリゾートハワイアンズ）

と湯本温泉街との共存というテーマに活かされていくことになります。

■写真 1-8-3　湯本川に放出される排温泉水　第六坑の掘削中に湧き出た排温 
　水を川に放出して、“にわか露天湯”となりました。鉄道は専用鉄道向田線で、
　現在の「市石炭・化石館」付近です。　〔昭和 10(1935) 年ごろ〕

■写真1-8-4　湯本温泉坑口　〔昭和51(1976)年７月　いわ
　き市撮影〕
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　こうした苦
く

境
きょう

を救うために、各市町村には経
けい

済
ざい

更
こう

生
せい

委
い

員
いん

会
かい

が置かれ、道路工事、堤防工事
などの公共事業が盛んに行われる一方、生活
のなかで無

む
駄
だ

遣
づか

いをなくし、葬
そう

儀
ぎ

や婚
こん

礼
れい

、祝
賀会など、各種儀式を簡単にするなどの改善が
叫ばれ、いわき地方においても、上

じょう
意
い

下
か

達
たつ

（組

織上位者の命令や言葉などを下位者に伝えて、意
い

志
し

疎
そ

通
つう

を図ること）のシステムにより実施されまし
た。
　昭和６（1931）年９月、日本軍と中

ちゅう
華
か

民
みん

国
こく

の武
力衝突による「満

まん
州

しゅう
事
じ

変
へん

」が中国大陸の北部・
満州で起こり、日本軍が勝利。
翌年日本の意向に沿う「満

まん
州

しゅう

国
こく

」が成立すると、新しい投
資が大陸へ向かうようになり、
また農山漁村の人々を対象と
した匡

きょう
救
きゅう

（公共）事業の投入に
よって、国内景気も上向きにな
ります。（写真1-8-5）

　これに伴い常磐炭田の炭出
量も増加。海上輸送再開の機
運が高まりました。当時の新
聞は常磐炭田のライバルとし
て、撫

ぶ
順
じゅん

の石炭を挙げており、後年、奇しくも、石炭産出地という共通を持った友好都市の締結につながっ
ていくことになります。（６ページを参照）

　小名浜港では昭和２（1927）

年に第２種 重
じゅう

要
よう

港
こう

湾
わん

の指定
を受け、昭和４（1929）年から
3,000ｔふ頭

とう
の建設を含む第

一期修築工事が進められてい
ました。当初こそ不景気の影
響により予算が削減されるこ
とがありましたが、関係者の
決死の努力（40、 41ページを参

照）により解消され、工事は昭
和13（1938）年に完成。さらに、
拡充が望まれましたが、戦時

■写真 1-8-6　小名浜港修築工事の竣工式　〔昭和 13(1938) 年 5 月〕

■写真 1-8-5　鮫川堰暗きょ工事（上遠野村大字滝）　堰は農
　業用水路として建設され、途中小名浜に進出した日本水素
　工業㈱の支援を受け工業用水としても使われました。　〔昭
　和９(1934) 年　鮫川土地改良区所蔵〕

■写真 1-8-7　イワシの水揚げ（小名浜港）　〔昭和時代初期　郵便絵はがき〕
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色が濃くなり、事業は停滞していきました。（写真1-8-6）

　漁業は大正14（1925）年にトロール船が導入されるなど、新しい漁法が開発され、特に、沖合に出て魚の
群
むれ

を網で巻き上げて獲
と

る揚
あ

繰
ぐり

網
あみ

漁
りょう

法
ほう

が昭和２年から取り入れられてから、いわき地方におけるイワシの
豊漁が続きました。（写真1-8-7）

　いわき地方で確保できる豊富
な石炭、水や港湾の整備や陸上
交通の発達は、工場進出のため
の有利な立地条件となりました。
昭和９（1934）年には錦

にしき
村
むら

に昭
しょう

和
わ

人
じん

絹
けん

錦
にしき

工
こう

場
じょう

（クレハいわき工場）、
昭和13年には小

お
名
な

浜
はま

町
まち

に日
に

本
ほん

水
すい

素
そ

工
こう

業
ぎょう

（現日本化成）小
お

名
な

浜
はま

工
こう

場
じょう

が進出し、後の臨海工業地帯
発展の基礎を築きました。（75、 81

ページを参照）（写真1-8-8、 9）

　鉱工業や漁業が活況をみせるようになると
企業進出地区や周辺地区の人口が増え、大正
時代から昭和時代にかけて村から町への昇格
が続きました。湯本村が大正11（1922）年８月に、
江名村が大正12（1923）年３月に、鮫川村が植
田町と改称して大正12年４月に、窪田村が勿
来町と改称して大正14（1925）年５月に、錦村が
昭和15（1940）年４月に、豊間村が昭和15年５月
に、内郷村が昭和17（1942）年８月に、それぞれ
単独で町制を果たしました。

　昭和12（1937）年６月には、平
たいら

町
まち

が
隣村の平

ひら
窪
くぼ

村
むら

を編入して、いわき
地方で最初に市制を施行しました。
（写真1-8-10）

■写真1-8-8　昭和人絹錦工場の作業場（錦村）　〔昭和10(1935)年ごろ　郵便絵は
　がき　昭和人絹㈱発行〕

■写真 1-8-9　小名浜海岸から見る日本水素工業㈱　小名浜工場　
　〔昭和 13(1938) 年　郵便絵はがき〕

■写真1-8-10　平市市制施行記念の絵はがき「躍進平市風景愛郷画状」　〔昭和
　12(1937) 年 6 月　郵便絵はがき〕
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４

商
港
築
港
の
復
活
を
め
ざ
し
た
、

　
　
　
　
　小
名
浜
「
白
た
す
き
隊
」

　小名浜港における商
港化の第一歩は、昭和
２(1927)年11月、第２種
重要港湾（関係地方で管

理し、国庫から相当補助

すべきもの）として内務
省告示されたことに始
まります。これを受け、
昭和４(1929)年度から６
か年計画、総工費388
万円が決定し、昭和４

年５月には盛大な起工式が行われました。（写真1-8-11）

　しかし、同年７月に内閣が変わり、超
ちょう

緊
きん

縮
しゅく

財
ざい

政
せい

が打ち出され、当該（昭和４）年
度予算65万円は５万円余と大幅に減額されてしまいました。
　当時は金

きん
融
ゆう

恐
きょう

慌
こう

が起こり、日本の行財政をどのように立て直すか、二大政党
であった立

りっ
憲
けん

政
せい

友
ゆう

会
かい

と立
りっ

憲
けん

民
みん

政
せい

党
とう

が対立しており、政権が変わると、大幅な方針
転換が起こっていました。そのさなかにおける措置でした。
　この措置に危機感を抱いた小名浜町民や関係者は県知事に面談し、実状を訴え
ましたが、内閣の方針であり地方長官では力が及ばない、予算権を持つ本省への
陳情しか方策がない、と訴えは退けられました。
　このため、小

お
名
な

浜
はま

尋
じん

常
じょう

高
こう

等
とう

小
しょう

学
がっ

校
こう

の校庭で町民大会による報告会を開き、
内務省への陳情を行うこととしました。陳情団217人は分散して上京。同年７月16
日未

み
明
めい

、東京・代
よ

々
よ

木
ぎ

ケ
が

原
はら

に、白たすきに白鉢巻姿で集結しました。（写真1-8-12）

■写真 1-8-11　小名浜港修築工事の起工式　〔昭和 4(1929) 年 5 月〕
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４

商
港
築
港
の
復
活
を
め
ざ
し
た
、

　
　
　
　
　小
名
浜
「
白
た
す
き
隊
」

　当時は、集団で行動することは、
「治

ち
安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

」（大正14年に公布され、

国の制度を変えようとする目的で結社、

あるいは行動するのを処罰するために定

められた法律）に抵
てい

触
しょく

する恐れがあ
りました。実際に警

けい
視
し

庁
ちょう

警
けい

察
さつ

特
とっ

攻
こう

隊
たい

に見とがめられ、一
いっ

触
しょく

即
そく

発
はつ

の場面にも遭
そう

遇
ぐう

しましたが、福島
県選出の代議士の支援を受け、内
務大臣などに直接陳情することが
できました。その代わり、小名浜

町民のもう一つの願いであった平と小名浜を結ぶ鉄道（いわゆる「平小鉄道」）計画については諦めざるを
得ませんでした。
　この一連の行動に対し、東京の新聞は「福島県下小名浜町より、一様に白たすきを綾なして数百名が
港湾工事の復活要求陳情を以

も
って、内務省に押

おし
寄
よ

す」と号外を打って驚きを隠しませんでした。
　この結果、当初予算は若干の減額にとどまり、3,000ｔ岸壁建設は昭和４年度から支障なく進められ
ることになりました。
　当時、地方住民が直接大臣に面会することは、異例中の異例の出来事。住民のまちづくりに寄せる
必死の思いが結集されたものであり、特

とく
筆
ひつ

すべきこととして捉
とら

えることができます。
　その後、白たすきに白

しろ
鉢
はち

巻
まき

姿で陳情する姿は、日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

（ロシア帝国との戦争。明治37−38〔1904−05〕 年）

の旅
りょ

順
じゅん

（中国・遼
りょう

東
とう

半
はん

島
とう

の先端部の地名で、

ロシア軍の要
よう

塞
さい

があった）攻撃の際の「白た
すき隊」を引用して、「決死の白たすき隊」
として語り草となっています。
　昭和13(1938)年に完成した小名浜港は、
その後昭和16(1941)年から第二期修築工
事に入り、戦争に中断時期を経て、続行。
その後も埠頭建設は計画的に進ちょくし、
港町・小名浜の発展に大きな役割を果た
しました。（写真1-8-13）

　小名浜港を見下ろすことのできる富
とみ

ケ
が

浦
うら

公
こう

園
えん

の一角に、昭和39(1964)年12月、「白たすき隊」の功績を称えようと記念碑が建てられました。
碑には「国際港の礎石」と刻まれています。

■写真 1-8-12　小名浜白たすき隊が代々木ケ原に集合　〔昭和 4(1929) 年 7
月〕

■写真 1-8-13　石炭運搬のため、大型船「大興丸」が小名浜港 3,000 
　ｔふ頭に停泊　〔昭和 13(1938) 年　郵便絵はがき〕
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５

道
路
舗
装
を
機
に

　
　
「
松
焚
き
」か
ら「
平
七
夕
ま
つ
り
」へ

　いわき市における夏
祭りの一つ「平七夕ま
つり」は、盆行事の一
つ「盆の迎え火」が継
続できなくなる、とい
う危機感のなかから、
平の代表的な祭りへ発
展していきました。
　発端は昭和9(1934)

年の夏を前にしての出
来事でした。国道でさえ未舗装の時代にあって、平の本町通りでは待望のア
スファルト舗装工事が始まりましたが、平土木監督所は盆火によってアス
ファルト舗装が溶ける恐れがあることから、町関係者に対し、従来からの手
法について自粛を要請してきたのです。
　盆の迎え火といえば、江戸時代から続く伝統の盆行事でした。昭和７(1932)

年ころに全国的に盛んに創られた「新民謡」という新しい流れのなかで、平
町においても「平

たいら
小
こ

唄
うた

」が創られ、このなかに「♪一度来てみな　いわきの
平へ　まちは火の海　じゃんがら踊り」と歌われています。各家が松を井

い
桁
げた

に高く組んで火を焚く光景を、松
まつ

ケ
が

岡
おか

公
こう

園
えん

から見ると、まるで“火の海”の

状態である高揚感を歌詞に託したものでしたから、関係者はアスファルトが
溶けない手法を考えるのに懸命でした。
　このこととは別に、平町では昭和５(1930)年ごろから、仙

せん
台
だい

から平の病院
に赴任してきた医師の家族が仙台の派手な七夕飾り付けをしたのが、街中で
評判となり、新聞にも取り上げられました。仙台の七夕祭りが長年の衰退を
経て、復活したのが昭和２(1927)年でしたから、その記憶があったのでしょう。
　この話題を取り上げたのが、平町三町目商店街の有志でした。町内には

■写真 1-8-14　祭り発祥となった三町目の 
　飾り付け　写真は昭和 10(1935) 年ごろの
　もの。　〔昭和 12(1937) 年　郵便絵はがき〕

■写真 1-8-15　夜の七夕まつりのにぎわい
　写真は昭和 11(1936) 年ごろのもの。　〔昭
　和 12(1937) 年　郵便絵はがき〕
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５

道
路
舗
装
を
機
に

　
　
「
松
焚
き
」か
ら「
平
七
夕
ま
つ
り
」へ

仙台市に本店を持つ七
しち

十
じゅう

七
しち

銀
ぎん

行
こう

もありました。昭和７、８
(1932、 33)年には三

さん
町

ちょう
目
め

を中心に七夕飾りが広がっていきま
す。
　ここで、迎え火と七夕が交わる時が訪れます。昭和９(1934)

年の七夕飾りは三町目商店街全体で取り組まれ、街内外の評
判をとります。翌年の開催は、三町目以外の商店街にも広
がっていきます。こうして、昭和11(1936)年には、平町を挙
げての祭り行事として商工会が加わります。翌年には平市（昭

和12年６月に市制施行）が商工会に補助金を支出します。鉄道
も管内名所案内として「平の七夕」を掲載します。（73ページ

を参照）（写真1-8-14、 15、 16）

　こうして、迎え火に代わり、平七夕祭りは大きなうねり
となって広がっていきましたが、暗転が訪れます。昭和
13(1938)年に政府が定めた「国

こっ
家
か

総
そう

動
どう

員
いん

法
ほう

」です。この法律
によって、全国民がこぞって戦時体制を整えるため、戦争

に関する以外のことは自粛が求められました。七夕祭りも例外ではなく、同年開催を断念せざるを
得なくなりました。

　こうして一旦表舞台から姿を消した平七夕まつりが
復活したのは、戦中・戦後の混乱期をくぐりぬけた昭和
23(1948)年のことでした。（写真1-8-17）

　以後、旧暦あるいは中
ちゅう

暦
れき

（新暦の１か月遅れ）か、どち
らを祭り日とするか模索されましたが、昭和35(1960)年
から盆行事と連動して、毎年固定となる中暦が採用され
ることになり、現在に至っています。（写真1-8-18）

■写真 1-8-16　常陽銀行平支店 (二町目 )
　の飾りつけ　建物の一角に、幻となった東
　京オリンピックの五輪マークが見えます。
　〔昭和 12(1937) 年 8 月 12 日　小泉屋文
　庫提供〕

■写真 1-8-17　一町目から五町目に向って見る平七夕まつり①
　〔昭和 26(1951) 年 8 月　松本正平氏撮影・松本正夫氏提供〕

■写真 1-8-18　一町目から五町目に向って見る 
　平七夕まつり②　〔平成 20(2008) 年 8 月　い
　わき市撮影〕
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（2） 戦争といわき
　 昭 和12（1937）年7月、 日 本 軍
と中国の国

こく
民
みん

党
とう

が武力衝突して、
以来戦争状態が常時化すること
になりました。翌13（1938）年４
月には、国が日常的に使用する
コメやみそ、しょう油などのあ
らゆる物資を支配・制限するこ
と、また強制的に国民を呼び出
して、労働や兵

へい
役
えき

などさまざま
な業務に従事させること、など
を内容とする「国家総動員法」
が制定され、戦争の拡大に伴い、
この内容は強化されていきまし
た。
　昭和14（1939）年８月には戦時体制を
末端まで浸透させる「家

か
庭
てい

防
ぼう

空
くう

隣
りん

保
ぽ

組
そし

織
き

要
よう

綱
こう

」が設けられ、以後町内会
の隣組単位で防空頭巾にモンペ姿に
よるバケツリレーや砂袋による火叩
きなどの訓練が、日常的に行われま
した。（写真1-8-19）

　生活に必要な品物の不足が日常化
していくだけでなく、日常の行動も
制限されるようになり、国民の生活
が脅

おびや
かされるようになっていきます。

　やがて、戦争は昭和16（1941）年12月、
日本軍がハワイのアメリカ軍基地を攻撃して、
全世界を巻き込んだ第

だい
二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

に突入し
ました。（写真1-8-20）

　当初は優勢だった日本軍でしたが、物資の
乏しい日本軍の戦時色は次第に悪化。これに
伴って若い働き手は相次いで召

しょう
集

しゅう
令
れい

状
じょう

（一

方的に軍隊に服するよう命ずる書面）により軍隊
に引き抜かれ、残された人も軍事上の必要な
物資を生産する軍

ぐん
需
じゅ

工
こう

場
じょう

や炭鉱に強制的に集
められ、働かされました。いわき地方にあっ

■写真 1-8-19　防空頭巾にモンペ姿によるバケツリレー（小名浜汐留区家庭防空
　群）　〔昭和 15(1940) 年ごろ　高橋恵子氏提供〕

■写真1-8-21　地域の人々に見送られて戦地へ召集（小名浜臨
　港鉄道小名浜駅）　〔昭和18(1943)年　小野一雄氏所蔵〕

■写真1-8-20　シンガポール陥落を祝って絵はがきを発行（錦国民学校）
　〔昭和17(1942)年２月　郵便絵はがき　錦町銃後奉公会発行〕
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た炭鉱や工場、農作業では、地方内外
からは、たくさんの大人から国民学校

（昭和16年に戦時体制に備えて小学校を再

編）の高等科（現在の中学校に相当）や中学校（現

在の高校に相当）の生徒までが勤労に当たりまし
た。（写真1-8-21、 22、 23、 24）

　昭和19（1944）年からは、日本国中がアメリカ
空
くう

爆
ばく

の危険にさらされるようになり、いわき地
方では約30回にわたり爆撃を受けました。この
うち昭和20（1945）年３月と７月、合計３回にわ
たり平市街が空爆を受け、市街地にあった家の
３分の１が焼かれ、死者20人余を出すというい
たましい結果となりました。（71ページを参照）（写

真1-8-25）

　同じ年、江名町の30隻の漁船が茨
いばら

城
き

県
けん

鹿
か

島
しま

灘
なだ

沖
おき

でア
メリカ軍の攻撃を受け、135人が亡くなっています。こ
のほかにも、いわき地方の工場や駅などがたびたび空
襲の被害を受けました。

　昭和６年に起った満
まん

州
しゅう

事
じ

変
へん

から昭和20年の
戦争終結まで、いわき地方出身の兵士や軍関
係者の死者は7,500人以上に達しました。（写真
1-8-26）

■写真 1-8-22　磐城高等女学校の女学生が勤労動員で川崎の工場へ出発
　（平駅前）　〔昭和 19(1944) 年 10 月　菊地昭子氏提供〕

■写真 1-8-23　磐城高等女学校勤労奉仕隊によ
　る出征兵士宅の稲刈り（南白土）　
　〔昭和 15(1940） 年ごろ　江尻定一氏所蔵〕

■写真1-8-24　大日本国防婦人会が戦地へ送る慰問品を作成 
　（植田町）　〔昭和10年代　鷺酒造店提供〕

■写真 1-8-25　模擬原子爆弾が投下された平第一 
　国民学校（現平第一小学校）　〔昭和 20(1945) 年
　7 月〕

■写真 1-8-26　戦死者を「英霊」として村をあげて出迎え（田
　人村）　〔昭和 10 年代　板津弥吉氏提供〕
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9 戦災復興のあゆみ、着実に（昭和時代中期1）
（1）　ৗ磐炭ాの石炭΍઱ڕが日本復ڵに大きくݙߩ
　第二次世界大戦（戦争終了後、日本が関わった戦争を「太

たい
平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

」と命名）は昭和20（1945）年8月、戦争
終結前にアメリカ・イギリス・中国で交わした「ポツダム宣言」の内容を、日本が無条件降伏のかた
ちで受け入れることにより終結しました。
　同年９月からは、アメリカを中心とする連

れん

合
ごう

国
こく

軍
ぐん

総
そう

司
し

令
れい

部
ぶ

（GHQ）が日本に駐留。アメ
リカによる間

かん
接
せつ

統
とう

治
ち

下（直接 植
しょく

民
みん

地
ち

支配するの

ではなく、日本の司法行政権を温
おん

存
ぞん

しながらも、間

接的に命令して日本を統治する形態）において政
治、経済、教育、文化など、あらゆる面で民
主化政策が打ち出され、日本は新しい時代を
迎えることになりました。（写真1-9-1）

　長引いた戦争により、ほ
ぼ 壊

かい
滅
めつ

状態にあった日本経
済の危機を脱するためにと
られた措置が「傾

けい
斜
しゃ

生
せい

産
さん

方
ほう

式
しき

」でした。 経済を立て直
すためには、まず生産財部
門の拡大が必要で、その基
礎となる産業に石炭と鉄鋼
が挙げられ、この増産によっ
て経済回復を図ろうという
ものでした。（写真1-9-2）

　昭和22（1947）年12月、こ
の政策が打ち出されると、
常
じょうばんたんでん

磐炭田の各炭鉱には豊富
な資金が投入され、いわき地方の経済は力強
く復興し、日本経済の立て直しにも大きく貢

こう

献
けん

することになりました。
　中断されていた小名浜港の整備も再開され
ました。昭和26（1951）年には重要港湾に指定
され、昭和29（1954）年には１万ｔふ頭

とう
の建設

が始まりました。（写真1-9-3）

　漁業は漁法、魚種ともに戦前とは大きく変
化。昭和21（1946）年を境にイワシの不漁が続

■写真1-9-1　アメリカ文化が流入して学校でダンスが流行（小
　名浜）　〔昭和30年代　折原三郎氏撮影〕　

■写真1-9-3　小名浜港1号ふ頭におけるトラックから輸出船へ 
　の硫安積込み作業〔昭和37(1962)年4月　渡辺聖一氏提供)

■写真 1-9-2　ずり山から見る大日本炭礦勿来礦（勿来町酒井）　〔昭和 38(1963) 年 9
　月　浅野和男氏撮影〕
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きましたが、この衰退を補っ
たのがサンマでした。昭和22
（1947）年、電気の照明を利用
した棒受け網による漁法が導
入されると、翌年からサンマ
の漁獲量は飛躍的に伸び、い
わき地方の漁業の中心となり
ました。また、このころサン
マのみりん干

ぼ
しが開発されま

した。（写真1-9-4）

　これら鮮魚や加工された魚は、戦後の食糧不足を補
う大きな力となりました。
　昭和20年代末からは、漁船の大型化や船体の強化が
進み、北洋サケマス漁業を中心とした遠洋漁業の展開
により、漁港は活況を呈しました。（写真1-9-5）

（2） 教育・文化も民ओ化
　教育と文化も、戦後大きくその姿を変えました。昭和22（1947）年、「教育基本法」、「学校教育法」
が公布され、現在の６・３制の義務教育が確立しました。昭和23（1948）年からは、以前の中等学校が
新制高等学校に転換されました。（写真1-9-6）

　また、アメリカを中心とした生活習慣や余暇活動などの流入により演劇やダンス、野球など、ス
ポーツ・文化が活発化していきました。上

かみ
小
お

川
がわ

村
むら

（現小
お

川
がわ

町
まち

上小川）出身の草
くさ

野
の

心
しん

平
ぺい

は、盛んな
詩作活動で世にその名を広め、後にいわき市ゆ
かりの人で初めて、文化勲章を受章しました。（写
真1-9-7）（158、 159ページを参照）

■写真1-9-4　漁船の入港でにぎわう小名浜港（小名浜魚市場
　前）　　〔昭和30年代　比佐不二夫氏提供〕

■写真1-9-6　学校給食が導入　　〔昭和20年代後半　長谷川
　達雄氏撮影〕

■写真1-9-7　福島・宮城・山形の3県合同で開催
　された第7回国民体育大会の炬火リレー (内郷市
　街)〔昭和27(1952)年10月　玉手匡子氏提供〕

■写真 1-9-5　北洋サケマス漁船の出漁（江名港）
　〔昭和40（1965）年ごろ　長谷川達雄氏撮影〕
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　日本は昭和20(1945)年８月、
連合国の提示した無条件降伏
条件を受け入れることで戦争
を終結させました。戦後、日
本の統治はアメリカを中心と
する連合国軍総司令部（GHQ）

の指示または命令を受けて政
治を行うという間接統治下に
入りました。
　このようななか、昭和天皇
は、連合国軍総指令部マッカー

サー司令の了解を得て、戦争時の神
しん

格
かく

化
か

を払
ふっ

拭
しょく

するとともに、国民と直接接触す
ることにより共に国家再建を図るため、昭和21(1946)年２月から昭和29(1954)年８
月まで、他の公務の合間を縫って全国を巡りました。これが「天皇御巡幸」でした。
　福島県を訪れたのは、昭和22(1947)年８月５日、同17 ～ 19日のこと。このうち、
いわき地方には８月５日に湯本駅をお降りになり、常

じょう
磐
ばん

炭
たん

礦
こう

磐
いわ

城
き

礦
こう

業
ぎょう

所
じょ

を訪れ
ました。坑内状況について説明を受けられた後、同６坑から地下（坑口から1.4km、

海水準下400m）に入られ、坑内作業中の約150人に「熱いでしょうね」「食糧は大丈
夫ですか？」など、激励
やねぎらいのお声をかけ
られました。巡幸を終え
られた陛下は、人々の歓
呼のなか、お召車で内郷、
平へ向かわれました。（写
真1-9-8）

　その際に、「あつさ　
つよき　磐城の里の炭

や
山
ま

に　はたらく　人を　を
をしとぞ見し」と詠まれました。
　陛下の御入坑を記念し、湯本財産区は昭和39(1964)年６月、湯本駅前に天皇陛
下の御

お
歌
うた

を刻んだ記念碑を建立。その後、碑は湯本駅拡張に伴って、昭和49(1974)

年10月に御
み

幸
ゆき

山
やま

公園入口下の小公園へ、さらに、旧６坑周辺が昭和63(1988)年４
月に「昭和の杜六坑園」として修景された際に移設されました。（写真1-9-9）

　昭和34(1959)年秋、小川小学校戸
と

渡
わだ

分校の子どもたちは、皇室にヤマユリの球
根約2,000個を贈りました。きっかけは、当時の小川町の出身者が当時の皇居外

■写真 1-9-8　天皇陛下（昭和天皇）が常磐炭礦を巡幸（同炭
　礦自治会館前）　〔昭和 22(1947)8 月　川嶋八重子氏提供〕

ୈ �ষɹ຺ʑͱܧがΕたɺいわきਓのࢥい
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苑保存協会の理事長と親し
かったことから、この橋渡
し役を務めたことによりま
す。
　ヤマユリは関係者によっ
て皇居の吹

ふき
上
あげ

御
ぎょ

苑
えん

などに植
えられ、これを見た当時の
皇太子同妃両殿下はヤマユ
リの花に心をうたれました。
　昭和36(1961)年６月には、

小名浜で開かれた第４回水産資源保護全国大会・放魚祭に出席
するため、当地を訪れた際、皇太子同妃両殿下の希望もあって
平（現いわき）駅のホームで分校生と対面を果たしました。この
とき、童話３冊が贈られ、その後メタセコイアの苗木が
プレゼントされました。（写真1-9-10）

　その後、苗木のメタセコイアは順調に成長。皇太子同
妃両殿下が昭和天皇亡き後、新しい天皇皇后両陛下に即
位されたことを祝って、平成元(1989)年５月、関係者に
よってメタセコイアの隣に記念碑が建立されました。
　平成11(1999)年10月には、相馬市で行われる「第19回
豊かな海づくり大会」にご出席される際に、天皇皇后両
陛下が市内の「県立いわき海浜自然の家」に立ち寄られ
ました。（写真1-9-11）

　平成14(2002)年５月には、アクアマリンふくしまで開かれた水族館協
会総会に秋

あき
篠
しの

宮
のみや

殿下がお出でになりました。（写真1-9-12）

　平成27(2015)年10月には、皇太子同妃両殿下が被災地を御巡幸された
際にいわき市に立ち寄られ、東日本大震災で大きな被害を受けた農業生

産法人「とまとラン
ドいわき」において
関係者に温かなお言
葉をかけられました。
（写真1-9-13）

■写真1-9-9　湯本駅前に建立した天
　皇陛下御歌碑の除幕式　〔昭和39　　　
　(1964)年６月　いわき市所蔵〕

■写真1-9-10　放魚祭りに出席された
　皇太子同妃両殿下　〔昭和36(1961)
　年６月　いわき市所蔵〕

■写真 1-9-12　秋篠宮殿下
　が水族館協会総会でごあい
　さつ（アクアマリンふくし
　ま）　〔平成 14(2002) 年５
　月　いわき市所蔵〕

■写真 1-9-11　「県立いわき海浜自然の家」に
　向かうため、いわき駅に下車された天皇皇后
　両陛下　〔平成 11(1999) 年 10 月　いわき市所
　蔵〕

■写真 1-9-13　皇太子同妃両殿下が「トマトランドい 
　わき」を行啓　〔平成27(2015)年10月　いわき市所蔵〕
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天
皇
ご
一
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が
時
代
の
節
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に
ご
訪
問
さ
れ
、
激
励

皇
室
と
「
い
わ
き
」

皇
室
と
「
い
わ
き
」
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10 大同合併への布石となった「昭和の大合併」（昭和時代中期2）
（1） ΞϝϦΧ࢖અஂが地ํ行政のڧ化をࠂק
　戦後の町村合併は、昭和24（1949）年4月に来日したアメリカのシャウプ博士を団長とする日

に
本
ほん

税
ぜい

制
せい

使
し

節
せつ

団
だん

が日本の行政のあり方についてさまざまな観点から調査し、税制改革に関して出した勧告が発
端となりました。
　昭和20年代、日本経済は戦後の混乱によって慢

まん
性
せい

的
てき

な物不足と物価高の悪
あく

循
じゅん

環
かん

に陥り、インフ
レーションの状態から抜け出せない状況にありました。シャウプは日本経済の立直し政策に沿って地
方自治の確立を実現するため、財政の健全化策として各種補助金のカット、公務員の人員整理などの
一方、地方税など、財政制度の改革と行政事務の再配分について、政府に提示したのです。
　その一つとして小規模町村の合併を挙げました。戦後新たに地方公共団体の任務とされた６・３制
（小学校６年、中学校３年）教育の実施、市町村消防の創設、社会福祉や保健衛生の事務などを実施す
るためには多くの経費を要し、特に弱小町村にとってその財政負担は重圧となっていた時期でした。
シャウプは合併により町村の規模を拡大し、行政上においても、財政上においても、その運営を強化
することが必要、と勧告したのです。（写真1-10-1）

　さらに施策を具体化するための勧告として、「行政事務
の再配分に関する勧告」が昭和25（1950）年12月に出されま
した。このなかには合併による自治体の強化が盛り込まれ、
町村合併の機運は高まりましたが、合併する自治体相互の
財政規模が異なる、役所までの距離が遠くなる、などの理
由により、合併は容易に進みませんでした。

（2） ʮொଜ߹ซଅ進๏ʯࢪ行にΑり、̑̐ࢢொ̑ଜへ
　このため、国は強力に合併を促進するため、3か年に限
られた時限立法となる「町

ちょう
村
そん

合
がっ

併
ぺい

促
そく

進
しん

法
ほう

」を昭和28（1953）

年９月に公布。この合併について、特例として市移行の要
件となる「５万人」を「３万人」に緩和するなどの優遇措置を取ることができることにより、ようや
く合併ブームが全国的に広がり、新しい町、村だけでなく、町村合併による新市も次々に誕生しました。
　いわき地方では、地形的にまとまっていること、経済的基盤が一体であることなどを要件に、核と
なる町や村が中心となって合併協議が進められましたが、合併に至る道のりはさまざまでした。
　小

お
名
な

浜
はま

町
まち

、江
え

名
な

町
まち

、泉
いずみ

町
まち

などの合併対象地域では、市庁舎は小名浜に決まったものの、市名決定が
難航。合併対象の一つ、鹿

か
島
しま

村
むら

から提案された「磐
いわ

城
き

」に他町村が賛同したため、磐
いわ

城
き

市
し

と決まりま
した。（78ページを参照）

　勿
な

来
こそ

町
まち

、錦
にしき

町
まち

、植
うえ

田
だ

町
まち

などの地域では同規模の街が隣接し、県の合併推進上重要な町村合併宣伝啓
発特定地区に指定されたため、お互いに譲歩して市名を“勿来”とし、“新市庁舎は、限りなく植田

■写真1-10-1　消防団は消防行政を担う大きな 
　役割の一つ　〔昭和30(1955)年ごろ　おやけこ
　ういち氏提供〕
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町に近い錦町地内に”という
条件で、合併が成立しました。

（82ページを参照）（写真1-10-2）

　湯
ゆ

本
もと

町
まち

と磐
いわ

崎
さき

村
むら

では新市名
をめぐって協議を重ね常

じょう
磐
ばん

市
し

としました。（図1-10-1）

　鹿島村については、当初県
の方針では町村合併促進計画
第一次合併対象として小名浜
町との合併が計画されました
が、住民の意見がまとまらず、
最終的に磐城市と常磐市に分
かれました。（76ページを参照）

　久
ひさ

之
の

浜
はま

町
まち

、大
おお

久
ひさ

村
むら

、広
ひろ

野
の

町
まち

の地域は合併対象計画として県から告示されましたが、久之浜港の築港
経費をめぐって調整がつかず、合併
に至りませんでした。（106、 107ペー

ジを参照）

　このほかにも、いわき地方各地域
において、さまざまな賛成、反対の
論議が重ねられ、合併ができあがっ
ていきました。
　これにより、現市域における1市、
11町、23村は、昭和30年（1955）まで
に平

たいら
、磐城、勿来、常磐、内

うち
郷
ごう

の５
市と四

よつ
倉
くら

、遠
とお

野
の

、小
お

川
がわ

、久之浜の４
町、好

よし
間
ま

、三
み

和
わ

、田
た

人
びと

、川
かわ

前
まえ

、大久
の５村に統合され、現在の基礎がで
きあがりました。
　「町村合併促進法」の施行前、全
国で9610を数えた町村は、法失

しっ
効
こう

時
じ

の昭和31（1956）年９月末には3475町
村と３分の１に減少、逆に市の数は
285から498に増え、国の計画はほぼ
達成されました。

 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■図●「昭和の大合併」時(昭和 30 年前後)のいわき地方 

 

■写真1-10-2　勿来市の市制施行で祝賀（植田本町通り）　〔昭和30(1955)年10月
　　長谷川達雄氏撮影〕

■図1-10-1　「昭和の大合併」（昭和30年前後）のいわき地方

ʢɹɹʣ߹ซલのࢢொଜ



−52−

ୈ �ষɹ຺ʑͱܧがΕたɺいわきਓのࢥい

−53−

（3） ʮৗ磐地ํ૯߹開発ظ成ಉໍձʯが発଍し、地域開発がଅ進
　一方、昭和25（1950）年に日本国土の計画的、かつ総合的な開発整備を進め、産業の振興や災害の防
止などを図る「国

こく
土
ど

総
そう

合
ごう

開
かい

発
はつ

法
ほう

」（平成17〔2005〕年に改正され、現「国
こく

土
ど

形
けい

成
せい

計
けい

画
かく

法
ほう

」）が公布されたのを
契
けい

機
き

に、地域の総合開発に目が向けられるようになりました。いわき地方では昭和28（1953）年、関係
自治体・機関・団体によって、地域全体の事業を円

えん
滑
かつ

に進めるための組織である、「常
じょう

磐
ばん

地
ち

方
ほう

総
そう

合
ごう

開
かい

発
はつ

期
き

成
せい

同
どう

盟
めい

会
かい

」（会長＝県知事）が発足しました。
　この組織により小名浜港の整備、鉄道の拡充、産業道路の整備など、各市町村の枠を超えた活動が
進められ、次のステップとなる大同合併の経済的基盤ができあがっていきました。

⓫ 重化学工業を中心に広域開発（昭和時代中期3）
（1） 昭和ú÷೥代のٸ଎な経済成௕
　昭和31（1956）年７月、“もはや戦後ではない”という結語の入った経済白書が発表されました。こ
の言葉はもはや戦後のような混乱期ではなく、新たな段階に入っているという意味でしたが、後から
歴史を振り返ってみると、高度経済成長を宣

せん
言
げん

するような象
しょう

徴
ちょう

的
てき

な言葉となりました。言葉を裏付
けるように、日本経済は昭和30年代から40年代にかけ、重

じゅう
化
か

学
がく

工
こう

業
ぎょう

を中心として急速なテンポで成長
し続けることになりました。
　政府はこの経済成長をさらに進展させるため、昭和35（1960）年12月、国

こく
民
みん

所
しょ

得
とく

倍
ばい

増
ぞう

計
けい

画
かく

を打ち出し
ました。この計画を、当時の池

いけ
田
だ

内
ない

閣
かく

は「10年間で月給が２倍になる」というわかりやすいキャッチ
フレーズで国民にアピール。
実際に昭和45（1970）年までの
10年間に実質国民総生産の伸
び率は、目標の年平均7.8%
に対し、10.9%と目標を大き
く上回りました。
　こうして、テレビや冷蔵庫
の家電製品や自動車など耐久
消費財を中心に普及し、物質
的な豊かさが格段に進みまし
た。（写真1-11-1）

度経済成௕が地域開発をଅ進ߴ （2）
　反面、京

けい
阪
はん

神
しん

など太
たい

平
へい

洋
よう

ベルト地
ち

帯
たい

への人口・産業の集中化が顕
けん

著
ちょ

になったため、全国にいくつか
の開発拠点を設定し、地域格差の是

ぜ
正
せい

や拠
きょ

点
てん

地
ち

域
いき

における雇用の安定化を図る施策が必要となってき
ました。
　この政策を進めるため、国の自

じ
治
ち

省
しょう

（現総
そう

務
む

省
しょう

）、建
けん

設
せつ

省
しょう

（現国土交通省）、通
つう

産
さん

省
しょう

（現経済産業省）など
は具体的な方策を模索しました。このように地域全体としたものの考え方がされるようになると、工

■写真1-11-1　住民生活に不可欠となった自動車やバスなどの交通手段（小川郷駅前）
　〔昭和30年代　国府田英二氏提供〕
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業化の進んだ地方自治体は広域的な開発を考えるようになりました。
　いわき地方においても好景気を背景に常

じょう
磐
ばん

炭
たん

田
でん

の石炭、豊富な水
みず

資
し

源
げん

を背景に、重
じゅう

化
か

学
がく

工
こう

業
ぎょう

を中心
とした各種産業が発達し、昭和28（1953）年に発足した「常

じょう
磐
ばん

地
ち

方
ほう

総
そう

合
ごう

開
かい

発
はつ

期
き

成
せい

同
どう

盟
めい

会
かい

」は重要な役割
を果たすようになりました。
　産業を支える条件整備も進
みました。昭和31年には小名
浜港が外国貿易港に指定、さ
らに昭和36（1961）年には「小
名浜港第一次港湾整備５ヶ年
計画」が策定され、長年親し
まれてきた小名浜海水浴場が
姿を消しました。また昭和37
（1962）年には、東北最初の工業
高等専門学校である平

たいら
（現福

島）工
こう

業
ぎょう

高
こう

等
とう

専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

が設置
されました。（写真1-11-2）

　こうして、広域開発を主
しゅ

眼
がん

に活動を展開していた常磐地方総合開発期成同盟会は、国・県の指導の
もと着実に成果を上げ、産業開発の調査・計画など幅広い分野において、牽引者としての役割を果た
しました。

⓬ 石炭産業の衰退と地域振興（昭和時代中期4）
（1） 石炭から石༉へのΤωϧΪʔֵ໋
　日本の石炭産業は長い間続いた戦争が終わった昭和20年代、荒

こう
廃
はい

した日本の復興にあたって、経済
面の原動力となりましたが、昭和24（1949）年に石炭産業に対する、物品の特別配給や石炭買い上げな
どの優遇措置が廃止されると、たち
まち苦況に立たされました。ところ
が、 昭 和25（1950）年6月、 朝

ちょう
鮮
せん

半
はんとう

島
で起こった朝鮮戦争は軍隊を持た
ない日本にとっては、降って沸いた
ような特別需要が舞い込み、この
好景気により持ち直しました。（図
1-12-1、 写真1-12-1）

　この時期、いわき地方を含め、常
磐炭田には大・中・小規模や零細の
炭鉱約130が稼働していて、まちは
活況を呈しました。（写真1-12-2）

■写真1-11-2　港湾建設により、小名浜海水浴場は昭和35(1960)年を最後に閉鎖　
　遠方に小名浜臨海工業地帯が見えます。〔昭和32(1957)年ごろ　野木茂氏撮影〕

■写真1-12-1　古河好間炭礦の田代ずり山　「ずり」とは、石炭を掘った
　ときに出る土砂。ずりの高さが炭鉱隆盛のバロメーターになった。高さ
　が100ｍに限られていたため、2連、3連のずり山が誕生しました。〔昭和
　48(1973)年10月　いわき市撮影〕
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　しかし、昭和28（1953）年7月の停戦とともに再び不況に直
面。さらに、このころになると輸入石油の価格が下がり、エ
ネルギー源としての有効性が認められるようになりました。
加えて、石油の場合、エネルギー源だけでなく、石油製品と
しての活用も可能であるため、優位性は大きいものでした。
昭和30（1955）年の初頭から始まる高度経済成長期の当初こそ、
石炭産業は活況を呈したものの、昭和32（1957）年ごろから他
の分野が活況を呈するなかにあって、唯一構造的不況を抱え
て衰退をたどりました。
　昭和34（1959）年12月に石炭鉱業審議会から提出された、エ

ネルギー問題
に関する中間
答申では「需
要家は石炭から石油へ選択を変え、技術革新を図るこ
とが世界的な潮

ちょう
流
りゅう

である」と報告され、各企業は設備
投資に際し、エネルギー源だけでなく製品製造の面に
おいても石油を取り込んだシステムづくりを進めるよ
うになりました。（写真1-12-3）

（2） ૬次͙炭߭のดࢁ
　昭和35（1960）年９月、「石

せき
炭
たん

鉱
こう

業
ぎょう

整
せい

備
び

公
こう

団
だん

」は「石
せき

炭
たん

鉱
こう

業
ぎょう

合
ごう

理
り

化
か

事
じ

業
ぎょう

団
だん

」に改組され、「石
せき

炭
たん

合
ごう

 

㉘ 

① 久ノ浜 

② 日曹赤井 

③ 上好間 

④ 小田(平坑) 

⑤ 小田(本坑) 

⑥ 古河好間 

⑦ 隅田川 

⑧ 大畑 

⑨ 王城第三 

⑩ 寿 

⑪ 小野田 

⑫ 常磐内郷(住吉坑) 

⑬ 常磐内郷(綴坑) 

⑭ 常磐内郷(川平坑) 

⑮ 常磐湯本(四坑) 

⑯ 常磐湯本(五坑、六坑) 

⑰ 常磐湯本(鹿島坑) 

⑱ 常磐磐崎 

⑲ 品川黒田(新坑) 

⑳ 品川黒田(本坑) 

㉑ 東海 

㉒ 三和(田人) 

㉓ 万治 

㉔ 大昭(二坑) 

㉕ 大昭(一坑) 

㉖ 大昭(大谷坑) 

㉗ 三松 

㉘ 大日本勿来(田村坑) 

㉙ 大日本勿来(新坑) 

㉚ 大日本勿来(愛国坑) 

㉛ 大日本勿来(江藤坑) 

㉜ 大日本勿来(坂下坑) 

㉝ 大日本勿来(本坑) 

㉞ 多喜川部 

■図● 常磐炭田(福島県)の炭鉱位置図 〔資料：『東部地方炭鉱概略図』(東部石炭協会)を引用して、一部改変〕 

注)昭和 26年、出炭量 1万トン以上の炭鉱 

赤井 

久ノ浜 

四ツ倉 

平(現いわき)  

綴(現内郷) 

湯本 

植田 

勿来 

福島県 

磐越東線 

茨城県 

常
磐
線 

太
平
洋 

 

小川郷 

草野 

泉 
⑳ 

①  

② ③ 

④ 

⑦ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 
⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑰ 

⑱ 
⑲ 

㉑ 
㉒ 

㉓ 

㉔ 
㉕ 

㉖ 

㉗ 

㉙ ㉚ ㉛ 

㉜ 

㉝ ㉞ 

㉘ 

 専用鉄道 駅 

■写真1-12-2　毎年4月に行われていた炭 
　鉱の山神祭（常磐炭礦内郷礦）　石炭採
　掘の安全や会社の繁栄などを願った祭り
　でした。　〔昭和30(1955)年ごろ　板井
　文男氏撮影〕

■写真1-12-3　石炭を積んだ炭車を押す女性〔昭和
　37(1962)年2月　渡辺聖一氏提供〕

■

■図1-12-1　常磐炭田（福島県）における炭鉱位置図　〔資料：『東部地方
　炭鉱概略図』（東部石炭協会）を、一部改変して掲載〕

注）　昭和26年、出炭１万t以上の炭鉱。
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理
り

化
か

長
ちょう

期
き

計
けい

画
かく

」の一環として、優良
炭鉱に対しては近代化のための資金貸
付を行う一方、採算の取れない炭鉱に
対しては政府が買収するという、いわ
ゆる“スクラップ＆ビルド”政策を明
らかにしました。
　いわき地方では、小・零細炭鉱だけ
でなく、日

にっ
曹
そう

赤
あか

井
い

炭
たん

礦
こう

（平
たいら

市
し

）が昭和
34（1959）年、品

しな
川
がわ

黒
くろ

田
だ

炭
たん

礦
こう

（田
た

人
びと

村
むら

）が
昭和37（1962）年、古

ふる
河
かわ

好
よし

間
ま

炭
たん

礦
こう

（好
よし

間
ま

村
むら

）が昭和39（1964）年、大
だい

日
に

本
ほん

勿
な

来
こそ

炭
たん

礦
こう
（勿

な
来
こそ

市
し

）が昭和40（1965）年と、大手・
中炭鉱も相次いで閉山しました。この

ため、炭鉱を抱えた市町村は財政状況
の悪化だけでなく、人口流出、失業対策、
さらには周辺商店街の衰退などのさま
ざまな問題を抱えるようになり、疲

ひ
弊
へい

は
地域全体に波

は
及
きゅう

していきました。（写真
1-12-4）

　昭和37年２月、産炭地を救済する施策
を盛り込んだ、「産

さん
炭
たん

地
ち

域
いき

振
しん

興
こう

臨
りん

時
じ

措
そ

置
ち

法
ほう

」が公布されると、常
じょう

磐
ばん

炭
たん

田
でん

内にある
各市町村は、すべての市町村が同法第2
条「産炭地域（石炭産業の不況による疲弊の

著しい石炭産出地域及び隣接地域）」、つまり
「２条地域」に指定されました。このう
ち炭鉱が所在するいわき地方の８市町
村は、「２条地域」にも増して状況の厳
しい法第６条「石炭産業の不況の著しい
石炭産出地域」、つまり「６条地域」に
指定されました。（図1-12-2）

　その一方で、いわき地方は「新
しん

産
さん

業
ぎょう

都
と

市
し

建
けん

設
せつ

促
そく

進
しん

法
ほう

」によって地域指定を受
けることになりますが、この２つの地域指定は、前者が炭鉱閉山の影響で人口減、産業の停

てい
滞
たい

などを
余
よ

儀
ぎ

なくされた地域疲弊の救済という側面から、後者が工業の促進という側面から、それぞれにいわ
き地方全体を支える役割を果たしました。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2条地域 

6条地域 

いわき市域 

常葉町 都路村 大熊町 

滝根町 川内村 
富岡町 

広野町 

楢葉町 

川前村 

小川町 

三和村 

古殿町 

鮫川村 

塙町 

大子町 

里美村 

日立市 

十王町 

高萩市 

北茨城

遠野町 

田人村 

勿来市 

磐城市 

常磐市 

内郷市 

好間村 

平市 

四倉町 

大
久
村 

久
之
浜
町 

常磐炭田における産炭地域振興 

臨時措置法に基づく指定地域 

■写真1-12-4　昭和34(1959)年に廃止となった三和炭礦（田人村）
　山間部に位置しているため、架空索道で麓まで石炭を運搬。遠方に田人 
　第一小学校が見えます。　〔昭和20年代末　長谷川達雄氏撮影〕

■図1-12-2　常磐炭田における「産炭地域振興臨時措置法」に基づく
　指定地域　いわき市合併に伴い、全域が「6条地域」となりました。
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⓭ 工業化が進むなか、「新産業都市」に指定（昭和時代中期5）
（1） 地域ࢦఆのたΊに֤ࢢொଜがٞڠ
　昭和36（1961）年、平

たいら
、磐

いわ
城
き

、勿
なこ

来
そ

、常
じょう

磐
ばん

、内
うち

郷
ごう

の各市長による初の５市長懇談会が開催。発電や治
ち

水
すい

、上水道などの多目的となる高
たか

柴
しば

ダムの建設や常磐線の電化による輸送力強化など、いわき地方に
おける総合開発が進展する状況のなか、５市合併が現実味を帯びるようになりました。（写真1-13-1）

　昭和36年８月、いわき地方が国の「広
こう

域
いき

・基
き

幹
かん

都
と

市
し

建
けん

設
せつ

計
けい

画
かく

調
ちょう

査
さ

区
く

域
いき

」に指定
されると、５市は「常

じょう
磐
ばん

地
ち

方
ほう

広
こう

域
いき

基
き

幹
かん

都
と

市
し

建
けん

設
せつ

促
そく

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

」を結成。合併の機運は
高まりましたが、合併条件をめぐり各市の
主張が強く、協議が合意に達するような状
況とはなりませんでした。

（2） ৽産業౎ࢢのࢦఆに͚޲、組৫ͮくり
　一方、昭和35（1960）年ごろから国の各省
で検討されてきた地域拠点開発計画は「新

しん

産
さん

業
ぎょう

都
と

市
し

」という位置づけがされるよう
になり、さらにどのような内容を法律に盛り
込むか、模索が続けられました。
　この間、いわき地方においては、地域指定
に向け、これまでの広域開発拠点都市づくり
の組織を、昭和37（1962）年３月に「常

じょう
磐
ばん

地
ち

方
ほう

新
しん

産
さん

業
ぎょう

都
と

市
し

建
けん

設
せつ

促
そく

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

」に再編して、
活動を継続しました。
　国によるいくつかの方針は、大都市におけ
る人口、産業の過

か
度
ど

集
しゅう

中
ちゅう

、地域格差の是
ぜ

正
せい

を図るために、その地方の開発の中核となる
新産業都市の建設を促進し、ひいては国土の
均
きん

衡
こう

ある発展、国民経済の発展に資
し

するとい
う目的に集約され、「新

しん
産
さん

業
ぎょう

都
と

市
し

建
けん

設
せつ

促
そく

進
しん

法
ほう

」としてまとめられ、昭和37年５月に公布
されました。（写真1-13-2、 3）

　新産業都市の指定を受ければ、国から財政
上の優遇措置を受けることができるだけでな
く、社会資本に対する国からの財政投資が可
能となります。さらには工場進出による地域

■写真1-13-1　勿来市と田人町の境、鮫川上流に建設された高柴ダ 
　ム　〔昭和37(1962)年10月　長谷川達雄氏撮影〕

■写真1-13-2　海岸埋め立てが行われる小名浜臨海工業地帯　
　〔昭和30年代後半　比佐不二夫氏提供〕

■写真1-13-3　活況を呈する小名浜本町通り　〔昭和30年代　
　比佐不二夫氏提供〕　
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経済の活性化という波及効果も期待できることから、全国各地域から指定希望が相次ぎ、その数は44
か所にも達しました。
　いわき地方では、昭和37年５月にこれまでの５市に加えて、石

いわ
城
き

郡
ぐん

内の町村も常磐地方新産業都市
建設促進協議会に加入しました。さらに同年７月には双

ふた
葉
ば

郡
ぐん

の久
ひさ

之
の

浜
はま

町
まち

と大
おお

久
ひさ

村
むら

が加入し、指定の範
囲を14市町村に拡大して指定獲得運動を続けました。

（3） ʮৗ磐・郡ࢁ地۠ʯとしͯࢦఆ
　福島県ではいわき地区（常磐地区）のほかに郡

こおり
山
やま

地区も名乗りをあげましたが、指定の数は一
ひと

桁
けた

と
うわさされるなか、１県から２か所の指定は困難と判断されました。県議会調査特別委員会は新産業
都市区域の指定申請について調査検討を重ね、どちらも落としがたいとして両者を合わせた「常

じょう
磐
ばん

・
郡
こおり

山
やま

地
ち

区
く

」として一本化し、指定確保に全力を挙げることを決定しました。昭和38（1963）年６月に
は内

うち
郷
ごう

公
こう

会
かい

堂
どう

で「新
しん

産
さん

業
ぎょう

都
と

市
し

指
し

定
てい

獲
かく

得
とく

県
けん

民
みん

総
そう

決
けっ

起
き

大
たい

会
かい

」を開催。
指定獲得の盛り上がりは最高潮
に達しました。
　こうして「常磐・郡山地区」の
指定は昭和38年７月の閣

かく
議
ぎ

決
けっ

定
てい

を経て、昭和39（1964）年３月、全
国13地区（後に２か所追加されて15

か所）の新産業都市の一つとして
正式決定されました。いわきに
とって新しい時代の幕開けとな
る出来事でした。（172ページを参照）

（写真1-13-4、 図1-13-1）

 

新産業都市 

工業整備特別地域 

道央地区 

八戸地区 秋田湾地区 

新潟地区 

富山・高岡地区 

播磨地区 

中海地区 

備後地区 

日向・延岡地区 

周南地区 

大分地区 

不知火・有明・大牟田地区 

東予地区 

徳島地区 

岡山県南地区 

東三河地区 

東駿河湾地区 

松本・諏訪地区 

鹿島地区 

常磐・郡山地区 

仙台湾地区 

■図●新産業都市指定位置図 

■写真1-13-4　新産業都市の内定を祝ってパレード（平駅前）　〔昭和38
　(1963)年7月　いわき市所蔵〕

 

新産業都市 

工業整備特別地域 

道央地区 

八戸地区 秋田湾地区 

新潟地区 

富山・高岡地区 

播磨地区 

中海地区 

備後地区 

日向・延岡地区 

周南地区 

大分地区 

不知火・有明・大牟田地区 

東予地区 

徳島地区 

岡山県南地区 

東三河地区 

東駿河湾地区 

松本・諏訪地区 

鹿島地区 

常磐・郡山地区 

仙台湾地区 

■図●新産業都市指定位置図 

■図1-13-1　新産業都市の指定位置図　

注）「工業整備特別地域」は工業の立地がすぐれ
　  ており、かつ工業が比較的開発され、投資効
　  果も高いと認められた地域。
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２２
社
会
変
遷
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
変
化
し
て
い
っ
た
か

「
常
磐
」
と
「
い
わ
き
」

「
常
磐
」
と
「
い
わ
き
」

　「常磐」と「いわき」とい
う二つの言葉は、産業や交通
の変遷とともに、その指す地
域を変えながら今日に至って
います。（ 図 1-13-2）

　私たちが日ごろから重要な
交通路として使っている「常

じょう

磐
ばん

線
せん

」、「常
じょう

磐
ばん

自
じ

動
どう

車
しゃ

道
どう

」は、
いずれも「常磐」が付いてい
ます。双

ふた
葉
ば

郡
ぐん

富
とみ

岡
おか

町
まち

付近から

日
ひ

立
たち

市
し

十
じゅう

王
おう

町
まち

付近までの南北 95km、東西５～ 25km に及ぶ石炭分布地
域を指す、「常

じょう
磐
ばん

炭
たん

田
でん

」も「常磐」が付いています。
　これら命名の由来は ｢ 常

ひたちの
陸国

くに
｣（現 茨

いばら
城
き

県
けん

）と ｢ 磐
いわ

城
きの

国
くに

｣（主に現福
ふく

島
しま

県
けん

）にまたがっていることに由来する、文字どおり二つの国の一字を採っ
たものでした。
　つまり、「常磐」という言葉は、二つの地域に共通する事項を対象として、
長い間考えられてきました。
　常磐炭田のなかで広く企業活動をしていた入

いり
山
やま

採
さい

炭
たん

㈱と磐
いわ

城
き

炭
たん

礦
こう

㈱が昭
和 19(1944) 年３月に合併して成立した常磐炭礦㈱の名称も、両炭鉱が両
県にまたがって採掘していたからにほかなりません。
　ところが、この常磐炭礦㈱の存在が地域概念を変えていきます。第二次
世界大戦終了後の昭和 20 年代、荒廃した日本復興の原動力となったのが、

 

■図1-13-2　「いわき」と「常磐」の呼称変化
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２２
社
会
変
遷
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
変
化
し
て
い
っ
た
か

「
常
磐
」
と
「
い
わ
き
」

「
常
磐
」
と
「
い
わ
き
」

日本で唯一の熱エネルギー源となる石炭を採掘する石炭産
業であり、その中心となる舞台が福島県側の常磐炭礦㈱で
した。ほかにも化学工業を中心とした産業が活発な地域で
あったことから、地域開発を主眼とする観点から常磐とい
う言葉は福島県側を指すようになっていきました。
　地域の一体的な開発が重要視されるなか、昭和28年(1953)

９月には県知事を会長として、関係自治体、機関・団体が一
丸となって地域開発の事業を円滑に進めるための「常磐地方
総合開発期成同盟会」が発足。その範囲は平

たいら
市
し

および石
いわ

城
き

郡
ぐん

でした。ここにきて、「常磐」は茨城県を除く福島
県側に特化して呼称されていきます。
　さらに呼称を複雑にしたのは、昭和29(1954)年３月
に成立した湯

ゆ
本
もと

町
まち

と磐
いわ

崎
さき

村
むら

との合併でした。両者の合
併は市名をめぐってまとまらず、両地域にわたって事
業を展開していた常磐炭礦㈱の名称を採って「常

じょう
磐
ばん

市
し

」として市制施行したことでした。（写真1-13-5）

　つまり、同地域に“大きな常磐”と“小さな常磐”
が同居したのです。（85、 86 ページを参照）

　その後、「常
じょう

磐
ばん

地
ち

方
ほう

総
そう

合
ごう

開
かい

発
はつ

期
き

成
せい

同
どう

盟
めい

会
かい

」の組織は「常
じょう

磐
ばん

地
ち

区
く

新
しん

産
さん

業
ぎょう

都
と

市
し

建
けん

設
せつ

促
そく

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

」へ改組さ
れ、昭和39(1964)年３月に「常磐・
郡山地区」として新産業都市に指定
を受けた後、同協議会は「常

じょう
磐
ばん

地
ち

方
ほう

市
し

町
ちょう

村
そん

合
がっ

併
ぺい

促
そく

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

」に切り替
えられ、合併へ向けた活動へ転換し
ていきます。（写真1-13-6）

　「いわき市」と名が採用されて合
併が成ったのは、昭和41(1966)年10月。これ以降は、すべてに「いわき」が先行し、「常磐」の名
の使用意義は失われていきます。石炭産業衰退の最終局面となった昭和51(1976)年の常

じょう
磐
ばん

炭
たん

礦
こう

西
せい

部
ぶ

礦
こう

業
ぎょう

所
じょ

の閉山は、地域全体をあらわす「常磐」を過去のものとする象徴的な出来事といえま
した。こうして、“小さな常磐”の常磐地区が残ることになったのです。（写真1-13-7）

　それでも、常
じょう

磐
ばん

共
きょう

同
どう

火
か

力
りょく

㈱勿
な

来
こそ

発
はつ

電
でん

所
しょ

や新
しん

常
じょう

磐
ばん

交
こう

通
つう

㈱という会社名などに、「常磐」の名称
が果たした役割が引き継がれていることがわかります。

■写真1-13-5　常磐市の市制施行記念行事
　〔昭和29(1954)年3月　長谷川達雄氏撮影〕

■写真1-13-6　新産業都市のいわき市と郡山市の
　経済会議　「常磐」の文字が見えます。〔昭和41
　(1966)年10月　長谷川達雄氏撮影〕

■写真1-13-7　常磐炭礦西部礦業所において最後に採掘された石炭　
　〔昭和51(1976)年８月　いわき市撮影〕
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⓮ 広域合併へ向け、各市町村が協議を重ね（昭和時代中期6）
（1）　߹ซ৚݅をΊ͙ͬͯ೉ߤする৹ٞ
　新産業都市の指定獲得は関係者一丸となって進められましたが、合併には幾多の難問が立ちはだ
かっていました。
　その理由としては、５市による合併協議が成熟しないうちに14市町村による新産業都市指定に向け
た協議に突入したため、関係者はともかく住民とすれば、14市町村による合併は、途中から持ち出さ
れた条件として映ったからでした。
　それでも、昭和38（1963）年７月に新産業都市指定の内定を受けると、常磐地方新産業都市建設促進
協議会では、さっそく役員会を開き広域合併の促進を決議しました。同年10月には常磐地方新産業都
市建設促進協議会を改組した「常

じょう
磐
ばん

地
ち

方
ほう

市
し

町
ちょう

村
そん

合
がっ

併
ぺい

促
そく

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

」が発足し、合併のための審議を重
ねました。（写真1-14-1、 2）

　しかし、協議は容易に整いませんでした。
特に、合併の根

こん
幹
かん

となる合併の時期、新市
の名称、本庁舎の位置、財

ざい
政
せい

経
けい

過
か

措
そ

置
ち

期
き

間
かん

（タッチゾーン＝合併による急激な行政変化を避け

るため、陸上のリレー競技でタッチゾーン区間を

設けるように、旧市町村の単位で予算を編成する

期間）の設定とその期間、行政財産などの処
分など、重要事項については結論が出せま
せんでした。
　昭和40（1965）年２月、合併促進協議会役員
会と合併促進協議会内の組織委員会との合

同会議で、ようやく合併の時期を「昭
和41（1966）年を目標」と決定。次い
で、同年７月には合併の時期について

「昭和41年6月1日」を目途とすること、
合併する市町村の範囲は14市町村と
し、合併方式は「対

たい
等
とう

合
がっ

併
ぺい

」とするこ
とを決めましたが、新市名と本庁舎の
位置の決定は難航を極めました。（写
真1-14-3）

（2） ೉ؔを৐りӽ͑大ಉ߹ซへ
　このため、県議会新産特別委員会は
昭和41（1966）年６月の合併は困難と判断して、昭和41年１月、「①新市名は『いわき市』　②仮庁舎は
平市　③本庁舎は合併後に決定　④本庁舎の決定時期と場所については県および県議会に一任」の４

■写真1-14-2　各市町村長が集まって「常磐地方市町村合併促進　協議
　会」で協議　〔昭和30年代末　長谷川達雄氏撮影〕

■写真1-14-1　常磐地方町村合併促進協議会の事務局が発足〔昭 
　和38(1963)年10月　長谷川達雄氏撮影〕
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項目を合併促進協議会に提案し、早期決着を求めました。（写真1-14-4）

　その後も合併条件をめぐって各市町村の意見が合意に達せず、３月には県議会新産特別委員会は合
併の調整作業を打ち切り、
合併促進協議会の動向を静
観することを表明する事態
となりました。
　このため、さらに下部の
組織委員会で協議を重ね、
３月中旬に合併で大筋合意
に至りました。合併促進協
議会において、市名をはじ
め合併に必要なすべての審
議事項が合意に達したのは、
昭和41年４月27日のことで
した。さらに、各市町村議

会において、４月30日までにすべて合併を議決。県議会においても翌５月に合併を議決し、自治大臣
の告示により合併の時期は10月１日と決まりました。（写真1-14-5）

　この合併は、明治22（1889）年と昭和30（1955）年前後に行われた大規模合併とは成り立ちを異
こと

にする
ものでした。先の２回の合併が政府の強力な方針により自治体の再編成を図り、自治能力を拡大する
ために行われたのに対し、新産業都市指定に伴う関係市町村の合併は、地方に開発の中核都市を設け、
一体的な開発を促進するために実施されたもので、いわば産業、経済、行政の面からの強い働きかけ
によるものであったといえます。
　昭和41年６月、「いわき市発足準備事務局」が旧県立平商業高校の平市字三

み
崎
さき

１番地（現 平
たいら

中
ちゅう

央
おう

公
こう

園
えん

付近）に設置されると、以降合併のための準備作業は急ピッチで進められました。

■写真1-14-4　県議会新産特別委員会がいわき入りして、「常
　磐地方市町村合併促進協議会」に早期合併を促す調整会議
　　〔昭和38(1963)年10月　長谷川達雄氏撮影〕

■写真1-14-3　難航する合併協議　〔昭和40(1965)年ごろ　長
　谷川達雄氏撮影〕

■写真1-14-5　合併合意が成ったことを報じる新聞　〔昭和41(1966)年４月　いわき
　市所蔵〕
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３３
「
磐
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」、「
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城
」
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、
な
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使
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な
か
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の
か

「
い
わ
き
」
の
由
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「
い
わ
き
」
の
由
来

　中世になると、この地方は、岩城のほか岩
いわ

崎
さき

や楢
なら

葉
は

の郡や菊
きく

田
た

（多）や
好間東・西の荘

しょう
などで構成されていきます。

　この過程で武士が台頭し、なかでも有力豪族の一つが岩城氏を名乗り、
福
ふく

島
しま

県
けん

浜
はま

通
どお

りや茨
いばら

城
き

県
けん

に勢力を延ばしました。しかし、関
せき

が原
はら

の戦いで徳
とく

川
がわ

側
がわ

に味方をしなかったため、領地を没収されてしまいます。
　江戸時代になると、磐

いわ
城
き

平
たいら

藩
はん

（正式な行政名称ではない）として、この地
方が掌握（ちなみに平城下の行政名は磐

いわ
前
さき

郡
ぐん

。磐城郡は四
よつ

倉
くら

付近）されますが、
時代を経るにつれて、他藩や幕府領に分割されていきます。
　明治時代となり、明治元 (1868) 年には陸

む つ の
奥国

くに
から分離して、現在の浜通り

の地域に当たる磐
いわ

城
きの

国
くに

が新たに成立しますが、大きな機能を果たすことは

■写真1-14-6　石城郡町村会議員会議の会場となった小川小学校講堂
　〔昭和30年代前期　国府田英二提供〕

　「いわき」という言葉には、
時代によっていくつかの漢字
が当てはめられていました。

「石
いわ

城
き

」、「岩
いわ

城
き

」、「磐
いわ

城
き

」が
そうです。
　古代にはこの地方一帯を指
す表現として、石城、磐城な
どの漢字が当てはめられてい
ました。時代によって、また
文書によって表現もその範囲
もさまざまでした。
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３３
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磐
城
」、「
岩
城
」、「
石
城
」
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、
な
ぜ
使
わ
れ
な
か
っ
た
の
か

「
い
わ
き
」
の
由
来

「
い
わ
き
」
の
由
来

ありませんでした。行政改革のなかで県や郡が位置付けら
れ、郡役所として明治 12(1879) 年に「菊多」「磐前」「磐
城」が並列した連合郡役所の形態がとられますが、明治
29(1896) 年に３郡が統合される際には、いずれの面目も立
つように、かつて使われていた「石城郡」（郡役所制度は大

正 15 年に廃止。町や村をつかさどる名称としてのみ存続）とい
う文字が採られました。（ 写真 1-14-6）

　その後、昭和 30(1955) 年前後の「昭和の大合併」では、
小
お

名
な

浜
はま

町
まち

と周辺の町村との合併に際し、将来の大合併を念
頭においた「磐

いわ
城
き

市
し

」が誕生します。（ 写真 1-14-7）

　この「昭和の大合併」では、新たに磐城市を含めて４市
が成立し、平市と合わせて５市が隣接する状況となり、結
果として、５市周辺の町村が石城郡として残ります。
　昭和 41(1966) 年の 14 市町村が対等で合併する際には、
なじみのある「磐城」「石城」「岩城」などが市名候補とし

て挙げられましたが、そのいずれも固定の意識が持たれることになったため、容易に決まりません
でした。
　なぜなら、「磐城」はすでに小名浜を中
心とした合併で磐城市が使われており、こ
の文字を使えば、小名浜を中心として合併
したように捉

とら
えられてしまうからです。

　「石城」も同様で、市部が周辺の郡に吸
収合併させられたような印象になってしま
うからです。
　「岩城」も戦国大名で領地を没収された
岩城家が、出

で わ の
羽国

くに
で再興を果たし、後にこ

の地が秋
あき

田
た

県
けん

由
ゆ

利
り

郡岩
いわ

城
き

町
まち

（現由
ゆ

利
り

本
ほん

荘
じょう

市
し

）

となっているため、使用できない状態となっていました。（ 写真 1-14-8）

　そこで、新しい観点で市名として決められたのが、ひらがなの「いわき市」でした。合併しよう
と決めてから１年４か月を経てのことでした。
　こうして、大きな苦難を乗り越えて、当時としては、前例のない大型合併を果たした「いわき市」。
ひらがな名のバックボーンとして、聖徳太子 17 条憲法における「和を以

もつ
て貴

とおと
しとなす （ 以和貴 ）」

の音読み「いわき」を、一体的な将来の発展に託して公表されました。

■写真1-14-7　合併後も旧市名を使って　
　いた磐城市民会館　昭和55(1980)年7月
　から「小名浜」へ変更されました。
　〔昭和51(1976)年11月　いわき市撮影〕

■写真1-14-8　「いわきの観光と物産展」に出展した岩城町　 
　〔平成２(1990)年10月　いわき市撮影〕



−64−

ୈ �ষɹ຺ʑͱܧがΕたɺいわきਓのࢥい

「町村合併促進法」 (昭28.10.1施行)   
〔昭和の大合併〕 

いわき市 
(昭41.10.1) 

勿来市 
(昭30.4.29) 

常磐市 
(昭29.3.31) 

内郷市 
(昭30.2.11) 

四倉町 
(昭30.3.10) 

遠野町 
(昭30.3.31) 

小川町 
(昭30.2.11) 
好間村 
(昭30.2.11) 

三和村 
(昭30.2.11) 

田人村 
(昭16.4.1) 

久之浜町(明35.6.1) 

 平 市 
(昭29.10.1) 

 平 市 
(昭25.5.15) 

磐城市 
(昭29.3.31) 

小名浜町 
(昭28.10.10) 

泉 町 
(昭28.4.1) 

江名町 
(昭12.3.1) 

植田町 
(大12.4.10) 

錦 町 
(昭15.4.1) 

勿来町 
(大14.5.1) 

湯本町 
(大11.8.20) 

内郷町 
(昭17.8.1) 

注1) (昭29.10.1) 

 平 市 
(昭25.4.1) 

 平 市 
(昭12.6.1) 

豊間町 
(昭15.5.1) 

小名浜町 
(昭16.8.15) 

注3) (昭30.2.11) 

注2） 
(昭29.3.29) 

内郷市 
(昭29.7.10) 

平  町 

平窪村 

飯野村 

神谷村 

夏井村 

高久村 
豊間村 

草野村 

赤井村 

小名浜町 

玉川村 

鹿島村 

江名村 

泉  村 

渡辺村 

鮫川村 

錦  村 

窪田村 

山田村 

川部村 
湯本村 

磐崎村 

内郷村 

箕輪村 

四倉町 

大浦村 

大野村 

上遠野村 
入遠野村 
上小川村 
下小川村 

好間村 

永戸村 
沢渡村 
三阪村 
貝泊村 
石住村 
田人村 
荷路夫村 
川前村 
久之浜村 
大久村 

「市制町村制」 (明22.4.1.施行) 〔明治の大合併〕 

平町 
幕之内村、鯨岡村、大室村、下平窪村、上平窪村、中平窪村、 
四ツ波村、中塩村 
南白土村、北白土村、上荒川村、下荒川村、谷川瀬村、中山村、 
小泉村、吉野谷村、上高久村 

鎌田村、塩村、上神谷村、中神谷村、上片寄村、下片寄村 

山崎村、菅波村、荒田目村、上大越村、下大越村、藤間村 

下高久村、上山口村、下山口村、上谷作村 
豊間村、薄磯村、沼の内村 

下神谷村、原高野村、泉崎村、絹谷村、馬目村、水品村、北神谷村 
赤井村、 

小名浜町 
岡小名村、住吉村、林城村、相子島村、大原村、南富岡村、島村、 
金成村、岩出村、野田村 
米田村、飯田村、走熊村、下蔵持村、久保村、 
上蔵持村、船戸村、御代村、下矢田村、 
上矢田村、松久須根村、三沢村 
江名村、中之作村、永崎村、下神白村、上神白村 

玉露村、泉村、本谷村、滝尻村、下川村、黒須野村 

田部村、洞村、昼野村、泉田村、松小屋村、中釜戸村、上釜戸村 

大倉村、江栗村、中田村、長子村 
岩間村、小浜村、仁井田村、江畑村、高倉村 

窪田村、四沢村、白米村、九面村、関田村、酒井村、大高村 

小山田村、上山田村、下山田村、井上村、大林村、富津村 

植田村、東田村、添野村、石塚村、後田村、佐糠村、 

小川村、沼部村、瀬戸村、山玉村、三沢村 
湯本村 

岩ヶ岡村、下船尾村、馬玉村、長孫村、上湯長屋村、下湯長谷村、 
藤原村、白鳥村、西郷村、水野谷村、関船村 

小島村、御台境村、御厩村、高坂村、内町村、綴村、白水村、宮村村 
高野村、 
小屋村、 大利村 
四倉村 
狐塚村、名木村、長友村、上仁井田村、下仁井田村、塩木村、 
大森村、 細谷村 
白岩村、戸田村、玉川村、中島村、上柳生村、下柳生村、山田小湊村、 
薬王寺村、駒込村、八茎村、山小屋村 

滝村、上遠野村、深山田村、根岸村 
上根本村、入遠野村、大平村 
上小川村、福岡村 
柴原村、上平村、下小川村、関場村 
北好間村、下好間村、上好間村、中好間村、今新田村、 
川中小村、愛谷村、小谷作村 
上永井村、下永井村、合戸村、渡戸村 
中寺村、下市萱村、上市萱村 
下三坂村、上三坂村、中三坂村、差塩村 
貝泊村 
石住村 
旅人村、黒田村、南大平村 
荷路夫村 
小白井村、上桶売村、下桶売村、川前村 
久之浜村、田之網村、金ヶ沢村、末続村 
大久村、小山田村、小久村 

塩田村、西小川村、三島村、高萩村 

注1) 
赤井村のうち、大字
赤井が平市へと編入。
他は小川町として新
設合併 

注2) 
鹿島村は小名浜町へ
編入合併後一部(大字
松久須根、上矢田、
三沢)が分離し、湯本
町に編入。 
注3) 
箕輪村のうち、大字
高野が内郷市へ編入
合併。他は好間村へ
編入合併。 

注4) 
明＝明治 
大＝大正 
昭＝昭和 

平 市 
(昭30.2.11) 

　行政の合併は明治時代初めから進められ、特に明治 22(1889) 年の「市制・町村制」（いわゆる「明

治の大合併」）、昭和 28(1953) 年の「町村合併促進法」（いわゆる「昭和の大合併」）の施行および昭和
39(1964) 年の「新産業建設促進法」に基づく合併促進策に伴って、後のいわき市となる行政区域は大
きく変わりました。
　こうして、「明治の大合併」の直前にあった、２町（平町、小名浜町）213 村は、種々の合併促進策により、
昭和 41(1966) 年 10 月 1 日、「いわき市」一つになったのです。（ 図 1-14-1）

■図1-14-1　いわき市合併の変遷
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■写真２- 中扉２　勿来市制施行祝賀式　昭和 30（1955） 年 4
　月の誕生後、半年を経て同年 10 月に式యが行われました。
　〔昭和 30（1955） 年 10 月　長谷川達雄氏撮影〕

■写真 2- 中扉 4　磐城市制施行祝賀　「磐城市制施行祝լ」
　のԣ断幕が০られた、小名浜臨港鉄道小名浜駅前。駅入口
　には祝լの記念門も০られました。　〔昭和 29（1954） 年 3
　月　ࡈ౻ਗ਼一氏撮影〕

■写真 2- 中扉 3　平市制施行記念絵はがき　昭和 12（1937）
　年６月の市制施行を記念して、「躍進平市෩景Ѫ郷画状」
　の絵はがきが発行されました。　〔昭和 12（1937） 年 6 月
　郵便絵はがき　平市発行〕

■写真 2- 中扉 1　いわき市誕生記念式典　昭和 41（1966） 年 10 月の誕生後、半年を
　経て翌年 3 月に式యが行われました。　〔昭和 42（1967） 年 3 月　いわき市撮影〕

■写真 2- 中扉 5　常磐市制施行祝賀　市制施行を祝って、
行列や演ܳ会などが൸࿐されました。　〔昭和ض　 29（1954）
　年５月　ླ木高子氏提供〕

　いわき地ํの֤地域は太古からত࿨û÷೥代ॳ಄にࢸるまで、੓࣏΍
文Խ、ۀ࢈などさまざまな分໺に͓いて、Ұମతなあるいは地域ݻ༗
の׆ಈをల開してきました。このؒ、明࣏ùùïøÿÿĀð೥݄̐の「明࣏の
େ߹ซ」の௚લにॴࡏした̎ொùøúଜの自࣏ମは߹ซを܁りฦし、ত
࿨ú÷ïøĀüüð೥લޙの「ত࿨のେ߹ซ」ޙには̑市̐ொ̑ଜにまとまり
ました。
　これҎ߱、೔ຊがߴ度ࡁܦ੒௕を਱げる過程に͓いて、େن໛な地
域開発にΑり地ํڌ఺都市を創る、というେきな੓ࡦస׵をਤるなか、
いわき地ํは、まさに೔ຊのlॖਤzのΑうなେきなࡁܦมԽをΈͤま
した。
　௕い݄ࡀをܦて੒立した̑市̐ொ̑ଜ。これらの市ொଜはどのΑう
な道をたどったのか、ৼりฦってΈましΐう。

第２章
い
わ
き
市
誕
生
へ
、

　14
市
町
村
の
あ
ゆ
み
●旧 14市町村●
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平　市
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　「平
たいら

」の名称がいつからొ場したのか明らかではありませんが、室町時代のӬ
えい

正
しょう

７（1510）年、佐
さ

஛
たけ

義
よし

ॢ
きよ

から岩
いわ

城
き

常
つㆭ

隆
たか

への書状（秋田藩家蔵岩城文書）に「平」の文字が見えます。
　岩城家は現在の好

よし
間
ま

町
まち

下
しも

好
よし

間
ま

字大
おお

館
だて

に城
じょう

館
かん

を構え、戦国大名として現在の福島県浜通り中部から茨
城県北部にかけて勢力を伸ばしていましたが、関

せき
ヶ
が

原
はら

の戦いにおいて徳川方の味方をしなかったこと
から、領地を没収されてしまいます。（19ページを参照）

　その後、江戸時代初期に徳川ේ
ふ

代
だい

の大名・ௗ
とり

居
い

஧
ただ

政
まさ

がܚ
けい

長
ちょう

７（1602）年に、磐
いわ

城
き

平
たいら

藩
はん

10万石（後に12万石）

をもって入部。その領地は、現在のいわき市をแ含する範囲に及びました。
　新しく築城するに際しては赤

あか
目
めが

崎
さき

見
みものが

物岡
おか

（現物
もの

見
み

ケ
が

岡
おか

）と呼ばれる高台を選び、江戸幕府の基本方
針に沿って、以後12年のࡀ月をかけ、城ֲ内外の高台に本丸（天कは三階࿌を代用。ཾ

りゅう
ケ
が

城
じょう

とも呼称）や
上・中ڃの ࣆ

さむらい
԰
や

ෑ
しき

を配置し、௿地の城下には、岩城家の町割り（現在のݚ
とぎ

町
まち

ࡐ、
ざい

木
もく

町
ちょう

、古
ふる

஁
か

໶
じ

町
まち

付近）を
一部引継いだ৬人町に加え、新たに下ڃのࣆ԰ෑ（஥

ちゅう
間
げん

町
まち

、白
しろ

ۜ
がㆭ

町
まち

など）および町԰（一
いっ

町
ちょう

目
め

ޒ～
ご

町
ちょう

目
め

など）

を割り振りました。（写真2-1-1）

　磐城平藩は、内౻家、井上家、安౻家と
引き継がれますが、次第に石高を減らされ、
幕末にはฺ

ぼ
ୢ
しん

戦
せん

争
そう

にഊれ、明治元（1868）年
７月に磐城平城は落城してしまいました。

（26ページを参照）（写真2-1-2）

　その後、明治政府や県によって郡役所や
公庁が平に設置されました׭ॺなどの࡯ܯ
が、戦乱で疲弊した平市街をよみがえらせ ■写真 2-1-1　城山および堀跡の水田を整地して造られた平（現 

　いわき）駅　〔大正 14（1925） 年　郵便絵はがき　ਗ਼ޫ堂書店発
　行〕

■写真2-1-3　石城郡役所（平字南町）　〔大正14（1925）年4月　『国
　産঑励勧業博ཡ会記念ࣸਅ஽』から引用　ࡈ౻ࣸਅ館発行〕

■写真 2-1-2　松ケ岡公園のツツジと安藤信正公の銅像
　安౻৴正公は幕府࿝中として幕末の外交・政務に活躍。 
　ツρジは明治時代末、東京・小石川の安౻ఛから移植
　されました。　〔昭和 50 年代　いわき市撮影〕
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たのは、なんといっても石炭産業でした。明治30（1897）年２月には平（現いわき）駅まで日
に

本
ほん

鉄
てつ

道
どう

磐
いわ

城
き

線
せん

（現+3常
じょう

磐
ばん

線
せん

）がෑ設されると、当初は近隣の好間、赤
あか

井
い

、小
お

川
がわ

などの炭鉱から産出される石炭の
ੵみ出し駅として、さらには商店やۜ行、ָޘなどが集中する消費地として活況を呈し、いわき地方
の中心地として発展していきました。（写真2-1-3、 4、 5、 6）

　この間、明治16（1883）年には、隣接する北
きた

目
め

、町
まち

分
わけ

、長
なが

橋
はし

、十
じゅう

ޒ
ご

町
ちょう

目
め

の４か村が合併して平
たいら

町
まち

が成立。
いわき地方では小

お
名
な

浜
はま

町
まち

に次ぐ早さでした。江戸時代には治政上４か村分割されていましたが、元々
全体が平と呼ばれていたことから、合併は当然の措置ともいえました。
　明治22（1889）年４月に施行された「市

し
制
せい

・町
ちょう

村
そん

制
せい

」（「明治の大合併」と呼称）では、戸数300 ～ 500戸
の範囲内で隣接する村は合併することと政府から示されましたが、当時1,124戸（明治19年12月末現在）

と、すでに1,000戸を超えていた平町は周辺村との合併対象とはなり得ませんでした。
　後に平地区となる区域において「明治の大合併」で誕生したのは、平町のほか、「平

ひら
ۼ
くぼ

村
むら

」、「൧
いい

野
の

村
むら

」、「神
かㆹ

谷
や

村
むら

」、「Ն
なつ

井
い

村
むら

」、「高
たか

久
く

村
むら

」、「豊
とよ

間
ま

村
むら

」、「草
くさ

野
の

村」、「赤
あか

井
い

村
むら

の一部」で、このうち豊間、ബ
うす

ү
いそ

などの漁港を߇えた豊間村、石炭が産出した赤井村の一部以外は७農村でした。

■写真 2-1-4　娯楽の殿堂・平館（平字南
　町）　当時、映画は「活動ࣸਅ」と呼ば
　れていました。〔大正6（1917）年〕

■写真2-1-5　平銀行（平字二町目）　明治29（1896）年に開業。
　金༥߄ڪにより、㈱平ۜ行は昭和４（1929）年に㈱常磐ۜ行（現
　㈱常ཅۜ行）に吸収されました。　〔大正４（1915）年　郵便
　絵はがき　平ۜ行発行〕

■写真 2-1-6　平駅舎と駅前　〔昭和時代初期　郵便絵はがき　佐々木商店発行〕

未来へつなぐ「いわき」ものがたり
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　その後、大正６（1917）年10
月には磐

ばん
越
えつ

東
とう

線
せん

が全通し、中
通りとのԟ来が本格化してい
きます。平町の人口は増加
の一途をたどり、昭和時代
初期には２万5,000人を超え
たことから、周辺町村を合併
することによって、市制施行
の要件である３万人の突ഁを
めざします。こうして昭和12
（1937）年６月には、平ۼ村を
吸収合併して、いわき地方初
の市となる「平市」が誕生し
ました。（写真2-1-7、 8、 9）

　昭和16（1941）年12月、日本は第二次世界大戦に突入。最初は連合国軍との戦いは有利に進められま
すが、次第に戦線はॖ小、やがて日本本土は空襲にさらされます。このようななかで、日本の主要都
市は空爆にૺい、平市街は昭和20（1945）年３月に１回、同年７月に２回の空爆を受け、٘ਜ਼者を伴っ
て焼け出されることになりました。（45ページを参照）（図2-1-1、 写真2-1-10）

■写真 2-1-7　松ヶ岡公園から見る平市街　白黒ࣸਅに着色が施されています。〔昭
　和時代初期　郵便絵はがき　佐々木商店発行〕

■写真 2-1-8　平本町通りの旧正月初市　〔昭和 10（1935） 年ごろ　
　郵便絵はがき〕

■写真2-1-10　平警察署火の見やぐらから見る平市街東部　ࣸਅ中央ࠨからӈへ、３回目の空襲で焼け出されました。〔昭和
　13（1938）年　三井৻一郎氏提供〕

■写真2-1-9　堂根町時代の平市役所　田町時代を経
　て、戦争や戦後の混乱で庁舎をたびたび変えていま
　したが、昭和25（1950）年、堂根町（現文化センター
　のෑ地）に新庁舎を建てました。　〔昭和41（1966）
　年　いわき市所蔵〕
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　戦争は昭和20年８月に終
結。戦争被害を受けた平市
における戦後復興は、平市
街の戦災復興都市計画から
始まりました。戦災復興土
地区画整理事業の施行に伴
う新しい国道６߸と駅前
通りの開設（全体計画の一

部）は、いずれも難航を極
めましたが、前者は昭和30
（1955）年度、後者は昭和27
（1952）年度に、それぞれ׬
成し、現在の基礎づくりと

なりました。（写真2-1-11、 12）

　この間、平市は周辺町村
との合併を進めます。昭和
25（1950）年４月には൧野村と、
同年５月には神谷村と、さら
に昭和28（1953）年10月に施行
された「町

ちょう
村
そん

合
がっ

併
ぺい

促
そく

進
しん

法
ほう

」（「昭

和の大合併」と呼称）によって、
昭和29（1954）年10月には、豊
間町、Ն井村、高久村、草野
村と合併。この合併によって、

平市は初めて豊富な観ޫ・漁業
に関する資源を有することにな
りました。（写真2-1-13）

　この時、豊間町では南域の合
かっ

ү
そ

、Ԙ
しお

場
ば

、ీ
と

渡
ど

路
ろ

の３地区住民
の一部から南隣の磐

いわ
城
き

市
し

に編入
するよう要望書が出されました
が、原案通り平市との合併が成
立しました。
　さらに昭和30年２月には赤井
村の一部である大字赤井と合併

■写真 2-1-11　平駅前通り　現在の国道 6 ߸は、まだ建設途上です。〔昭和 20 年代
　『平市勢要ཡ』から引用〕

■写真 2-1-12　平駅前通りの夕景　〔昭和 27（1952） 年　郵便絵はがき　平市観 
　ޫ協会発行〕

■図 2-1-1　平市街における空襲で被災した区域

未来へつなぐ「いわき」ものがたり
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しました。大字赤井は赤井村の一部を成していたもので、日
にっ

曹
そう

赤
あか

井
い

炭
たん

礦
こう

をはじめいくつもの炭鉱が稼
働しており、当時は平市にとって重要な産業拠点の一つでした。（写真2-1-14）

　平市の中央では、Ն井川が東西に流れ、流域にංཊな地をもたらし、Ҵ作やネギなどの農業が盛ん
に行われました。
　海؛線一帯は磐

いわ
城
き

海
かい

؛
がん

県
けん

立
りつ

自
し

然
ぜん

公
こう

園
えん

に指定されており、このうち南部ではԘ
しお

԰
や

࡛
さき

౮
とう

台
だい

周辺の景উ地
を߇え、豊間、প

ㆬま
ϊ
の

内
うち

などの漁港とその間には
海水浴٬でにぎわう豊間、ബүの海水浴場が並
んでいました。また中・北部の海؛では大正時
代に名付けられた「新

しん
舞
まい

子
こ

」の砂浜が四倉町ま
で続いていました。いずれの海؛も෩

ふう
ޫ
こう

明
めい

ᇪ
び

な

■写真 2-1-13　豊間海水浴場と塩屋埼灯台　〔大正時代　郵便絵はが
き　ᖛ԰ཱྀ館発行〕

■写真2-1-14　赤井の炭鉱地帯　遠方に見えるのが、　
　日曹赤井炭礦の炭鉱住୐とその奥に生産施設です。　
　〔昭和 15（1940） 年ごろ〕

■写真2-1-15　塩屋埼灯台　〔昭和27（1952）年　郵便絵は
　がき　平市観ޫ協会発行〕

■写真 2-1-17　閼伽井嶽薬師堂　〔昭和時代初期　郵便絵
　はがき〕

■写真 2-1-16　新舞子のマツ林（草野村）　〔大正時代　
　郵便絵はがき　佐౻ࣸਅ館発行〕
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空間が広がり、多くの観ޫ٬が訪れました。（写真2-1-15、 16）

　市域西方、ᮟ
あ

Հ
か

井
い

ַ
だけ

（標高605ｍ）付近はՆ井川ܢ谷県立自然公園に指定されており、山௖下のᮟ
あ

Հ
か

井
い

（赤井）ባ
だけ

ༀ
やく

ࢣ
し

の例祭には、ຖ年多くの人が参ܮしていました。（写真2-1-17）

　平市街では、ຖ年Նに平ࣣ༦まつりやຍགྷりでにぎわいました。（42、 43ページを参照）（写真2-1-18、

19）

　いわき地方では、最も人口が多く、古くから政治の中心として機
能していたこともあって、大正時代から市域の拡大施策を図ってお
り、内郷村や好間村などの近隣村との合併にもੵ極的な姿勢をみせ
ていました。昭和30年代前半から５市合併に意ཉ的で、その後の14
市町村合併にも同様の姿勢でした。
　合併前の昭和40（1965）年当時は、人口７万921人、世帯数１万6,650
戸、面ੵ109.79ὕでした。

 

平 市 
（昭 30.2.11） 

小川町 
（昭 30.2.11） 

赤井村 

平 市 
（昭 29.10.1） 

平 市 
（昭 25.5.15） 

平 市 
（昭 25.4.1） 平 市 

（昭 12.6.1） 

「市制町村制」 明 22.4.1施行）〔明治の大合併〕 

豊間町 
（昭 15.5.1） 

平 町 

平窪村 

飯野村 

神谷村 

夏井村 

高久村 

豊間村 

草野村 

赤井村 

大字赤井 

大字西小川、大字三島、大字高萩、大字塩田 

平町 

幕之内村、鯨岡村、大室村、下平窪村、 

上平窪村、中平窪村、四ツ波村、中塩村 

南白土村、北白土村、上荒川村、下荒川村、 

谷川瀬村、中山村、小泉村、吉野谷村、 

上高久村 

鎌田村、塩村、上神谷村、中神谷村、 

上片寄村、下片寄村 

山崎村、菅波村、荒田目村、上大越村、 

下大越村、藤間村 

下高久村、上山口村、下山口村、神谷作村、 

豊間村、薄磯村、沼之内村 

下神谷村、原高野村、泉崎村、絹谷村、 

馬目村、水品村、北神谷村 

赤井村、西小川村、三島村、高萩村、 

塩田村 

注）明＝明治、昭＝昭和 

「町村合併促進法」（昭 28.10.1施行）〔昭和の大合併〕 

■写真2-1-18　平七夕まつり（本町通り）　〔昭和27（1952）年8月　 
　দ本正平氏撮影・দ本正夫氏提供〕

■写真2-1-19　平盆踊り（平駅前）　ԣ幕の文字
　に戦時下の機運がうかがえます。〔昭和15（1940）
　年ごろ　൧প੖男氏提供〕

■図2-1-2　平市合併の変遷および平市の位置図

注）明＝明治、昭＝昭和

未来へつなぐ「いわき」ものがたり
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　磐
いわ

城
き

市
し

における「磐城」の名称は、古くて新しい名称です。古代においては現在のいわき市や周辺
を指す地名として、「石

い わ き
城」や「岩

い わ き
城」とともに「磐城」の名が使われていました。

　その後に成立した「磐城郡」は四倉および周辺を指すようになり、江戸時代には磐城平藩（ちなみ

に平城下は「磐
いわ

前
さき

郡
ぐん

」）という支配地をあらわす名称として「磐城」が使われるようになります。
　明治元(1868)年、陸

む つ の
奥国

くに
から分離して磐

いわきのくに
城国が誕生。こうして「磐城」は国をあらわす概念と、四

倉周辺の「郡」をあらわす概念が両立することになりますが、明治29(1896)年に菊
きく

多
た

、磐前、磐城の
３郡が統合されて、石城郡が成
立すると、磐城国は実際には機
能しなくなっていきます。
　このような経過とは別に、小

お

名
な

浜
はま

ື
みなと

は江戸時代には漁業が盛
んな地として栄え、また年貢ถ
のੵみ出しືとして、さらに延

えん

ڗ
きょう

４(1747)年以降は幕
ばく

府
ふ

直
ちょっ

׋
かつ

領
りょう

となり、代׭所が置かれるな
ど、にぎわいをみせました。
　明治時代以降、自治制度が確
立していく過程で、いわき地方

で最も早く町
ちょう

制
せい

をෑいたのが小名浜町でした。明治14(1881)年に隣接するถ
こめ

野
の

、中
なか

島
じま

、西
にし

町
ちょう

、中
なか

町
ちょう

の
４か村が合併して成立しました。江戸時代には治

ち
政
せい

上
じょう

４か村に分割されていましたが、いずれも漁業
が盛んで、全体が小名浜と呼ばれていたことから、合併は当然の措置ともいえました。（写真2-2-1、 2）

　明治22(1889)年４月に施行された「市
し

制
せい

・町
ちょう

村
そん

制
せい

」（「明治の大合併」と呼称）では、668戸（明治19年12

月末現在）と、合併基準の300 ～ 500戸を超えていたことから、他村との合併はありませんでした。　
　後に小名浜地区となる区域において「明
治の大合併」で誕生したのは、小名浜町の
ほか、江戸時代の׮

かん
文
ぶん

８(1668)年に藩
はん

ఛ
てい

およ
びਞ԰町を築いた泉藩を中心とした「泉

いずみ
村
むら

」、
浜街道॓場である新

しん
田
でん

॓（渡
わたなㆹ

部・初
はつ

田
た

॓ともい

う）を中心として農村地域であった「渡
わた

辺
なㆹ

村
むら

」、
小名浜北方の農村地域であった「鹿

か
島
しま

村
むら

」、
漁業の盛んな江

え
名
な

、さらには西国のԘや年貢
ถなどをѻう交易の中

なか
之
の

作
さく

の両ື
みなと

を抱えてい
た「江

え
名
な

村
むら

」でした。（写真2-2-3）

■写真 2-2-1　富ケ浦公園から見る小名浜市街と海岸　〔大正時代　郵便絵はがき
　ඉ口商店発行〕

■写真 2-2-2　小名浜海岸におけるカツオの大漁　〔大正時代
　郵便絵はがき　京԰商店発行〕
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　小名浜港の近代化は石炭輸送から始まりました。明治
20(1887)年には、湯本市街の西方に位置する小野田で採
取された石炭を運ぶ馬

ば
車
しゃ

ي
き

道
どう

が小名浜までの間12.9ᶳに
ෑかれ、小名浜から主な消費地の東京方面に海上輸送さ
れ、活況を呈しました。
　石炭を運ぶための海上輸送は大量に運ぶことができま
すが、海難事ނの危険性が高いことから、石炭を安定輸
送するため、関係者は鉄道ෑ設運動を起こし、その結果、
明治30(1897)年２月、日

に
本
ほん

鉄
てつ

道
どう

磐
いわ

城
き

線
せん

（現+3常
じょう

磐
ばん

線
せん

）が開
通しました。この際に泉村では駅を༠கし、泉駅が開設されました。
　泉駅から小名浜までは明治40(1907)年に小名浜馬車ي道（ˠ磐

いわ
城
き

海
かい

؛
がん

ي
き

道
どう

）がෑ設されました。大正
５(1916)年には江名まで延長され、小名浜や中之作、江名の漁港から水༲げされる鮮魚の輸送面で利

便性を発شしました。（写真2-2-4）

　小名浜町民による「小
お

名
な

浜
はま

築
ちっ

港
こう

期
き

成
せい

同
どう

盟
めい

会
かい

」が明治44(1911)年４月に結成して
以来、同会が長年要望してきた小名浜港
の整備については、大正７(1918)年から
同15(1926)年にかけてຒ立地や防波అな
どの建設が進められ、基礎づくりが׬
成しました。さらに、՟物船が出入りで
きる商港化が昭和４(1929)年から開始さ
れ、3,000ｔ؛นは昭和13(1938)年５月
に׬成しました。（写真2-2-5、 図2-2-1）

　この間、日
に

本
ほん

水
すい

ૉ
そ

工
こう

業
ぎょう

㈱（現日
に

本
ほん

化
か

成
せい

㈱）が昭和11(1936)年に進出を決め、昭和14(1939)年９月にૢ
業を開始。さらに、輸送力強化のため磐城海ي؛道が廃され、昭和16(1941)年11月に小

お
名
な

浜
はま

臨
りん

港
こう

鉄
てつ

道
どう

が開通すると、工場の
料や製品だけでなくࡐ
海産物などの大量輸送
が始まり、小名浜の様
相は大きく変わってい
きました。
　明治30年の鉄道開通
以来、石炭輸送は鉄道
にୣわれましたが、船
ഫの強化、大型化、鉄
道運௞の上ঢによっ
て、大正時代末期に

■写真 2-2-4　小名浜本町通りと磐城海岸軌道　〔大正時代　郵便絵はが
　き　ඉ口商店発行〕

■写真 2-2-5　小名浜商港の起工式　〔昭和 4(1929) 年 5 月　郵便絵はがき〕

■写真 2-2-3　泉城の碑　〔昭和 47(1972) 年５月　  
　いわき市撮影〕

未来へつなぐ「いわき」ものがたり
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は海上輸送が見直され、石炭輸送や臨海部に進出した企業の製品・原ࡐ料輸送のため、小名浜港築
港の第二期修築工事が、昭和16年度から始まりました。戦争による一時中断はありましたが、昭和
21(1946)年に再開。昭和26(1951)年には、「新港湾法」に基づき、小名浜港は全国47港の「重要港湾」
の一つとして指定を受け、昭和29(1954)年７月には、ط成؛นを延長して１万ｔ؛น（現１߸ふ頭）に
増強する工事がスタートし、昭和32(1957)年６月に׬成しました。（写真2-2-6）

　このような状況のなか、昭和28(1953)年10月に施行された「町
ちょう

村
そん

合
がっ

併
ぺい

促
そく

進
しん

法
ほう

」（「昭和の大合併」と呼称）

時では、小名浜町は市制施行をめざ
して、周辺地域との協議に入ります。
最初に鹿

か
島
しま

村
むら

との合併が成立したか
にみえましたが、同じく市制施行を
めざしていた湯本町の引き合いが強
く、合併先をめぐって大きな問題と
なりました。調整の結果、小名浜町
と一୴合併した後に鹿島村は二分さ
れて、湯

ゆ
本
もと

町
まち

寄りのদ
まつ

久
く

ਢ
す

根
ㆭ

、上
かみ

໼
や

田
だ

、三
み

୔
さわ

の各大字は湯本町と合併す
ることになります。（写真2-2-7）

　小名浜町にとって、もう一つの՝

■図2-2-1　小名浜港修築工事竣功平面図　〔資料：『小名浜港修築工事ॡޭ平面図』を、一部改変して掲載（昭和4年〕

■写真2-2-6　小名浜港1号ふ頭・石炭ふ頭　〔昭和30年代　比佐不二夫氏
　提供〕
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題は江名町、泉町、渡辺村との合併でした。新しい市庁舎は小名浜町が改築した庁舎がそのまま使用
することになりましたが、問題は市名でした。小名浜町以外の町村が「小名浜市」となることに反対
したのです。背景として、江戸時代には、小名浜町が幕府領の中心地、泉町が泉藩領の城下町、江名

町のうち、中之作が磐城平藩領、江名が湯長谷
藩領のいずれもື町、渡辺村が浜街道の॓場町
という異なった歴史を持ち、近代においても小
名浜町が漁業に加えて商港を߇え工業が活況、
鉄道駅を持つ泉町は陸のݰ関口、江名町は遠
洋漁業（江名港および中之作港）基地として発展、
というಠ自の発展を਱げてきたことにありまし
た。（写真2-2-8、 9、 10）

■写真2-2-8　泉駅と城下町の形態が残る泉市街　〔昭和39
　(1964)年　いわき市所蔵〕

■写真2-2-7　建設中の鹿島街道（鹿島町下矢田字
　曲田）　現在のいわきχϡータウンの入口（ࣸਅ
　ӈ側）部分です。旧道をバスが平に向って૸っ
　ているのが見えます。　〔昭和30年代　比佐不二
　夫氏提供〕

■写真2-2-10　住吉・館山から見る岩出方向　昭和30年代
　末から40年代にかけて、玉川χϡータウンが開発されま
　す。　〔昭和30年代　比佐不二夫氏提供〕

■写真2-2-9　整備が進む中之作港　〔昭和29(1954)年　江名公民館所蔵〕

未来へつなぐ「いわき」ものがたり
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　江名町は最後まで「小名浜市」に反対。やむを
得ず、将来、この地方一帯が合併することを見越
して、「磐城」という市名が提案され、協議を重
ねたうえにようやく合意に達しました。合併は昭
和29(1954)年３月のことでした。（50ページを参照）

（写真2-2-11）

　小名浜は昭和20年代後半から工場進出が進み、
海؛をຒめて෈頭建設と工場建設が進められ、経
済活動が著しく活発化していきました。これに伴
い工業都市として発展し、昭和30年代半ばから、

勿来市とともに14市町村合併と大きな関
わりを持つことになる「新

しん
産
さん

業
ぎょう

都
と

市
し

」建
設の牽

けん
引
いん

者
しゃ

としての役割を果たしていきま
す。（56、 57ページを参照）（写真2-2-12）

　小名浜、江名、中之作の各漁港も沖合か
ら遠洋へ漁場を広げ、漁業は最盛期を迎え
ます。（写真2-2-13）

　これら漁業、工業の機能を果たす以外の
海؛では、自然豊かな海؛ඒが広がり、小
名浜海水浴場は小名浜臨港鉄道や乗合バス
により多くの浴٬を集めましたが、昭和30

■写真2-2-11　磐城市の誕生横断幕　〔昭和29(1954)年3月
　長谷川達雄氏撮影〕

■写真2-2-12　小名浜海岸のふ頭建設と臨海工業地帯　〔昭和36(1961)年　日本製ࢴ㈱提供〕

■写真2-2-13　中之作港　〔昭和30年代　郵便絵はがき　磐城
　市観ޫ協会発行〕
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年代半ばに臨海工業地帯への工場進出と小名
浜港のふ頭づくりにより姿を消しました。
　それでも、市域南の照

てる
島
しま

付近は勿
な

来
こそ

県
けん

立
りつ

自
し

然
ぜん

公
こう

園
えん

、三
み

崎
さき

、Ӭ
なが

崎
さき

海
かい

؛
がん

は磐
いわ

城
き

海
かい

؛
がん

県
けん

立
りつ

自
し

然
ぜん

公
こう

園
えん

に含まれており、三崎公園、Ӭ崎海水浴
場、݋

つるぎ
浜
はま

などで多くの観ޫ٬を集めました。
（写真2-2-14、 15）

　また、港まつりは花火大会を加えて、年々

盛んになっていきました。（写真2-2-16）

　合併前の昭和40(1965)年当時は、人口６万4,899人、世帯数１万4,610、面ੵ
84.63ὕでした。

 

注1)  鹿島村のうち 3大字は一旦小名浜町と合併した後、分離して湯本町と合併 

 2) 明＝明治、大＝大正、昭＝昭和 

「市制町村制」(明 22.4.1施行)〔明治の大合併〕 

鹿島村 

米田村、飯田村、走熊村、下蔵持村、久保村 

上蔵持村、船戸村、御代村、下矢田村 

上矢田村、松久須根村、三沢村 

江名村 江名村、中之作村、永崎村、下神白村、上神白村 

泉村 
玉露村、泉村、本谷村、滝尻村、下川村 

黒須野村 

渡辺村 
田部村、洞村、昼野村、泉田村、松小屋村 

中釜戸村、上釜戸村 

 玉川村 

小名浜町 小名浜町 

岡小名村、住吉村、林城村、相子島村、大原村 

南富岡村、島村、金成村、岩出村、野田村 

「町村合併促進法」(昭 28.10.1施行)〔昭和の大合併〕 

小名浜町 
(昭 16.8.15) 

江名町 
(大 12.3.1) 

泉町 
(昭 28.4.1) 

小名浜町 
(昭 28.10.10) 

磐城市 
(昭 29.3.31) 

湯本町 
(昭 29.3.29) 

大字上矢田、大字松久須根、大字三沢 

■写真2-2-15　照島海岸　〔昭和30年代　郵便絵はがき　
　磐城市観ޫ協会発行〕

■写真2-2-14　三崎公園の展望台と小名浜港　〔昭和30年代　
　郵便絵はがき　磐城市観ޫ協会発行〕

■写真2-2-16　小名浜本町通りの港まつり　〔昭和30年代　比佐不二夫氏提供〕

■図2-2-2　磐城市合併の変遷および磐城市の位置図

未来へつなぐ「いわき」ものがたり

注）明＝明治、大＝大正、昭＝昭和
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　いわき地方における「関」に関する最も古い文献は、延
えん

ྐྵ
りゃく

18(799)年に作成された『߂
こう

ਔ
にん

格
きゃく

ঞ
しょう

』で、
そのなかに「菊

きくたのせき
多 」（別に関の表記もあり、以下「関」と表記）の文字が見えます。折しも、中央政府は

՜
え み し

Ҕとの戦いを進めており、最前線を陸
む つ の

奥国
くに

（現在の東北地方）中部から北部に伸ばしていたころでした。
おそらく菊

きくたのせき
多 は、最前線に送られる人民や物資の؅理、逆に平定された՜Ҕからの移住を؅理する

役割を、それぞれ担っていたものと考えられます。
　ః

じょう
観
がん

８(866)年には、鹿
か

島
しま

神
じん

宮
ぐう

の宮
ぐう

司
じ

から一つのૌえが起こされます。内容としては鹿島神宮から
陸
む

奥
つ

国
こく

司
し

に奉
ほう

ฎ
へい

（神にたてまつ奉る物）を持って関を通ろうとしたとき、先例がなく、宮司は通過をڐ
されなかったため、宮司はౖって関外の川辺に奉ฎをࣺててؼ国しましたが、その後Ӹ

えき
ප
びょう

が流行った
ので、通過をڐ可してほしい、というૌえでした。
　このことから関の近くに川がある地形ということになりますが、ః観11(869)年には東日本大震災
にඖ

ひっ
ఢ
てき

するような大地震が発生しており、容易に判断はできません。（16ページを参照）

　いずれにしても、９世ل後半以降、
菊多関が記࿥として記されることは
なく、これ以前に廃止になったもの
と考えられます。
　関の存在は、磐

いわ
城
き

平
たいら

藩
はん

主
しゅ

二代目・
内
ない

౻
とう

஧
ただ

興
おき

が海؛を見渡すことので
きる現在地（当時、॓場が所在した関

せき

田
た

村
むら

にଐし、磐城平藩の飛び地）に、サ
クラを植थして以降、「ಸ

な
古
こ

િ
そ

」「勿
な

来
こそ

」の文字が当てられޫ٭を浴びる
ようになります。以後「関」という
かつての軍事的な役割とは異なり、文学の地として幅広く地元民や文

ぶん
人
じん

๽
ぼっ

٬
かく

にѪされた“関”（24、 25ペー

ジを参照）として認知され、名が広まっていき
ます。（写真2-3-1）

　明治22(1889)年４月に施行された「市
し

制
せい

・町
ちょう

村
そん

制
せい

」（「明治の大合併」と呼称）では、ۼ
くぼ

田
た

村
むら

が
江戸時代初めにはۼ田藩２万石のਞ

じん
԰
や

町
まち

として、
廃藩後は、幕府領、୨

たな
倉
ぐら

藩
はん

分領の在
ざい

郷
ごう

町
まち

として
栄えていたことから、周辺の６か村と合併して
戸数648戸（明治19年12月末現在）を༴する新・ۼ
田村が誕生。合併基準の300 ～ 500戸を超えた
大きな村でした。大正時代初期には村の西側に、

■写真2-3-1　勿来関碑とマツ　〔大正時代　郵便絵はがき　佐々木商店発
　行〕

■写真2-3-2　大日本炭礦勿来礦　〔昭和10(1935)年ごろ　郵
　便絵はがき　大日本炭礦㈱発行〕
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大手の大
だい

日
に

本
ほん

炭
たん

礦
こう

勿
な

来
こそ

礦
こう

が稼働して、いわき市合併の時期まで地域経済を支えました。（写真2-3-2）

田村の町制化は早くから検討されてきましたが、鉄道駅ともなって全国的に名の通った「勿来」ۼ　
とするか、村の中心「ۼ田」とするか決まりませんでした。村内における協議が整い、大正14(1925)

年５月に町制する際には、「勿
な

来
こそ

町
まち

」となりましたが、これは通称地名だった「勿来」が、正式地名
となった初めてのことでした。

　一方、ࡻ川北方に位置し、
浜
はま

街
かい

道
どう

の॓場であった植
うえ

田
だ

村
むら

は、明治22(1889)年４月
に施行された「市

し
制
せい

・町
ちょう

村
そん

制
せい

」（「明治の大合併」と呼称）

の際には、周辺10か村と合
併しましたが、旧植田村と
旧ਔ

に
井
い

田
だ

村
むら

が磐城平藩、他
９ か 村 が 泉

いずみ
藩
はん

であり、ઈ
対的な優位に立てず、村域
の南境をࡻ

さめ
川
がわ

が؏流してい
ることから行政名を「ࡻ

さめ
川
がわ

村
むら

」としました。その後、
明治30(1897)年２月に日

に
本
ほん

鉄
てつ

道
どう

磐
いわ

城
き

線
せん

（現+3常
じょう

磐
ばん

線
せん

）の開通と同時に植
うえ

田
だ

駅
えき

が開設され、菊多地方の中
心として商業が盛んとなったことにより、町制施行を果たした大正12(1923)年４月に、「植田町」を
名乗ることができました。（写真2-3-3）

　錦
にしき

村
むら

は昭和時代初期まで७農村でしたが、昭和10(1935)年、村内に昭
しょう

和
わ

人
じん

ݜ
けん

㈱（現㈱クレハ）錦工場
が進出すると、工業が著
しく発展。昭和15(1940)

年４月には町制をෑき、
財政豊かな町となりま
した。（写真2-3-4）

　山
やま

田
だ

、川
かわ

部
ㆹ

の２か村は
いずれもѨ

あ
武
ぶ

۾
くま

高
こう

地
ち

の
東
ひがしふち

ԑに位置し、ࡻ川の北
側が山田村、同じく南側
が川部村に区分けでき
ます。いずれも明治時代
中期までは७農山村で
したが、熱エネルギーと
なる石炭が採取される
ようになると、多くの中小炭鉱が進出して活況を呈するようになりますが、勿来市合併後、昭和30年

■写真 2-3-3　八幡神社から見る植田市街　〔昭和時代初期　郵便絵はがき　小宮山書 
　店発行〕

■写真2-3-4　錦町上中田周辺と呉羽化学工業錦工場（現クレハいわき工場）　〔昭和30年代
　長谷川達雄氏撮影〕

未来へつなぐ「いわき」ものがたり
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代にはエネルギー革命で相次いで閉
へい

山
ざん

していきました。
　昭和28(1953)年10月に施行された「町

ちょう
村
そん

合
がっ

併
ぺい

促
そく

進
しん

法
ほう

」（「昭和の大合併」と呼称）時には、これら３か町
とこれに接する山田、川部の２か村が合併対象となりましたが、３町ともに人口規模が፰

きっ
߅
こう

している
ことから、新市名、市庁舎をめぐって、容易に決着がつきませんでした。
　このため、県はこの地域を県内13か所の「町村合併宣伝啓発特別地域」の一つとして指定し、ੵ極

的に調停に入り、ようやく市名は勿来町の「勿
来」を採って「勿来市」、仮市庁舎は植田町庁舎、
将来の本庁舎は“限りなく植田町に近い錦町地
内”に設置、というように、間を取り持った案
で決着しました。こうして、最初は正式な地名
として存在しなかった「勿来」は“成長”して、
大きな範囲を持つ地名概念として定着すること
になります。（50、 51ページを参照）（写真2-3-5、 6）

　昭和30年代に入ると地域の工業化が進み、ま
た常磐炭田から産出する熱カロリーの௿い௿

てい
品
ひん

位
い

炭
たん

を有効活用するため、ࡻ川河口؛ࠨに炭鉱会社や
電力会社の出資による常

じょう
磐
ばん

共
きょう

同
どう

火
か

力
りょく

勿
な

来
こそ

発
はつ

電
でん

所
しょ

が建設され、昭和32(1957)年か
ら発電を開始しました。（写真2-3-7）

　市域は菊多平野を中心に海浜がٷ状に
続き、南北がそれぞれ海

かい
食

しょく
֑
がい

の地形を
成し自然の入り江を活かした勿来、小

お
浜
ばま

の小漁港が߇えていました。
　平野中央部では化学工業、また平野か
ら山間にかけては石炭産業が盛んに展開
されていました。これら産業の促進だけ
でなく、いわき地方全体の産業活性化を

■写真 2-3-5　勿来市制施行記念の人文字（植田小学校）　あ
　わただしい合併だったため、祝լ行事は合併半年後に開催
　されました。　〔昭和 30(1955) 年 10 月　ย寄Ꮹ氏提供・植
　田小学校所蔵〕

■写真2-3-7　常磐共同火力勿来発電所　〔昭和30年代　おや
　けこういち氏提供〕

■写真2-3-8　鮫川上流、田人村との境に建設された高柴ダム　〔昭和 
　37(1962)年ごろ　長谷川達雄氏撮影〕

■写真 2-3-6　勿来市役所 (現勿来支所 )庁舎　錦町大島に隣
　接して建設されました。ࣸ ਅࠨ奥はࡻ川、遠方は菊多Ӝです。
　〔昭和 35(1960) 年３月　長谷川達雄氏撮影〕

ୈ �ষɹいわき市஀ੜへɺ��市ொଜの͋ΏΈ
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図るため、昭和37(1962)年には市域の中央を流
れるࡻ川上流、田人村との境に高

たか
柴
しば

ダムが建設
され、電力、工業用水、治水、ᕲᕱなど、さま
ざまな分野で利用されました。（写真2-3-8）

　その一方で、海؛部の菊
きく

多
た

Ӝ
うら

や勿
な

来
こそ

の関
せき

公
こう

園
えん

などは「勿
な

来
こそ

県
けん

立
りつ

自
し

然
ぜん

公
こう

園
えん

」に指定され、勿来
海水浴場、勿来関など、観ޫ面でも大きな集٬
をみせていました。（写真2-3-9、 10、 11）

　昭和31(1956)年
度から35(1960)年

度まで、それまでの工場などの༠கに伴う過大投資が原Ҽとなって「財
政再建団体」に指定されましたが、その後、工場稼働による固定資産
税や事業所税などの税収が大幅にアップし、市財政が豊かになったこ
とから、いわき市合併には৻重な姿勢を示していました。
　合併前の昭和40(1965)年当時は、人口４万6,731人、世帯数１万928、
面ੵ104.64ὕでした。

■写真 2-3-9　御伊勢山から見る風光明媚な菊多浦　〔昭和 15
　(1940) 年ごろ　郵便絵はがき〕

■写真 2-3-11　鮫川河口で行われていた観光地曳網〔昭和　
　30(1955) 年 8 月　浅野和男氏撮影〕

■写真 2-3-10　勿来海水浴場　〔昭和 37(1962) 年 7 月　浅野
　和男氏撮影〕

 

「町村合併促進法」 （昭 28.10.1施行）〔昭和の大合併〕 

勿来市 
（昭 30.4.29） 

勿来町 
（大 14.5.1） 

錦 町 
（昭 15.4.1） 

植田町 
（大 12.4.10） 

「市制町村制」 （明 22.4.1施行） 〔明治の大合併〕 

鮫 川

村 

錦村 

窪 田

村 

山 田

村 

川 部

村 

植田村、東田村、添野村、石塚村、後田村、 

佐糠村、岩間村、小浜村、仁井田村、江畑村 

高倉村 

大倉村、江栗村、中田村、長子村、 

窪田村、四沢村、白米村、九面村、関田村、 

酒井村、大高村 

小山田村、上山田村、下山田村、井上村、 

大林村、富津村 

小川村、沼部村、瀬戸村、山玉村、三沢村 

注）明＝明治、大＝大正、昭＝昭和 

■図 2-3-1　勿来市合併の変遷および勿来市の位置図

未来へつなぐ「いわき」ものがたり
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　常磐市の中心・湯本は古くから三
さ

വ
はこ

(佐波古)の湯として知られ、日本有数の湯量をތっていました。
また、江戸時代には温泉のある浜街道・॓場としてにぎわいをみせていました。いわば、湯本住民に
とって温泉は固有の財産としてकられた“ๅ物”でした。このため、明治22(1889)年４月に施行され

た「市
し

制
せい

・町
ちょう

村
そん

制
せい

」（「明治の大合併」）

の際も、湯本村は191戸（明治19年12

月末現在）と、合併条件の300 ～ 500
戸という条件を満たしませんでした
が、固有の財産をकるために他村と
合併はしませんでした。（写真2-4-1）

　ところが、湯本の地および周辺に
は熱エネルギーとなる石炭がຒ蔵し
ており、近代産業の発展に大きな力
となっていくことが認識されていき
ます。これを採掘するため、初めて

の本格的な資本投下となる磐
いわ

城
き

炭
たん

礦
こう

社
しゃ

（明治26年に磐
いわ

城
き

炭
たん

鉱
こう

㈱へ改組）が磐
いわ

崎
さき

村
むら

大字上
かみ

湯
ゆ

長
なが

谷
や

字小
お

野
の

田
だ

周辺で採
炭を開始したのは、明治17(1884)年
のことでした。（写真2-4-2）

　同社は明治20(1887)年に小野田−
小名浜海؛の12.9ᶳに馬車ي道をෑ
設し、海上輸送により東京方面に石
炭をੵみ出ししていました。しかし、
海上輸送は෩水害などによる事ނの
危険性もあったことから安全に輸送
できる鉄道ෑ設が石炭関係者から要
望され、明治30(1897)年に日

に
本
ほん

鉄
てつ

道
どう

磐
いわ

城
き

線
せん

(現+3常
じょう

磐
ばん

線
せん

)がෑ設され、同時
に湯本市街の南側に湯

ゆ
本
もと

駅
えき

が開設さ
れると、炭鉱と駅との間に専用鉄道
が相次いでෑ設され、増産にഥ車が
かかっていきました。
　駅前には明治39(1906)年に品

しな
川
がわ

白
しろ

■写真2-4-1　湯本市街　〔大正時代　郵便絵はがき　প知ࣸਅ館発行〕

■写真2-4-2　磐城炭礦小野田礦　〔明治時代末期　郵便絵はがき〕

■写真2-4-3　湯本駅周辺　〔明治時代末期　ਅ木隆四郎氏撮影〕
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未来へつなぐ「いわき」ものがたり

࿃
れん

נ
が

湯
ゆ

本
もと

工
こう

場
じょう

が進出（32ページを参照）し、市街も南方に伸びていきました。（写真2-4-3、 4）

　鉄道開通によって、温泉も炭鉱も活況を呈していきますが、やがてຎ
ま

ࡲ
さつ

が生じます。温泉も石炭も
同じ地下のຒ蔵物であるため、石炭の採掘が進むと温泉の湯຺と当たって、明治時代後期になると出
水が相次ぐ事態が生じるようになります。以後、温泉と炭鉱のຎࡲは、昭和17(1942)年に、坑内から
地表に放出していたഉ温泉水を新たな温泉؅で温泉として送湯するという解決策がߨじられるまで続
きました。（写真2-4-5）

　以後、炭鉱と温泉は互いの利害を調整しながらີ接な関係を築き、まちづくりにつなげていくこと
になります。（37ページを参照）

　さて、市名となった「常磐」が湯本周辺に当てられるようになったきっかけが、昭和19(1944)年に
訪れます。（58、 59ページを参照）

　元来、「常磐」という文字は、常
ひたちのくに

陸国と磐
いわ

城
きの

国
くに

を一文字ずつ採ったもので、茨城県と福島県をまた
がる対象として考えられました。その呼称の代表として、常磐線や常

じょう
磐
ばん

炭
たん

田
でん

が挙げられます。
　この常磐という言葉が、茨城県と福島県にまたがって鉱区を持つ磐城炭礦㈱と入

いり
山
やま

採
さい

炭
たん

㈱が国
こく

策
さく

に
より昭和19(1944)年３月に合併した新会社・常

じょう
磐
ばん

炭
たん

礦
こう

㈱の会社名に活
い

かされていきます。
　昭和20年(1945) ８月、日
本は長年にわたる戦争を終
結させましたが、戦後の疲
弊からの復興として、日本
で唯一確保できる熱エネル
ギー源となる石炭産業を࣠
にਾえた「傾

けい
斜
しゃ

生
せい

産
さん

方
ほう

式
しき

」
が国策として打ち出される
ようになると、石炭を産出
するいわき地方の開発が着
目されるようになりました。
（写真2-4-6）

■写真2-4-4　湯本市街と品川白煉瓦湯本工場　〔昭和30年代　長谷 
　川達雄氏撮影〕

■写真2-4-6　常磐炭礦磐城礦業所〔昭和29(1954)年　常磐市湯本観ޫ協会発行〕

■写真2-4-5　上浅貝排温泉水　〔昭和11(1936)年  中山ྮ夫氏
　提供〕
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　このことを反映して、「常磐」という言葉は主に福島県側、それも石炭を産出するいわき地方に限
定されて呼ばれるようになり、いわき地方の一体的な開発をめざす組織、「常

じょう
磐
ばん

地
ち

方
ほう

総
そう

合
ごう

開
かい

発
はつ

期
き

成
せい

同
どう

盟
めい

会
かい

」（会長＝県知事）が昭和28(1953)年に発足します。
　その一方で、昭和28年10月に施行された「町

ちょう
村
そん

合
がっ

併
ぺい

促
そく

進
しん

法
ほう

」（「昭和の大合併」と呼称）時では、湯本
町は周辺との合併による市制施行をめざします。
　最初に՝題となったのが、鹿

か
島
しま

村
むら

の合併先でした。県は県内の先ۦけとして小名浜地区の合併を後
ԡしし、鹿島村との合併を強力に推進。合併にこぎつけましたが、かねてから湯本町は境を接してい
たদ

まつ
久
く

ਢ
す

根
ㆭ

、上
かみ

໼
や

田
だ

、三
み

୔
さわ

の３大字との結びつきを強め、３大字の分離と湯本町との合併を果たすこ
とになります。背景には、常磐炭礦の施設がこの区域に設置されていたことも見ಀせませんでした。
　もう一方の湯本町と磐崎村との合併も容易にまとまりません。市庁舎を湯本町に置くことに双方が
一கしたのですが、市名を「湯本市」とすることに、磐崎村は難色を示しました。当時の磐崎村は人
口１万人以上を有し、常磐炭礦の坑口や中小の炭鉱がྛ立し、湯本町にඖ

ひっ
ఢ
てき

する勢いを持っていたの
です。このため協議を重ねた結果（昭和29年２月開会の磐崎村議会では合併賛成＝14、同反対＝10、同غ権１）、
双方が常磐炭礦とਂく関わっていることから、市名を「常磐市」と決め、昭和29(1954)年３月に合併

にこぎつけました。（写真2-4-7）

　このことにより、いわき地方全体を指す常
磐地方、あるいは常磐地区、ڱい範囲の常磐
市という二つの使われ方をするようになりま
す。（58、 59ページを参照）

　その後、石炭採掘を業としていた常磐炭礦
㈱は業態を大きく転換していきます。要Ҽと
なったのは、昭和20年代半ばから安価な石油
がエネルギー源として輸入されるようになり、
石炭産業が価格競争をഭられたからです。会
社は採炭施設の機ց化をੵ極的に行い、この

結果余৒人員が生まれたため、その雇用対策として、さまざまな子会社やܥ列会社を設立していき
ました。昭和41(1966)年１月に開業した温泉レジャー施設「常磐ハワイアンセンター」（平成２ 〔1990〕

年にスύリゾートハワイアンズへ改称）も、これ
まで石炭を掘る際に廃غしていた温水を再利
用するために設けた子会社でした。ちなみに、
同施設は昭和５(1930)年まで稼働していた炭
鉱੻地に建てられたものでした。（写真2-4-8）

　湯量豊富な湯本温泉は、昭和20年代から30
年代にかけて౸来したレジャーブームに乗っ
て多くの観ޫ٬を迎えました。（写真2-4-9）

　温泉といえば、もう一つ“馬の温泉”が挙
げられます。昭和38(1963)年５月に開設したもので、正式には「日

に
本
ほん

中
ちゅう

央
おう

競
けい

馬
ば

会
かい

競
きょう

૸
そう

馬
ば

総
そう

合
ごう

ݚ
けん

ڀ
きゅう

■写真2-4-7　常磐市の市制施行記念行事　〔昭和29(1954)年　 
　『常磐湯本温泉史』から引用〕

■写真2-4-8　建設中の常磐ハワイアンセンター（現スύリゾー
　トハワイアンズ）　〔昭和40(1965)年８月　常磐市撮影〕
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所
じょ

常
じょう

磐
ばん

支
し

所
しょ

」です。市域の西側にも湯
ゆ

ϊ
の

ַ
だけ

（標高594ｍ）とい
う“湯”にちなんだ山がそびえ、平地からはಠ立ๆのような姿
を見せてくれます。（写真2-4-10）

　このように温泉が大きなウエイトを઎めていた常磐市。合併
に際しては、湯本温泉の湯をどのように取りѻうのか、という
ことが合併協議の最後までয点となりました。昭和30年代後半
から昭和40(1965)年にかけて、常磐炭礦の各坑からഉ出される
温水の再利用をするため、内郷市をはじめ平市や磐城市が引湯
をめざしていたからです。『延

えん
ت
ぎ

式
しき

ா
ちょう

』（927年）にも全国温泉神
社４࠲の一つ、「陸

む つ の く に
奥国磐城郡温泉神社」としてその名を連ね

るほどのӬい歴史を持つ湯の町・湯本。常磐市は「温泉は常磐
市の固有財産」という立場を่さず、このため他市町村がこの
合併条件をଚ重することに決することによって、ようやく合併

合意に至りました。（写真2-4-11）

　合併前の昭和40(1965)年当時は、
人口４万671人、世帯数9,778、面ੵ
48.20 ὕ
でした。

■写真2-4-9　夜の湯本温泉　〔昭和30年 
　代　長谷川達雄氏撮影〕

■写真2-4-10　常磐市大字関船付近から見る湯ノ岳　〔昭和30(1955)年　
　長谷川達雄氏撮影〕

■写真2-4-11　湯本温泉神社
　 〔明治時代末期　郵便絵はが
　き〕

 

湯本村 湯本村 

岩ヶ岡村、下船尾村、馬玉村、長孫村 

上湯長谷村、下湯長谷村、藤原村、白鳥村 

西郷村、水野谷村、関船村 

磐崎村 

「市制町村制」(明 22.4.1) 〔明治の大合併〕 「町村合併促進法」(昭 28.10.1施行)〔昭和の大合併〕 

大字上矢田、大字松久須根、大字三沢(注 1) 

湯本町 
（大 11.8.20） 

小名浜町 

 (昭 29.3.29) 

常磐市(注 2) 

(昭 29.3.31) 

注1)  小名浜町のうち 3大字が昭和 29年 3月 29日、分離して湯本町と合併 

  2) 湯本町と磐崎村が昭和 29年 3月 31日、合併して常磐市 

 3) 明＝明治、大＝大正、昭＝昭和 

■図2-4-1　常磐市合併の変遷および常磐市の位置図

未来へつなぐ「いわき」ものがたり
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಺ڷ市

　内
ㆄㆡ
ڷ
㆔ㆄ
村
㇀㇉
は明治22ï1ÿÿ9ð年̐月に施行された「市

㆗
制
㆛ㆂ
・町
ㆡ㇇ㆄ
村
㆝㇓
制
㆛ㆂ
」ʢ「明治の大合併」と呼শʣ時、小

ㆈ
ౡ
㆘ㆾ
、御

ㆿ
୆
ㆠㆂ

ڥ
㆕ㆉㆂ
、御

ㆿ
ӛ
ㆾ㇄
、高
㆟ㆉ
ࡔ
㆕ㆉ
、内

ㆄㆡ
町
ㆾㆡ
、௲
ㆤㆥ㇉
、ന

㆗㇉
ਫ
ㆿ㆚
ٶ、

ㆿ㇄
の̔か村が合併して成立しましたが、合併する直લの人ޱをみ

ると、ର৅̔ϱଜΛ߹Θͤͯ΋わずかに222ށʢ明治19年12月຤ࡏݱʣしかなく、政෎がࣔした合併要݅
となる300 ʙ 。をຬたさない΄どの小さな७೶村でしたށ500
　浜

ㆯㆾ
֗
ㆉㆂ
ಓ
ㆩㆄ
にԊい、ൺֱ的まとまった集མがॴࡏした௲村は5þށ、同͡く御ӛ村は55ށでした。

　地Ҭが大きく変༰するきっかけとなったのが、మಓෑઃでした。మಓܭըは明治23ï1ÿ90ð年から炭
鉱ձࣾによってاըされました。Ѩ

ㆀ
෢
ㆶ
۾
ㆎㆾ
高
㆓ㆄ
地
ㆡ
東
ㆲㆋ㆗
ԑ
ㆵㆡ
に位ஔする旧ٶ村や旧നਫ村の石炭࿐಄෦෼から

産ग़する石炭が熱エネルギーとして༗ޮであることから、明治政෎の推し進める৩
㆗㇇ㆎ
産
㆕㇓
興
㆓ㆄ
業
ㆍ㇇ㆄ
のԼ、ى

ㆌㆍ㇇ㆄ
業

熱
ㆭㆤ
の高まった東ژの石炭ձࣾからध要がىこり、҆定的な༌ૹが確อできるమಓに熱いࢹઢが集まっ
たのです。
　それまで、石炭༌ૹを୲っていたધഫ༌ૹは෩Ӎによるඃ֐にૺ

ㆀ
いやすく、炭鉱ؔऀ܎は҆શな༌

ૹؔػであるమಓへの転換を図Ζうとしました。
෋ݝでいうと、北は෱ౡࡏݱ　

ㆨㆿ
Ԭ
ㆈㆉ
町
ㆾㆡ
෇ۙから南の日

ㆲ
立
㆟ㆡ
市
㆗
北෦にٴͿৗ磐炭ాのなかで、内ڷ地۠や౬

㇆

本
㇂ㆨ
地۠で大手ࢿ本による࠾炭が試みられたのは、石炭の熱ΧϩϦーが高い、அ層がগないなど、࠾炭
৚݅が࠷もྑいからでした。
は理解をࣔऀ܎申੥は٫Լされましたが、Ӻからのઐ༻మಓをෑくことで石炭ձࣾのؔڐ初の໔࠷　
し、໔ڐは半

ㆯ㇓
׭
ㆉ㇓
半
ㆯ㇓
民
ㆿ㇓
の日

ㆫ
本
ㆻ㇓
మ
ㆦㆤ
ಓ
ㆩㆄ
᷂からఏग़されたものが、明治2ýï1ÿ93ð年にڐՄされ、ཌ年からਫ

ㆿ
ށ
ㆨ

−平ʢݱいわきʣのమಓ建ઃが着工されました。工ࣄは明治30ï1ÿ9þð年̎月、わずか̎年半で開通。磐
ㆂ㇏

城
ㆌ
ઢ
㆛㇓
ʢ3+ݱৗ

㆘㇇ㆄ
磐
ㆰ㇓
ઢ
㆛㇓
ʣと命名されました。内ڷ村には開通と同時に௲

ㆤㆥ㇉
Ӻ
ㆆㆌ
ʢ昭和31年12月に「内ڷӺ」にվশʣ

が開ઃされました。
　௲Ӻ開ઃ後には、നਫ、ٶ、それに޷

㇈㆗
間
ㆾ
村
㇀㇉
大ࣈ北

ㆌ㆟
޷
㇈㆗
間
ㆾ
から石炭ӡൖ༻のઐ༻మಓが૬࣍いでෑઃさ

れ、௲Ӻには大手・中小の各炭鉱から産ग़した石炭が集められ、શ国へ発ૹされました。（写真2-5-1）

　石炭層はѨ෢۾高地東ԑの࿐಄෦෼からւに向って̓ʙ 10౓でࣼ܏しており、大手の炭鉱ձࣾの

■写真2-5-1　夜も眠らない綴(現内郷)駅　ԕ方に見えるのは、௲޵の
　ずり山です。　ʤ昭和30ï1955ð年͝Ζ　長୩઒ୡ༤ࡱࢯӨʥ

■写真2-5-2　内郷大字白水字高倉に開削した入山採 
　炭第一坑口　東に向って、ୈೋ、ୈࡾとޱ޵を開࡟
　しました。　ʤ明治35ï1902ð年5月ʥ

ୈ �ষɹいわき市஀ੜへɺ��市ொଜの͋ΏΈ
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。がઃけられましたޱ޵にも大手炭鉱のࡔやനਫから࣍ୈに東方へ移行、௲や高ٶ炭෦෼は当初の࠾
また、ओ要෦෼を۷ったѨ෢۾高地東ԑにおいても残

㆖㇓
炭
㆟㇓
۷
ㆼ
りとশして、޵内に残ଘしていた石炭をٻ

めて多くの中小・ྵࡉ炭鉱がͻしめき合って࠾炭をしていました。（写真2-5-2、 3）

　大ਖ਼時代から昭和20年代にかけて、௲Ӻの՟෺取ѻྔはશ国で上位を઎め、ಛに՟෺発ૹྔはશ国
τοϓを૪う΄どでした。
　内ڷ村には、東北地方を中心に人ޱがྲྀೖし、他町村との合併することなしに昭和1þï1942ð年̔月
に町制、昭和29ï1954ð年̓月に市制をෑくという΄どに๲れ上がりました。このঢ়گはશ国でも一෦
の鉱工業都市にݶられ、東北地方では།一の例でした。（写真2-5-4、 5）

　炭鉱ではނࣄ๷ࢭのためอ҆に力をೖれていましたが、それでもΨス発生やམ盤にىҼするෆଌの
が多発したことから、これにଈԠできるҩྍの体制が๬まれました。磐ނࣄ

ㆂ㇏
城
ㆌ
ڞ
ㆌ㇇ㆄ
立
㇊ㆤ
ප
ㆳ㇇ㆄ
Ӄ
ㆂ㇓
は、このよ

うなࣄଶを解ফするため、平市΄か29町村から成る一෦ࣄ຿組合立පӃとして、昭和25ï1950ð年11月

■写真2-5-5　内郷市街　௲町の炭鉱住୐からനਫ方面をԕ๬しています。　
　ʤ昭和30ï1955ð年͝Ζ　൘Ҫ文உࡱࢯӨʥ

■写真2-5-4　山神社のお祭り神輿　
　炭鉱͝とに҆શとൟӫをفって山
　ਆࣾが建てられ、ຖ年4月例ࡇが開
されました。　ʤ昭和30ï1955ð年࠵　
　͝Ζ　൘Ҫ文உࡱࢯӨʥ

■写真2-5-3　内郷大字宮の磐城炭礦施設とずり山　ずり山とは、石炭を۷ってબผした後の౔࠭をੵみ上げた
　山です。　ʤ昭和30ï1955ð年͝Ζʥ

未来へつなぐ「いわき」ものがたり
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にઃ立されました。その後、෱
ㆵㆎ
ౡ
㆗ㆾ
࿑
㇍ㆄ
災
㆕ㆂ
ප
ㆳ㇇ㆄㆂ㇓
Ӄも

ઃ立され、内ڷ地۠はҩྍ・อ݈の中核とし
て成長していきました。（写真2-5-6）

　昭和30ï1955ð年̎月には、ຳ
ㆿㆮ
ྠ
㇏
村
㇀㇉
のうち、

内ڷ市の੢にྡ઀する大ࣈ高
㆓ㆄ
໺
㇄
が、内ڷ市に

併合されました。
　一方、小ౡ地۠は新

㆗㇓
઒
ㆉ㇏
をִてて平市֗と

઀していたことから、「明治の大合併」以来、
たびたび「平」との合併を要๬、「昭和の大
合併」時も内ڷ町が市制をෑくલに内ڷ町か
ら෼཭して平市へのฤೖを要๬しましたが、
ฤೖには成りまͤんでした。
　昭和20年代から30年代にかけて、それまで、།一の産業としていた石炭産業は、エネルギー革命に
よって石༉に取って代わられるようになり、市内の炭鉱は૬࣍いで閉山に௥いࠐまれていきます。大
手のৗ磐炭ᛝ᷂も、昭和20年代半ば以降、合理化の一؀として内ڷ市にॴࡏするޱ޵の集໿化を図り、
౬本地۠へ移すようになると、これに൐い炭鉱住୐も集໿が図られます。
　内ڷ市の人ޱは、昭和32ï195þð年10月の̐ສ1ý4人をϐーΫにݮগしていきました。人ޱのྲྀࣦは、
市੫のݮや炭鉱閉山に൐うݻ定ࢿ産੫のݮ、ࣦ業ऀରࡦなどの市政ӡӦ面にとどまらず、঎ళ֗、炭
鉱取Ҿձࣾなどのർฐをもたらすなど、地Ҭࣾձに深ࠁなӨをམとすことになりました。
　こうしたঢ়گԼ、内ڷ市は“୤石炭”に଩を切り、市໾ॴ内にެӦا業෦をઃけ、શ国།一となる
市Ӧڇೕॲ理ॴや市Ӧ内ڷϔルスηϯλーを開ઃしました。また、ݝ住୐ࣾެڅڙでは炭鉱のずり山
ʢ石炭۷࠾に൐ってഉग़された౔࠭の山ʣ෇ۙを造成し、ϕουλ΢ϯの先ۦけとなった高ஂࡔ地を整備。
このようにさまざまな施ࡦを展開するなかで、࣍ୈに周ล市町村との合併を໛ࡧしていくようになり
ました。（写真2-5-7、 8）

　内࠷ڷ大のࡇり・内ڷճ転࿌
㇄㆏㇉
ຍགྷりは࠷初は炭鉱の支援で行われていましたが、閉山後は市民が੝

■写真2-5-6　磐城共立病院　1市29町村の組合පӃとして
　発଍しました。東ଆの山上から၆

ㆵ
ᛌ
ㆉ㇓
しています。　ʤ昭和

　30ï1955ð年͝Ζ　h いわき市立૯合磐城ڞ立පӃेࡾ年史ʱ
　からҾ༻ʥ

■写真2-5-7　内郷市営内郷ヘルスセンター　ݱ��
Ӄの৔ॴに位ஔしていましֶޢの磐城高౳؃ࡏ　
　た。　ʤ昭和33ï195ÿð年　長୩઒ୡ༤ࡱࢯӨʥ

■写真2-5-8　ずり山周辺を崩して造成された高坂団地　ࣸਅ2�5�3に見えるずり山
　および周ลがஂ地造成されました。ৗ磐ઢを૸るಛٸͻたちが見えます。　ʤ昭和
　39ï19ý4ð年͝Ζ　ླ໦ᅳஉࡱࢯӨʥ

ୈ �ষɹいわき市஀ੜへɺ��市ொଜの͋ΏΈ
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り上げていくようになりました。（写真2-5-9）

　内ڷ市大ࣈനਫのന
㆗㇉
ਫ
ㆿ㆚
Ѩ
ㆀ
໻
ㆿ
ଫ
ㆠ
ಊ
ㆩㆄ
は昭和2þ

ï1952ð年３月には「文化ࡒอޢ๏」に基づき、
。内で།一の国ๅ建造෺に指定されましたݝ
昭和30年代にはڥҬௐࠪが行われ、஑があっ
たことが確ೝされ、後の஑復元につながりま
した。ʢ1ýŊ 1þϖーδをࢀরʣ（写真2-5-10）

　内ڷ市֗の੢方̐ᶳには、Ϧ΢マνやਆ経
௧などにޮ

ㆌ
くとされる高

㆓ㆄ
໺
㇄
鉱
㆓ㆄ
ઘ
㆛㇓
が߇えていま

す。（写真2-5-11）

　合併લの昭和40ï19ý5ð年当
時は、人３ޱສ5ó242人、世
ଳ਺ÿóþ23、面ੵ31õý0ὕでし
た。

■写真2-5-9　初期の内郷回転櫓盆踊り大会　当初は内ڷୈೋ
　中ֶྡߍのۚࡔάϥ΢ϯυで行われていました。　ʤ昭和30
　ï1955ð年͝Ζ　長୩઒ୡ༤ࡱࢯӨʥ

■写真2-5-10　白水阿弥陀堂　ڥҬ復元以લ、Ѩ໻ଫಊの周ลはਫాとなっていま
　す。ʤ昭和2þï1952ð年12月　দ本ਖ਼平ࡱࢯӨ・দ本ਖ਼෉ࢯఏڙʥ

■写真2-5-11　高野鉱泉　ʤ大ਖ਼時代
　༣ศֆはがき　ೖの元౬発行ʥ

 

内郷市 

注) 明＝明治、昭＝昭和 

箕輪村 
高野村 

榊小屋村、大利村 

小島村、御台境村、御厩村、高坂村、内町村 

綴村、白水村、宮村 
内郷村 

「市制町村制」(明 22.4.1施行)〔明治の大合併〕 「町村合併促進法」(昭 28.10.1施行)〔昭和の大合併〕 

内郷市 
(昭 30.2.11) 

(昭 29.7.10) 
内郷町 

(昭 17.8.1) 

好間村 
(昭 30.2.11) 

大字榊小屋、大字大利 

大字高野 

■図2-5-1　内郷市合併の変遷および内郷市の位置図

未来へつなぐ「いわき」ものがたり
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࢛૔ொ

　࢛
㇈ㆤ
૔
ㆎ㇉
はݹくから漁業が੝んに行われ、またށߐ時代には॓৔町としてもӫえました。

　明治22ï1ÿÿ9ð年̐月に施行された「市
㆗
制
㆛ㆂ
・町
ㆡ㇇ㆄ
村
㆝㇓
制
㆛ㆂ
」ʢ「明治の大合併」と呼শʣ時には合併基४の300 ʙ

にۙかったことから、周ลの村と合併するこݶʣと基४の上ࡏݱʢ明治19年12月຤ށにରし、441ށ500
となしに、そのまま町制をෑきました。（写真2-6-1）

　漁業は明治時代から大ਖ਼、昭和の
時代にかけて漁๏や漁ધのۙ代化が
進み、࢛૔漁港においては、昭和̓
ï1932ð年から昭和25ï1950ð年までஅ
続的に拡ு工ࣄが施工され、これら
漁港整備にଅされて漁৔はԭ合から
ԕ洋へ޿げられ、北洋サケ・マス漁
業やサϯマ漁業などの漁ધ਺े੭が
ग़漁する΄どの活گをఄするように
なります。（写真2-6-2）

　11か村が合併して誕生した旧大
ㆈㆈ
໺
ㆮ

村
㇀㇉
は、Ѩ

ㆀ
෢
ㆶ
۾
ㆎㆾ
高
㆓ㆄ
地
ㆡ
の東
ㆲㆋ㆗
ԑ
ㆵㆡ
に位ஔして

います。このうち北Ҭのീ
㇄
ܪ
㆏ㆌ
地۠では、ށߐ時代の一時期ಔの۷࠾が行われたことがありました。こ

れに着目して明治39ï190ýð年̓月にはീ
㇄
ܪ
㆏ㆌ
鉱
㆓ㆄ
山
㆖㇓
がಔを中心にۚ、ۜなどを۷࠾し、同時に石փ石も࠾

取できたことから、明治43ï1910ð年ळ、Ӻの੢ଆに磐
ㆂ㇏
城
ㆌ
ηϝϯτ࢛૔工業ॴʢ32ϖーδをࢀরʣがૢ業

を開࢝しました。ീܪ鉱山はಔのՁ֨Լམで大ਖ਼14ï1925ð年に閉山となりましたが、その後ふたたび
ಔのध要が高まり、昭和3ýï19ý1ð年には日

ㆫㆣ
మ
ㆦㆤ
鉱
㆓ㆄ
業
ㆍ㇇ㆄ
᷂が創業しീܪ鉱業ॴとして۷࠾するようになり

ました。これら鉱෺はՍۭࡧಓやઐ༻మಓを経༝して、石փ石は࢛૔のηϝϯτ工৔へ、ಔなどの鉱
෺は࢛

㇈
π
ㆤ
૔
ㆎ㇉
Ӻ
ㆆㆌ
を経༝してফඅ地へ、

それͧれૹられました。（写真2-6-3、4）

著に見られたݦ代৚ཬ制の跡がݹ　
ਔ
ㆫ
Ҫ
ㆂ
ా
ㆠ
઒
ㆋ㇏
ྲྀҬの旧大໺村の一෦、旧

大
ㆈㆈ
Ӝ
ㆄ㇉
村
㇀㇉
ではҴ࡞が੝んに行われまし

た。その΄か、ΩΫなどのՖ
ㆉ
ი
ㆌ
やΠ

νΰなどの࠿ഓが行われました。
、をཋびたのはޫ٭初に࠷面でޫ؍　
明治3ýï1903ð年̓月、漁港とྡ઀し
て開ઃされた࢛૔ւਫཋ৔でした。
交通のศがྑかったことから、Ն期

■写真2-6-1　四倉市街　നࣸࠇਅに着৭が施されています。　ʤ大ਖ਼時代
　༣ศֆはがきʥ

■写真2-6-2　北洋サケ・マス漁船の出航　ʤ昭和30年代　ࡾළণࡱࢯ޺Өʥ

ୈ �ষɹいわき市஀ੜへɺ��市ொଜの͋ΏΈ
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は多くのւਫཋ٬でにぎわいました。
　町の南Ҭւ؛は平市のւ؛と合ͤてԆ長໿11ᶳにもٴび、大ਖ਼時代にฌ

ㆲ㇇ㆄ
ݿ
㆔
ݝ
㆐㇓
の「෣ࢠ浜ւ؛」とࣅ

たന
ㆯㆎ
࠭
㆗㇃
੨
㆛ㆂ
দ
㆗㇇ㆄ
のඒしさにちなみ、「新

㆗㇓
෣
ㆾㆂ
ࢠ
㆓
」と名づけられました。昭和̎ï192þð年には、大ࡕຖ日新ฉ・

東
ㆨㆄㆌ㇇ㆄㆫㆡㆫㆡ㆗㇓ㆶ㇓
の日࠵日日新ฉओژ

ㆫ
本
ㆻ㇓
新
㆗㇓
名
㇁ㆂ
উ
㆗㇇ㆄ
ඦ
ㆲ㇃ㆣ
ܠ
㆐ㆂ
に推ન

されて、ޫ٭をཋびるようになり、Ωϟϯϓ
やϘーτ、௼りなどのϨδϟー٬が๚れまし
た。（写真2-6-5）

　旧大໺村にはۄ
㆟ㆾ
山
㇄ㆾ
鉱
㆓ㆄ
ઘ
㆛㇓
やന

㆗㇍
岩
ㆂ㇏
鉱
㆓ㆄ
ઘ
㆛㇓
がॴࡏし、

ಛにマπλケङりのγーζϯには周ลで࠾取
できることから、地元ばかりでなくԕ方から
も٬ޫ؍が๚れました。（写真2-6-6）

　合併લの昭和40ï19ý5ð年当時は、人̎ޱສ
22ý人、世ଳ਺4ó4ýÿ、面ੵý3õý3ὕでした。

■写真2-6-3　磐城セメント四倉工業所　ʤ昭和10年代　磐�
　城ηϝϯτ᷂࢛૔工業ॴ発行ʥ

■写真2-6-4　日鉄鉱業八茎鉱業所　ʤ昭和30年代ʥ

■写真2-6-5　新舞子・横川　ʤ昭和時代初期　༣ศֆはがきʥ

 

四ツ倉町 湯本村 

「市制町村制」(明 22.4.1施行) 〔明治の大合併〕 「町村合併促進法」(昭 28.10.1施行)〔昭和の大合併〕 

四倉町 

(昭 30.3.10) 

  注) 明＝明治、大＝大正、昭＝昭和 

白岩村、戸田村、玉川村、中島村、上柳生村、 

下柳生村、山田小湊村、薬王寺村、駒込村、 

八茎村、山小屋村 

大野村 

狐塚村、名木村、長友村、上仁井田村、 

下仁井田村、塩木村、大森村、細谷村 
大浦村 

■図2-6-1　四倉町合併の変遷および四倉町の位置図

■写真2-6-6　玉山鉱泉全景　ʤ大ਖ਼時代　༣ศֆはがき「磐
　城ۄ山鉱ઘ名ॴ」　石԰ཱྀؗ発行ʥ

未来へつなぐ「いわき」ものがたり
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ԕ໺ொ

　ԕ໺町の੢ڥは、東
ㆲㆋ㆗
ന
㆗㇉
઒
ㆉ㇏
܊
㆏㇓
ʢݱ石

ㆂ㆗
઒
ㆉ㇏
܊
㆏㇓
ʣݹ

ㆵ㇋
఼
ㆩㆮ
町
ㆾㆡ
にྡ઀しています。町Ҭの北ଆには௽

ㆤ㇋
石
ㆂ㆗
山
㇄ㆾ
ʢඪ高þýþ

̼ʣ、ࡾ
㆕㇓
大
ㆠㆂ
明
ㆿ㇇ㆄ
ਆ
㆘㇓
山
㇄ㆾ
ʢ同þ0ý̼ʣ、ԟ

ㆈㆄ
生
㆘㇇ㆄ
山
㇄ㆾ
ʢ同599̼ʣなどを含むѨ

ㆀ
෢
ㆶ
۾
ㆎㆾ
高
㆓ㆄ
地
ㆡ
が࿈なり、ここからྲྀれམち

るਗ਼ྲྀが上
ㆉ
ԕ
ㆨㆈ
໺
ㆮ
઒
ㆋ㇏
、ೖ

ㆂ㇊
ԕ
ㆨㆈ
໺
ㆮ
઒
ㆋ㇏
などに஫ぎࠐみ、南Ҭを東੢にྲྀれるࡻ

㆕㇁
઒
ㆋ㇏
へ合ྲྀしており、これら支ྲྀ

Ԋいにࡉ長く平地が޿がっています。（写真2-7-1）

　明治22ï1ÿÿ9ð年̐月に施行
された「市

㆗
制
㆛ㆂ
・町
ㆡ㇇ㆄ
村
㆝㇓
制
㆛ㆂ
」ʢ「明

治の大合併」と呼শʣ時には合
併基४の300 ʙ 、にରしށ500
̐村合併の上

ㆉ
ԕ
ㆨㆈ
໺
ㆮ
村は3þ5ށ

ʢ明治19年12月຤ࡏݱʣ、３村合
併のೖ

ㆂ㇊
ԕ
ㆨㆈ
໺
ㆮ
村
㇀㇉
は355ށʢ同ʣと、

いずれも基४のൣғ内でし
た。
　昭和2ÿï1953ð年に施行され
た「町

ㆡ㇇ㆄ
村
㆝㇓
合
ㆋㆣ
併
ㆺㆂ
ଅ
㆝ㆎ
進
㆗㇓
๏
ㆻㆄ
」ʢ「昭

和の大合併」と呼শʣでは、ా
㆟
人
ㆳㆨ
村
㇀㇉
や໪

ㆪ
来
㆓㆝
方෦

との合併が໛ࡧされましたが、࠷ऴ的に昭和
30ï1955ð年３月、上ԕ໺村とೖԕ໺村が合併し
てԕ
ㆨㆈ
໺
ㆮ
町
ㆾㆡ
が成立しました。

　交通໢として、中通りと結Ϳ御
㆔
ࡈ
㆕ㆂ
ॴ
㆗㇇
֗
ㆉㆂ
ಓ
ㆩㆄ
は、

かつて中ෲを๓うように؏通していましたが、
෬に෋んだᯀى

ㆀㆂ
࿏
㇍
となっていたことから、明治

時代以降、ॱ࣍ओ要ಓ࿏としてվྑ工ࣄが܁り
ฦされました。（写真2-7-2）

　町Ҭの中ԝに位ஔし、御ࡈॴ֗ಓに
Ԋう上ԕ໺は、南方は山

㇄ㆾ
ా
ㆠ
を経༝して

٠
ㆌㆎ
多
㆟
平
ㆸㆂ
໺
㇄
と結Ϳಓ࿏、北方はೖԕ໺に

通͡るಓ࿏と、それͧれの෼ذ点に位
ஔし、ݹくから交қの中継地としてӫ
えてきました。（写真2-7-3）

　また、上ԕ໺は中世には上ԕ໺ࢯの
城
㆘㇇ㆄㆉ㇓
時代初期には一時ນ෎ྖのށߐ、ؗ
代׭ॴがஔかれていましたが、その

■写真2-7-1　小屋ノ山からの入遠野盆地ʤ昭和５（1930）年　༣ศֆはがきʥ

■写真2-7-3　上遠野市街　ʤ昭和41ï19ýýð年　いわき市ࡱӨʥ

■写真2-7-2　御斎所洞門　ʤ昭和51ï19þýð年3月　いわき市
Өʥࡱ　

ୈ �ষɹいわき市஀ੜへɺ��市ொଜの͋ΏΈ
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後、୨
㆟ㆪ
૔
㆏㇉
ൡ
ㆯ㇓
の෼ྖとນ෎ྖに෼ׂされ、ນ෎

ྖは小
ㆈ
名
ㆪ
浜
ㆯㆾ
代
ㆠㆂ
׭
ㆉ㇓
ॴ
㆘㇇
などの支഑Լとなりました。

（写真2-7-4）

　Ҵ࡞をは͡め༿λ
όί、ίϯχϟΫ、
和ࢴの΄か、Ѩ

ㆀ
෢
ㆶ
۾
ㆎㆾ

高
㆓ㆄ
地
ㆡ
には国༗ྛを含

む๛෋な৿ྛݯࢿが
がっており、ྛ業޿
も੝んに行われてい
ます。ಛに和ࢴづく
りはށߐ時代以来Ѩ
෢۾高地からྲྀれམ
ちるਗ਼ྲྀをར༻して੝んに行われ、高

㆓ㆄ
໺
㇄

村ʢݱ内
ㆄㆡ
ڷ
㆔ㆄ
高
㆓ㆄ
໺
㇄
町
ㆾㆡ
ʣとともに磐

ㆂ㇏
城
ㆌ
Ԇ
ㆮㆹ
ࢴ
ㆉㆿ
として、

その名はށߐまで知れ౉っていました。（写真2-7-5）

　町Ҭの南෦・ୌ地۠では、石炭産業が੝んでした。明治40ï190þð年に磐
ㆂ㇏
城
ㆌ

࠾
㆕ㆂ
炭
㆟㇓
᷂が上ԕ໺村大ࣈୌ

㆟ㆌ
から২

ㆄㆆ
ా
ㆠ
Ӻ
ㆆㆌ
までഅं軌ಓをෑઃして、石炭༌ૹにつ

なげました。以来、਺かॴの炭鉱が昭和30年代までՔಇしていました。
୩のཾܢ઒ࡻ　

㇊㇅ㆄ
ਆ
㆘㇓
ڦ
ㆌ㇇ㆄ
や大

ㆈㆈ
ୌ
㆟ㆌ
、ೖԕ໺઒上ྲྀのೖ

ㆂ㇊
઒
ㆉ㇏
ܢ
㆐ㆂ
୩
㆓ㆎ
は新྘やߚ༿時になる

と、多くの行ָ٬でにぎわいました。（写真2-7-6）

　合併લの昭和40ï19ý5ð年当時は、人9ޱó20ÿ人、世ଳ਺1óÿÿ4、面ੵ104õ4ý
ὕでした。

■写真2-7-5　和紙づくり　ʤ昭和3ÿ
　ï19ý3ð年2月　長୩઒ୡ༤ࡱࢯӨʥ

■写真2-7-6　鮫川の大滝　ࡏݱはμϜ建ઃでਫ຅�
　しています。　ʤ昭和時代初期　༣ศֆはがきʥ

 

上遠野村 滝村、上遠野村、深山田村、根岸村 

「市制町村制」(明 22.4.1施行) 〔明治の大合併〕 「町村合併促進法」(昭 28.10.1施行)〔昭和の大合併〕 

遠野町 

(昭 30.3.31) 

  注) 明=明治、昭＝昭和 

上根本村、入遠野村、大平村 入遠野村 

■図2-7-1　遠野町合併の変遷および遠野町の位置図

■写真2-7-4　中世の山城である八潮見城跡　ʤ平成23ï2011ð年�
　2月　いわきδϟーφルࡱӨʥ

未来へつなぐ「いわき」ものがたり



�

−�6− −�7−

খ઒ொ

　小઒町は、北ڥで૒
ㆵ㆟
༿
ㆰ
܊
㆏㇓
઒
ㆉ㇏
内
ㆄㆡ
村
㇀㇉
、同ೂ

ㆪ㇉
༿
ㆯ
町
ㆾㆡ
、同޿

ㆲ㇍
໺
ㆮ
町
ㆾㆡ
に઀しています。

　明治22ï1ÿÿ9ð年̐月に施行された「市
㆗
制
㆛ㆂ
・町
ㆡ㇇ㆄ
村
㆝㇓
制
㆛ㆂ
」ʢ「明治の大合併」と呼শʣ時には上

ㆉㆿ
小
ㆈ
઒
ㆋ㇏
村
㇀㇉
とԼ

㆗㇂
小
ㆈ
઒
ㆋ㇏

村
㇀㇉
が誕生しましたが、合併基४の300 ʙ ʣと後ऀが220ࡏݱʢ明治19年12月຤ށにରし、લऀが1ý1ށ500
同で行う「上ڞ຿をࣄʢ同ʣと基४にはୡしまͤんでした。しかし合併はͤず、行政ށ

ㆉㆿ
小
ㆈ
઒
ㆋ㇏
村
㇀㇉
・Լ

㆗㇂
小
ㆈ

઒
ㆋ㇏
村
㇀㇉
組
ㆎㆿ
合
ㆀㆂ
」として、昭和30ï1955ð年の「昭和の大合併」まで継続しました。

　町Ҭの北෦はѨ෢۾高地のೣ
ㆭ㆓
໐
ㆪㆌ
山
㇄ㆾ
ʢඪ高ÿ20̼ʣ、ስ

ㆌㆣ
ీ
ㆨ

԰
㇄
山
㆕㇓
ʢ同ÿþ5̼ʣなどが࿈なり、町内を北੢から南東にྲྀ

れるՆҪ઒が؏ྲྀしています。ՆҪ઒南東෦のྲྀҬは௿
地となっていますが、ରর的にྲྀҬ北෦では、Ѩ

ㆀ
෢
ㆶ
۾
ㆎㆾ
高
㆓ㆄ

地
ㆡ
から࿈なる山ʑを๓うようにྲྀ࿏が続き、このՆҪ઒
୩は、「᝷ܢ

ㆉ㆔
৔
ㆰ
のୌ

㆟ㆌ
」をは͡めとするୌやح岩の৫りな

す࢛ંقʑのඒしさに࠼られます。支
ྲྀのߐ

ㆆ
ా
ㆠ
઒
ㆋ㇏
には地元ग़਎のࢻ人・૲

ㆎ㆕
໺
ㆮ

心
㆗㇓
平
ㆺㆂ
の命名によるഎ

㆛
ށ
ㆨ
ե
ㆋ
࿓
㇍ㆄ
がݥしい岩

ഽとܢ୩ඒを見ͤてくれます。これら
Ն
ㆪㆤ
Ҫ
ㆂ
઒
ㆋ㇏
ܢ
㆐ㆂ
୩
㆓ㆎ
やഎށե࿓、ೋ

ㆵ㆟
π
ㆤ
ડ
㇄
山
㆕㇓
ʢඪ

高ÿ20̼ʣはՆ
ㆪㆤ
Ҫ
ㆂ
઒
ㆋ㇏
ݝ
㆐㇓
立
㇊ㆤ
ࣗ
㆗
વ
㆜㇓
ެ
㆓ㆄ
Ԃ
ㆆ㇓
にଐし、

山ַޫ؍地ଳとして、य़からळにかけ
て多くの٬ޫ؍でにぎわいました。（写
真2-8-1、 2）

　೶業が੝んな小઒町は、町Ҭの௿地
ではҴ࡞地が޿がっており、ՆҪ઒後
എ地のՏ؛ஈٰ上では、果थԂや᤟

㆝
ࡊ
㆕ㆂ

■写真2-8-1　二ツ箭山　ʤ大ਖ਼時代　༣ศֆはがき　ೋ԰ਆࣾ
　ࣾ຿ॴ発行ʥ

■写真2-8-2　夏井川「籠場の滝」　ʤ昭和10年代　
　༣ศֆはがきʥ

■写真2-8-3　供出米を農協へ集荷　ʤ昭和30年代後半　国෎ా英ೋࢯ�
　ఏڙʥ

ୈ �ষɹいわき市஀ੜへɺ��市ொଜの͋ΏΈ
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が੝んに࠿ഓされています。（写真2-8-3）

　ՆҪ઒ӈ؛のٰྕ地から山間෦にかけては、石
炭۷࠾が行われ、このうち大ਖ਼５ï191ýð年にૢ業を
開࢝した෱

ㆵㆎ
ౡ
㆗ㆾ
炭
㆟㇓
ᛝ
㆓ㆄ
は磐

ㆰ㇓
越
ㆆㆤ
東
ㆨㆄ
ઢ
㆛㇓
の開通をػܖに開発

され、大ਖ਼時代中期にはৗ
㆘㇇ㆄ
磐
ㆰ㇓
炭
㆟㇓
ా
ㆧ㇓
のなかで上位５

炭鉱にೖる΄どの࠾炭ྔをތったこともありまし
たが、࣍ୈにݮ産し、昭和24ï1949ð年に閉山しまし
た。他の小・ྵࡉ炭鉱も、昭和30年代には࢟をফ
しました。（写真2-8-4）

　Ԭ
ㆈㆉ
本
㇂ㆨ
ΰϜ工業෱ౡ工৔は、ઓ時中に東

から工ژ
㆓ㆄ
৔
㆘㇇ㆄ
ૄ
㆝
開
ㆉㆂ
してきたもので、地元

民のޏ༻と産業発展にد༩しました。
　交通面では、町の中ԝを南北にいわき
市平

㆟ㆂ㇉
と山

㇄ㆾ
ܗ
ㆋ㆟
ݝ
㆐㇓
南
ㆪ㇓
ཅ
㇈ㆄ
市
㆗
を結Ϳ国ಓ399߸が

通͡ています。またՆҪ઒にԊって磐越
東ઢが通͡、町の中ԝに小

ㆈ
઒
ㆋ㇏
ڷ
㆔ㆄ
Ӻがॴࡏ

します。磐越東ઢは大ਖ਼̐ï1915ð年̓月

に平
㆟ㆂ㇉
ʢݱいわきʣと小

ㆈ
઒
ㆋ㇏
ڷ
㆔ㆄ
が開通して平

ㆸㆂ
܊
㆏㇓
東
ㆨㆄ
ઢ
㆛㇓
、

大ਖ਼̒ï191þð年10月に平−܊
㆓ㆈ㇊
山
㇄ㆾ
がશ通して磐

越東ઢʢ34ϖーδをࢀরʣとվশし、ࡏݱにࢸっ
ています。（写真2-8-5、 6）

　昭和2ÿï1953ð年に施行された「町
ㆡ㇇ㆄ
村
㆝㇓
合
ㆋㆣ
併
ㆺㆂ
ଅ
㆝ㆎ

進
㆗㇓
๏
ㆻㆄ
」ʢ「昭和の大合併」と呼শʣでは、੺

ㆀㆉ
Ҫ
ㆂ

村
㇀㇉
のうち、大ࣈ੺Ҫは平市と合併し、それ以

外の̐か村は上小઒村、Լ小઒村とともに小
઒町をߏ成することとなり、昭和30ï1955ð年
̎月に合併を果たしました。
　合併લの昭和40ï19ý5ð年当時は、人ޱÿóÿ3þ人、世ଳ਺1ó924、面ੵ112õ42ὕ
でした。

■写真2-8-5　小川郷駅　ʤ昭和30年代後半　国෎ా英ೋࢯఏڙʥ

■写真2-8-6　江田信号場（現江田駅）に降車する行楽客　ʤ昭
　和30年代　　国෎ా英ೋࢯఏڙʥ

■写真2-8-4　福島炭礦ʤ大ਖ਼時代　༣ศֆはがきʥ

 

 
「市制町村制」(明 22.4.1施行)〔明治の大合併〕 

西小川村、三島村、高萩村、塩田村 

赤井村 
赤井村 

上小川村、福岡村 

柴原村、上平村、下小川村、関場村 

上小川村 

下小川村 

注）明＝明治、昭＝昭和 

 
 

大字赤井 

大字西小川、三島、高萩、塩田が 

上小川村、下小川村と合併 

小川町 
 (昭 30.2.11) 

平市 
(昭 30.2.11) 

「町村合併促進法」(昭 28.10.1施行)〔昭和の大合併〕 

■図2-8-1　小川町合併の変遷および小川町の位置図

未来へつなぐ「いわき」ものがたり
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ଜؒ޷

޷　
㇈㆗
間
ㆾ
村
㇀㇉
Ҭは中ԝを東੢に؏ྲྀする޷

㇈㆗
間
ㆾ
઒
ㆋ㇏
ʢՆ

ㆪㆤ
Ҫ
ㆂ
઒
ㆋ㇏
支ྲྀʣྲྀҬの௿地とそのഎ後のٰྕ地、੢ҬのѨ

ㆀ

෢
ㆶ
۾
ㆎㆾ
高
㆓ㆄ
地
ㆡ
東
ㆲㆋ㆗
ԑ
ㆵㆡ
で成っています。新྘やߚ༿でඒしい޷

㇈㆗
間
ㆾ
઒
ㆋ㇏
ܢ
㆐ㆂ
୩
㆓ㆎ
は深い୩をࠁんで、Ѩ෢۾高地と௿

地を෼けています。（写真2-9-1）

　一ଳは、ݹくは޷
㇈㆗
ౢ
ㆾㆮ
ঙ
㆗㇇ㆄ
と呼ばれていました。

15世紀຤に、国
㆓ㆎ
人
㆘㇓
ྖ
㇊㇇ㆄ
ओ
㆗㇅
ʢ名目上のྖओである中ԝ

׭
ㆉ㇓
ལ
㇊
にରして、ࡏ

㆖ㆂ
地
ㆡ
における実࣭上のྖओʣの岩

ㆂ㇏
城
ㆌ

ࢯ
㆗
はࡏݱのԼ

㆗㇂
޷
㇈㆗
間
ㆾ
大ࣈ
ㆈㆈ
ؗ
ㆠㆦ
に「൧

ㆂㆂ
໺
ㆮ
平
㆟ㆂ㇉
城
㆘㇇ㆄ
」を築き、

勢力を拡大。支഑۠Ҭは、北はࡏݱの૒
ㆵ㆟
༿
ㆰ
܊
㆏㇓
中

෦、南はҵ
ㆂㆰ㇉
城
ㆌ
ݝ
㆐㇓
北෦までٴんでいました。その

後、ؔ
㆛ㆌ
ϲ
ㆋ
ݪ
ㆯ㇉
のઓいでಙ઒ଆにຯ方しなかったた

め、ྖ地を຅ऩʢ後にग़
ㆧ
Ӌ
㇏ㆮ
国
ㆎㆫ
ʤݱळ

ㆀㆌ
ా
㆟
ݝ
㆐㇓
ʥُ

ㆉ㇁
ా
ㆠ
に

̎ສ石をॴྖʣされてしまいました。
　明治22ï1ÿÿ9ð年̐月に施行された「市

㆗
制
㆛ㆂ
・町
ㆡ㇇ㆄ

村
㆝㇓
制
㆛ㆂ
」ʢ「明治の大合併」と呼শʣ時には޷間

઒ྲྀҬの̔か村が合併して޷間村となり
ました。合併基४の300 ʙ 、にରしށ500
。ʣでしたࡏݱʢ明治19年12月຤ށ313
　౬

㇆
本
㇂ㆨ
地۠や内

ㆄㆡ
ڷ
㆔ㆄ
地۠と同様に༏ྑな石

炭が෼෍していることから、地元の経済
人・ന

㆗㇉
Ҫ
ㆂ
ԕ
ㆆ㇓
平
ㆺㆂ
が明治3þï1904ð年̓月に޷

㇈㆗
間
ㆾ

炭
㆟㇓
ᛝ
㆓ㆄ
᷂を興

ㆈ㆓
し北

ㆌ㆟
޷
㇈㆗
間
ㆾ
地内で࠾炭を開࢝。���

平
㆟ㆂ㇉
ʢݱいわきʣӺまでഅं軌ಓをෑઃして石
炭を༌ૹしました。さらに༌ૹ力を૿ڧ

するため、明治41ï190ÿð年にはઐ༻మಓに
転換し、௲

ㆤㆥ㇉
ʢݱ内ڷʣӺにつなげました。（写

真2-9-2）

ݹ間炭ᛝ᷂は大ਖ਼̐ï1915ð年に޷　
ㆵ㇋
Տ
ㆉ㇏
ᛝ
㆓ㆄ

業
ㆍ㇇ㆄ
᷂にҾき継がれ、上

ㆉㆿ
޷
㇈㆗
間
ㆾ
に本拠地を移

してݹՏ޷間炭ᛝとして昭和39ï19ý4ð年に
閉山ʢ昭和44年までܹݮ؇和ࡦとして系ྻの޷
間炭ᛝʪ࠷初の炭鉱とはผձࣾʫがՔಇʣする
まで、地Ҭ経済に大きなӨڹ力を༩えまし
た。（写真2-9-3、 4）

■写真2-9-1　好間川渓谷　「平町ਫಓॡ工記念」で発行され�
　たもので、着৭が施されています。　ʤ大ਖ਼11ï1922ð年　༣
　ศֆはがき　平町発行ʥ

■写真2-9-2　好間炭礦第一斜坑付近（北好間）　ʤ明治44ï1911ð年12月　
　ਅ໦ོ࢛࿠ࡱࢯӨʥ

■写真2-9-3　古河好間炭礦（上好間）　ʤ昭和10年代　༣ศֆはがきʥ

ୈ �ষɹいわき市஀ੜへɺ��市ொଜの͋ΏΈ



−�8− −��−

　地۠内には多くの中小・ྵࡉ炭鉱がՔಇし、炭
鉱には、܊内外から炭鉱およびؔ࿈に৬をٻめ
て多くの人がྲྀೖし、石炭産業࠷੝期の昭和25、
2ýï1950Ŋ 51ð年には人̎ޱສ3ó000人୆にୡし、日
本一の人ޱを持つ村とݴわれました。また޷間
村は大ਖ਼時代以降、たびたび平

㆟ㆂ㇉
町
ㆾㆡ
・平
㆟ㆂ㇉
市
㆗
から合

併を呼びかけられましたが、石炭はいつかׇރ

するものという村内ೝࣝがあり、ͻたす
ら村内༥和を図り、町制移行にも౿み切
りまͤんでした。（写真2-9-5）

　昭和2ÿï1953ð年に施行された「町
ㆡ㇇ㆄ
村
㆝㇓
合
ㆋㆣ
併
ㆺㆂ
ଅ
㆝ㆎ
進
㆗㇓
๏
ㆻㆄ
」ʢ「昭和の大合併」と呼শʣでは、

昭和30ï1955ð年̎月に、ຳ
ㆿㆮ
ྠ
㇏
村
㇀㇉
のうち、޷間村の੢にྡ઀する大ࡗࣈ

㆕ㆉㆌ
小
㆔
԰
㇄
お

よび同大
ㆈㆈ
ར
㇊
と合併しました。

　このこΖから石炭はエネルギー革命によって石༉に取って代わられるよう
になり、昭和20年代から30年代にかけて、村内の炭鉱は૬࣍いで閉山していく

ようになります。このため、人ޱがܹݮし、村は苦ڥにたちましたが、平市֗にྡ઀し、国ಓ49߸に
Ԋっているという地理的৚݅の༏位ੑにより、平市ۙڥลでは঎業地、住୐地として着目されるよう
になっていきます。（写真2-9-6）

間村を東੢に؏通する国ಓ49߸は、いわきと新޷　
ㆫㆂ
ׁ
ㆋ㆟
を結Ϳಓ࿏として昭和3þï19ý2ð年５月、一ڃ国

ಓʢࡏݱは一ൠ国ಓʣに指定され、ಓ࿏整備が本֨化しました。
　合併લの昭和40ï19ý5ð年当時は、人１ޱສ2ó4ý5人、世ଳ਺3ó144、面ੵ2ýõýþὕでした。

■写真2-9-5　炭鉱で栄えた好間市街（国道49号〈現市道〉）
　�ʤ昭和42ï19ýþð年10月　いわき市ࡱӨʥ

■写真2-9-4　古河好間炭礦の出勤風景　ʤ昭和30年代初期　
　໺໦ໜࡱࢯӨʥ

■写真2-9-6　住宅化・商業化が進む以前の下好間　ʤ昭和40ï19ý5ð年
　͝Ζ　҆෦ஐ文ࢯఏڙʥ

 

注) 明＝明治、昭＝昭和 

 
好間村 

北好間村、下好間村、上好間村、中好間村、 

今新田村、川中子村、愛谷村、小谷作村 

箕輪村 
大字榊小屋、大字大利 

大利高野 

「市制町村制」(明 22.4.1施行) 〔明治の大合併〕 

  
 
好間村 

(昭 30.2.11) 

内郷市 
(昭 30.2.11) 

大字高野 

大字榊小屋、大字大利 

「町村合併促進法」（昭 28.10.1施行）〔昭和の大合併〕 

■図2-9-1　好間村合併の変遷および好間村の位置図

遠
野
町

未来へつなぐ「いわき」ものがたり
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࿨ଜࡾ

ࡾ　
ㆿ
和
㇏
村
㇀㇉
の੢ڥはా

㆟
村
㇀㇉
܊
㆏㇓
小
ㆈ
໺
ㆮ
町
ㆾㆡ
、石

ㆂ㆗
઒
ㆉ㇏
܊
㆏㇓
平
ㆲ㇉
ా
㆟
村
㇀㇉
、東
ㆲㆋ㆗
ന
㆗㇉
઒
ㆉ㇏
܊
㆏㇓
ʢݱ石઒܊ʣݹ

ㆵ㇋
఼
ㆩㆮ
町
ㆾㆡ
にྡ઀しており、地Ҭ

の中ԝをྲྀれる޷
㇈㆗
間
ㆾ
઒
ㆋ㇏
ྲྀҬの௿地以外はѨ

ㆀ
෢
ㆶ
۾
ㆎㆾ
高
㆓ㆄ
地
ㆡ
に๊

ㆂㆠ
かれ、ಛに南ҬではԘ

㆗ㆈ
見
ㆿ
山
㇄ㆾ
ʢඪ高þ21̼ʣやӍ

ㆀ㇁

降
ㆵ㇊
山
㇄ㆾ
ʢςϯΩνϣ΢・同þþ1̼ʣ、ࣳ

㆗ㆰ
山
㇄ㆾ
ʢ同ÿ19̼ʣ、അ

ㆄㆾ
༲
ㆀ㆒
山
㇄ㆾ
ʢ同þ24̼ʣなど6�� ʙ の山ʑが࿈なっڃ8��̼

ています。これら山ʑからは上
ㆉㆿ
市
ㆂㆡ
ל
ㆋ㇄
の޷

㇈㆗
間
ㆾ
઒
ㆋ㇏
、ࠩ

㆕ㆂ
Ԙ
㆝
の小

㆓
ۄ
ㆠㆾ
઒
ㆋ㇏
、上

ㆉㆿ
ࡾ
ㆿ
ࡔ
㆕ㆉ
のࡾ

ㆿ
ࡕ
㆕ㆉ
઒
ㆋ㇏
などがྲྀれམち、ྲྀҬ

にԊってڱい平地が޿がっています。
　明治22ï1ÿÿ9ð年̐月に施行された「市

㆗
制
㆛ㆂ
・町
ㆡ㇇ㆄ
村
㆝㇓
制
㆛ㆂ
」ʢ「明治の大合併」と呼শʣ時には、ݝや܊のߏ૝で

は、当初は୔
㆕
౉
㇏㆟㇊
３か村とࡾ

ㆿ
ࡕ
㆕ㆉ
̐か村は一つの村をߏ成する合併ର৅となっていましたが、高地がԣた

わり交通ԟ来がෆศである、生活׳शがҟなるなどの理༝で、これ以上の合併にはࢸりまͤんでした。
　この結果、後のࡾ

ㆿ
和
㇏
村
㇀㇉
Ҭ内ではӬ

ㆪㆋ
ށ
ㆨ
村
㇀㇉
、୔
㆕㇏
౉
㆟㇊
村
㇀㇉
ࡾ、

ㆿ
ࡕ
㆕ㆉ
村
㇀㇉
のࡾか村が成立しました。

　合併ର৅の人ޱをみると、明治19年ï1ÿÿýð12月຤ࡏݱでは、Ӭށ村242ށ、୔౉村143ࡕࡾ、ށ村
23ÿށと、いずれも政෎のࣔした合併基४の300 ʙ 。にୡしていまͤんでしたށ500
　発଍した３か村ともに、୯ಠです΂ての行政ࣄ຿を行うことはࠔ難として、୔౉村とࡕࡾ村は「୔

㆕㇏

౉
㆟㇊
村
㇀㇉
ࡾ・

ㆿ
ࡕ
㆕ㆉ
村
㇀㇉
組
ㆎㆿ
合
ㆀㆂ
」を、Ӭށ村はྡ઀するຳ

ㆿㆮ
ྠ
㇏
村
㇀㇉
ʢ「昭和の大合併」で内ڷ市と޷間村に෼ׂ合併ʣと「Ӭ

ㆪㆋ

ށ
ㆨ
村
㇀㇉
・ຳ
ㆿㆮ
ྠ
㇏
村
㇀㇉
組
ㆎㆿ
合
ㆀㆂ
」を、それͧれฤ成し、このܗଶは昭和30ï1955ð年લ後に実施された「昭和の大合併」

まで継続しました。
　「昭和の大合併」では、人ޱÿó000人を基४に合併が進められましたが、合併ର৅となったӬށ、୔
౉、ࡕࡾの各村は合併には合意したものの、村の名শがܾまらず、また、ࡕࡾ村大ࠩࣈ

㆕
Ԙ
ㆂ㆝
の住民から

઒લ村へのฤೖが要๬ʢ実ͤݱずʣされ、࿦ٞの的となりました。
が成立し発଍したのは、昭「和村ࡾ」つの村が༥和をもって合併することを৅௃してࡾ、ऴ的に࠷　

和30年̎月のことでした。「昭和の大合併」では、
和町のような町村名が幾例も生まれࡾ和村やࡾ
ました。（写真2-10-1）

■写真2-10-1　三和支所は昭和36(1961)年に建てられた村 
　役場庁舎を活用　ʤ昭和42ï19ýþð年１月　いわき市ࡱӨʥ

■写真2-10-2　昔の面影を残す上市萱の家並み　ʤ昭和54
　ï19þ9ð年12月　いわき市ࡱӨʥ

ୈ �ষɹいわき市஀ੜへɺ��市ொଜの͋ΏΈ
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　村の中ԝ、޷
㇈㆗
間
ㆾ
઒
ㆋ㇏
にԊって東੢に通͡

ていたࡾ
ㆿ
ࡔ
㆕ㆉ
֗ಓは明治時代以降、ಓ࿏整

備が行われ、࠷ऴ的には昭和3þ（19ý2）年
５月に国ಓ49߸ઢʢࡏݱ国ಓ49߸ʣへ֨上
げされました。੢Ҭではこれに国ಓ349
߸が交ࠩしています。（写真2-10-2、 3）

　๛෋な৿ྛを活かしたྛ業や຀ச業、
௿地や山࿢ではҴ࡞、༿λόί、ίϯ
χϟΫ、ཆࢋが੝んに行われていまし
た。ࣳ山には昭和39ï19ý4ð年に村Ӧ຀৔
が開ઃされました。（写真2-10-4）

　村Ҭ東෦のਫ
ㆿ㆚
石
ㆂ㆗
山
㇄ㆾ
（þ35Ĵ）は昭和2ÿï1953ð年にՆ

ㆪㆤ
Ҫ
ㆂ
઒
ㆋ㇏
ܢ
㆐ㆂ

୩
㆓ㆎ
ݝ
㆐㇓
立
㇊ㆤ
ࣗ
㆗
વ
㆜㇓
ެ
㆓ㆄ
Ԃ
ㆆ㇓
に指定され、なだらかな௖上෇ۙからは

ଠ平洋が一๬できる༤大なܭըは多くの٬ޫ؍を集めま
した。（写真2-10-5）

　合併લの昭和40ï19ý5ð年当時は、人ޱþó054人、世ଳ਺1ó392、面ੵ
214õþýὕでした。

■写真2-10-4　木材の切り出し　ʤ昭和42ï19ýþðç
　年10月　いわき市ࡱӨʥ

■写真2-10-5　水石山のゴルフ場　ʤ昭和31ï195ýð年̒月　൘
　௡໻ࡱࢯ٢Өʥ

■図2-10-1　三和村合併の変遷および三和村の位置図

■写真2-10-3　国道49号の建設（長沢峠付近）　ʤ昭和42ï19ýþð年5月
　いわき市ࡱӨʥ

 

三和村 

（昭 30.2.11） 

永戸村 

沢渡村 

三阪村 

上永井村、下永井村、合戸村、渡戸村 

中寺村、下市萱村、上市萱村 

下三坂村、上三坂村、中三坂村、差塩村 

注）明＝明治、昭＝昭和 

「町村合併促進法」（昭 28.10.1施行）〔昭和の大合併〕 
「市制町村制」（明治 22.4.1施行）〔明治の大合併〕 

未来へつなぐ「いわき」ものがたり
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　੢ڥは東
ㆲㆋ㆗
ന
㆗㇉
઒
ㆉ㇏
܊
㆏㇓
ʢݱ石

ㆂ㆗
઒
ㆉ㇏
܊
㆏㇓
ʣݹ
ㆵ㇋
఼
ㆩㆮ
町
ㆾㆡ
、東ന઒ࡻ܊

㆕㇁
઒
ㆉ㇏
村
㇀㇉
、南ڥはҵ

ㆂㆰ㇉
城
ㆌ
ݝ
㆐㇓
北
ㆌ㆟
ҵ
ㆂㆰ㇉
城
ㆌ
市
㆗
にྡ઀しています。

村Ҭશ体が෹
ㆶㆤ
۩
㆏
山
㇄ㆾ
ʢඪ高ýþ0̼ʣ、明

ㆿ㇇ㆄ
ਆ
㆘㇓
山
㇄ㆾ
ʢ同þ52̼ʣ、ே

ㆀ㆕
日
ㆲ
山
㇄ㆾ
ʢ同þ9þ̼ʣなどのѨ

ㆀ
෢
ㆶ
۾
ㆎㆾ
高
㆓ㆄ
地
ㆡ
に๊

ㆂㆠ
かれ、平

地はࡻ
㆕㇁
઒
ㆋ㇏
やその支ྲྀなど͝くڱいൣғにとどまっています。

　明治22ï1ÿÿ9ð年̐月に施行された「市
㆗
制
㆛ㆂ
・町
ㆡ㇇ㆄ
村
㆝㇓
制
㆛ㆂ
」（ ň明治の大合併ŉ ȡ呼শ）時には、ཱྀ

㆟ㆳ
人
ㆄㆨ
ࠇ、

ㆎ㇍
ా
ㆠ
、

南
ㆿㆪㆿ
大
ㆈㆈ
平
ㆠㆂ㇉
の３か村が合併して、ओ要集མを持つཱྀ人とాࠇの一ࣈずつをとって「ా

㆟
人
ㆳㆨ
村
㇀㇉
」が成立しま

した。ށ਺は231ށʢ明治19年12月຤ࡏݱ。以Լ同͡ʣ

でした。ా人村のށ਺は合併基४の300 ʙ 500
の基४以Լでしたが、さらに੢方に位ஔするށ
֋
ㆉㆂ
ധ
ㆩㆾ㇊
村
㇀㇉
石、ށ33

ㆂ㆗
住
㆚ㆿ
村
㇀㇉
ՙ、ށ25

ㆫ
࿏
ㆡ
෉
ㆶ
村
㇀㇉
の各ށ34

村は山間෦のうえに交通ࣄ情もѱく、合併して
౷治するのはࠔ難とされ、それ以上の合併は成
りまͤんでした。その代わり、୯ಠで村のࣄ຿
す΂てを行うのは難しいため、ࣄ຿をڞ同で行
う「ా

㆟
人
ㆳㆨ
村
㇀㇉
・石

ㆂ㆗
住
㆚ㆿ
村
㇀㇉
・֋

ㆉㆂ
ധ
ㆩㆾ㇊
村
㇀㇉
・ՙ

ㆫ
࿏
ㆡ
෉
ㆶ
村
㇀㇉
組
ㆎㆿ
合
ㆀㆂ
」

をฤ成して発଍しました。
　この組

ㆎㆿ
合
ㆀㆂ
村
㆝㇓
・ଶは、昭和1ýï1941ð年̐月に、ా人、֋ധ、石住、ՙ࿏෉の各村が合併して、新生ܗ

ా人村が誕生したことで解ফされました。（写真2-11-1）

　ಓ࿏交通としては、地Ҭの北Ҭにࡻ઒にԊって御
㆔
ࡈ
㆕ㆂ
ॴ
㆗㇇
֗
ㆉㆂ
ಓ
ㆩㆄ
ʢݱओ要地方ಓいわき石

ㆂ㆗
઒
ㆉ㇏
ઢ
㆛㇓
ʣ、中ԝにओ要

地方ಓ໪
ㆪ
来
㆓㆝
・ઙ

ㆀ㆕
઒
ㆉ㇏
ઢ
㆛㇓
、南Ҭに࢛

㆗
時
ㆨㆌ
઒
ㆋ㇏
やཱྀ

㆟ㆳ
人
ㆄㆨ
઒
ㆋ㇏
にԊって国ಓ2ÿ9߸と、いずれも東੢にװઢಓ࿏が通͡

ていますが、ى෬に෋んだᯀ
ㆀㆂ
࿏
㇍
となっていたことから、明治時代以降、ॱ࣍վྑ工ࣄが܁りฦされま

した。
　昭和2ÿï1953ð年には「ৗ

㆘㇇ㆄ
磐
ㆰ㇓
地
ㆡ
方
ㆻㆄ
૯
㆝ㆄ
合
㆔ㆄ
開
ㆉㆂ
発
ㆯㆤ
期
ㆌ
成
㆛ㆂ
同
ㆩㆄ
ໍ
㇁ㆂ
ձ
ㆉㆂ
」ʢձ長ʹݝ知ࣄʣが発଍し、޿Ҭ的な૯合開発

ాਓଜ

■写真2-11-1　田人村役場周辺　ࣸਅ中ԝややӈଆԞに建
　ઃ中の村໾৔が見えます。　ʤ昭和24ï1949ð年　൘௡໻٢
ʥڙఏࢯ　

■写真2-11-2　薪炭を運ぶ森林鉄道のガソリン機関車
　（貝泊）　ʤ昭和10年代　本多政উࢯఏڙʥ

■写真2-11-3　田人牧場　ʤ昭和ûùïøĀýþð年３月　いわき市
Өʥࡱ　

ୈ �ষɹいわき市஀ੜへɺ��市ொଜの͋ΏΈ
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が推進され、そのなかで、村Ҭ東෦のࡻ઒には、開発拠点の一
つとして多目的μϜが建ઃされ、昭和3þï19ý2ð年に高

㆟ㆉ
ࣲ
㆗ㆰ
μϜʢ5ý

ϖーδをࢀরʣが׬成しました。μϜは小
ㆈ
名
ㆪ
浜
ㆯㆾ
や໪来の工業化

に大きくݙߩ、さらに治ਫ、ᕲ
ㆉ㇓
ᕱ
ㆋㆂ
にも大きな໾ׂを果たしました。

　昭和2ÿï1953ð年施行の「町
ㆡ㇇ㆄ
村
㆝㇓
合
ㆋㆣ
併
ㆺㆂ
ଅ
㆝ㆎ
進
㆗㇓
๏
ㆻㆄ
」ʢ「昭和の大合併」と

呼শʣによる町村合併ܭըのうち、෱ౡݝでは合併ෆೳ町村と
して10か村がର৅となり、ా人村もその一つとしてબ定されま
した。
　山地をར༻してスギなどの人工造ྛや຀໺の૲地造成、開୓
ύΠϩοτࣄ業が行われ、ச産業も੝んでした。また、ίϯχϟ
Ϋは村のಛ産෺でした。（写真2-11-2、 3、 5）

　明治時代຤期から昭和30年代までは、村の東෦においてはい
くつもの炭鉱が進ग़してにぎわいをみͤました。山間෦に位ஔ
し、交通のศがྑくなかったのですが、۷࠾された石炭はՍۭ

して࿢まで降Ζされ、ৗ༺࢖ಓや軌ಓをࡧ
㆘㇇ㆄ
磐
ㆰ㇓
ઢ
㆛㇓
২
ㆄㆆ
ా
ㆠ
Ӻ
ㆆㆌ
までమಓや՟෺ࣗ動ंで༌ૹされていました。

（写真2-11-6）

　村Ҭ南東෦の࢛時઒ܢ୩には、新྘やߚ༿のඒしさをٻめて多くの
ϋΠΧーが๚れました。（写真2-11-4）

　合併લの昭和40ï19ý5ð年当時は、人5ޱóþ44人、世ଳ਺1ó22þ、面ੵ
15þõ9þὕでした。

■写真2-11-5　コンニャク玉の出荷　ʤ昭和43ï19ýÿð年11月　
　いわき市ࡱӨʥ

■写真2-11-4　四時川渓谷　ʤ昭和42
　ï19ýþð年3月　いわき市ࡱӨʥ

■写真2-11-6　架空索道で運び出される三和炭礦の石炭　ʤ昭
　和20年代຤　長୩઒ୡ༤ࡱࢯӨʥ

 

田人村 

（昭 16.4.1） 

貝泊村 

石住村 

田人村 

荷路夫村 

「市制町村制」（明 22.4.1施行） 〔明治の大合併〕 

貝泊村 

石住村 

旅人村、黒田村、南大平村 

荷路夫村 

注）明＝明治、昭＝昭和 

■図2-11-1　田人村合併の変遷および田人村の位置図

未来へつなぐ「いわき」ものがたり
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　੢ڥはా
㆟
村
㇀㇉
܊
㆏㇓
小
ㆈ
໺
ㆮ
町
ㆾㆡ
、同ୌ

㆟ㆌ
ࠜ
ㆭ
町
ㆾㆡ
ʢాݱ

㆟
村
㇀㇉
市
㆗
ʣ、北ڥは૒

ㆵ㆟
༿
ㆰ
܊
㆏㇓
઒
ㆉ㇏
内
ㆄㆡ
村
㇀㇉
にྡ઀しています。村Ҭશ体がѨ

ㆀ

෢
ㆶ
۾
ㆎㆾ
高
㆓ㆄ
地
ㆡ
に๊

ㆂㆠ
かれ、Ѩ

ㆀ
෢
ㆶ
۾
ㆎㆾ
高
㆓ㆄ
ݪ
㆒㇓
中
ㆡ㇅ㆄ
෦
ㆶ
ݝ
㆐㇓
立
㇊ㆤ
ࣗ
㆗
વ
㆜㇓
ެ
㆓ㆄ
Ԃ
ㆆ㇓
内の໼

㇄
大
ㆠㆂ
ਉ
㆘㇓
山
㇄ㆾ
ʢඪ高9ý5̼、いわき地方で࠷も高いʣの

΄か、和
㇏
ా
ㆠ
山
㇄ㆾ
ʢ同920̼ʣ、َ

ㆈㆫ
ケ
ㆋ
城
㆘㇇ㆄ
山
㇄ㆾ
ʢ同ÿÿþ̼ʣ、ਆ

ㆉ㆏㇉㇄ㆾ
ָ山ʢ同ÿ0ÿ̼ʣなどが࿈なり、村Ҭの南෦ではՆ

ㆪㆤ
Ҫ
ㆂ

઒
ㆋ㇏
が東੢に؏ྲྀしています。（写真2-12-1）

　明治22ï1ÿÿ9ð年̐月に施行された「市
㆗
制
㆛ㆂ
・町
ㆡ㇇ㆄ
村
㆝㇓
制
㆛ㆂ
」ʢ「明治の大合併」と呼শʣ時にはྡ઀する小

ㆈ
ന
㆘㇍
Ҫ
ㆂ
、

上
ㆉㆿ
Գ
ㆈ㆐
ച
ㆄ㇊
、Լ

㆗㇂
Գ
ㆈ㆐
ച
ㆄ㇊
、઒

ㆉ㇏
લ
ㆾㆆ
の̐か村が合併しました。合併基४の300 ʙ ʢ明治ށの基४にରし、23ýށ500

19年12月຤ࡏݱʣと基४以Լでしたが、山間෦であることが考ྀされ、それ以上の合併ର৅とはなりま
ͤんでした。
　村名としては、ՆҪ઒にԊう઒લ村が࠾られました。（写真2-12-2）

　合併当時はೂ
ㆪ㇉
༿
ㆯ
܊
㆏㇓
にଐしていましたが、明

治29ï1ÿ9ýð年̐月に෼཭して石
ㆂ㇏
城
ㆌ
܊
㆏㇓
ʢ明治29年

の同時期に٠
ㆌㆎ
多
㆟
、磐
ㆂ㇏
લ
㆕ㆌ
、磐
ㆂ㇏
城
ㆌ
の３܊が合併して誕生ʣ

にฤೖされました。
　ྛ業が੝んで、ՆҪ઒にԊって大ਖ਼̒
ï191þð年10月に開通した磐

ㆰ㇓
越
ㆆㆤ
東
ㆨㆄ
ઢ
㆛㇓
ʢ34ϖーδを

をもたらしگরʣは地Ҭのྛ業に大きな活ࢀ
ました。村内に઒

ㆉ㇏
લ
ㆾㆆ
Ӻ
ㆆㆌ
が開ઃされると、๛

෋な৿ྛݯࢿがെ࠾されてӺまで集ՙされ、
੝んにؔ東方面にమಓ༌ૹされました。ಛ
に、大ਖ਼12ï1923ð年に発生したؔ

ㆉ㇓
東
ㆨㆄ
大
ㆠㆂ
震
㆗㇓
災
㆕ㆂ
の

復旧・復興には大きくد༩しました。（写真
2-12-3ɷ5）

઒લଜ

■写真2-12-1　和田山から見る阿武隈高地　和ా山開発のݱ�
　地࡯ࢹです。　ʤ昭和43ï19ýÿð年6月　いわき市ࡱӨʥ

■写真2-12-2　川前村役場　ʤ大ਖ਼�ï1920ð年͝Ζ　઒લ村ࡱӨ

■写真2-12-3　森林鉄道の初荷　ࡏݱの上ԳചࣈԮ෇ۙです。�
　ʤ大ਖ਼10ï1921ð年͝Ζ　੺௩ඒࠤஉࢯఏڙʥ

ୈ �ষɹいわき市஀ੜへɺ��市ொଜの͋ΏΈ
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　؇やかな高ݪの地ܗを活かして、和
㇏
ా
ㆠ
山
㇄ㆾ
高
㆓ㆄ

ݪ
㆒㇓
຀
ㆼㆎ
৔
㆘㇇ㆄ
や೑༻ڇൟ৩ҭ成ηϯλーでは、ڇの

์຀が੝んに行われました。（写真2-12-6）

　ՆҪ઒は村内の東෦では深い୩をࠁみ、Ն
Ҫ઒ܢ୩や支ྲྀのࣛ

㆗ㆉ
ϊ
ㆮ
ຢ
ㆾ㆟
ܢ
㆐ㆂ
୩
㆓ㆎ
にはय़やळなど

に多くの٬ޫ؍を呼び、一ଳはՆ
ㆪㆤ
Ҫ
ㆂ
઒
ㆋ㇏
ܢ
㆐ㆂ
୩
㆓ㆎ
ݝ
㆐㇓

立
㇊ㆤ
ࣗ
㆗
વ
㆜㇓
ެ
㆓ㆄ
Ԃ
ㆆ㇓
に指定されています。

　昭和2ÿï1953ð年施行の「町
ㆡ㇇ㆄ
村
㆝㇓
合
ㆋㆣ
併
ㆺㆂ
ଅ
㆝ㆎ
進
㆗㇓
๏
ㆻㆄ
」

ʢ「昭和の大合併」と呼শʣによる町村合併ܭը
のうち、෱ౡݝでは合併ෆೳ町村として10か村がର৅となり、઒લ村もその一つとしてબ定されまし
た。このため、石城܊内では།一、「明治の合併」以来合併のない村となりました。それでも、「昭和
の合併」時においては、村北෦の小നҪ地۠がా村܊ୌࠜ町とݝಓでつながっていたことから、一෦
住民から෼村の要๬がありましたが、ݱঢ়ҡ持となりました。
　合併લの昭和40ï19ý5ð年当時は、人3ޱó4ÿ3人、世ଳ਺ýÿ2、面ੵ11ýõ3ýὕでした。

■写真2-12-5　川前駅を夏井駅に向けて発車する蒸気機関車ʤ昭
　和41ï19ýýð年10月　ງ越༱෉ࡱࢯӨʥ

■写真2-12-6　川前肉牛繁殖センター　ʤ昭和42ï19ýþð年11月　い
　わき市ࡱӨʥ

■写真2-12-4　川前村　ࣸਅ手લは໦ࡐ市৔。　ʤ大ਖ਼時代　༣ศֆはが
　き　ਗ਼ޫಊ支ళ発行ʥ

■図2-12-1　川前村合併の変遷および川前村の位置図

未来へつなぐ「いわき」ものがたり

注）明＝明治、
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　町Ҭは૒
ㆵ㆟
༿
ㆰ
܊
㆏㇓
にଐし、北ڥは૒༿޿܊

ㆲ㇍
໺
ㆮ
町
ㆾㆡ
に઀しています。ٱ

ㆲ㆕
೭
ㆮ
浜
ㆯㆾ
市֗の北ଆを東੢にྲྀれる大

ㆈㆈ
ٱ
ㆲ㆕

઒
ㆋ㇏
Տޱにື

ㆿㆪㆨ
を߇え、またށߐ時代には॓৔がஔかれ、にぎわいをみͤました。

　明治22ï1ÿÿ9ð年̐月に施行された「市
㆗
制
㆛ㆂ
・町
ㆡ㇇ㆄ
村
㆝㇓
制」ʢ「明治の大合併」と呼শʣ時には合併基४の300 ʙ

と半ށ೭浜村が221ٱʣと基४をຬたし、このうち旧ࡏݱʢ明治19年12月຤ށの基४にରし、414ށ500
਺を઎めました。
　当初のݝのܭըでは、຤

㆙ㆆ
続
ㆤㆍ
村
㇀㇉
は޿

ㆲ㇍
໺
ㆮ
村
㇀㇉
を中心とした࿮組みにೖっていました。その南ଆでは小

㆓
ٱ
ㆲ㆕
、

大
ㆈㆈ
ٱ
ㆲ㆕
、小

ㆈ
山
㇄ㆾ
ా
ㆠ
ా、೭浜ٱ、

㆟
೭
ㆮ
໢
ㆀㆿ
、ۚ

ㆉㆭ
ケ
ㆋ
୔
㆕㇏
の村ʑによる࿮組みが期଴されていました。これにରし、小

ٱに受けೖれられたため、もう一方のݝ、る合併が要๬されݶ小山ాの住民から３か村に、ٱ大、ٱ
೭浜、ా೭໢、ۚケ୔の࿮組みに຤続が加えられて、ٱ೭浜村が誕生しました。

　市֗がີ集した۠Ҭを持つٱ೭
浜村は、明治35ï1902ð年̒月にૣく
も町制をෑき、ٱ೭浜町となりまし
た。（写真2-13-1）

　昭和2ÿï1953ð年施行の「町
ㆡ㇇ㆄ
村
㆝㇓
合
ㆋㆣ
併
ㆺㆂ

ଅ
㆝ㆎ
進
㆗㇓
๏
ㆻㆄ
」ʢ「昭和の大合併」と呼শʣに

よる町村合併ܭըでは人ޱÿó000人
を目҆に合併がଅ進され、ୈ一ஈ֊
の合併として૒༿ٱ܊೭浜町、同޿
໺町、同大ٱ村がର৅となりまし
た。しかし、このҊにରし、޿໺町
が難৭をࣔしました。ٱ೭浜町と合

೭඿ொٱ

■写真2-13-1　大久川河口域に発達した久之浜市街を舘山から遠望
　ʤ昭和時代初期　༣ศֆはがき　小ઘ԰文ݿఏڙʥ

■写真2-13-3　陰磯（後の久之浜）漁港と海水浴場　後に、このఱવの湾
　に通͡るಓ࿏を開࡟して、ٱ೭浜漁港・ආ難港として整備しました。　ʤ昭
　和時代初期　༣ศֆはがき　小ઘ԰文ݿఏڙʥ

■写真2-13-2　江之網漁港　ʤ大ਖ਼時代　༣ศֆは
　がき　ٱ೭浜町੨年ஂ発行ʥ

ୈ �ষɹいわき市஀ੜへɺ��市ொଜの͋ΏΈ
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併した৔合、築港ࣄ業にશࣄ業の多くをׂかれることが༧ଌされ、ϝϦοτがないとしたものでした。
このため、す΂てがനࢴに໭されてしまいました。
　その後、ふたたびݝのѺ

ㆀㆣ
ટ
㆛㇓
で合併が໛ࡧされ、昭和32ï195þð年に合併のࠂקがग़されましたが、今

౓はా೭໢ߐࣈ
ㆆ
೭
ㆮ
໢
ㆀㆿ
の住民が、ྡ઀していた新ઃの࢛

㇈㇓
૔
ㆎ㇉
町
ㆾㆡ
へのฤೖସえを要๬するࣄଶとなりました。

これはௐఀの結果、٫Լされましたが、またしても̎町１村の合併は成りまͤんでした。（写真2-13-2）

　しかし、これらのݕ౼のなかで、ٱ೭浜町と大ٱ村は石
ㆂ㇏
城
ㆌ
܊
㆏㇓
とのつながりをڧくしていくことにな

りました。
　交通面をみると、町Ҭを南北に通͡る日

ㆫ
本
ㆻ㇓
మ
ㆦㆤ
ಓ
ㆩㆄ
磐
ㆂ㇏
城
ㆌ
ઢ
㆛㇓
ʢݱৗ

㆘㇇ㆄ
磐
ㆰ㇓
ઢ
㆛㇓
ʣは明治30ï1ÿ9þð年̔月、平

㆟ㆂ㇉
ʢݱいわきʣ

ٱ−
ㆲ㆕
ϊ
ㆮ
浜
ㆯㆾ
が開通し、Ӻが開ઃ。ཌ年8月にはٱϊ浜−小

ㆈ
高
ㆠㆉ
が開通。これで日

ㆫㆣ
฻
ㆽ
ཬ
㇊
−岩

ㆂ㇏
প
ㆬㆾ
のશઢが開通

しました。຤
㆙ㆆ
続
ㆤㆍ
Ӻ
ㆆㆌ
は昭和19ï1944ð年12月に৴߸৔として開ઃされたもので、地元の熱心な要๬により

昭和22ï194þð年̒月にӺにঢ֨しました。
　国ಓ̒߸は、మಓとฒ行して町Ҭを南北に؏通しています。
　࠭浜のٱ೭浜ւ؛をڬ

ㆯ㆕
んで、北ଆと南ଆではݥ

㆐㇏
しいւ

ㆉㆂ
৯
㆗㇇ㆎ
֑
ㆋㆂ
がւになだれࠐみ、北ଆではఱવの湾

をར༻したٱ೭浜漁港として整備され、その一方で、ٱ೭浜港は昭和32ï195þð年５月、ӡ༌লॴ؅の
ආ難港にも指定され、昭和3þï19ý2ð年から整備が進められました。（写真2-13-3）

　南ଆの೾
ㆯㆣ
立
㆟ㆡ
ւ
ㆉㆂ
؛
ㆋ㇓
は࠭浜とւ中からそびえ立つห

ㆹ㇓
ఱ
ㆦ㇓
岩
ㆂ㇏
や岩

ㆋ㇓
঴
㆗㇇ㆄ
が৫りなすܠ৭がඒしく、一ଳは磐

ㆂ㇏
城
ㆌ
ւ
ㆉㆂ

؛
ㆋ㇓
ݝ
㆐㇓
立
㇊ㆤ
ࣗ
㆗
વ
㆜㇓
ެ
㆓ㆄ
Ԃ
ㆆ㇓
に指定されており、Ն期には࠭浜の೾

ㆯㆣ
立
㆟ㆡ
ւ
ㆉㆂ
ਫ
㆙ㆂ
ཋ
㇈ㆎ
৔
㆘㇇ㆄ
やٱ

ㆲ㆕
೭
ㆮ
浜
ㆯㆾ
ւ
ㆉㆂ
ਫ
㆙ㆂ
ཋ
㇈ㆎ
৔
㆘㇇ㆄ
ʢࡏݱはഇࢭʣは

ཋ٬でにぎわいました。（写真2-13-4、 5）

　合併લの昭和40ï19ý5ð年当時は、人5ޱóþÿ0人、世ଳ਺1ó259、面ੵ14õ2ÿὕでした。

■写真2-13-4　波立海岸と田之網字浜川の集落、常磐線　Ǹ昭和20年代　༣
　ศֆはがきʥ

■写真2-13-5　弁天島と波立海水浴場　ʤ昭和40ï19ý5ð年͝
　Ζ　Ӊా߃༤ࡱࢯӨʥ

■図2-13-1　久之浜町合併の変遷および久之浜町の位置図

未来へつなぐ「いわき」ものがたり

注）明＝明治、
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　村Ҭは૒
ㆵ㆟
༿
ㆰ
܊
㆏㇓
にଐし、北ڥは૒༿޿܊

ㆲ㇍
໺
ㆮ
町
ㆾㆡ
に઀しています。村Ҭの੢෦はࡾ

ㆿㆤ
৿
㇂㇊
山
㇄ㆾ
ʢඪ高ý5ý̼ʣなど

のѨ
ㆀ
෢
ㆶ
۾
ㆎㆾ
高
㆓ㆄ
地
ㆡ
が࿈なり、村Ҭのׂ̕を઎める山ྛに܎るྛ業がओ産業となっています。東方に向って

大
ㆈㆈ
ٱ
ㆲ㆕
઒
ㆉ㇏
、小

㆓
ٱ
ㆲ㆕
઒
ㆋ㇏
が୩をࠁみ、このうち大ٱ઒のࡾ

ㆿㆤ
৿
㇂㇊
ܢ
㆐ㆂ
୩
㆓ㆎ
はߚ༿時には多くのϋΠΧーが๚れました。

また、このܢ୩のग़ޱ෇ۙには਺かॴの鉱ઘがॴࡏし、౬
㇆
౬
ㆨㆄ
治
㆘
としてݹい歴史を持っています。（写

真2-14-1、 2）

　村Ҭを東へ向かうにつれて、大ٱ઒と小ٱ઒のྲྀҬԊいに平地が޿がり、平地ではҴ࡞を中心とし
た೶業がӦまれています。
　明治22ï1ÿÿ9ð年̐月に施行された「市

㆗
制
㆛ㆂ
・町
ㆡ㇇ㆄ
村
㆝㇓
制
㆛ㆂ
」ʢ「明治の大合併」と呼শʣ時には、当初のݝのܭըでは、

小
㆓
ٱ
ㆲ㆕
、大

ㆈㆈ
ٱ
ㆲ㆕
、小

ㆈ
山
㇄ㆾ
ా
ㆠ
ٱ、

ㆲ㆕
೭
ㆮ
浜
ㆯㆾ
、ా

㆟
೭
ㆮ
໢
ㆀㆿ
、ۚ

ㆉㆭ
ケ
ㆋ
୔
㆕㇏
の村ʑによる࿮組みがࣔされましたが、小ٱ、大ٱ、

小山ాの住民からはւ؛෦とは“民情がҟなる”などの理༝で３か村ݶ定による合併が要๬されまし
た。３か村の合併では、合併基४の300 ʙ ʣと基४をຬたしまࡏݱʢ明治19年12月຤ށにରし、2ý0ށ500
ͤんでしたが、ྛ業が੝んであることから、୯ಠでे෼行政ӡӦがՄೳと൑அされました。後の昭和
2ÿï1953ð年には、村৚例により村民がެ༗ྛの
経Ӧをҕୗされる΄どでした。ʢ31ϖーδをࢀরʣ

　昭和2ÿ年施行の「町
ㆡ㇇ㆄ
村
㆝㇓
合
ㆋㆣ
併
ㆺㆂ
ଅ
㆝ㆎ
進
㆗㇓
๏
ㆻㆄ
」ʢ「昭和の

大合併」と呼শʣによる町村合併ܭըでは人ޱ
ÿó000人を目҆に合併がଅ進され、大ٱ村はٱ

ㆲ㆕

೭
ㆮ
浜
ㆯㆾ
町
ㆾㆡ
޿、

ㆲ㇍
໺
ㆮ
町
ㆾㆡ
との合併がݕ౼されましたが、

。となってしまいましたࢴ໺町の൓ରによりന޿
　このとき、ٱ೭浜町と大ٱ村は̎町１村の合
併以外のબ୒ࢶがない、としたことから合併に
はࢸりまͤんでしたが、その後ྲྀҬを同͡くし

େٱଜ

■写真2-14-1　左から大久村役場、少し奥に大久公民館、右に農業倉庫、遠方
　には三森山　ʤ昭和30年代　ླ໦ढ़ࢯఏڙʥ

■写真2-14-3　久之浜海岸の高潮災害で出動する大久村消防
　団　ʤ昭和3þï19ý2ð年　長୩઒ୡ༤ࡱࢯӨʥ

■写真2-14-2　村民から
　親しまれた矢ノ目桜ʤ昭
　和30年代　ླ ໦ढ़ࢯఏڙʥ

ୈ �ষɹいわき市஀ੜへɺ��市ொଜの͋ΏΈ
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て࣍ୈに同͡歩ௐをとるようになっていきました。（写
真2-14-3ɷ5）

　大ٱ઒ྲྀҬを中心としたエϦΞは、“化石のๅݿ”
として知られ、後に新छのւཽとして「ϑλόサ΢ル
ス・スζΩΠ」のֶ名が命名された化石の生ଉ৔ॴも、
大ٱ઒でした。（写真2-14-6）

　また昭和30年代初めまで、小ن໛の炭鉱がՔಇしていました。
　合併後、他市町村のように୯ಠではなく、「ٱ

ㆲ㆕
೭
ㆮ
浜
ㆯㆾ
・大
ㆈㆈ
ٱ
ㆲ㆕
地۠」として合体することになったのは、「ެ

৬બڍ๏」に基づいたからでした。合併後、いわき市は޿Ҭであることを理༝に、旧市町村୯位で市
ٞձٞһをબग़する「小બ۠ڍ制」を࠾༻。๏
のن定に基づき人نޱ໛からࢉ定して市ٞձٞ
һの定һは4ÿ人と定められましたが、この৔合、
市ٞձٞһのબग़には旧市町村۠Ҭの人ޱよる
ൺ例഑෼が基本とされていました。しかし、ࣗ
治লの見解をরらし合わͤた結果、人ޱのগな
い旧大ٱ村ではٞ੮をಘることができない、と
いう思わぬࣄଶが生͡たことから、やむをಘず、
市ٞձのܾٞを経て、ٱ೭浜と大ٱの྆地۠を

合体さͤた「ٱ೭浜・大ٱ地۠」をઃけたのです。（写真2-14-7）

　合併લの昭和40ï19ý5ð年当時は、人2ޱóý20人、世ଳ਺509、面ੵ
3ÿõ04ὕでした。

■写真2-14-4　大久青年団による「大久傘踊り」　�
　ʤ昭和24ï1949ð年　ླ໦ٱউࢯఏڙʥ

■写真2-14-6　大久川の巨大アンモナイト発見 
　地　ʤ昭和45ï19þ0ð年11月　いわき市ࡱӨʥ

■写真2-14-5　大久川の河川砂防堤工事（大久村大字大久字番 
　屋地内）　ʤ昭和1þï1942ð年　ࠜ本重ޫࢯఏڙʥ

■写真2-14-7　合併前は「久之浜町大久村学校組合立久之
　浜第二小学校」として、久之浜町と大久村が共同で運営　
　ʤ昭和30年代　ླ໦ढ़ࢯఏڙʥ

■2-14-1　大久村合併の変遷および大久村の位置図　

未来へつなぐ「いわき」ものがたり

注）明＝明治
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未来へつなぐ「いわき」ものがたり

第 3章
い
わ
き
市

　50
年
の
あ
ゆ
み

●昭和41年～平成28年●（1966～2016）

■写真3‐中扉1　遠野町合併記念碑
　（遠野支所前）　〔平成３(1991)年　
　いわき市撮影〕

■写真3‐中扉2　市制施行1周
　年記念式典　〔昭和42(1967)　
　年11月　いわき市撮影〕

■写真3‐中扉3　市制施行5周年「市の木」発表会　〔昭 
　和46(1971)年10月　いわき市撮影〕

■写真3‐中扉4　市制
　施行10周年記念式典
　〔 昭 和51(1976)年10月
　いわき市撮影〕

■写真3‐中扉5　市制施行20周年記念事業「いわき 
　ピア,86」　〔昭和61(1986)年10月　いわき市撮影〕

■写真3‐中扉6　市制施行30周年記念式　
　典　〔平成８(1996)年10月　いわき市撮影〕

■写真3‐中扉7　市制施行
　40周年記念式典　〔平成
　18(2006)年10月　いわき市
　撮影〕

　いわき市が誕生してから、൒世لがܦちました。このؒ、೔ຊはߴ度ܦ
ࡁܦԽとࡍとその่յなど、国ؾܠ੒௕から҆ఆ੒௕΁、さらにόϒϧࡁ
の೾をજりൈ͚、またࣾձతにも、গྸߴࢠԽ、ߴ度৘ใԽの進ల、ߴ଎
ަ௨ମܥの進ちΐ͘など、໨ま͙るし͘มԽしてきました。
　いわき市に໨を͚޲てΈま͢と、୸߭のดࢁ、Ϩδϟʔ時代を捉えた؍
などのଟۀ޻ܕҰล౗から಺཮ۀ޻ܕのਰୀ、ྟւۀړ、の進లۀ࢈ޫ
༷なۀ޻΁のస׵、ۙ೥ではະી༗の౦೔ຊେ਒災と、その道のりはزଟ
の困難を৐りӽえͭͭ、時代のைྲྀを捉え発లにͭなげる೔々のੵΈॏͶ
でもありました。
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昭
和
41
、42（
１
９
６
６
、６
７
）年

ୈ �ষɹいわき市 ��೥の͋ΏΈ

いわき市開庁式
　昭和41(1966)年10月１日、14市町村が大同合併して、いわき市が誕生しました。
　新生いわき市発足に際し、市長が決まっていなかったため、旧市町村長の互選により前勿来市
長であった赤

あか
津
つ

庄
し ょ う べ い

兵衛氏が職務代理者として選ばれ、市長決定までの間、事務処理を行いました。
　ひらがなでは、青森県むつ市に次いで２番目。面積では東京都23区域の約２倍に匹

ひっ
敵
てき

する日
本最大の市域を有する市となりました。（写真3-1-1、 2）

　いわき市の開庁式は10月１日、平
たいら

市
し

民
みん

会
かい

館
かん

に関係者約700人が出席して行われました。
　照明を落とした会場では、静かな音楽とともに14の合併市町村名がライトに浮かび上がりまし
た。ふたたび照明が消えて、次いで勇壮な音楽とともに「祝いわき市開庁式」の横断幕がライト
に浮かび上がりました。
　最後に市長職務代理者・赤津庄兵衛氏が、

「明治22年町村制施行以来、長い歴史と伝統を受け継いできた常磐地方14市町村が大同合併し、
本日ここに『いわき市』として発足したことを内外に宣言する」
と新市発足宣言を行って満場の拍手を受けました。（写真3-1-3）

■写真3-1-2　平第二中学校で行われた「いわき市」誕生の人文字　夏井川や平市街北部が見えま
　す。〔昭和41(1966)年10月　産経新聞撮影〕

■写真3-1-3　市長職
　務代理者の赤津庄兵
　衛氏が新市発足宣言
　〔昭和41(1966)年10月
　いわき市撮影〕

■写真3-1-1　田人村合併記念碑（田人支所前）　
　〔平成３(1991)年10月いわき市撮影〕
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未来へつなぐ「いわき」ものがたり

いわき市誕生記念式典
　市長職務代理者の赤津庄兵衛氏による市発足後の事務処理を経て、昭和41年10月20日に市長選挙が行
われ、前平市長の大

おお
和
わ

田
だ

弥
や

一
いち

氏が当選し、初代市長に就任しました。
　昭和42(1967)年３月30日には、待望の14市町村合併いわき市誕生記念式典が平市民会館で開催。沿道
で旗を振る市民の皆さんの声援を受け、中学・高校生による市内７方部からの聖火リレーや陸上自衛隊松
戸女子鼓笛隊による行進およびドリル演奏などが新市誕生に花を添えました。（写真3-1-4〜7）

■写真3-1-4　平市民会館前で陸上自衛隊郡山音楽隊などのエールを受ける大和田市長　〔昭和42(1967)年
　３月　いわき市撮影〕

■写真3-1-5　新市誕生を祝い、聖火リレーに応援を送
　る沿道の市民　〔昭和42(1967)年３月　いわき市撮影〕

■写真3-1-6　式典会場入口では地区別に受け付け　　
　〔昭和42(1967)年３月　いわき市撮影〕

■写真3-1-7　平市民会館で行われた「いわき市誕生記
　念式典」　〔昭和42(1967)年３月　いわき市撮影〕
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ୈ �ষɹいわき市 ��೥の͋ΏΈ

　ত࿨ûù೥݄̏ú÷೔、øû市ொଜ߹ซいわき市誕生ه೦ࣜయの開࠵にࡍし、
தֶɾߍߴ生にΑる市಺̓ํ෦からの੟ՐϦϨʔがߦわれ、Ԋ道の人とض
の೾が৽市の誕生をॕいました。

■写真3-1-8 大久川の田仲橋

■写真3-1-9 久之浜市街の中継点

■写真3-1-10　波立海岸

■写真3-1-11　夏井川渓谷と磐越東線

■写真3-1-13　三和支所前

■写真3-1-14　好間市街

■写真3-1-16　遠野町柿ノ沢橋

■写真3-1-17　遠野町皿貝付近

■写真3-1-12　平平窪

■写真3-1-15　田人支所前

■図3-1-1　
　聖火リレーの
　コース順

田　人

三　和

川　前

大　久
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■写真3-1-18　旧浜街道

■写真3-1-20　沿道から盛んな応援

■写真3-1-21　内郷市街

■写真3-1-22　植田町本町通り
■写真3-1-23　パレード（平駅前大通り）

■写真3-1-24　リレー・ランナー（遠野町）

■写真3-1-25　連絡車（四倉町）

■写真3-1-26　パレード（小名浜本町通り）

■写真3-1-19　市誕生記念式典会場の平市民会館で聖火リレーが合流

合併を記念して

市内各地区を

　聖火リレー

合併を記念して

市内各地区を

　聖火リレー

小名浜

勿　来
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IWAKI　　　市章、市歌の制定昭42
（1967）

౎市ͷج൫ͮ Γ͘ͱ
՝୊ʹରԠٸۓɺަ௨ͷ֐ެ

昭
和
41（
１
９
６
６
）年
〜
45（
１
９
７
０
）年

2
　いわき市が誕生した昭和41(1966)年、豊かさの象徴としてカラーテレビ、カー (車)、クーラーの新三種
の神器、いわゆる“3C”がもてはやされた時代でした。海外旅行が自由化され、昭和30年代から続い
た高度経済成長はとどまるところを知らず、昭和44(1969)年、日本のGNP（国民総生産）はアメリカに次
ぎ西側諸国で第２位と発表されました。
　いわき市は大同合併という大きな事業を成し遂げたものの、すべてが混

こん
沌
とん

のなかにあり、旧市町村の
制度を「市財政経過措置期間（タッチゾーン）」（合併時～昭和44年3月）内に統一することはもちろん、急速な
経済発展を遂げ市民に豊かさをもたらす一方でひずみとなってあらわれた公害問題の解決、自動車の急
速な普及に伴う交通事故の多発という、それぞれ全国の都市が抱える課題について、いわき市も立ち向
かわなければなりませんでした。
　一方、新市の各地区を短時間で結ぶ道路の整備を進めるとともに、昭和45(1970)年にはいわき市の大
動脈となる国道６号常磐バイパスが起工されました。
　この時期は、各旧市町村で行われていた組織や会議がいわき市として一本化され、それぞれの分野
で新たなスタートが切られました。

　市は昭和42(1967)年11月３日に開催した市制施行１周年記念式典において、市章と市歌を発表しま

した。

　市章については1,484点の応募のなかから昭和42年８月に決定。市歌のうち、作詞については360

点の応募のなかから選ばれた作品を、市内小川町出身の詩人・草野心平氏が補作して完成させました。

作曲については、昭和42年10月に、寄せられた427点のなかから、市内小名浜出身の小林研一郎氏（現

在は日本を代表する指揮者）の作品に決定し、作曲家の渡辺浦人氏が補作しました。

■写真3-2-1　式典で歌唱指導をする歌手の 
　藤山一郎氏　〔昭和42(1967)年11月　いわ
　き市撮影〕

■写真3-2-2　いわき市章・市歌の募集に寄せられた作品　〔昭和42(1967)年
　いわき市　撮影〕

ᶃ

②
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未来へつなぐ「いわき」ものがたり

IWAKI　　　　公害防止に対応昭42～47
（1967～72）

　昭和30年代、高度経済成長により日本は驚異的な経済
発展を遂げ、国民に豊かさをもたらしましたが、一方で公
害問題というひずみを生み、いわき市においても社会的課
題となりました。
　市は公害問題に積極的に取り組むため、まず昭和
42(1967)年７月、市公害対策審議委員会を発足させ、公
害防止へ向けた第一歩を踏み出しました。翌年には公害モ
ニター制度を創設。さらに昭和45(1970)年には市内の主要
12社と公害防止協定を結ぶとともに、昭和46(1971)年11月
には市公害防止条例を施行。昭和47(1972)年１月に公害
対策センターを設置して大気汚染の常時監視体制を確立
しました。

ø÷݄̍೔ɹいわき市誕生ɾ開庁式

ɹɹù÷೔ɹ市௕બڍɺॳ୅市௕ʹେ

ɹɹɹɹɹ和田໻Ұࢯ

øø݄ùø೔ɹ৽市ॳٞձ	ٞһ਺úúú人


ɹɹɹɹɹΛ開࠵ᶉ

݄̍ø÷೔ɹখ໊඿͕ߓʮಛఆߓʯʹࢦఆ

ɹɹɹɹɹʢত和ûù೥�݄�೔ॕլձ
ᶇ

݄̎̕೔ɹৗ൬市ຽձ館͕׬੒

݄̏̍೔ɹ৽ࠃಓ̒߸͕શ໘開௨

ɹɹú÷೔ɹ市誕生記念式典Λߦڍ

݄̑ùû೔ɹୈ�ճҠಈ市໾ॴΛ開࠵

݄̓ùü೔ɹ市ެ֐ରࡦ৹ٞҕһձΛઃஔᶅᶆ

݄̕ùù೔ɹަ௨҆શ౎市એݴΛ੍ఆ

ø÷݄̍೔ɹ市ষɺ市Վͷ੍ఆᶃᶄ

ɹɹù÷೔ɹୈ̍ճ市ަ௨҆શ市ຽେձΛ開࠵

øø݄̏೔ɹ市੍̍ߦࢪप೥記念式典Λߦڍ

݄̓̑೔ɹੴ୸߭ݐ࠶ۀ੔උྟ࣌ાஔ๏͕ެ෍ɾߦࢪ

݄̔̏೔ɹެ֐ରجࡦຊ๏͕ެ෍ɾߦࢪ

݄̑øþ೔ɹ໪དྷ市ຽձ館͕མ੒

݄̒̍೔ɹެ֐Ϟχλʔ੍౓Λ૑ઃ

݄̓ù÷೔ɹୈ̍ճ市εϙʔπେձΛ開࠵

݄̎̕೔ɹ໌Δ͘ਖ਼͠いબڍਪਐ౎市એݴΛ੍ఆ

ø÷݄̒೔ɹཽڪͷԽੴ͕େٱொͰൃݟ	ޙͷϑλόεζΩϦϡ΢


ɹɹøù೔ɹ市ٞձٞһûÿ人	øúબ۠ڍ
ʹΑΔ市ٞձΛ開࠵ᶊ

ø÷݄ʵɹɹ市࿝人Ոఉไ࢓һ੍౓Λ૑ઃᶈ

݄̒ø÷೔ɹେؾԚછ๷ࢭ๏ɾ૽Ի੍ن๏֤๏͕ެ෍

ɹɹɹɹɹ	øù݄̍೔ߦࢪ


݄̍ù÷೔ɹத田ԣ͕݀ൃݟ	ࢦࠃʹޙఆ࢙੻
ᶍ

݄̎ʵɹɹ市্ਫಓ͕ۀࣄ૑ઃڐՄ

ত࿨41ï1Ā66ð೥

ত࿨42ï1Ā6þð೥

ত࿨4úï1Ā6ÿð೥

ত࿨44ï1Ā6Āð೥

■写真3-2-3　市公害対策審議委員会を設置　 
　〔昭和42(1967)年７月　いわき市撮影〕

■写真3-2-4　公害対策センターが開所（小名浜大原）　〔昭和47 
　(1972)年　いわき市撮影〕

■写真3-2-5　小名浜港の特
　定港指定を祝う船上パレー
　ド放水　〔昭和42(1967)年
　２月　いわき市撮影〕

■写真3-2-6　市老人家庭奉仕員事業　〔昭和49(1974)
　年４月　いわき市撮影〕
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IWAKI　　　　道路整備と交通事故防止に全力昭43~45
（1968~70）

　いわき市合併直後、特例により旧14市町村の旧議員がそのまま新市の議員となったため、議員数は333人
という日本一のマンモス市議会を構成することになり、話題を集めました。当時、市庁舎はもちろん、市議
会を開催する議場もなく、やむを得ず平市民会館に会場を設けました。
　昭和43(1968)年市議会３月定例会では、新たな市議会議員を選出するための選挙区を13と決めました。さ
らに、同年９月の市議会議員選挙により、48人の市議会議員が選ばれ、新市議会は10月１日に発足しました。
これにより全国的にも例のないマンモス市議会は姿を消すことになりました。
　その後、市議会は昭和47(1972)年に13選挙区から12選挙区へ、昭和59(1984)年には６選挙区へ、さらに
平成４(1992)年には全市１選挙区で選ばれる現体制に変わりました。

■写真3-2-7　平市民会館で行われた、初の市議会　〔昭和41
　(1966)年11月　いわき市撮影〕

■写真3-2-8　平支所で行われた48人による初めての
　市議会　〔昭和43(1968)年10月　いわき市撮影〕

　昭和30年代から、高度経済成長を背景に人・物の移動が活発となり、経済的な発展が著しく進みました。
このなかで貨物自動車は産業の発展に欠かせない存在となり、市民にとっても自家用車（マイカー）を保有す
ることが豊かさの象徴となりました。
　反面、このひずみも生まれました。道路は、自家用車や輸送機関としての役割を担うトラックなどで占め
られ、交通事故の多発という社会現象を生み出したのです。
　交通事故による死者は増加の一途をたどり、昭和40年前後、全国の歩行者と自動車の人身事故は、死者
全体の4割を占めるという深刻な事態となり、いわき市でも事故が増加していきました。
　いわき市ではこの事態に対応し、歩行者の保護誘導にあたる、市交通指導員制度を昭和42(1967)年４月に
発足させました。次いで同年４月には市交通安全対策協議会を設立するとともに交通事故などの相談窓口とし
て、８月から交通相談所を開設しました。市議会９月定例会においては、交通安全都市宣言を制定しました。
　こうした努力が実を結び、いわき市における交通事故死亡者は全国的推移と同様に、昭和45(1970)年に
ピークの88人を記録しましたが、その後減少傾向にあります。
　一方、都市部をつないでいた国道６号における交通渋滞を緩和し、事故を減らすための施策として昭和
39(1964)年に常磐バイパスが計画されました。昭和45年10月には、待望の起工式が植田町渋

しぶ
川
かわ

地内で行わ
れ、以来延長27.7㎞に及ぶ大動脈建設が進ちょくしました。

■写真3-2-9　常磐バイパス渋川橋の架橋工事　〔昭和45(1970) 
　年11月　いわき市撮影〕

■写真3-2-10　交通安
　全の大切さを子ども
　に教える市婦人交通
　巡視員　〔昭和46
　(1971)年２月　いわき
　市撮影〕

⑦ ᶊ
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未来へつなぐ「いわき」ものがたり

݄̏úø೔ɹ市ࡒ੓ܦաાஔؒظ	λο

ɹɹɹɹɹνκʔϯ
͕ऴྃ

݄̐ùĀ೔ɹ市਎ମোऀ֐Ոఉไ࢓һ�����

ɹɹɹɹɹۀࣄΛ開࢝

݄̒̎೔���ެ֐ύτϩʔϧୂΛઃஔ

ø÷݄̍೔ɹୈ̍ճ市੓ޭ࿑ऀදজ式

ɹɹɹɹɹΛߦڍ

ɹɹ̍೔ɹ市ͶͨきΓ࿝人Ոఉไ࢓һ੍౓Λ૑ઃ

øø݄̍೔ɹୈ̍ճ市ຽจԽࡇΛ開࠵	ʙøù݄�೔


ɹɹøĀ೔ɹୈ̍ճ市ۀ࢈จԽࡇΛ開࠵	ʙøø݄ùø೔
ᶎ

݄̑ùú೔ɹ੓෎͕ॳͷʮެ֐നॻʯΛൃද

݄̒ø÷೔ɹاࡁܦը庁͕೔ຊͷࠃຽ૯生͕࢈੢ଆॾࠃͰୈ̎Ґͱ

ɹɹɹɹɹൃද

݄̎̑೔ɹফ๷ຊ෦ʹྩࢦٸٹηϯλʔΛ開ઃᶐ

݄̐ùÿ೔ɹࠃಓûĀ߸いわきʵ͕ࢁ܊શ௨

݄̓øø೔ɹ市಺̓ࣾͱॳͷެ֐๷ڠࢭఆΛక݁

݄̍̕೔ɹࠃอ८ճ਍ྍंͷӡߦΛ開࢝ᶏ

ø÷݄ùÿ೔ɹৗ൬όΠύε	ࠃಓ̒߸
式ᶋ޻ى

ø÷݄ʵɹɹৗ൬ࣗಈंಓݐઃଅਐいわき市ظ੒ձ͕ൃ଍

øø݄̍೔ɹ三和தֶߍͳͲͰౙ੍ࣷ॓دق౓Λ開࢝ᶑ

øù݄øü೔ɹ市්人ަ௨८ࢹһΛ഑ஔᶌ

øù݄ùü೔ɹվਖ਼େؾԚછ๷ࢭ๏ͳͲެ܎ؔ֐øû๏͕ެ෍

ত࿨45ï1Āþ0ð೥

■写真3-2-11　平沼ノ内地内の県道開削中に横穴（後に中田横穴と命名） 
　が発見　〔昭和44(1969)年１月　いわき市撮影〕

■写真3-2-12　初めての市産業文化祭を平市民会館などで開催
　〔昭和44(1969)年11月　いわき市撮影〕

■写真3-2-13　国保巡回診療車を運行（三和町合戸 
　地内）　〔昭和45(1970)年９月　いわき市撮影〕

■写真3-2-14　市消防本部司令部を市政モニターが「みてある
　記」　〔昭和47(1972)年７月　いわき市撮影〕

■写真3-2-15　戸渡地区からの通学者を対象とした、小川中学校の寄宿舎 
　「山ゆり寮」　〔昭和50(1975)年　いわき市撮影〕

⑭

⑮

⑬

⑫
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஍Ҭ͕ࡁܦେ͖͘ มಈ͢Δͳ͔ɺ
ண࣮ʹ市ிࣷɺจԽηϯλʔͳͲΛݐઃ

昭
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46（
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）年
〜
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１
９
７
５
）年

3
　この時期は、日本経済の大きな転換期となりました。昭和46(1971)年８月のドルショック、１ド
ル＝360円から変動相場制への移行によりインフレ高進と地価高騰が進行し、昭和48(1973)年秋に
起こった石油危機により経済の拡大は根底から崩れました。さらに物不足パニックと狂乱物価が全
国に波及し、高度経済成長の終わりを迎えることとなりました。
　いわき市においては、これまで地域経済を支えてきた常

じょう
磐
ばん

炭
たん

礦
こう

磐
いわ

城
き

礦
こうぎょうしょ

業所の閉山に直面し、失業
問題、人口の流出、経済活動の低迷など大きな課題を抱え、諸問題の解決に当たらなければなりま
せんでした。
　また、新市の新しい顔となる市庁舎は、新市発足のための事業が一段落した昭和48年に落成し、
市は新しい第１歩を築きました。
　昭和46年３月には、市の未来像を「明るく、住みよい、豊かな都市」とする、いわき市総合開発
計画基本構想を策定し、多核的総合都市の建設をめざした各種施策を進めました。

IWAKI　　　常磐炭礦磐城礦業所が閉山昭46
（1971）

　昭和46(1971)年１月の常磐炭礦磐城礦業所閉山発表は、石炭産業は斜陽といわれていたものの、“まさか、
常磐炭礦が閉山するとは”という衝撃で市全体に伝わりました。
　昭和46年４月29日の閉山により離職者は4,600人余を数え、家族を加えると１万人以上に達することにな
ります。炭鉱はもちろん、商工関係者や市、市議会関係者などが地元企業を中心に、離職者の就労を働き
かけた結果、大半は再就職の道を得ることができました。また常磐炭礦も離職者のうち900人を再雇用し、
常磐炭礦西

せい
部
ぶ

礦
こうぎょうしょ

業所を設立して、大量離職の緩和を図りました。この結果、その７割が地元に残ることが
できました。
　その西部礦業所も昭和51(1976)年９月に閉山となり、いわき地方における120年にわたる石炭採掘の歴史
の幕を閉じました。

■写真3-3-1　常磐炭礦磐城礦業所全景　 
　写真右上は常磐線。　〔昭和37(1962)年
　常磐市撮影〕

■写真 3-3-2　常磐炭礦西部礦業所における最後の採炭　〔昭
　和51(1976)年８月　いわき市撮影〕

②
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未来へつなぐ「いわき」ものがたり

݄̎ʵɹɹ市಺ॳͷ਎ମো͚޲ऀ֐

ɹɹɹɹɹ市Ӧॅ୐͕ॡ޻

݄̏øĀ೔ɹ市૯߹開ൃܭըجຊߏ૝

ɹɹɹɹɹΛࡦఆ

ɹɹùü೔ɹいわき཮্ٕڝ৔͕མ੒

ɹɹɹɹɹ	݄̑̏೔いわき཮্ٕڝେձ
ᶅ

݄̏ʵɹɹいわきχϡʔλ΢ϯݐઃߏ૝Λൃද

݄̐ùĀ೔ɹৗ൬୸ᛝ൬৓ᛝۀॴ͕ดࢁᶃᶄ

݄̔øÿ೔ɹ൬৓͕ߍߴશߴࠃ౳ֶߍ໺ٿબखݖେձͰ४༏উɻ

ɹɹɹɹɹ市಺ΛύϨʔυᶇ

ø÷݄̍೔ɹ市੍̑ߦࢪप೥記念	市ͷ໦ʮ͘Ζ·ͭʯΛ੍ఆ
ᶏ

ɹɹøù೔ɹୈ̍ճ市ຽඒज़లཡձΛ開࠵	ʙø÷݄øü೔


ɹɹøÿ೔ɹ市େֶ༠கظ੒ಉໍձΛઃஔ

݄̓øü೔ɹχΫιϯେ౷ྖ͕υϧ๷ӴાஔΛൃදɻԁ੾Γ্͛΁

ɹɹɹɹɹ	υϧɾγϣοΫ


݄̍̍೔ɹݝɾ市ެ֐ରࡦηϯλʔΛ開ॴ

݄̐̍೔ɹ市ফ๷ஂ͕ൃ଍	ஂຊ෦ɺøûஂࢧ
ᶈ

ø÷݄ùû೔ɹいわき市͕ʮ࠶ۀ޻഑ஔଅਐ๏ʹͮ͘ج༠ಋ஍Ҭʯ

ɹɹɹɹɹʹࢦఆ

øù݄ù÷೔ɹৗ൬όΠύε	໪དྷொ࢛୔ʵߙࠤொ
͕開௨

݄̒øø೔ɹ೔ຊྻౡվ଄࿦͕ൃද

݄̏̑೔ɹ市ͷҰ෦஍Ҭ͕ࢁଜৼڵ๏ʹͮ͘جৼࢁڵଜ஍Ҭʹ

ɹɹɹɹɹࢦఆ

ɹɹù÷೔ɹ৽市庁͕ࣷམ੒ᶉᶊ

ɹɹù÷೔ɹ市ͷՖʮͭͭ͡ʯΛ੍ఆᶎ

݄̐̍೔ɹΧφϯଜ	෱ࢱͷଜ
͕開ଜ

݄̓ùĀ೔ɹฏӺϏϧ	ѪশϠϯϠϯ
͕མ੒

݄̎øû೔ɹԁ͕มಈ૬৔੍΁Ҡߦ

ø÷݄ùú೔ɹର೔ݪ༉Ձ͕֨ú÷�஋্͛௨ࠂɻੴ༉ػةᶒ

ত࿨46ï1Āþ1ð೥

ত࿨4þï1Āþ2ð೥

ত࿨4ÿï1Āþúð೥

■写真3-3-6　市消防団（団本部、14支団）として初めての市
　消防団春季検閲式　〔昭和47(1972)年４月　いわき市撮影〕

■写真3-3-3　いわき陸上競技場が落成　〔昭和46(1971)年５月　いわき市
　撮影〕

■写真3-3-4　四倉こどもの村が開設（昭和49年5月）　〔昭和　
　56(1981)年５月　いわき市撮影〕

■写真3-3-5　県立磐城高校が第53回全国高等学校野球選手
　権大会で準優勝　〔昭和46(1971)年８月　いわき市撮影〕

③
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（1973）
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IWAKI　　　市文化センターが完成昭50
（1975）

　合併時から懸案となっていた新市庁舎の建設は、市民に直接役立つ施設の建設事業を優先したため、財
政経過措置期間（タッチゾーン）の切れる、昭和44(1969)年３月31日以降、具体的な検討に入りました。
　新市の本庁舎の位置については、市議会の庁舎建設調査特別委員会で、慎重に検討が重ねられ３候補
地のなかから「仮庁舎付近」の案が適切であることを決定。昭和45(1970)年２月臨時会で、新庁舎は正式
に仮庁舎の道路を隔てた隣側の県立平工業高等学校校地およびその周辺と正式に決まりました。
　昭和48(1973)年３月に落成した新庁舎は地下１階、地上８階（塔屋２階）建てで、床面積約２万3,300㎡、
一番高い所で約38m、議会棟は別棟の２階建てという近代的な建物となりました。
　新市庁舎完成を記念して、市の花「つつじ」を制定したのもこの時期でした。

■写真3-3-7　新庁舎が完成するまで、仮庁舎として 
　利用された旧平商業高校の施設　〔昭和44(1969)　
　年９月　いわき市撮影〕

■写真3-3-8　旧平工業高校跡地に完成した新市庁舎　新市庁 
　舎の左側に仮庁舎が見えます。〔昭和48(1973)年　いわき市撮
　影〕

　昭和44(1969)年11月に第１回いわき市文化祭が開催されて以来、市民の文化活動は大いに盛がり上り、
市民の間からは活動できる施設がぜひとも必要という声があがっていました。
　市は旧平支所の約5,600㎡の敷地を対象として、文化行政の充実を図るとともに、利用する市民にとっ
て便利な複合施設づくりを検討。文化センターを社会教育・文化の総合的な施設と位置づけ、文化ホール、
中央公民館、中央図書館、児童科学館などを併合した複合施設のセンターとする方針が決まりました。
　建物は昭和48(1973)年度から建設され、文化の殿堂にふさわしく白亜の壁が施された地下１階、地上６
階（塔屋２階）規模で、身体障害者への配慮から玄関にはスロープの設備を整え、昭和50(1975)年５月２日、
待望のオープンとなりました。

■写真3-3-10　夢
　を育てる児童科
　 学 館　〔 昭 和50
　(1975)年　いわき
　市撮影〕

■写真3-3-9　旧平支所跡地に建設され
　た市文化センター　〔昭和50(1975)年　
　いわき市撮影〕　

⑦
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■写真3-3-11　石森山生活環境保全林が落成  その後、自然休養村に指定 
　されました。　〔昭和50(1975)年10月　いわき市撮影〕

■写真3-3-12　新市庁舎落成を記念
　して、市の花「つつじ」を制定（昭
　和48年3月）　〔平成22(2010)年５月
　いわき市撮影〕

■写真3-3-13　市制施行５周年を
　記念して市の木「くろまつ」を制
　定　〔昭和46(1971)年10月　いわ
　き市撮影〕　

■写真3-3-14　ねたきり老人入浴奉仕事業を開始　〔昭和49
　(1974)年５月　いわき市撮影〕

■写真3-3-15　内郷白
　水町の身体障害者向
　け住宅が完成　市は
　昭和49年6月に身体障
　害者福祉モデル都市
　宣言を制定しました。
　〔昭和48(1973)年１月
　いわき市撮影〕

■写真3-3-16　第一次石油危機が市民生活に影響　
　〔昭和48(1973)年12月　いわき市撮影〕

⑪
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4
　この時期、経済の低成長期を迎えましたが、一方でより一層の技術革新が促され、昭和55(1980)年
には日本の自動車生産台数は、アメリカを抜いて世界一となりました。
　いわき市は、昭和52(1977)年の漁業専管水域の200海里実施、昭和54(1979)年の第２次石油危機の直
撃を受け、それぞれ北洋サケ・マス漁業と小名浜臨海工業地帯がその存続を危ぶまれましたが、市民
のたゆまぬ努力と英知によりこの危機を脱し、活路を切り拓いてきました。
　昭和53(1978)年６月には社会経済情勢などの変化に伴い、昭和46(1971)年３月に策定した「いわき市
総合開発計画」を見直した「第２次いわき市総合計画基本構想」を策定。人間性豊かな福祉社会の実
現を基本理念に、市の都市像を「明るく、住みよい、豊かないわき市」として、魅力ある都市づくりを
めざしました。

IWAKI　　　北洋サケ・マス漁業が制限昭52
（1977）

　昭和50年代初頭、獲る漁業の転換期となるような出来事が起こりました。海に接する世界各国が競って
200海里の漁業専管水域を設定するようになったのです。沿岸12海里以遠の公海自由の原則を主張し、各国
との漁業協定により世界の海で漁業を営んでいた日本にとって、大きな波紋を投げかけられることになりまし
た。
　北洋漁業の海域となるソ連も、200海里漁業水域を設定。これにより、市内の北転船と北洋サケ・マス
漁業が影響を受けることになり、さらに水産加工など関連産業を含め影響は広範に及ぶと予測され、大き
な衝撃となって伝えられました。このため、市は昭和52(1977)年２月、市200海里漁業専管水域対策協議会
を設置。さらに、休漁船乗組員の緊急就労対策などを講じるため、同年５月には、市200海里漁業対策本
部を設置しました。
　しかし日本は200海里漁業水域を認めざるを得ず、市内の母船式サケ・マス操業隻数は、昭和51(1976)年
の58隻から昭和52年には28隻と制限。その後もソ連から漁業協力費の負担や漁場の制限、漁獲割当量の減、
さらには漁業を巡る国際法の変化や国内における“魚離れ”、乗組員不足や就労者の高齢化などの要因も重
なり、年々その厳しさを増していきました。

■写真3-4-1　不安のなか、北洋サケ・マス漁業船団
　の出漁準備　〔昭和52(1977)年　いわき市撮影〕

■写真3-4-2　北洋サケ・マス漁業船団の出航（江名港）　大勢
　の人に見送られて出航しました。　〔昭和57(1982)年５月　いわ
　き市撮影〕

①
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IWAKI　　　
      市中央卸売市場を開設

昭52（1977）

　公設卸売市場の開設については合併当初より課題となっ
ており、消費の拡大とともに集団化による産地の確立や価
格安定、輸送コストの軽減を目的とした流通機能の整備は
急務であり、その拠点づくりの要望が高まっていました。
　昭和46(1971)年には「卸売市場法」が公布され、人口
20万人以上の地方公共団体における中央卸売市場の開設
が可能となったため、市は市内に点在していた青果物12社、
水産物6社の各民設市場を集約し、昭和52(1977)年8月、
国の開設認可を受け、同年9月に鹿島町鹿島1番地におい
て、市中央卸売市場(青果部、水産物部)の業務を開始しま
した。敷地面積20万9,167㎡、東京ドームの約4.5倍の敷
地に卸・仲卸売場、冷蔵庫、管理事務所などを備え、延
べ床面積は2万7,043㎡という大規模なものでした。
　その後、「花き部」については、昭和62(1987)年12月に
スタートしましたが、平成28(2016)年4月には地方卸売市
場に転換し、新たに「いわき市公設地方卸売市場」として
業務を開始しました。

■写真3-4-4　数々の文学賞 
　を受賞した吉野せい氏　功
　績を称え、昭和53年に「吉
　野せい賞」が制定されまし
　た。〔昭和52(1977)年11月
　いわき市撮影〕　

■写真3-4-5　福祉電話制度を設置　
　〔昭和51(1976)年１月　いわき市撮　
　影〕

■写真3-4-3　「市中央卸売市場」が開場　〔昭和52(1977)年
　９月　いわき市撮影〕　

③

④
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　白水阿弥陀堂が平安時代後期に建造された貴重な文化遺産として一般的に知られるようになったのは、明
治35(1902)年の学術報告によるもので、同年７月に古社寺保存法により特別保護建造物に、昭和４(1929)
年３月に国宝保存法の制定により国宝に、さらに昭和27(1952)年３月には文化財保護法に基づく国宝に、そ
れぞれ指定されました。
　昭和36(1961)年２月、池の一部が発見されたことから、その規模や価値を調査した結果、阿弥陀堂は池
を前に配置して建立されていたことや橋跡などの存在が明らかとなり、浄土式庭園として考えられる阿弥陀
堂を中心とする24万3669㎡の土地が白水阿弥陀堂境域として、昭和41(1966)年９月、国の史跡に指定されま
した。
　市は、これを契機に昭和42(1967)年から往時の姿に復元整備する計画を立て、指定地内の公有化を進め
るとともに東西の池を復元し、さらに中島に架かる橋を建設。この周辺整備により、建造物と庭園とが一
体となって構成された往時の姿を復元し、昭和53(1978)年５月には復元橋の渡り初め式を行いました。
　その後、昭和60(1985)年度まで周辺部分の発掘調査を行い、さらに園路広場、休憩所を敷設し、整備事
業は平成５(1993)年度をもって完了しました。

■写真3-4-9　白水阿弥陀堂境域の復元事業完成を祝って、南
　橋・北橋の渡り初め　〔昭和53(1978)年５月　いわき市撮影〕

■写真3-4-6　「平競輪場」が改築　〔昭和52(1977)年８月　い 
　わき市撮影〕　

■写真3-4-7　「いわき中央牧場」が田人町黒田に開場　〔昭和
　55(1980)年８月　いわき市撮影〕

■写真3-4-8　泉駅前に市内初の自転車駐輪場を設置　〔昭和52
　(1977)年４月　いわき市撮影〕

■写真3-4-10　白水阿
　弥陀堂境域復元事業
　〔昭和48(1973)年　い
　わき市撮影〕
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■写真3-4-11　水道事業の進ちょくで、給水区域が拡大（渡辺小学
　校）　〔昭和57(1982)年７月　いわき市撮影〕

■写真3-4-12　三崎公園に「三崎潮見台」が完成　〔昭和53
　(1978)年７月　いわき市撮影〕　

■写真3-4-13　「いわき好間中核工業団地」が起工
　〔昭和55(1980)年12月　いわき市撮影〕

■写真3-4-14　「いわきニュータウン」が起工　〔昭和54(1979) 
　年３月　いわき市撮影〕

■写真3-4-15　市制施行10周年を記念して「いわき市民憲章」 
　を制定　〔昭和51(1976)年10月　長谷川達雄氏撮影〕
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�
　ソ連のアフガニスタン侵攻、大韓航空機撃墜など国際情勢の不安は高まり、昭和55(1980)年にモスク
ワ、昭和59(1984)年にロサンゼルスで開催されたオリンピックは、それぞれ西側諸国、東側諸国の不参
加となり、新しい冷戦時代を象徴する出来事となりました。
　日本においては円高の進行にもかかわらず、国際競争力の強化と輸出の急増により貿易黒字が増え、
外国との摩擦が激化しました。
　いわき市は国の新しい工業再配置促進政策に対応し、電気・精密機械を中心としたいわき好間中核
工業団地などを開発するとともに、観光・文化面でも意を注ぎ、いこいの里・川前鬼

おに
ヶ
が

城
じょう

（現いわきの里鬼ヶ

城）やいわきマリンタワー、市石炭・化石館、市立美術館を完成させました。
　昭和60(1985)年には、伸びゆくいわきのニュープランとして、「緑と活力に満ちた広域産業文化都市」
を目標に、本市の持つ豊かな自然、多彩な産業などの地域条件を活用した、まちづくりの施策をスター
トさせました。

IWAKI　　　いわきニュータウンを分譲昭57
（1982）

　日本におけるニュータウンづくりは都市の人口過密を分散させて、良い環境を創り出すために進められた
ものですが、いわき市の場合は、石炭産業の斜陽化という状況をふまえ、新しい産業の拠点となる工業団
地の設置とこれに見合った快適な環境のニュータウンづくり、という側面を持っていました。
　いわきニュータウンの場所は主要地方道小名浜－平線（通称・鹿島街道）の東側の丘陵地帯、総面積
530haに及ぶ地域で、昭和47(1972)年７月に「いわきニュータウン基本計画」が策定されました。昭和
51(1976)年３月には事業認可を受け、地域振興整備公団事業として採択され、昭和54(1979)年３月に起工
式が行われました。
　住宅団地の分譲は昭和57(1982)年９月から開始され、平成８(1996)年には１万人を超え、小・中学校、高
校、いわき明星大学の教育施設や、市中央台市民サービスセンターなど公共施設のほか、県立いわき公園
をはじめとする緑地面積は全体の３分の１を占めており、ゆとりある生活環境を演出しています。

■写真3-5-1　本庁舎におけるいわきニュータウン分
　譲受付　〔昭和57(1982)年10月　いわき市撮影〕

■写真3-5-2　北方から見るいわきニュータウン　〔平成26(2014)
　年12月　いわき市撮影〕

① ②
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݄̎ø÷೔ɹ市๺෦ਗ਼૟ηϯλʔ͕མ

ɹɹɹɹɹ੒ᶔ

݄̐̍೔ɹ͝Έͷ෼ผऩूΛ࣮ࢪ

ɹɹ̐೔ɹϨϯΨ௨Γ͕開௨

ɹɹùû೔ɹいわきɾ෱ౡɾೆཅ͕ؒࠃಓúĀĀ߸ʹঢ֨

ø÷݄̐೔ɹいわき͓ͲΓΛൃද

݄̒øø೔ɹୈøùظதԝڭҭ৹ٞձ͕ʮ生֔ڭҭʹͭいͯʯ

ɹɹɹɹɹ౴ਃ

ø÷݄ú÷೔ɹॳͷࣸਅि͕ࢽץ૑ץ

݄̍ø÷೔ɹ市ཱ૯߹ମҭ館͕མ੒ᶆ

݄̐øù೔ɹ市්人໛ٖٞձΛ開࠵

ɹɹøü೔ɹ෡ॱ市ͱ༑޷౎市క݁ௐҹ式Λߦڍ

݄̑ùü೔ɹय़ͷいわきͷ·ͪΛきれいʹ͢Δ市ຽ૯͙ΔΈ

ɹɹɹɹɹӡಈΛ࣮ࢪ

݄̕ùþ೔ɹいわきχϡʔλ΢ϯͷ୐஍෼ৡ͕開࢝ᶃᶄ

݄̐̍೔ɹ৽՟ฎü÷÷ԁߗ՟͕ൃߦ

݄̔øþ೔ɹ࿝人อ݈๏͕ެ෍	ত和üÿ೥݄̎̍೔ߦࢪ


݄̏ùù೔ɹ市಺ਫಓװઢ഑؅͕઀ଓ௨ਫ

݄̐̍೔ɹʮ̍ɾø÷ɾ̍ӡಈʯΛਪਐᶐ

ɹɹ̍೔ɹ�øùڠޫ؍ձ͕౷߹͠ɺいわき市ڠޫ؍ձ͕ൃ଍

݄̒ùø೔ɹୈ̍ճϛεいわきίϯςετΛ開࠵ᶅ

݄̓̎೔ɹ໊༪市ຽʹ市ཱ૯߹൬৓ཱڞපӃ໊༪Ӄ௕ɾി

ɹɹɹɹɹࢁ༃෉ࢯᶈ

݄̓ʵɹɹ市ཱখɾதֶߍϓʔϧอ༗཰ø÷÷�Λୡ੒ᶏ

݄̔̍೔ɹফ๷ຊ෦ɾฏফ๷ॺ౷߹庁ࣷͰۀ຿Λ開࢝ᶍ

ø÷݄ù÷೔ɹ࢛࣌μϜ͕ॡ޻ᶎ

ɹɹùþ೔ɹখ໊඿ߓϙʔτΞΠϥϯυݐઃ͕޻ى

݄̓øü೔ɹϑΝϛϦʔίϯϐϡʔλʔ͕ొ৔

øø݄̍೔ɹαϥ੍ۚ̎ن๏͕ߦࢪ

ত࿨56ï1Āÿ1ð೥

ত࿨5þï1Āÿ2ð೥

ত࿨5ÿï1Āÿúð೥

IWAKI　　　   石炭・化石館がオープン昭59（1984）

　明治時代から昭和51(1976)年の常磐炭礦閉山まで、いわき地
方の経済・産業の中心的な存在だった石炭の歴史と首長竜や巨大
アンモナイト、古代クジラの化石など、化石の宝庫として注目さ
れたいわきを多くの人に知ってもらおうと、昭和59（1984）年10月、
旧常磐炭礦磐城礦業所跡地に市石炭・化石館が建設されました。
　平成22(2010)年４月にはリニューアルオープンし、愛称「ほるる」
が名づけられました。

■写真3-5-3　第1回ミスいわきコンテストを開催　〔昭和58
　(1983)年６月　いわき市撮影〕　

■写真3-5-4　市立総合体育館が落成　〔昭和57
　(1982)年１月　いわき市撮影〕　

■写真3-5-5　詩人・草野心平氏に名誉 
　市民推戴　〔昭和59(1984)年７月　い
　わき市撮影〕　 ■写真3-5-6　市立総合磐城

　共立病院名誉院長・畠山靖
　夫氏に名誉市民推戴　〔昭
　和58(1983)年７月　いわき
　市撮影〕

■写真3-5-7　旧常磐炭礦磐城礦業所跡に市石炭・化石館が
　オープン　〔昭和59(1984)年10月　いわき市撮影〕

⑤

④

③

⑥

⑦
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　市の美術館建設の機運は、全国にも例のない美術振興推進団体であるいわき市民ギャラリーによっても
たらされました。折から昭和50年代は文化が注目された時代でもあり、全国的にもいくつかの都市で美術館
づくりを模索していました。
　いわき市は検討の結果、新しいまちにふさわしく特徴ある美術館とするため、有名無名を問わず現代美
術の良質な作品を収集しようという方針を決めるとともに、もう一つの役割として、市民に開かれた親しみや
すい美術館づくりをめざし、昭和59(1984)年４月にオープンしました。

■写真3-5-10　いわき好間中核工
　業団地が竣工　〔昭和60(1985)
　年１月　いわき市撮影〕

■写真3-5-11　消防本部と平消防署の統合庁舎が完 
　成　〔昭和58(1983)年８月　いわき市撮影〕　

■写真3-5-12　四時川上流に多目的の「四時ダム」が竣工　〔昭
　和58(1983)年10月　いわき市撮影〕　

■写真3-5-9　旧平保健所跡に建設された市立美術
　館　〔昭和61(1986)年　いわき市撮影〕

■写真3-5-8　美術館建設の機運が高まるきっかけとなった、市 
　民ギャラリー「ロダン展」　〔昭和54(1979)年９月　いわき市撮
　影〕

⑧ ⑨

⑩

⑪

⑫
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݄̐ø÷೔ɹ市ཱ൬৓ߴཱڞ౳ֶޢ؃Ӄ

ɹɹɹɹɹ৽ࣷߍͰॳͷೖֶ式

ɹɹùÿ೔ɹ市ཱඒज़館͕開館ᶊᶋ

݄̑ú÷೔ɹࠃಓûĀ߸ฏόΠύε͕޻ى

݄̒̑೔ɹ市োऀ֐ରࡦʹؔ͢Δ௕ظ

ɹɹɹɹɹܭըΛࡦఆ

݄̓̐೔ɹ໊༪市ຽʹࢻ人ɾ૲໺৺ฏࢯᶇ

ø÷݄øû೔ɹୈ̍ճ市౎市྘Խ·ͭΓΛ開࠵ᶓ

ɹɹøÿ೔ɹ市ੴ୸ɾԽੴ館Λ開館ᶉ

øø݄̍೔ɹ̍ສԁɺ̑ઍԁɺ̍ઍԁͷ৽ߦൃ͕ࡳ

݄̍øþ೔ɹいわきؒ޷த֩ஂۀ޻஍ͷୈ̍ظ෼ৡΛ開࢝ᶌ

ɹɹùý೔ɹখ໊඿ߓ開ߓҎདྷ̍ສ੭໨ͷ֎ࠃધ͕ೖߓ

݄̏ù÷೔ɹୈ̏࣍いわき市૯߹ܭըجຊߏ૝Λܾఆ

݄̓ù÷೔ɹい͜いͷཬɾ઒લَϲ৓Λ開ઃᶑ

݄̔̍೔ɹいわきϚϦϯλϫʔΛ開ઃᶒ

݄̑ú÷೔ɹஉঁػ༺ޏձۉ౳๏͕ެ෍ʢত和ýø೥݄̐̍೔

ɹɹɹɹɹߦࢪʣ

݄̕ùù೔ɹϓϥβ߹ҙ͕ԁߴਐߦͷػܖͱͳΔ

ত࿨5Āï1Āÿ4ð೥

ত࿨60ï1Āÿ5ð೥

■写真3-5-13　市立石住小・中学校にプールが完成
　（市立小・中学校プール保有率100%）　〔昭和58
　(1983)年７月　いわき市撮影〕　

■写真3-5-14　ナシが「１・
　10・1運動」（１作物で10ha
　栽培、生産高１億円）で10
　 億 円 を 達 成　〔 昭 和57
　(1982)年９月　いわき市撮
　影〕

■写真3-5-15　川前町に「いこいの里　川前鬼ケ城」
　がオープン　〔昭和60(1985)年７月　いわき市撮影〕

■写真3-5-16　いわきマリンタワーが
　オープン　〔昭和60(1985)年８月　い
　わき市撮影〕

■写真3-5-17　第1回市都市緑化まつ
　りが開催　〔昭和59(1984)年10月　い
　わき市撮影〕

■写真3-5-18　ごみ処理を行う市北部清掃センター 
　が落成（平上片寄）　〔昭和56(1981)年２月　いわき
　市撮影〕

⑰

⑱

⑮

⑯

⑭

⑬
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　踊りは、さまざまな由来に
基づいて考案され、長い間に
時代の流行を取り入れ、また
形を変えながら、今日まで受
け継がれています。
　伝統的な祭りは神事と祭礼
などを前提として個別に成り
立っていますが、交通機関の
発達や通信技術の向上などに
よって、地域の時間距離は著
しく短縮され、このことが一

因となって、全国的に市町村合併が進められた過程で、合併した市町村にとって
旧自治体の垣根を取り払って地域一体化をいかに醸成させるかが、大きな課題と
なりました。その手法として生まれたのが、新市町村独自で考案された“創作踊
り”でした。その点で「いわきおどり」もその流れを汲む踊りでした。
　いわき地方には合併前から、小名浜天狗おどり、常磐やっぺおどり、内郷回転
櫓
やぐら

盆踊りなどの夏を彩る踊りや、地域に根ざしたじゃんがら念仏踊りや常磐炭
たん

坑
こう

■写真3-5-19　 新盆宅を回る「じゃんがら念仏踊り」 〔平成５(1993)年８月　いわ
　き市撮影〕

■写真3-5-21　 「常磐炭坑節」の
　郵便絵はがき〔昭和20年代　湯
　本　温泉組合発行〕

■写真 3-5-20 　
　「上三坂やっち
　きおどり」(三
　和町・福寿草
　まつり) 　〔平成
　23(2011)年3月 〕
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節
ぶし

など、祖先が残した貴重な郷土芸能が、各地区で受け継がれてきました。（写真3-5-19〜23）

　新しいおどりは、市内外の作家、詩人、作曲者、舞踊家の協力により、じゃんがら念仏踊りのリズ
ムを基調に新しい音楽要素も盛り込み、2拍子の軽快な調子のメロディーとしてできあがりました。
　♬ホレ、ドンドド、ドドドドンワッセ、ドンドド、ドドドドンワッセ。いわき七浜太平洋を抱いて
広さは日本一♬
　市民のだれもが気軽に踊って歌える、しかも軽快な「いわきおどり」ができたのは、市制施行15周
年を記念してのことでした。
　発表会は、昭和56(1981)年10月、約1,500人が参加して平レンガ通りの特設舞台を会場に行われ、約
１万人の市民が手拍子を送るなか、本町通りを右に左にリズミカルな踊りを披露しました。（写真3-5-
24）

　以後、いわきおどりは毎年、各地域で盛んに行われ、いわきの“夏の風物詩”の一つとして定着し
ています。（写真3-5-25）

■写真3-5-22 　「天狗おどり」(小名浜銀座商店街) 　磐城市内に
　遺る天狗の面にちなみ、昭和40(1965)年に磐城市で踊りが考案
　されました。〔昭和53(1978)年8月〕　

■写真3-5-24 　「いわきおどり」の発表会　〔昭和56(1981)年10月〕

■写真3-5-25　 夏のいわきの風物詩となっ
　た「いわきおどり」　〔平成14(2002)年８月〕

■写真3-5-23 　「やっぺおどり」(湯本商店街)　江戸時代の言い
　伝えを基に、昭和43(1968)年、温泉神社例祭に披露するため考
　案されました。〔昭和56(1981)年8月〕　
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�
　昭和から平成へ－。新しい時代の到来に合わせるように、昭和61(1986)年末から始まった大型の景気
上昇傾向は「平成景気」と呼ばれる経済活況を呈しました。この期間には地価上昇が続き、土地投資
が盛んに行われ、いわゆる“バブル”現象が出現しました。
　昭和63(1988)年～平成元(1989)年には、地方重視の施策となった「ふるさと創生1億円事業」が全国
で展開され、地域の活性化に貢献しました。
　昭和62(1987)年４月、「産炭地域振興臨時措置法」に基づき地域指定を受けていたいわき市は、全国
で最初に指定解除となりました。昭和63年３月には、待望の常磐自動車道がいわきまで開通したことに
よって、工場進出、観光客の増を誘引し、ゴルフ場、リゾート開発が相次いで計画されましたが、一方
では、高速道路を通じて関東圏から廃棄物が持ち込まれ、新たな対応に迫られました。この時期、常
磐自動車道の延伸、磐越自動車道いわき－郡山の開通を控え、いわき新時代へ向けた準備が着 と々進
められました。また、女性の社会進出、高齢化社会など、時代を反映した施策も進められました。

IWAKI　　　常磐自動車道が開通昭63
（1988）

　戦後、道路改良の立ち遅れを解消するため、昭和31(1956)年４月に日本道路公団が設立され、高速道路
の建設案が具体化しました。昭和41(1966)年７月には、国土開発幹線自動車道建設法によって練馬を起点と
し、いわきに至る206kmの高速道路網が計画されました。
　市では昭和45(1970)年10月、常磐自動車道建設促進いわき市期成会が発足。市民をあげた具体的な運動
が始まり、昭和48(1973)年10月、第７次整備計画に組み入れられました。
　次いで昭和53(1978)年5月に日立－いわきの路線発表、昭和58(1983)年９月に工事着手と進められ、昭和
63(1988)年３月、待望の日立北IC－いわき中央IC（51.2km）が開通しました。
　これにより、いわき市は都心と２時間半で直結、さらに各高速道路を通じ全国と結ばれることになり、い
わき市にとって高速交通時代の幕開けとなる出来事であるばかりでなく、工業や観光、交流人口の拡大など
の多分野において、大きな効果をもたらしました。

■写真3-6-1　日立北インターにおいて歓喜の開通式　〔昭和63(1988)年３月　いわ 
　き市撮影〕

■写真3-6-2　日立北インターからい
　わき湯本インターまで走り初め　　
　〔昭和63(1988)年３月　いわき市撮
　影〕

① ②
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݄̎̍೔ɹいわきαϯɾΞϏϦςΟ

ɹɹɹɹɹʕζΛ開ઃᶒ

݄̏úø೔ɹඇ֩ฏ和౎市એݴɾεϙ

ɹɹɹɹɹʔπ౎市એݴΛ੍ఆ

݄̔̍೔ɹいわきαϯεϙʔπϥϯυΛ開ઃᶐ

ɹɹ̑೔ɹ߽ӍʹΑΓ市ͷඃֹ͕֐ûĀԯԁᶓ

ɹɹø÷೔ɹळ田ؠݝ৓ொͱ਌ࢠ౎市క݁ௐҹ式Λߦڍ

ɹɹùÿ೔ɹ市௕બڍͰத田෢༤͕ࢯॳ౰બ

ø÷݄̍೔ɹ市੍ߦࢪù÷प೥記念式典Λߦڍ

ɹɹ̎೔ɹいわきϐΞbÿýΛ開࠵	ʙø÷݄̑೔


øø݄ùø೔ɹத෦ড়Խηϯλʔ͕௨ਫᶈ

݄̕ù÷೔ɹΨοτֳ྅ձٞͰ΢ϧάΞΠɾϥ΢ϯυ

ɹɹɹɹɹʢଟ֯త๵қަবʣ͕開࢝એݴ

݄̏úø೔ɹいわき໌੕େֶ͕৽ஙམ੒ʢ݄̐øù೔ୈ̍ճೖ

ɹɹɹɹɹֶ式
ᶅ

݄̐̍೔ɹ市ͷ࢈୸஍Ҭࢦఆ͕ղআ

ɹɹú÷೔ɹ্໺ݪড়ਫ৔͕׬੒ᶉᶊ

ø÷݄ùú೔ɹখ໊඿ߓେ݋෈಄ʹίϯςφࢪઃ͕ॡ޻

øù݄̓೔ɹ市தԝԷച市৔Ֆき෦͕開৔ᶋ

݄̒ú÷೔ɹୈ̐࣍શࠃ૯߹開ൃܭը͕ࡦఆɻଟۃ෼ܕࢄͷ

ɹɹɹɹɹࠃ౔ͮ͘ΓΛΊ͟͢

݄̎̕೔ɹいわきΠϝʔδΞοϓ࠙ஊձΛઃஔ

݄̏øþ೔ɹ੫ͷ׬ೲͱৼସೲ੫ਪਐ౎市એݴΛ੍ఆ

ɹɹùú೔ɹࠃಓûĀ߸ฏόΠύε	্ؒ޷ʵ಺ޚڷӛொ
͕

ɹɹɹɹɹ開௨ᶇ

ɹɹùû೔ɹৗ൬ࣗಈंಓ	೔ཱ๺ʵいわきதԝ
͕開௨ᶃᶄ

݄̓̍೔ɹ市໪དྷؔจֶྺ࢙館Λ開館ᶑ

ɹɹ̍೔ɹいわきϚϦϯλϫʔͷ໷ؒ఺౮Λ開࢝ᶍ

݄̔ùù೔ɹ市Իָ館͕མ੒ᶆ

݄̒øû೔ɹଟۃ෼ࠃܕࢄ౔ܗ੒ଅਐ๏͕ެ෍ɾߦࢪ

ত࿨61ï1Āÿ6ð೥

ত࿨62ï1Āÿþð೥

ত࿨6úï1Āÿÿð೥

■写真3-6-3　いわき明星大学がいわきニュータウン内に完成　
　〔昭和62(1987)年３月　いわき市撮影〕　

■写真3-6-4　市音楽館が平市民会館隣に落成　〔昭和63(1988)
　年８月　いわき市撮影〕　

■写真3-6-5　国道49号平バイパスの上好間-内
　郷御厩町が開通　〔昭和63(1988)年３月　いわ
　き市撮影〕　

■写真3-6-6　市中部浄化センターが小名浜大原に完成（昭和61
　年10月）　下水道促進デーの見学。　〔平成９(1997)年９月　い
　わき市撮影〕

⑤

④

③

⑥
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（1986）
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　市水道局は、合併後、第一期拡張事業として山玉浄水場（日量４万５,000t）、平浄水場（同４万t）を整備拡張
し、次いで第二期拡張事業として好間町上好間に位置する上野原浄水場の拡張事業を進めました。平、常磐、
内郷、好間を対象に、１日の処理能力を１万8,850ｔから３万5,900ｔへ増強。昭和62(1987)年４月に施設完
成をみました。
　この基幹浄水場の完成により、市域全体への水の安定供給に貢献することになりました。

■写真3-6-10　「木の学校づくり」の一環として建設した上遠野
　中学校が落成　〔平成２(1990)年６月　いわき市撮影〕

■写真3-6-9　市中央卸売市場に花き部が開設　〔昭
　和62(1987)年12月　いわき市撮影〕　

■写真3-6-11　いわきマリンタワーを夜間点灯　〔平
　成２(1990)年７月　いわき市撮影〕

■写真3-6-12　資源の再利用を図るため、紙類の分
　別収集を開始　〔平成元(1989)年11月　いわき市撮
　影〕

■写真3-6-8　上野原浄水場拡張事業竣功式　〔昭
　和62(1987)年４月　いわき市撮影〕

■写真3-6-7　上野原浄水場　〔昭和62(1987)年４月　いわき市 
　撮影〕

⑦ ⑧

⑩
⑨

⑪

⑫
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未来へつなぐ「いわき」ものがたり

݄̐ùü೔ɹùøੈلͷ৿੔උߏ૝Λൃද

݄̑ùü೔ɹいわきະདྷձٞΛઃஔ

݄̕ùþ೔ɹৗ൬౬ຊԹઘ͕いわき౬ຊ

ɹɹɹɹɹԹઘʹվশ

øø݄̍೔ɹྨࢴͷ෼ผճऩΛ開࢝ᶎ

݄̍̓೔ɹఱޚ่͕ߖɺߖଠ໌ࢠਔ਌Ԧ͕ଈҐɻ

ɹɹɹɹɹཌ೔ʮฏ੒ʯͱվݩ

øø݄ɹɹɹϕϧϦϯͷนɺऔΓյ͠開࢝

݄̍ùú೔ɹいわきঁੑϓϥϯݕ౼࠙࿩ձΛઃஔ

݄̎ʵɹɹ市಺ϞσϧখɾதֶߍʹίϯϐϡʔλΛಋೖᶏ

݄̐øĀ೔ɹふΔ͞ͱ૑生ۀࣄɾւཽͷཬ੔උۀࣄͷجຊܭ

ɹɹɹɹɹըΛൃද

݄̒̔೔ɹ市生ֶ֔शਪਐຊ෦͕ൃ଍

ɹɹú÷೔ɹʮ໦ͷֶͮ͘ߍΓʯͷҰ؀ͱ্ͯ͠ԕ໺தֶߍ

ɹɹɹɹɹ͕ࣷߍམ੒ᶌ

݄̕ú÷೔ɹ市௕બڍͰؠ৓ޫӳ͕ࢯॳ౰બ

ø÷݄úø೔ɹୈ̍ճいわきঁੑͷཌྷ͕Ϥʔϩού͔̐ࠃΛ࡯ࢹ

݄̒ɹɹɹ֦ؾܠେ͸࿈ଓûúϱ݄ɺʮؾܠށؠʯΛൈいͯ

ɹɹɹɹɹઓ̎ޙ൪໨ͷ௕͞

ฏ੒ݩï1ĀÿĀð೥

ฏ੒２ï1ĀĀ0ð೥

■写真3-6-13　情報化社会に向けて小・中学校にコンピュータを導入　〔平 
　成２(1990)年２月　いわき市撮影〕

■写真3-6-14　「いわきサン
スポーツランド」がオープン
（三崎公園）　〔昭和61(1986)
年８月　いわき市撮影〕　

■写真3-6-15　市勿来関文学歴史館がオープン　　
　〔昭和63(1988)年７月　いわき市撮影〕

■写真3-6-16　いわきサン・アビリティーズが完成（常磐湯本町 
　上浅貝）　完成を祝って身体障がい者のバスケットボール大会を
　開催。　〔昭和61(1986)年２月　いわき市撮影〕

■写真3-6-17　台風の襲来で大きな被害　堤防ぎりぎりまで増 
　水した新川（菱川橋）。　〔昭和61(1986)年８月　いわき市撮影〕

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰
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ʮਓ�·ͪ�ࣗવً͕͘�ަྲྀ　　　
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平
成
３（
１
９
９
１
）年
〜
７（
１
９
９
５
）年

�
　平成３（1991）年から始まる“バブル景気”の崩壊によって、日本は長い不況期に突入することに
なりました。世界をめぐる情勢も様変わりし、東欧諸国の民主化、湾岸戦争と新たな局面を迎え、
国内では、情報ネットワーク化、貿易システムの変化、高齢化などにより、社会は一層の多様化を
呈してきました。
　地方においては、1980年代末のふるさと創生事業を起爆剤とした地域の特性と個性を活かした新
しい地域づくりが生まれるとともに、地方分権、広域行政などに焦点があてられ、自治体のあり方
が新しい段階に入ったことを示すこととなりました。
　そうした時代のなか、市は平成４(1992)年12月、21世紀にふさわしい個性的で魅力的なまちづく
りを進めるため、市の将来都市像を「人　まち　自然が輝く　交流ネットワーク都市」とする第４
次市総合計画基本構想を策定しました。この計画は、地域間との連携や自然との調和を図り、市内
外との交流を深めることにより、人、モノ、情報が集まるような交流拠点都市の実現をめざしたも
ので、新しい時代の流れに対応した諸施策をスタートさせました。

IWAKI　　　「ふくしま国体」が開催平７
（1995）

　半世紀に一度の大イベント、国民体育大会（以下「国体」）。この国体は、日本最大のスポーツの祭典
として各都道府県が持ち回りの形で開催され、平成７(1995)年、福島県で開催された国体は50回という
節目の大会に当たりました。テーマは「ふくしま国体」、スローガンは「友よ　ほんとうの空に　とべ！」。
　いわき市では、ヨット、バスケットボール、ウエイトリフティング、ラグビーフットボール、高等学
校野球（硬式）、スポーツ芸術の６競技が27会場で開催されました。
　国体においては、競技運営の重要なことはもちろんですが、全国から訪れる選手、役員、監督など大
勢の人を温かく迎え、地元の良さを知ってもらうため、市では花いっぱい運動、環境美化運動、国体応
援など幅広い市民運動が展開され、国体を市民総ぐるみで支えました。

■写真3-7-1　バスケットボール競技で地元福島県が勝利　〔平 
　成７(1995)年10月　いわき市撮影〕

■写真 3-7-2　市民運動で関係者をおもてなし　〔平成
　７(1995)年10月　いわき市撮影〕

① ②
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未来へつなぐ「いわき」ものがたり

݄̎̔೔ɹࠃಓúĀĀ߸Ωϟϒ͕ۀࣄॡ
ɹɹɹɹɹ޻ᶉ
݄̏ùþ೔ɹ市生ֶ֔शਪਐຊ෦͕生
ɹɹɹɹɹֶ֔शجຊߏ૝Λ市ʹఏ
ɹɹɹɹɹग़
݄̐øù೔ɹいわきίϯϐϡʔλʔɾΧϨοδ͕開ߍʢ݄̔
ɹɹɹɹɹùĀ೔མ੒

݄̒̍೔ɹ市ւཽͷཬηϯλʔΛ開ઃᶆ
ɹɹ̔೔ɹいわきχϡʔηϯλʔϏϧ಺ʹதԝ୆市ຽηϯ
ɹɹɹɹɹλʔΛ開ઃ
݄̔ùø೔ɹλ΢ϯζϏϧ市Ͱಉ市ͱͷ࢞ࡍࠃຓ౎市క݁ௐ
ɹɹɹɹɹҹ式Λߦڍ	いわき市Ͱ͸øø݄ù÷೔


݄̍øþ೔ɹଟࠃ੶܉ͷΠϥΫۭര開࢝ʹΑΓ࿷؛ઓ૪͕ຄ
ɹɹɹɹɹൃ
݄̑ɹɹɹฏ੒ෆ͕࢝گ·Δ
ø÷݄ùü೔ɹϦαΠΫϧ๏͕ߦࢪ

݄̑ø÷೔ɹ田人͓ふ͘Ζͷ॓Λ開ઃᶑ
øø݄ø÷೔ɹ市ͷγϯϘϧϚʔΫΛൃද
ɹɹøĀ೔ɹ市ΞϯϞφΠτηϯλʔΛ開ઃᶅ
øù݄ùø೔ɹୈ̐࣍いわき市૯߹ܭըجຊߏ૝Λࡦఆ

݄̕øþ೔ɹΧϯϘδΞ1,0ɺࣗӴୂઌୂݣ

ɹ

݄̐̕೔ɹཱݝいわきޫ༸͕ߍߴ開ߍ
݄̕ùþ೔ɹݐઃলͷڞڥ؀生౎市ͷϞσϧ౎市ʹいわき市
ɹɹɹɹɹ͕ࢦఆ
øø݄ùü೔ɹ市ऀྸߴอ݈෱ܭࢱըࡦఆձ͕ٞ市ʹҙݟॻΛ
ɹɹɹɹɹఏग़
ɹɹ
݄̏ù÷೔ɹ෱ౡۭ͕ߓ開ߓ
݄̑̑೔ɹ+Ϧʔά͕開ນ

݄̎ʵɹɹ市ऀྸߴอ݈෱ܭࢱըΛࡦఆ
݄̐ùø೔ɹখۄμϜ͕ʮ஍Ҭʹ開͔れͨμϜʯʹࢦఆ
݄̓øû೔ɹ市౦ޫ؍ژ෺ྲྀަ࢈ηϯλʔʮいわきɾΒɾΒʯ
ɹɹɹɹɹΛ開ઃ
ɹɹùü೔ɹいわき市ຽϓʔϧΛ開ઃᶋ

ฏ੒̏ï1ĀĀ1ð೥

ฏ੒̐ï1ĀĀ2ð೥

ฏ੒̑ï1ĀĀúð೥

ฏ੒̒ï1ĀĀ4ð೥

IWAKI　　　   市アンモナイト
　　センターがオープン

平４（1992)

　1980年代は“地方の時代”と呼ばれ、地域おこしなど広く住
民が参加した地域づくりの機運が全国で盛り上がり、国は地域
の特性を生かした個性豊かな地域づくりを進める必要がある、
として全国各市町村を対象に「ふるさと創生事業」を創設しま
した。
　市も市民提案を受け、平成２(1990)年４月には海竜の里整備
事業の全体基本計画を策定しました。この事業は、地域活性
化ゾーン（大久町大久字入

いり
間
ま

沢
さわ

地区）と教育学術ゾーン（大久町
大久字鶴

つる
房
ぼう

地区）の２つの地域整備から成り、前者には平成３
(1991)年６月に地域活性化ゾーンの拠点となる市海竜の里セン
ターが、後者には平成４(1992)年11月に日本初の露頭観察施設
を含む市アンモナイトセンターが、それぞれオープンしました。

■写真3-7-3　 山
　の斜面の化石露
　頭部分を覆うよ
　うに建設された
　「市アンモナイ
　トセンター」　
　〔平成４(1992)　
　　年11月　いわき
　市撮影〕

■写真 3-7-4　地域活性化ゾーンに建設された「市
　海竜の里センター」　〔平成３(1991)年６月　いわ
　き市撮影〕

■写真3-7-5　国道49号平バイパスが全
　線開通　〔平成７(1995)年９月　いわ
　き市撮影〕

■写真3-7-6　さはこの湯温泉保養所がオープン　
　〔平成７(1995)年10月　いわき市撮影〕

③

④

⑤

⑥
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　広い面積を持つ福島県はもちろん、いわき市にとっても県庁所在地の福島市や会津地方との時間的距
離を短縮することは大きな課題であり、県を横断する道路の建設が強く要望されていました。
　昭和53(1978)年12月、いわき－郡山の基本計画が決定されると、昭和61(1986)年１月には整備計画に
格上げされ、昭和62(1987)年９月の施行命令、平成２(1990)年１月の着工と、平成７(1995)年開催のふ
くしま国体前の開通に向け、異例の早さで進ちょくしました。
　こうして待望のいわき－郡山71.4㎞（暫定２車線）は、ふくしま国体夏季大会を１か月後に控えた平
成７年８月に開通（平成９年10月に全線開通）しました。

■写真3-7-7　国道399号（いわき駅前通り）のキャブシステム
　事業が竣工　〔平成３(1991)年２月　いわき市撮影〕

■写真3-7-8　新舞子ビーチ海水浴場がオープン　〔平成７　
　(1995)年７月　いわき市撮影〕

■写真3-7-9　いわき市民プールが上荒川公園内にオープン　
　〔平成６(1994)年７月　いわき市撮影〕

■写真3-7-10　東北横断自動車道シンポジウムが開
　催　〔昭和61(1986)年２月　いわき市撮影〕

■写真3-7-11　開通を待つ「いわき三和IC」　〔平成７(1995)　
　年８月　いわき市撮影〕

⑦

⑧
⑨

⑪

⑩
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݄̔úø೔ɹいわきαϯϚϦʔφ͕Φʔ

ɹɹɹɹɹϓϯᶏ

݄̕ùù೔ɹʮいわきh ւ༸�ΤωϧΪʔʱ

ɹɹɹɹɹަྲྀڌ఺ߏ૝ʯ͕ঝೝ

øù݄̏೔ɹฏӺ͕いわきӺʹվশᶒ

݄̐ɹɹɹϧϫϯμͰ೉ຽ͕ù÷÷ສ人ൃ生

݄̐̕೔ɹؔ੢ۭ͕ߓ開ߓ

ɹ

݄̏øÿ೔ɹùøੈلͷ৿ެԂ開Ԃ式Λߦڍᶎ

݄̐̍೔ɹいわきະདྷͮ͘ΓηϯλʔΛ開ઃ

ɹɹ̍೔ɹ౦೔ຊࡍࠃେֶ͕開ߍ

ɹɹ̎೔ɹฏຊொ௨ΓͷγϣοϐϯάϞʔϧ͕開௨ᶐ

݄̓øü೔ɹ৽෣ࢠϏʔνΛ開ઃᶊ

݄̔̎೔ɹ൬ӽࣗಈंಓʢいわきʵࢁ܊ʣ͕開௨ᶌᶍ

݄̐̕೔ɹࠃಓûĀ߸ฏόΠύε͕શઢ開௨ᶇ

ɹɹ̕೔ɹୈü÷ճࠃຽମҭେձՆقେձ͕開࠵

ɹɹɹɹɹ	ʙ݄̕øù೔


��݄̐೔ɹ͞͸͜ͷ౬ԹઘอཆॴΛ開ઃᶈ

ø÷݄øû೔ɹୈü÷ճࠃຽମҭେձळقେձ͕開࠵

ɹɹɹɹɹ	ʙø÷݄øĀ೔
ᶃᶄ

ɹ

݄̍øþ೔ɹࡕਆɾ୶࿏େ਒ࡂ	.þõú
͕ൃ生

݄̏ù÷೔ɹ౦ژɾ஍ԼమαϦϯൃ͕݅ࣄ生

݄̑øĀ೔ɹ஍ํ෼ݖਪਐ๏͕ߦࢪ

݄̓ɹɹɹۚ༥ؔػͷഁͨΜ͕૬͙࣍
ɹʙ݄̕

ฏ੒７ï1ĀĀ5ð೥

■写真3-7-12　21世紀の森公園が開園　開園を記念して、タウンズビル
　市といわき市の高校生によるラグビーフットボール大会を開催しまし　
　た。　〔平成７(1995)年３月　いわき市撮影〕

■写真3-7-13　いわきサンマリーナ　ふくしま国体夏季大会　
　ヨット競技の会場となりました。　〔平成６(1994)年８月　
　いわき市撮影〕

■写真3-7-14　平本町通りのショッピングモールが開通 
　〔平成7(1995)年4月　いわき市撮影〕

■写真3-7-15　田人おふくろの宿が落成　〔平成４(1992)年５ 
　月　いわき市撮影〕

■写真3-7-16　いわき駅が誕生〔平成6(1994)年12月　いわき
　市撮影〕

⑫

⑬

⑭

⑮
⑯
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の
発
信

　「平駅」が「いわき駅」へ
改称したのは、平成６(1994)

年12月のことでした。翌年に
全国から選手や関係者などが
大勢訪れる第50回国民体育大
会（「ふくしま国体」）の開催を
控え、JR駅に「いわき」の名
称がなかったことから、「い
わき」をアピールするには絶
好の機会として改称に至りま
した。（写真3-7-17〜19）

　昭和41(1966)年10月、14市町村の合併により「いわき市」が誕生しましたが、市名だけでなく、広く「い
わき」の名を知ってもらい、地域イメージを定着させるために、最も効果的なPRはイベント名や名産
品などに「いわき」の冠を付けることでした。
　合併当時、旧市町村名を付けたイベントや観光地などが数多くありましたが、多くの愛着が詰まっ
た名称を変えることには賛否があり、「いわき」への改変は容易ではありませんでした。それでも、「い
わき」を全面的に打ち出した名称は効果が絶大とみられるだけに、関係者の間では模索が繰り返され
ました。
　「いわき湯

ゆ
本
もと

温
おん

泉
せん

」は平成元(1989)年９月、「常
じょう

磐
ばん

湯
ゆ

本
もと

温
おん

泉
せん

」から改称されました。任意の組織である「常

■写真3-7-17　平駅　〔昭和
　43(1968)年1月　いわき市撮
　影〕

■写真3-7-18　いわき駅へ駅名改称　〔平成6(1994)年12月　いわき市撮影〕
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地
域
ブ
ラ
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と
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「
い
わ
き
」
の
発
信

磐湯本温泉旅館組合」を、温泉の誘客宣伝や事業を計画的に推進するため、法人組織の「いわき湯本温
泉旅館協同組合」と改称。これに併せて温泉名も改称しました。前年の昭和63(1988)年３月に、常磐自

動車道がいわきまで開通し、観光客が増
加したこともあり、市のイメージや知名
度の向上、さらなる誘客を図るためのも
のでした。（写真3-7-20）

　小名浜港で開催されている港まつりや
花火大会も、時代の息吹を吸って変化し
てきました。「いわき港まつり」はいわ
き市合併の翌年に「磐

いわ
城
き

市
し

」から変わり
ましたが、花火大会は昭和24(1949)年に
始まった「第１回港まつり」の一環とし
て行われていました。昭和36(1961)年か

ら翌年にかけて「関東東北花火大会」と命名され、次いで昭和38(1963)年に、磐城市市制10周年を記念
して第１回の「全国花火大会」が行われました。その後、平成９(1997)年に「いわき・ら・ら・ミュウ」
がオープンしたのを機に、この年から「いわき小名浜ミュウ花火大会」、さらに平成18(2006)年からは「小
名浜港花火大会」、平成22(2010)年からは「いわき花火大会」と変わっていきました。（写真3-7-21）

　江戸時代から伝わる「磐
いわ

城
き

和
わ

紙
し

」(または「岩
いわ

城
き

和
わ

紙
し

」）も名前を変えていきました。当時はいわき地方の
各地で生産されていたのですが、次第に衰退し、昭和時代に入るとまとまって生産されたのは上

か
遠
とお

野
の

村
むら

や入
いり

遠
とお

野
の

村
むら

、箕
みの

輪
わ

村
むら

大字高
こう

野
や

だけになり、それも昭和20年代から30年代にかけ、相次いで姿を消し、最
後は遠野町の瀬谷家だけになってしまいました。このため「遠野和紙」と呼ばれていましたが、この伝
統技術はいわき地方一帯で長い間に培われてきた技術であることから、昭和61(1986)年に「いわき和紙
製作技術」として市無形文化財に指定されました（現在は技術者の死亡により解除されており、新たな「遠野和

紙」として復活させるための事業が展開されています）。
　このように、「いわき」の名称は、着実に広がっていますが、それは多くの住民の思いが詰まった旧
名称の上に成り立っていることを忘れてはいけないでしょう。

■写真3-7-19　駅名変更を告げる上野駅構内の横断幕　〔平成6
　(1994)年12月　いわき市撮影〕

■写真3-7-21　「いわき花火大会」の映像鑑賞　〔平成23(2011)年8月　い
　わき市撮影〕

■写真3-7-20　湯本駅の「いわき湯本温泉郷観光番 
　所」　〔平成20(2008)年2月　いわき市撮影〕
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ù÷೥ޙͷক来΁ɺʮ૑Γ͍ͨ๛͔ͳ໌೔ɺ
఻͍͑ͨތΕΔ͍Θ͖ʯͮ͘Γ

平
成
８（
１
９
９
６
）年
〜
12（
２
０
０
０
）年

�
　平成時代初めに起ったバブル景気の崩壊は、長く、日本全体の経済を悪化させ、「失われた10年」
とも呼ばれ、この時期においてもデフレ景気による悪循環が続きました。こうしたなか、国・県か
ら市町村への権限移譲が進むことになり、いわき市は平成11(1999)年に「中核市」へ移行しました。
　また、日本全体の人口動態をみると、大都市以外の地方は減少傾向に転じ、一方、地方分権の推
進が進められ、全国の都市は地域特性を活かしたまちづくりが求められるようになりました。いわ
き市の人口も平成10(1998)年をピークに減少局面に入り、成熟したまちへ変わりつつあるなかで、
平成12(2000)年12月には平成13(2001)年度から将来20年間にわたる、市の長期ビジョンとなる「新・
いわき市総合計画（ふるさといわき・いわき21プラン）－創りたい豊かな明日、伝えたい誇れるいわき－」
の基本構想を策定。さまざまな都市機能が充実し、市民が安心して健やかに暮らすことのできるま
ちづくりを進めるスタートを切りました。

■写真3-8-1　市制施行30周年記念式典　〔平成８(1996)年10月　いわき市撮
　影〕

■写真3-8-3　県立いわき海浜自然の家がオープン　〔平成８
　(1996)年７月　いわき市撮影〕

■写真3-8-4　市フラワーセンターレストハウスがオープン　
　〔平成８(1996)年４月　いわき市撮影〕

■写真3-8-2　市立いわき弓道場落成記念の 
　初射　〔平成８(1996)年３月　いわき市撮
　影〕

①

②

④

③
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݄̎ù÷೔ɹいわきத෦ஂۀ޻஍͕׬ɹ
ɹɹɹɹɹ੒
݄̏ùý೔ɹ市ཱいわきٷಓ৔͕མ੒ᶄ
݄̐̍೔ɹ市ೆ෦ড়Խηϯλʔ͕ڙ༻
ɹɹɹɹɹ開࢝ɹ
ɹɹ̍೔ɹ市ཱઘ๺খֶ͕ߍ開ߍᶇ
ɹɹ̍೔ɹ市ཱ২田౦খֶ͕ߍ開ߍ
ɹɹ̍೔ɹ市ཱதԝ୆ೆখֶ͕ߍ開ߍᶈ
ɹɹù÷೔ɹ市ϑϥϫʔηϯλʔʹϨετϋ΢ε͕Φʔϓϯᶆ
ɹɹù÷೔ɹいわきத෦ஂۀ޻஍͕෼ৡ開࢝
݄̓ø÷೔ɹബүւ͕؛ʮ೔ຊͷॷɾඦબʯʹܾఆ
ɹɹù÷೔ɹいわきւ඿ࣗવͷՈ͕Φʔϓϯᶅ
݄̔̍೔ɹ෱ౡݝখۄμϜ͕ڙ༻開࢝
݄̍̕೔ɹいわき市ຽίϛϡχςΟ์ૹ͕開ہ
ø÷݄̍೔ɹʮً͘いわきɺֶͼあい౎市એݴʯΛ੍ఆ
ɹɹ̍೔ɹ市੍ߦࢪú÷प೥Λ記念ͯ͠市ͷௗɾ͔΋ΊΛ
ɹɹɹɹɹ੍ఆᶃ
ʜɹɹɹɹ市ͷ੡଄඼ग़ՙֹ౳͕̍ஹԁΛಥഁ

݄̐ɹɹɹʮྛ໺三๏ʯ͕ެ෍
݄̓ɹɹɹපੑݪେ௎ەʮĖôøüþʯ͕શࠃతʹूஂײછ

݄̎̍೔ɹ市໾ॴग़લ͕࠲ߨελʔτ
݄̐̍೔ɹ市஍Ҭަྲྀηϯλʔ三和ふれあい館͕Φʔϓϯ
ɹɹ̍೔ɹ஍ਤ৘ใγεςϜ͕Քಇ
ɹɹ̍೔ɹ市ެ式ϗʔϜϖʔδΛ開ઃ
݄̑ú÷೔ɹݝ࡚ٶԆԬ市ͱܑఋ౎市క݁ௐҹ式Λߦڍ
݄̓̍೔ɹ͝Έࡉ෼ผऩू͕ελʔτɹ	݄̒̍೔ߦࢼ

ɹɹ̍೔ɹϦαΠΫϧϓϥβʮΫϦϯϐʔͷՈʯ͕Φʔϓϯ
ɹɹ̓೔ɹओཁ஍ํಓখ໊඿ʵখ໺ઢͷ૬ࢠౡτϯωϧɺԬ
ɹɹɹɹɹখ໊τϯωϧ͕開௨ᶋ
ɹɹùü೔ɹ市ޫ؍෺࢈ηϯλʔʮいわきɾΒɾΒɾϛϡ΢ʯ
ɹɹɹɹɹ͕Φʔϓϯ
ɹɹùÿ೔ɹओཁ஍ํಓいわきʵ্三ࡔʵখ໺ઢͷԕ໺τϯ
ɹɹɹɹɹωϧ͕開௨ᶊ
ø÷݄øø೔ɹいわきώϡʔϚϯΧϨοδ͕開ֶ
ɹɹùÿ೔ࠃ���ಓùÿĀ߸ล܀τϯωϧ͕開௨ᶕ
øù݄̍೔ɹ市ࢿݹߟྉ館͕Φʔϓϯᶉ

ฏ੒̔ï1ĀĀ6ð೥

ฏ੒̕ï1ĀĀþð೥

■写真3-8-7　市考古資料館がオープン　〔平成９(1997)年12月
　いわき市撮影〕

■写真3-8-5　市立泉北小学校が開校　〔平成８(1996)
　年４月　いわき市撮影〕

■写真3-8-6　市立中央台南小学校が開校　〔平成８　
　(1996)年４月　いわき市撮影〕

■写真3-8-8　　
　主要地方道い
　わき-上三坂-　
　小野線の遠野
　トンネルを含
　む遠野工区が
　開通　〔平成９
　(1997)年 ７ 月
　いわき市撮影〕

■写真3-8-9　主要地方道小名浜-小野線の岡小名、
　相子島トンネルを含む住吉工区が開通　〔平成９
　(1997)年７月　いわき市撮影〕

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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■写真3-8-14　市戸籍情報処理システムが稼働　〔平成11(1999)
　年３月　いわき市撮影〕

■写真3-8-15　常磐自動車道いわき中央IC ～いわき四倉ICが開通　いわき
　四倉ICで開通フェスティバルinいわきを開催。　〔平成11(1999)年３月　
　いわき市撮影〕

■写真3-7-7　国道399号（いわき駅前通り）のキャブシステム
　事業が竣工　〔平成３(1991)年２月　いわき市撮影〕

■写真3-8-11　塩屋埼灯台点灯100周年記念イベント「塩屋埼灯台浪漫の祭典」が開 
　催　〔平成11(1999)年10月　いわき市撮影〕

■写真3-8-12　主要地方道いわき-
　石川線遠野バイパスが開通　〔平
　成11(1999)年４月　いわき市撮　
　影〕

■写真3-8-10　市健康・福祉プラザ（いわき
　ゆったり館）が開館　〔平成10(1998)年４月
　いわき市撮影〕

■写真3-8-13　外国貿
　易コンテナ定期航路
　が小名浜港に開設　
　〔平成10(1998)年９月
　いわき市撮影〕

⑩

⑪

⑬

⑮

⑭

⑫
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݄̏ùú೔ɹফ๷ٸۓ৘ใγεςϜΛՔಇ
݄̐øÿ೔ɹ݈߁ɾ෱ࢱϓϥβʮいわきΏɹ
ɹɹɹɹɹͬͨΓ館ʯ͕Φʔϓϯᶌ
݄̓̍೔ɹ৘ใެ開੍౓͕ελʔτ
ɹɹøü೔ɹ市ԕ໺ΦʔτΩϟϯϓ৔͕Φʔ
ɹɹɹɹɹϓϯ
ɹɹøĀ೔ɹ市ཱ૲໺৺ฏ記念จֶ館͕Φʔϓϯ
݄̓̕೔ɹ֎ࠃ๵қίϯςφఆߤظ࿏͕খ໊඿ߓʹ開ઃᶏ

݄̏ɹɹɹùøੈلͷࠃ౔ͷάϥϯυσβΠϯ	ୈ̑࣍શࠃ૯
ɹɹɹɹɹ߹ܭը
ʯ͕ࡦఆ
݄̏ɹɹɹಛఆඇӦར׆ಈଅਐ๏ʢ/10๏ʣ͕ެ෍	øù݄
ɹɹɹɹɹߦࢪ

݄̒ɹɹɹαοΧʔ8ഋϑϥϯεେձͰ೔ຊ͕ॳग़৔

݄̏̒೔ɹ市ށ੶৘ใॲཧγεςϜ͕Քಇᶐ
ɹɹùü೔ɹৗ൬ࣗಈंಓʢいわきதԝʵいわき࢛૔ʣ͕
ɹɹɹɹɹ開௨ᶑ
݄̏ɹɹɹ市౎市ܭըϚελʔϓϥϯΛࡦఆ
݄̏ɹɹɹ市جڥ؀ຊܭըΛࡦఆ
݄̐̍೔ɹத֩市΁Ҡߦɺいわき市อ݈ॴ͕ઃஔ
ɹɹ̔೔ɹओཁ஍ํಓいわきʵੴ઒ઢ͕શઢ開௨ᶎ
݄̓øÿ೔ɹ市฻Β͠ͷ఻ঝ͕ڷ開Ԃ
ɹɹøÿ೔ɹઘӺͷࣗ༝௨࿏͕׬੒ʢ݄̏øø೔ʹ্ڮӺ
ɹɹɹɹɹ開ઃʣᶒ
ø÷݄ùý೔ɹਤॻ館৘ใγεςϜ͕Քಇ
ɹɹùÿ೔ɹԘ԰࡛౮୆఺౮ø÷÷प೥記念ʮԘ԰࡛౮୆࿘ອ
ɹɹɹɹɹͷࡇ典ʯ͕開࠵ᶍ
݄̍ɹɹɹԤभ࿈߹	&6
Ͱ୯Ұ௨՟ʮϢʔϩʯ͕誕生
݄̓ɹɹɹʮ৯ྉɾ೶ۀɾ೶ଜجຊ๏ʯ͕ެ෍ɾߦࢪ
݄̓ɹɹɹʮ஍ํ෼ݖҰׅ๏ʯ͕ެ෍ʢཌ೥݄̐ߦࢪ

݄̓ɹɹɹʮத৺市֗஍ੑ׆Խ๏ʯ͕ެ෍ɾߦࢪ

݄̏ùÿ೔ɹࠃಓ̒߸ৗ൬όΠύε͕શઢ開௨
݄̐̍೔ɹೆ෦ਗ਼૟ηϯλʔ͕ڙ༻開࢝
ɹɹ̍೔ɹ౬ຊӺલ޿৔ͷ੔උ͕׬੒ᶓ
ɹɹ̍೔ɹ市ཱதԝ୆ೆதֶ͕ߍ開ߍ
���ɹùÿ೔ɹ࢛૔ொͷ+"ΧϯτϦʔΤϨϕʔλʔଯංࢪઃ͕
ɹɹɹɹɹ׬੒ᶖ
݄̓øü೔ɹふ͘͠·ւ༸Պֶ館ʮΞΫΞϚϦϯふ͘͠·ʯ
ɹɹɹɹɹ͕開館
øø݄ùĀ೔ɹࠃಓûĀ߸ฏόΠύε൪ঊ஍ަࠩ఺ཱ͕ମ開௨ᶔ
øù݄øù೔ɹখ໊඿̎ߓ߸ふ಄ʹγʔαΠυσοΩ͕׬੒
øù݄ɹɹɹʮ৽ɾ市૯߹ܭըʯΛࡦఆ

݄̐̍೔ɹհޢอ੍ݥ౓͕ελʔτ

ฏ੒11ï1ĀĀĀð೥

ฏ੒12ï2000ð೥

ฏ੒10ï1ĀĀÿð೥

■写真3-8-16　泉駅橋上化、南北自由通路が完成　〔平成11(1999)年７月
　いわき市撮影〕

■写真3-8-17　湯本駅前広場の整備が完成　〔平成12(2000)年４月　いわ 
　き市撮影〕

■写真3-8-18　
　国道49号平バイ
　パス番匠地交差
　点が立体開通　
　〔平成12(2000)　
　年11月　いわき
　市撮影〕

■写真3-8-20　四
　倉町のJAカント
　リーエレベー
　ター堆肥施設が
　完成　〔 平 成12
　(2000)年４月
　いわき市撮影〕

■写真3-8-19　国道289号辺栗トンネルが開通　〔平成　
　９(1997)年10月　いわき市撮影〕

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳
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　生涯にわたる学習で豊かな人生を
　IWAKI 　平８・1996 　「耀くいわき、学びあい都市宣言」の制定

　1965(昭和40)年、ユネスコの成人教育推進国際委員会において、人間の一生を通して行われる教
育の概念として「生涯学習」が提唱されました。
　日本では、昭和61(1986)年、臨時教育審議会の第二次答申で、教育改革の基本方向の一つを「生
涯学習体系への移行」に見定めた内容が盛り込まれ、ここに明確に生涯学習のあり方が打ち出され
ました。
　当時、高度経済成長期を経て、日本人の意識は大きく変化し、それまでの労働・生産中心の生活
だけでなく、効率化によって生まれた余暇や社会・文化的な充実を求める方向に転換し、あらゆる
場において学習によって自らを磨き上げる学習が重視され、「生涯学習」が国民の間にも浸透して
いきました。（写真3-8-21）

　このようななか、市は昭和62(1987)年11月、市教育懇談会からの提言「21世紀に向けての教育の

あり方」を受け、平成２(1990)年６月に市生涯学習推進本部を設置。同本部は生涯学習に関する総
合的な企画、構想を市生涯学習基本構想としてまとめ、平成３(1991)年３月、市に提出しました。
　このなかでは、スローガンを「美しい自然と豊かな心をはぐくむいわき」、基本理念を「学びあい、
高めあう人づくり」、「豊かさと、心がかようまちづくり」とし、いつでも、どこでも、誰でも、何
でも学べる生涯学習社会の実現のため推進計画を策定し、具体的には、各分野で活躍している人、
技能を持っている人が小・中学校に出向いて講師となる市民講師の活用、地区や企業における生涯
学習の推進など多くの事業が盛り込まれました。
　市は、市民が「わがまちいわき」に誇りを持てるような生涯学習社会の実現をめざし、平成８(1996)

年10月に、市制施行30周年を記念して「輝くいわき、学びあい都市宣言」を制定しました。（写真
3-8-22、 図3-8-1）

　平成９(1997)年度からは市民に広く生涯学習の場を提供しようと、市内大学やいわきコンピュー
タ・カレッジ、高専などの先生が講師となって、「いわきヒューマンカレッジ（いわき市民大学）」を

■写真3-8-21　生け花を学ぶ　当時は「大人のたし
　なみ」としての意味合いがありました。　〔昭和29　
　(1954)年　野木茂氏撮影〕

■写真3-8-22　「輝くいわき、学びあい都市宣言」を記念して、　生
　涯学習フェスティバルを開催　〔平成８(1996)年10月　いわき市
　撮影〕
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開始しました。初年度は教育、文学、情報通信の３学部でしたが、次年度からは５学部として、その
後も現在に至るまで人気を保っています。（写真3-8-24）

　この間、平成８(1996)年には、市は建設予定されていた再開発ビル（いわきティーワンビル）に市民交
流情報プラザとして、老朽化していた市平勤労青少年ホーム（昭和39年に建設）の機能を併せ持った施
設の導入を決め、市生涯学習プラザを４、５階に配置し
て、平成14(2002)年４月に完成させました。（写真3-8-23）

　同プラザには、市民の学習活動を支援し、ふれあいの
輪を広げていく施設として、会議室や研修室、多目的室、
和室、茶室などを配置し、生涯学習情報コーナーではパ
ソコンが利用できるなど、一般市民や学習サークル、ボ
ランティアグループに幅広く活動の場を提供しており、
近年は毎年10万人余の人に利用されています。（写真3-8-
25、 26）

■写真3-8-23　いわきティーワンビル内に市生涯学習プラ
　ザがオープン　〔平成14(2002)年４月　いわき市撮影〕

■図3-8-1　生涯学習のマスコットキャラ
　クター「マナビィ」　〔文部科学省提供〕

■写真3-8-24　ヒューマンカレッジ（市民大学）の入学式　学長の作家・
　童門冬二氏。　〔平成27(2015)年８月　いわき市撮影〕

■写真3-8-26　生涯学習プラザ内の生涯学習情報コーナー　 
　〔平成14(2002)年４月　いわき市撮影〕

■写真3-8-25　全国生涯学習フェスティバルをい
　わき市で開催　〔平成20(2008)年10月　いわき市
　撮影〕
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　昭和30年代から始まった高度経済成長は、私たち
の物質生活を豊かにしましたが、一方で、商品の生産・
消費・廃棄のサイクルは肥大化し、廃棄されるごみ
は急増していきました。（写真3-8-27）

　昭和45(1970)年12月に制定された、「廃棄物処理法」
も有効な環境汚染対策とはなり得ず、東京都におい
ては昭和46(1971)年９月に“ごみ戦争”を宣言するほ
どでした。
　いわき市においても、家庭からのごみ排出量は昭
和48(1973)年以降、ほぼ年10%の割合で増加の一途を

たどりました。ごみは、処理のための経費がかさむだけでなく、埋立地や清掃センターの焼却炉の
寿命を縮め、ひいては新たな土地確保や施設建設を伴うだけに深刻な問題でした。
　このため、まず昭和49(1974)年８月から粗大ごみの収集を開始、さらに翌年にはいわき地区資源
回収組合連合会と連携して、家庭内の不用な古紙、空き瓶などを資源として回収する事業によりご
みの減量化を図りました。（写真3-8-28）

　このような施策にもかかわらず、ご
みは増加する一方であったことから、
市は昭和52(1977)年12月、「市ごみ収
集処理改善対策協議会」を設置しまし
た。（写真3-8-29、 30）

　同協議会では収集体制のあり方や
処理施設の整備などを検討し、昭和
55(1980)年２月、①ごみの４種類分類、
②事業系ごみと生活ごみの区別、③ご
み袋の規格統一、を盛り込んだ最終答
申を市へ提出しました。市はこれを受
け、新しいシステムへ向けた市民PR期間やモデル事業を経て、昭和56(1981)年４月から全市一斉に
分別収集をスタートさせました。（写真3-8-31）

　さらに、平成元(1989)年は行政区などの集団回収方式で古紙回収をスタートさせ、資源再利用の
動きは徐々に定着しつつありました。（写真3-8-32）

　しかし、全国的な推移と同様にごみの総排出量は、増加傾向にあり、平成７(1995)年度には約14
万ｔに達し、なかなか歯止めがかからないのが現状でした。しかも衛生思想が進み、パックやボト
ル詰めの商品が増え、これに伴うビニール系のごみが顕著になってきました。（写真3-8-33）

　細分別でごみを資源化、啓発も併せて
　IWAKI 　平９・1997  市リサイクルプラザ「クリンピーの家」が
　　　　　　　　　　　　オープン／ごみの細分別収集

■写真3-8-27　ごみ収集の様子　〔昭和44(1969)年
　８月　いわき市撮影〕

■写真3-8-28　資源ごみの回収　〔昭和50年代　いわき市撮影〕
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　このような状況のなか、国では資源として再利用が可能なペットボトルやガラス瓶、缶などのごみ
を収集し、リサイクルを促進して資源を有効活用すると同時にごみを減らす目的で、平成７年12月に

「容器包装リサイクル法」が施行されました。これに対応するため、市は「市廃棄物減量等推進審議
会」（平成５年に設置）から「ごみ細分別収集の実施及び（仮称）市リサイクルプラザの啓発機能につい
て」と題した提言を受けました。
　具体的にはこれまでの５分別（可燃、不燃、大型、廃乾電池、古紙）のうち、「可燃」「不燃」から同法
に規定されている「ペットボトル・かん類」と「びん類」、同法に規定されていないナベ、トースター
など小型家電製品の「金属類」（後に「小型家電・金属類」）へ、これまで古紙として集めてきたものを

■写真3-8-29　ロードパッカー車とごみ　〔昭和50年代　いわ
　き市撮影〕

■写真3-8-32　紙類の回収　〔平成元(1989)年10月　いわき市
　撮影〕

■写真3-8-33　ごみの細分別となる容器包装プラス
　チック　〔平成14(2002)年　いわき市撮影〕

■写真3-8-31　ごみの分別に関する写真広報　〔昭和54
　(1979)年５月　いわき市撮影〕

■写真3-8-30　ごみ捨て禁止の看板下にごみ 
　が不法投棄　〔昭和52(1977)年３月　いわき
　市撮影〕
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同法で規定された紙パックを含めた「古紙類」を取り出して８分別とする、またこれまで廃棄物となっ
ていた自転車や家具などの修理・再生、リサイクルに関する情報提供などを備えた機能の設置などを
盛り込んでいました。（写真3-8-34）

　このことを踏まえ、市はこれに対応する施設づくりを進めるとともに、ごみの細分別収集を、関係
機関・団体や市民に対して、周知を図りました。
　施設の建設場所となったのは渡辺町の中釜戸埋立地内で、平成９年(1997) ５月、一般廃棄物埋め立
て処分地「クリンピーの森」と資源選別施設・啓発施設の「クリンピーの家」が竣工、同年7月にはオー
プン式を行いました。（写真3-8-35、 36）

　クリンピーの家では、家庭などから排出された資源ごみのうち、びん類、かん類、ペットボトルな

■写真3-8-35　「クリンピーの家」の竣工式　〔平成９(1997)年５月　いわき市撮影〕

■写真3-8-37　「クリンピーの家」の資源選別過程　〔平成９(1997)年６月
　いわき市撮影〕

■写真3-8-34　ごみの出し方を「環境フェア」で
　PR　〔平成５(1993)年６月　いわき市撮影〕

■写真3-8-36　「クリンピーの家」の
　マスコットキャラクター「クリン
　ピー」　〔平成９(1997)年６月　いわ
　き市撮影〕
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どを選別する施設を配置しました。（写真3-8-37）

　啓発施設ではリサイクルの体験、リサイクル品の展示、大型ごみの修理・再生など、子どもから大
人までリサイクルを学ぶことができます。（写真3-8-38、 39）

　これら受け皿となる施設の完成を待って、市の資源ごみの細分別収集は平成９年６月から１か月の
試行期間を経て、同年7月から本格稼働しました。
　平成９年に約１万3,000ｔでスタートした細分別収集による資源ごみ（区などによる集団回収を含め）

量は、平成14(2002)年度には約３万1,000ｔに増加しました。
　このような状況下、政府は平成12(2000)年を「循環型社会元年」と位置づけ、「循環型社会形成推
進基本法」や「建設リサイクル法」、「食品リサイクル法」を公布し、循環型社会の実現に向け社会全
体が取り組まなければならない方向性を示し、ごみそのものの減量とリサイクルに努めた結果、市に
おいても全体の排出量は、減少傾向に転じ、リサイクル率は増加しています。
　一方、資源ごみ以外のごみを焼却する施設については、高い燃焼効率、有害物質の除去装置、防臭・

防音装置などを備えた、
新しい市南部清掃セン
ター （泉町下川、 処理能力＝

約390ｔ／日）を平成12(2000)

年４月から稼働させまし
た。（写真3-8-40）

■写真3-8-38　「クリンピーのバスツアー」　クリンピーの家で、ビンの収 
　集を説明。　〔平成20(2008)年8月 いわき市撮影〕

■写真3-8-39　クリンピーの家で開催したリサイクルフェ 
　スタ　〔平成27(2015)年10月　いわき市撮影)

■写真3-8-40　市南部清掃セン
　ター　〔平成12(2000)年5月　い
　わき市撮影〕
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【三和ふれあい館】
　昭和30(1955)年２月、役場に公民館が併設されて三和村が誕生しました。合併後、下市萱区民会
館として使用していた建物が市に寄付され、独立した公民館として活用していました（写真3-8-41）

　平成２(1990)年、三和公民館運営審議会で老朽化が著しい公民館の改築が審議され、翌年に、町
区長会、町地域振興協議会へ協力を要請。この際、老朽化と駐車場狭隘であった三和支所庁舎（昭
和36年11月建築）の改築と併せることとして、区長会や地域振興協議会の役員を中心に平成４(1992)

年、「三和町総合施設建設期成同盟会」を設立しました。その後、市との協議・懇談を重ね、支所・
公民館と併設して、高齢者の健康・生きがい、地域の高齢者の社会参加・生きがいづくり・世代交
流のための施設として、保健福祉増進施設（デイサービスセンター）を基幹とする複合施設、市地域
交流センター「三和ふれあい館」が、平成９(1997)年４月に開設されました。（写真3-8-42）

　新しい施設は国道49号に面しているため利便性が高く、施設の利用促進や地域振興を目的に、三
和地区農家生産野菜・加工品などを同館駐車場で直売する「三和の里うまい菜市」を開催し、さら
に安定的な直売運営ができるよう、地域振興協議会や区長会、商工会が中心となって、県地域づく
り総合支援事業中山間地特別枠を活用した、常設直売所「三和町ふれあい市場」が平成20(2008)年
11月に開設されました。（写真3-8-43）

　種々の機能を集め、地域交流センターを建設
　IWAKI 　平9・1997　 「三和ふれあい館」が開館
　　　　　　平16・2004　 「田人ふれあい館」が開館

■写真3-8-42　市地域交流センター「三和ふれあい館」全景　 
　〔平成９(1997)年３月　いわき市撮影〕

■写真3-8-43　「三和ふれあい館」で開催される「三和の里う
　まい菜市」　〔平成12(2000)年４月　いわき市撮影〕

■写真3-8-41　三和村役場　〔昭和40(1965)年
　いわき市所蔵〕
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【田人ふれあい館】
　田人地区住民は平成２(1990) 年、青年組織を中心として、田人地区における将来の指針をまとめ、
地域おこしの原点となる「田人交流の里構想」を策定しました。これを実現化するなかで、新たに世
代間交流の観点も加えられ、地区住民の間には、高齢者健康センターの建設機運が高まっていきまし
た。さらに、平成９(1997) 年には老朽化していた、支所庁舎や田人公民館、田人診療所の改築が課題
として挙げられ、これら施設を1か所に集約した地域総合施設を盛り込んだ構想へ発展していきまし
た。（写真3-8-44、 45）

　田人地区住民の活動は、構想の実現に向け、その後も継続されましたが、建設地についてはさまざ
まな案が浮かびました。田人の場合、黒田字別当付近は商業の中心、旅人字平石付近は市支所庁舎、
郵便局、農協などの公共施設が配置されていた経緯もあり、最終的に建設地は市支所庁舎の南方200ｍ、
主要地方道勿来-浅川線沿いの旅人字下平石地内と決まりました。
　敷地内には、これまでの施設機能に加え、屋内運動場や入浴施設なども付加され、市地域交流セン
ター田人ふれあい館・市田人支所、市国民健康保険田人診療所が１か所に集約された施設として、平
成16(2004)年11月に落成を迎えました。（写真3-8-46、 47）

　建物には地域特色を活かして、木をふんだんに取り入れたほか、木質ペレットのストーブや太陽光
による発電施設などを備え、環境にも配慮しました。

■写真3-8-44　田人診療所　〔昭和49(1974)年７月　いわ
　き市撮影〕

■写真3-8-46　市地域交流センター「田人ふれあい館」全景　
　〔平成16(2004)年10月　いわき市撮影〕

■写真3-8-47　「田人ふれあい館」で行われる「田人ほっこり祭」
　〔平成26(2014)年11月　いわき市撮影〕

■写真3-8-45　田人村役場　〔昭和41(1966)年　いわき市
　所蔵〕
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　「地方の時代」といわれた昭和時代後期になると、全国各地において、都市の農山漁村の交流を
通じたさまざまな地域特性を活かした整備が進められるようになり、いわき市においても、昭和
60(1985)年に「いこいの里 川前鬼ケ城（現いわきの里 鬼ケ城）」、平成４(1992)年５月には「田人おふ
くろの宿」を開設しました。
　遠野地区においては平成５(1993)年、遠野地域づくり振興協議会を中心に遠野地区の特色を活か
したまちづくりができないものか、と検討が始まり、その結果、交通の利便性と豊かな自然、鮫川
や入遠野川などの清流を活かして都市と農山村の交流を進めようと、平成６(1994)年５月、同協議
会内に「（仮称）川の家構想検討委員会」を発足させ、市との協議に入りました。
　市は拠点施設を建設するに際して、地元、関係団体などとさまざまな検討を重ねましたが、「山
村振興法」に基づく効率的な事業展開を図るため、「山村」の地域指定地であった入遠野地内に「新
山村振興農林漁業対策事業（→山村振興等農林漁業特別対策事業）」により、事業展開することで地元
と協議を整え、平成６年度からオートキャンプ場づくりに着手しました。
　建設地として決まったのは、入遠野川が近くを流れる遠野町入遠野字越

こえ
台
だい

地内の６haの敷地。こ
のなかには売店を備えた管理棟やオートキャンプ場（30区画）、キャンプ場（15区画）、バーベキュー
広場、レクリエーション広場、遊歩道などを配置し、「市遠野オートキャンプ場」として、平成
10(1998)年７月にオープンしました。（写真3-8-48〜50、 図3-8-2）

　同キャンプ場においては、オープン後、「遠野キャンプ場まつり」などが開催され、多くの都市
からの人たちが自然の豊かさを満喫し、地域の特性を通じた地元の人との交流が行われています。
（写真3-8-51、 52）

　また、同キャンプ場の整備を起爆剤として、周辺では遠野町地域づくり振興協議会による「遠野
匠の里づくり」の一環として、旧営林署事務所の建物を活用した「いわき遠野生活・アートギャラ
リー」や同官舎を活用した「いわき遠野手仕事の家」などが完成し、地元に残る素朴な伝統工芸品
の展示や交流イベントの場として活用されています。

　豊かな自然と交歓できる里山の魅力を発信
　　IWAKI 　平10・1998　市遠野オートキャンプ場がオープン

■写真3-8-48　市遠野オートキャンプ場の落成　〔平成10(1998)年７月　 
　いわき市撮影〕
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■写真3-8-49　市遠野キャンプ場全景　〔平成10(1998)年５月　いわき市
　撮影〕

■写真3-8-50　キャンプの様子　〔平成10(1998)年７月　いわ
　き市撮影〕

■写真3-8-51　遠野オートキャンプ場で藤籠づくり　〔平成　
　14(2002)年１月　いわき市撮影〕

■図3-8-2　遠野オートキャンプ場　〔資料:１:50,000地形図〈原寸〉　上遠野（平成14年修正）〕

■写真3-8-52  遠野オートキャンプ場で紙
　すき体験　〔平成18(2006)年２月　いわ
　き市撮影〕
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　市内小川町出身の草野心平氏〔明治36(1903)年～昭和63(1988)年〕は、日本を代表する詩人とし
て文学界に大きな足跡を遺し、いわき市名誉市民（昭和59年）、文化勲章（昭和62年）など数々の栄誉
に輝きました。（写真3-8-53、 54）

　草野氏は昭和63(1988)年11月に亡くなりましたが、平成元(1989)年5月に市文化センターで開催さ
れた「詩人草野心平とふるさと展」では多くの自筆原稿や写真、書簡など約1,600点が展示され、
好評を博しました。この展示会をきっかけに、数多くの功績を後世に遺そうと、資料館建設構想が
地元や関係者によって起こされました。
　市教育委員会も平成元年度から資料の散逸を防ぐため収集を開始するとともに、市は平成３
(1991)年10月には、「草野心平記念いわき近代文学館建設検討委員会」を発足させ、名称や建設場所、
規模、内容などの検討に入りました。
  検討の結果、草野氏の偉業顕彰やその仲間たちの資料収集、加えていわきにおける文学活動の核
という館の性格から、名称は「市立草野心平記念文学館」、建設場所は「小川町、特に小玉ダム周
辺が最適」、という意見書が、平成５(1993)年４月、市長に提出されました。
　意見書のなかには、施設の規模（展示室や収蔵庫、研修室など）や文学研究者のためにも十分機能す
る内容とし、常設展や企画展、講演会の開催、学芸員の配置なども盛り込まれました。
　このほか、草野氏の生家についての公有化や整備なども提案されていました。
　建設場所の具体としては、豊かな自然と地域風土を活かし、建物周囲の環境整備にも配慮した、
新しい文化創造の拠点をめざすことを主眼として、JR磐越東線小川郷駅から西方約３㎞、小玉ダ
ムに向かう道路沿いの山腹に定めました。（写真3-8-55）

　建物規模は鉄筋コンクリート平屋建てで延べ床面積は約2,200㎡。豊かな森に囲まれた約２万
6,300㎡というゆったりした敷地に、駐車スペースや植栽を配置し、開放感あふれた環境を創出し
ました。建設工事は平成８(1996)年度に着手、平成10(1998)年７月に待望のオープンを迎えました。（写
真3-8-56）

　開館後、展示のほかに、草野心平氏と関わる地元の猪狩満直氏や三野混沌氏などの交流について

　偉大な文人を顕彰して、生まれ故郷に建設
　　IWAKI 　平10・1998　市立草野心平記念文学館がオープン

■写真3-8-54　名誉市民推戴の草野心平氏
　〔昭和58(1983)年12月　いわき市撮影〕

■写真3-8-53　草野心平氏の日記　〔平成  
　19(2007)年９月　いわき市撮影〕
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の企画展やガリ版などの実技講習会、詩の朗読会、ミニコンサート、絵画展、文学散歩など、多くの
市民や研究者などに親しまれています。
　草野心平氏の生家は小川町上小川にあります。草野氏が16歳で上京するまで過ごした場所です。明
治時代の一般的な木造の平屋建てで、屋根などの痛みが進んでいたこともあって、市が整備。平成
15(2003)年４月には「草野心平生家」としてオープンし、観光客や市民に公開しています。清掃や管
理運営については地区民によるボランティアが行っており、命日の11月12日近くの日曜日には、整備
前から行われていた「心平忌・心平を語る会」が開かれています。（写真3-8-57、 58）

　草野心平氏は16歳で故郷を離れ在京の後、中国へ渡り大学を卒業しました。
大正14(1925)年ごろ帰国。（その後も昭和10年代に中国で過ごす）昭和３(1928)年
に活版刷りとしては初めての詩集『第百階級』を発刊しました。蛙をテーマに
したもので、以後も蛙を題材にした詩を書き続け、昭和25(1950)年には「蛙の詩」
で読売文学賞を受賞したこともあって、“カエルの詩人”として知られるよう
になりました。もちろん、そのほかにもたくさんの詩を創作しています。戦争
終了後の昭和21(1946)年に帰国後、９つほどの転職と30回を超える転居を繰り
返しました。たびたび故郷へ帰り、最後に故郷で暮らしたのは昭和21年３月か
ら同23(1948)年８月まででした。市内の学校には、草野心平氏の作詞による校
歌がいくつも今に歌われています。（写真3-8-63）

■写真3-8-55　草野心平記念文学館の遠景　〔平成10(1998
　年６月　いわき市撮影〕

■写真3-8-57　草野心平氏の生家を整備してオープン　〔平成 
　15(2003)年４月　いわき市撮影〕

■写真3-8-58　心平忌・心平を語る会が開催　〔平成８(1996)　
　年11月　いわき市撮影〕

■写真3-8-56　草野心平記念文学館の開館　館長の粟津則雄氏らが開
　館を祝う。　〔平成10(1998)年７月　いわき市撮影〕

■写真3-8-59　上遠野中学校校歌
　の作詞のために学校を訪れた草
　野心平氏（写真右）　〔 昭 和29
　(1954)年　斎藤一佳氏提供〕
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　昭和30(1955)年初頭から始まる高度経済成長は、テレビ、冷蔵庫などの家電製品の普及や農作業
への機械導入などを促し、それまでの私たちの生活様式を一変させました。
　これに伴い、昔からの生活用品や農具などは急速に姿を消しつつありました。このため、市は昭
和45(1970)年から市内各地で使われていた資料の収集を開始しました。このなかには石炭産業関係
や考古関係の資料も含まれ、数千点の数量となりました。
　しかし、収蔵庫がないため、やむを得ず市内小学校の空スペースや石炭関係の事務所に保管せざ
るを得ない状況でした。
　このようななか、石炭、民俗、歴史、自然史、考古、美術の６分野で構成された、民間組織の「い
わき市博物館設立研究会」が昭和51(1976)年７月に設置されました。博物館とは、歴史、芸術、民俗、
産業、自然科学などに関する資料を収集し、研究を加え、公衆のために公開する機関をさすもので、
同研究会では候補地をいわきニュータウン内と想定しました。
　市も昭和54(1979)年度に「市博物館資料調査委員会」を設立し、調査・検討（先の項目に「海洋」を追加、

自然史を地質と生物に区分）を継続しましたが、しかし、計画と建設費には膨大なコンセプト（内容）

調整と多額の予算措置が伴うことから、財政難の折、容易に踏み切ることができませんでした。
　このようななか、昭和59(1984)年に「市石炭・化石館」と「市立美術館」が関係者の努力により
相次いで開館し、博物館構想のうちそれぞれの資料がここに収められることになりました。さらに、
小名浜地区では海洋関係の博物館、小川町では詩人・草野心平氏を核とする文学館的施設、勿来地
区では勿来関の文学と歴史を伝える施設、久之浜・大久地区では化石を中心とした海竜の里、常磐
地区に考古関係の施設、といずれも地元の関係者の要望に応じ、市は具体化を進めました。
　一般的に博物館は収蔵する資料の内容によって、総合博物館と専門博物館に分かれ、専門博物館
は、さらに美術、歴史、科学など、さまざまな分野に特化して設置されることになっていますが、
市としては各地区の要望などを勘案し、後者の観点で整備を進めることにしたのです。
　市はいわきニュータウンの県立いわき公園内に、民俗関係の博物館整備構想をたて、平成５(1993)

年６月、有識者で構成された「市暮らしの伝承郷整備検討委員会」を設立して、施設整備について
検討。市は同委員会から得た報告
書に基づいて基本構想、建設計画
を立てました。
　内容としては常設・企画展示室
を備えた学習管理棟のほかに、市
内に遺る茅葺きの伝統民家５軒を
移築し、周囲には生活道具や雑木
林の緑に囲まれた環境と、畑や水
田、梅、柿などの植栽と合わせて、

　民俗資料を収集して古き時代の農家を再現し、
　学習の場へ
　 IWAKI 　平11・1999　市暮らしの伝承郷が開館

■写真3-8-60　市内に遺された茅葺き民家を一堂に集め　〔平成11(1999)年
　４月　いわき市撮影〕
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江戸時代末期から明治時代初期の農村風景を演出し、市民が昔の暮らしを学べる施設となっており、
平成11(1999)年７月にオープンしました。（写真3-8-60、 61、 図3-8-3）

　この施設運営の特徴は、田畑の農作業体験学習や昔の暮らしの再現など、多様な経験を持つ多くの
市民ボランティアが参加していることです。（写真3-8-62~64）

　また、昔遊びを通して親子の絆を深めるなど、ほほえましい光景を見ることができます。（写真3-8-65）

■写真3-8-61　「市暮らしの伝承郷」の開園テープカット　〔平 
　成11(1999)年７月　いわき市撮影〕

■写真3-8-65　体験学習「昔遊び・けん玉」　
　〔平成18(2006)年１月　いわき市撮影〕

■写真3-8-64　茅葺き民家の前でじゃんがら念仏踊
　りを披露　〔平成27(2015)年８月　いわき市撮影〕
　

■写真3-8-63　囲
　炉裏を再現する
　ボランティアの
　市民　〔 平 成24
　 ( 2 0 1 2 ) 年 1 1 月
　いわき　市撮影〕

■写真3-8-62　子どもたちが稲刈りを体験
　〔平成11(1999)年９月　いわき市撮影〕

■図3-8-3　「市暮らしの伝承郷」の施設配置図
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　地方分権推進の一つである中核市制度は、市民に身近な市役所でできるだけ用事が済むようにす
ることにより市民の利便性を高めようとする国の政策で、比較的規模の大きな都市を対象として、
それまで県が実施していた事務事業を市に移行させるという、権限の移譲をめざしたものです。
　中核市を制度化するため、平成６(1994)年６月に「地方自治法」が一部改正され、「中核市」は
平成７(1995)年４月に施行されました。
　中核市の要件としては、①人口30万人以上（ある程度権限が与えられた50万人以上の政令市を除く）、
②面積100㎢以上、③人口30万人以上50万人未満の市の場合、昼夜間人口比率が100％を超える（夜

間人口より昼間人口が多い）が設定されました。最初に指定されたのは12市で、平成８年(1996) ４月
でした。
　いわき市は人口、面積ともに要件を満たしていたのですが、基準となった平成２(1990)年に実施
された国勢調査では、昼夜人口比率が99.9%、つまり昼間の人口が夜間人口をわずかながら下回っ
たため、制度施行と同時に指定を受けることはできませんでした。
　平成７年に行われた国勢調査実施の後、昼夜間人口比率が100.3%、つまり昼間人口が夜間人口
を上回ったことが確認できたことから、いわき市は指定に向け、取り組みを開始しました。
　中核市のメリットは保健所設置による新たな施策展開、都市計画行政の権限移譲による地域特性
を活かした都市づくり・景観づくり、身体障害者手帳の交付など県・市に窓口がまたがっていた二
重事務の効率化など、多方面に及ぶことでした。
　県からの移譲事務は、民生、保健福祉、環境、都市計画、産業・経済、文教などの2,712件に及び、
特に保健衛生行政が半数以上で、保健所運営については県から市の直接運営となることが最大の変
更点でした。
　市は平成11(1999)年４月、正式に中核市へ移行したのを機に、中核市移行式を本庁舎玄関前で行

い、関係者が中核市への仲
間入りを祝いました。（写
真3-8-66〜68）

　地方分権による身近な行政運営をめざし
　　IWAKI 　平11・1999　 「中核市」へ移行

■写真3-8-66　本庁舎玄関前で行った移行式で
　テープカットをして移行を祝う　〔平成11
　(1999)年４月　いわき市撮影〕

■写真3-8-67　中核市移行を告
　げる本庁舎前の大型表示板　
　〔平成11(1999)年４月　いわき
　市撮影〕

■写真3-8-68　いわき駅前の広告塔に中核市移
　行を表示　〔平成11(1999)年４月　いわき市撮
　影〕
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　国道６号常磐バイパスは、国道６号沿道の居住環境などの改善と交通量の緩和、さらには新産業
都市建設構想を支援するため、「新産業都市」に指定された昭和39(1964)年に計画されました。
　その後、モータリゼーションの進展と工場進出に伴い、市内の交通量は大幅に増加し、国道６号・
平字長

なが
橋
はし

町
まち

における１日あたりの交通量は、昭和40(1965)年には１万7,000台であったものが昭和
45(1970)年には３万2,000台へ激増するという状況にありました。特に植田市街地を中心とした地
域では、鮫川に架かる国道６号の鮫川橋以外に迂回路がないため、交通渋滞は激しさを増していま
した。
　この間、市や市議会は早くから国や県に対し、国道６号バイパスの早期着工を陳情しました。そ
の結果、昭和43(1968)年にバイパスの用地買収に入り、昭和45年10月には、待望の起工式が植田町
渋
しぶ

川
かわ

地内で行われました。（写真3-8-69）

　その後、平成８(1996)年８月までに勿来町四
し

沢
さわ

－平下
しも

荒
あら

川
かわ

および平荒
あっ

田
た

目
め

－平下
しも

神
かべ

谷
や

の合計22.7
㎞が供用開始され、残る４.８ｋｍ区間となる平下荒川－
平荒田目が平成12(2000)年３月に開通し、総延長27.7
㎞の大バイパスが全線開通となりました。（写真3-8-
70、 図-3-8-4）

　車社会に対応した、新しい道路づくり
　　IWAKI 　平12・2000  国道６号常磐バイパスが全通

 

平下神谷 

平荒田目 

常磐三沢町 

自由ヶ丘 

小名浜住吉 

平下荒川 

小名浜南富岡 

泉町滝尻 

泉町下川 

佐糠町 

勿来町四沢 

■図● 一般国道６号常磐バイパス経路図 
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草野 

平 

内郷 
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泉 

植田 

勿来 
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勿来町四沢－佐糠町碇田 
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泉町下川 －泉町滝尻 

泉町滝尻 －小名浜南富岡 

小名浜南富岡－小名浜住吉 

小名浜住吉－常磐三沢町 

常磐三沢町－自由ヶ丘 

自由ヶ丘－平下荒川 

平下荒川－平荒田目 
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昭和 47年 12月 20日 
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平成 元年 3月 18日 

平成 12年 3月 28日 
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3.6㎞ 

6.0㎞ 

1.3㎞ 

1.4㎞ 

2.3㎞ 

3.4㎞ 

3.1㎞ 

0.7㎞ 

5.0㎞ 

0.9㎞ 

■写真3-8-69　起点となる勿来町四沢　ブロンズ像 
　を建立しました。　〔昭和56(1981)年3月　いわき
　市撮影〕

■図3-8-4　一般国道6号バイパス経路図

■写真3-8-70　国道6号常磐バイパスが全通　〔平成12(2000)　
　年3月　いわき市撮影〕
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　海洋の生き物を学べる博物館が小名浜に建設
　　IWAKI 　平12・2000　アクアマリンふくしまがオープン

　海洋資源に恵まれたいわき地方の海岸部のうち、小名浜では昭和時代初期から水族館構想が練ら
れていましたが、長い間実現しませんでした。その水族館がいわき地方で最初に登場したのは、や
はり小名浜で、昭和26(1951)年７月のこと。小名浜町連合PTA（翌年からは町が主催）が現在の１号ふ
頭の付け根付近に簡易水族館を設立し、夏季限定で昭和30年代まで毎年開催しました。（写真3-8-71）

　しかし、本格的な水族館をという声が大きくなり、昭和30年代に入ると、三崎公園下の海岸部へ
県立水族館を誘致する運動が動き出しました。
　その一方で、昭和31(1956)年７月には、勿来海水浴場に私設の「勿

な
来
こそ

水
すい

族
ぞく

館
かん

」が開設されました（昭

和41年に廃止）。（写真3-8-72）

　さらに、照島観光㈱が照島周辺の磐城市大字下
しも

川
がわ

字大
おお

畑
はた

の海岸線にホテル、動物園、ヘルスセン
ターなどの観光開発計画を進め、その一環として昭和43(1968)年３月、水族館「照島ランド」をオー
プンさせました。泉駅からの直通バスが運行され、夏季を中心に多くの人でにぎわいましたが、営
業不振で昭和50(1975)年に閉鎖に追い込まれてしまいました。（写真3-8-73）

　磐城市における本格的な水族館建設の計画は、昭和36(1961)

年に策定された「産業開発拠点都市建設計画」のなかで初めて
示されました。昭和38(1963)年には三崎公園の釜ノ前防潮堤と
海岸の間に自然水族館を造る具体案が練られ、釜ノ前海岸への
市営マリンランド建設計画が発表されましたが、実現には至り
ませんでした。
　昭和41(1966)年10月にいわき市が誕生して以降は、関係者の
設立運動が継続され、「三崎公園に水族館の建設を」を合言葉
に昭和50(1975)年10月には、「小名浜水族館建設期成同盟会」
が発足。翌年には市など関係機関に陳情しました。
　県は昭和53(1978)年１月に策定した長期総合計画のなかで、
浜通り地域構想に「海洋レクリエーション基地の検討」を盛
り込み、その後も関係者は専門家をまじえ水族館のあり方を調

■写真3-8-73　照島ランドのイルカシ
　ョー　〔昭和43(1968)年９月　いわき
　市撮影〕

■写真3-8-72　勿来水族館　〔昭和36(1961)年　長 
　谷川達雄氏撮影〕

■写真3-8-71　磐城市営水族館　〔昭和30(1955)年
　ごろ　『磐城市勢要覧』から引用〕
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査・研究。市は昭和54(1979)年に策定した「市観光開発整備計画基本計画」のなかに海洋科学センター
構想を打ち出しました。
　民間支援団体も昭和58(1983)年11月には、商工会議所、青年会議所など市内の幅広い団体を活動母
体とした「県立海洋博物館誘致期成同盟会」に拡大し、誘致活動を活発化させました。（写真3-8-74、
75）

　それまで、誘致場所は三崎公園周辺と考えられてきましたが、平成元(1989)年には、専門家から小
名浜港１号ふ頭へ、という提言もあって、大きく流れが変わってきます。それまでは何かと一般人の
出入りに対して制限が設けられた工業港や商業港を住民に開放し、港や海に親しめる豊かなウォー
ターフロントを形成する目的で、国は「ポートルネッサンス21計画」を示し、全国の老朽化した港埠
頭の再生をめざしました。

　県は平成２(1990)年にいわき市を立地場所と決め、小名浜港では１・２号ふ頭の再開発が構想され
ました。平成３、４(1991、 92)年度に県による活性化調査が行われ、小名浜港の１・２号ふ頭を再開
発する「小名浜ポートルネッサンス21構想」を策定。地元の考えを集約する「市海洋文化・学習施設
整備検討委員会」の意見を集約して、小名浜港２号ふ頭を再開発して海洋科学館を設置する青写真が
できました。
　平成５(1993)年11月には、運輸省の中央港湾審議会計画部会で承認され、基本構想が策定、翌年に
は基本計画が策定されました。
　同施設は福島県の海の特徴である、黒潮と親潮の出合い「潮目の海」をメーンテーマに、水族館と
博物館、科学館の機能を併せ持つ複合施設で、豊かな生物相と自然から、潮目の科学、人と海とのか
かわり、地球環境問題まで幅広い分野の展示などを行い、楽しみながら考え、学び、交流する新しい
タイプの海洋ミュージアムをめざしたものでした。
　施設は平成９(1997)年11月に着工され、その後愛称をふくしま海洋科学館「アクアマリンふくしま」
と決定し、平成12(2000)年７月に悲願のオープンを迎えました。（写真3-8-76）

■写真3-8-74　看板を設置して誘
　致を呼びかけ　〔昭和58(1983)年
　７月　いわき市撮影〕

■写真3-8-75　市民を挙げて「県立海洋博物館誘致総決起大会」のパレード　三崎公
　園で総決起大会を開き、小名浜本町通りで市民に誘致を訴えました。　〔昭和60
　(1985)年11月　いわき市撮影〕
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　その後、平成12年12月にシーサイドデッキが完成。平成13(2001)年６月には「水生生物保全セン
ター」、平成19(2007)年には、「蛇の目ビーチ」が、それぞれオープンし、魅力アップにつなげました。
（写真3-8-77）

　平成23(2011)年３月に発生した東日本大震災に起因する大津波では、「アクアマリンふくしま」の
建物だけでなく水生動物に大きな損害がもたらされましたが、関係者の懸命な努力と多くの人々の支
援によって、わずか４か月後に再開にこぎつけることができました。（写真3-8-78）

■写真3-8-76　待望の「ふくしま
　海洋科学館（アクアマリンふく
　しま）」開館　〔平成12(2000)年
　７月　いわき市撮影〕 

■図3-8-5　「いわき小名浜みなとオアシス」のマーク
　「みなとオアシス」は、港を核としたまちづくりを
　促進するため、住民参加による地域振興の取り組
　みが行われる区域・施設の認定・登録制度です。

■写真3-8-77　アクアマリンふくしま
　に「蛇の目ビーチ」がオープン　〔平
　成19(2007)年３月　いわき市撮影〕

■写真3-8-78　東日本大震災の苦難を乗り越えて、再オープン　〔平成　
　23(2011)年７月　いわき市撮影〕
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　アクアマリンふくしまの周辺も整備が進みました。平成９年７月に「市観光物産センター（いわき・

ら・ら・ミュウ）」、平成20(2008)年４月に、かつての倉庫群を改修した「アクアマリンパーク交流館（小

名浜さんかく倉庫）」が、それぞれオープン。平成12年には小名浜港１・２号ふ頭の親水空間として「ア
クアマリンパーク」が完成し、平成17(2005)年８月には「いわき小名浜みなとオアシス」として国土
交通省の「みなとオアシス」に設定・登録されました。（写真3-8-79~82、 図3-8-5）

　野外展示施設の充実も進んでいます。平成27(2015)年２月には「クウェート・ふくしま友好記念日
本庭園」、同７月には「わくわく里山・縄文の里」が、それぞれオープンしました。
　平成27(2015)年７月には、観光地やホテルの囗コミ紹介サイト「トリップアドバイザー」が前年１
年間に世界の旅行者から投稿された口コミを基にした「世界の人気観光スポット2015　動物園・水族

館編」を発表し、このなかで
「アクアマリンふくしま」が
アジアの水族館の部で９位に
入りました。（写真3-8-83）

■写真3-8-79　「市観光物産センター（いわき・ら・ら・ミュウ）」のオープン　〔平 
　成９(1997)年７月　いわき市撮影〕

■写真3-8-81　整備後の「アクアマリンパーク交流館（小名浜
　さんかく倉庫）」　「小名浜美食ホテル」など　〔平成26(2014)　
　年７月　いわき市撮影〕

■写真3-8-80　整備前の倉庫群　〔平成13(2001)年 
　８月　いわき市撮影〕

■写真3-8-82　小名浜湾内などを巡るデイクルーズから見る「アクアマリ
　ンパーク」　〔平成11(1999)年８月　いわき市撮影〕

■写真3-8-83　幻想的なアクアマリンふくしまの
　夜景　〔平成15(2003)年　いわき市撮影〕
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市ຽͷརศੑ্͕޲

�
　平成時代初めから始まった地方分権推進の流れは、具体的な分権方針を示した「地方分権一ׅ法」
が平成11(1999)年に公布されて以降、より具体的に国と地方公共団体における役割分担の明確化、
機関委任事務制度の廃止などが進められました。また、平成13(2001)年版情報通信白書では「ブロー
ドバンド元年」が宣言され、これ以降安価で高速なインターネット通信環境が市内でも急速に普及
しました。このような情報変革に伴い、市においても市住民基本台帳のネットワークシステムや市
地域イントラネット、公共施設予約案内システムなどの構築と、市民生活の利便性を向上させるた
めの施策を展開していきました。
　このような流れを受け、平成17(2005)年11月には、市の長期ビジョンである「新・いわき市総合
計画」のうち、前期（平成13 ～ 22年度）基本計画を改定しました。

■写真3-9-1　主要地方道勿来-浅川線の妻橋工区が開通　〔平
　成13(2001)年３月　いわき市撮影〕

■写真3-9-2　市立中央台南中学校が落成式（開校
　は平成12年４月）　〔平成13(2001)年２月　いわき
　市撮影〕

■写真3-9-3　下小川地区農業集落排水処理施設通
　水式　〔平成13(2001)年３月　いわき市撮影〕

■写真3-9-4　市勿来関文学歴史館がリニューアルオープン
　〔平成13(2001)年３月　いわき市撮影〕

①

②

④

③
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݄̎ɹɹɹ市ཱதԝ୆ೆதֶ͕ߍམɹɹ

ɹɹɹɹɹ੒ʢ開ߍ͸ฏ੒øù೥݄̐ʣᶄ

݄̏ùĀ೔ɹԼখ઒஍۠೶ूۀམഉਫɹɹ

ɹɹɹɹɹॲཧࢪઃ͕௨ਫᶅ

ɹɹúø೔ɹ市໪དྷؔจֶྺ࢙館͕ϦχϡʔΞϧΦʔϓϯᶆ

݄̏ɹɹɹओཁ஍ํಓ໪དྷʵઙ઒ઢͷ͕۠޻ڮ࠺開௨ᶃ

݄̐̍೔ɹʮ市ͷ؍ܠΛकΓҭͯ૑଄͢Δ৚ྫʯΛߦࢪ

ɹɹ̍೔ɹʮ৽ۀ࢈౎市ݐઃଅਐ๏ʯ͕ഇ͞ࢭれɺいわき市΋ద

ɹɹɹɹɹ༻֎΁

݄̑øü೔ɹ࣍ੈ୅౎市੔උۀࣄͷଠཅޫൃిγεςϜ͕࢝ಈᶇ

ø÷݄̍೔ɹ市ͷڕɾΊͻ͔Γ੍ఆ

݄̐̍೔ɹʮՈిϦαΠΫϧ๏ʯ͕ߦࢪ

݄̒ùĀ೔ɹʮਫج࢈ຊ๏ʯ͕ެ෍

ɹɹɹɹɹʮ৿ྛɾྛجۀຊ๏ʯ͕ެ෍

݄̕øø೔ɹΞϝϦΧͰಉ࣌ଟൃςϩൃ͕݅ࣄ生

݄̏øĀ೔ɹখ໊඿ɺ໪དྷɺৗ൬ͷ̏஍۠ͷ市ຽձٞͱʮ஍۠

ɹɹɹɹɹ·ͪͮ͘Γܭըࡦఆʹؔ͢Δύʔτφʔγοϓڠ

ɹɹɹɹɹఆʯΛక݁

ɹɹùú೔ɹৗ൬ࣗಈंಓʢいわき࢛૔ʵ޿໺ʣ͕開௨

ɹɹùý೔ɹࠃಓ̒߸ৗ൬όΠύεॅ٢ަࠩ఺ཱ͕ମ開௨ᶈ

݄̐̍೔ɹ市౦ࣄژ຿ॴ͕Ҡస開ॴ

ɹɹ̍೔ɹฏফ๷ॺதԝ୆෼ݣॴ͕開ॴᶉ

ɹɹøü೔ɹいわきςΟʔϫϯϏϧ͕མ੒ʢ市生ֶ֔शϓϥβɹɹ

ɹɹɹɹɹ��øýɺ市ফඅ生׆ηϯλʔ<Ҡస>͕Φʔϓϯʣ

݄̒̍೔ɹϓϥενοΫͱྨࢴͷ͝Έࡉ෼ผऩूΛ開࢝

݄̔̑೔ɹॅຽجຊ୆ாωοτϫʔΫγεςϜ͕Ұ࣍αʔϏε

ɹɹɹɹɹ開࢝

݄̑̕೔ɹ市ٞձதܧΛ開࢝ᶋ

øù݄øþ೔ɹࠃಓ̒߸ৗ൬όΠύεͱࠃಓûĀ߸ฏόΠύεͷ

ɹɹɹɹɹ্໼田ަࠩ఺ཱ͕ମ開௨ᶊ

݄̐̍೔ɹެֶཱߍͷ׬શि̑೔੍͕ελʔτ

݄̔̑೔ɹॅຽجຊ୆ாωοτϫʔΫ͕Քಇ

݄̎ùû೔ɹ市஍ҬΠϯτϥωοτ͕ελʔτᶏ

݄̏ùû೔ɹ市૯߹อ݈෱ࢱηϯλʔ͕མ੒

ฏ੒14ï2002ð೥

ฏ੒1úï2001ð೥

ฏ੒15ï200úð೥

■写真3-9-5　次世代都市整備事業の太陽光発電シ
　ステムが始動（中央台南中学校）　〔平成13
　(2001)年５月 いわき市撮影〕

■写真3-9-6　国道６号常磐バイパス住吉交差点が立体開通　
　（小名浜住吉）　〔平成14(2002)年３月　いわき市撮影〕

■写真3-9-7　平消防署中央台分遣所が開所　〔平成
　14(2002)　年４月　いわき市撮影〕

■写真3-9-8　国道６号常磐バイパスと国道49号平バイパスの上
　矢田交差点が立体開通（常磐上矢田町）　〔平成14(2002)年12
　月　いわき市撮影〕

⑦

⑥

⑤

⑧
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■写真3-9-9　市議会ライブ中継が開始（本庁舎市民ロ
　ビー）　〔平成14(2002)年９月　いわき市撮影〕

■写真3-9-10　草野心平生家が整備公開　〔平成15(2003)年４月　い
　わき市撮影〕

■写真3-9-12　磐越東線で蒸気機関車が運行（いわき-郡山）　〔平成16(2004)年５月
　いわき市撮影〕

■写真3-9-13　市地域イントラネット開通式
　〔平成15(2003)年２月　いわき市撮影〕

■写真3-9-11　風力発電システムが
　始働（市フラワーセンター）　〔平
　成16(2004)年１月　いわき市撮影〕
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݄̐̍೔ɹ市಺͔̓ॴͷ஍۠อ݈෱ࢱ

ɹɹɹɹɹηϯλʔۀ຿開࢝

ɹɹø÷೔ɹ૲໺৺ฏ生Ո͕੔උެ開ᶌ

ɹɹøù೔ɹʮいわきೆͷ৿εϙʔπɹ

ɹɹɹɹɹύʔΫʯ͕མ੒

ɹɹùü೔ɹいわき市ຽӫ༪৆͕૑ઃ

݄̔ùü೔ɹॅຽجຊ୆ாωοτϫʔΫγεςϜ͕ೋ࣍αʔϏε

ɹɹɹɹɹ開࢝

ø÷݄̍೔ɹେ͝ܕΈͷ༗ྉऩूΛ開࢝

݄̏ù÷೔ɹΠϥΫઓ૪͕ຄൃ

݄̐̍೔ɹ೔ຊ༣੓ެ͕ࣾൃ଍

݄̑ùú೔ɹݸ人৘ใอؔޢ࿈̑๏Ҋ͕੒ཱ

݄̍ùþ೔ɹ市ϑϥϫʔηϯλʔͰ෩ྗൃిγεςϜ͕Քಇᶍ

݄̐̍೔ɹ市૯߹ڭҭηϯλʔΛઃஔ

ɹɹ̍೔ɹ市ཱதԝ୆ެຽ館͕開館ɾಉެຽ館಺ʹதԝ୆市ຽɹ

ɹɹɹɹɹαʔϏεηϯλʔ͕Ҡసᶐ

ɹɹ̒೔ɹ市ཱதԝ୆౦খֶ͕ߍ開ߍᶒ

݄̑ùù೔ɹ൬ӽ౦ઢͰúý೥ͿΓʹৠ͕ंؔػؾӡߦᶎ

݄̓̒೔ɹઐশࣉຊಊɾݿཪɾ૯໳͕ࠃͷॏཁจԽࢦʹࡒఆ

ø÷݄ùú೔ɹ๛ؒւ؛Ͱશࠃ໐き࠭αϛοτ͕開࠵ᶑ

øø݄øû೔ɹ஍Ҭަྲྀηϯλʔ田人ふれあい館͕མ੒

ø÷݄ùú೔ɹ৽ׁݝதӽ஍਒͕ൃ生

øø݄̍೔ɹ৽͠いࢴฎʮüó÷÷÷ԁࡳɾṤޱҰ༿ʯɺʮøó÷÷÷

ɹɹɹɹɹԁࡳɾ໺ޱӳੈʯ͕ൃߦ

݄̍øø೔ɹふ͘͠·ݝ市ொଜڞಉిࢠਃ੥γεςϜ͕ӡ༻開࢝

݄̏ùü೔ɹཱݝいわきެԂ͕׬੒

݄̐̍೔ɹஉঁڞಉࢀըηϯλʔΛઃஔ

݄̓øû೔ɹࠜ׭؛ᦰҨ੻࢙ࠃ͕܈੻ʹࢦఆ

ø÷݄̏೔ɹެࢪڞઃ༧໿Ҋ಺γεςϜΛӡ༻開࢝

øø݄ùþ೔ɹࠃಓûĀ߸いわきਫੴτϯωϧ͕開௨ᶓ

ฏ੒16ï2004ð೥

ฏ੒1þï2005ð೥

■写真3-9-14　市立中央台公民館が落成　〔平成16(2004)年３月
　いわき市撮影〕

■写真3-9-16　市立中央台東小学校が開校　〔平成
　16(2004)年４月　いわき市撮影〕

■写真3-9-17　国道49号いわき水石トンネルが開通　
　〔平成17(2005)年11月　いわき市撮影〕

■写真3-9-15　全国
　鳴き砂サミットが
　開催（豊間海岸）　
　〔平成16(2004)年10
　月　いわき市撮影〕
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　市誕生の契機となった国の広域開発が終了
　　IWAKI 　平13・2001 　「新産業都市」制度の廃止

−172− −173−

　「常磐・郡山地区」は昭和39(1964)年３月に新産業都市に指定されました。全国総合開発計画に
基づいて地方の産業拠点を支援するため、全国15か所の一つとして昭和37(1962)年に公布された「新
産業都市建設促進法」の適用を受けたもので、これを機に指定を受けたいわき地方は広域合併への
道を進み、昭和41(1966)年10月、14市町村が大同合併を果たしました。いわば「いわき市」誕生の“生
みの親”ともいえる制度でした。（写真3-9-18）

　以来、新産業都市基本計画に位置づけられた事業は、補ॿ率のかさ上げや低利༥資、੫制上の優
۰措置などを受けることができたため、市は小名浜臨海工業団地や小名浜港の大型事業をはじめと
する工業化の進展や生活関連の下水道、市道などの社会資本の整備など、さまざまな分野で積極的
に事業を進めることができました。（56ɷ64ページを参照）（写真3-9-19）

　計画は５年ごとに見直されてޒ次にわたって延長されましたが、その間、産業構造は先୺技術や
ソフトウェア産業などへ大きく転換。国土審議会は、地方分権が進むなか「経済成長の実現、地域
間格ࠩのੋ正に大きく寄与した」としたうえで「創設後40年近くが経過し、制度が前提としていた
社会経済環境は大きく変容」と指ఠ。平成12(2000)年度末となる第࿡次基本計画を限りとして廃止
すべき、という報告を発表しました。
　廃止となると、特に未完成となっている継続事業の進ちょくに大きな影響が及ぶことになること
から、市は関係市町村とともに激変緩和措置を要望しました。
　この結果、制度廃止の一方、継続事業については５年間延長して財政支援の特別措置を継続する
こととされ、小名浜港東港の建設をはじめ、第࿡次基本計画に入っている25件のうち、19件に適用
されることになりました。

ୈ �ষɹいわき市 ��೥の͋ΏΈ

■写真3-9-18　新産業都市内定記念パレード（平本町通り）　
　〔昭和38(1963)年７月　いわき市所蔵〕

■写真3-9-19　新産業都市常磐・郡山地区経済会議　いわき、　
　郡山市の商工会議所の関係者が集まって諸課題を協議しまし
　た。　〔昭和40年代　いわき市撮影〕



　魚のシンボルを通して、漁業の振興を
　　IWAKI 　平13・2001 　市の魚「めひかり」を制定

−172− −173−

未来へつなぐ「いわき」ものがたり

　県や市町村のシンボルを動植物で表現することは、多くの人に市町村がイメージでき、かつとて
もわかりやすい存在でした。
　昭和41(1966)年10月に誕生したいわき市は、昭和48(1973)年３月には市庁舎建設を記念して市の
花「つつじ」を、昭和46(1971)年10月には市制施行５周年を記念して市の木「くろまつ」を、それ
ぞれ制定しました。（写真3-9-20、 21）

　さらに、平成８(1996)年10月の市制施行30周年を記念して、市のௗ「かもめ」を制定しました。（写
真3-9-22、 図3-9-1）

　次いで検討されたのが、市の魚でした。福島県ԭで漁獲できる魚介類は156種（福島県水産試験場

調べ）。約60㎞に及ぶいわき市の海岸線には８つの漁港を控え、黒潮と親潮がぶつかる潮目には魚
が群がり、古くから漁業が盛んな地域として知られていました。
　遠洋漁業やԭ合漁業は漁場の縮小や資源乱獲などで、漁獲量が減り、また食生活の多様化によっ
て、いわき市だけでなく、全国的に漁業がۤ境に立つなか、いわき市においても、「いわきの水産
物のൢ路拡大やPR、イメージアップ」をめざすため、いわき市は平成13(2001)年10月、市制施行35
周年を記念して「市の魚」を選定することにしました。
　市が設置した「いわき市『市のさかな』選考委員会」で市民アンケートを実施した結果、寄せら
れた8,410ථのうち、サンマ、Ϡナギガレイ、カツオなどの強߽を཈えて、37%を占めた「めひかり」
が栄冠をࣹとめました。（図3-9-2、 写真3-9-23）

　いわき市でメヒカリが٭光を浴びるようになったのには、理由がありました。メヒカリは北へ行
くほどൽがബく味がしまっていて、通

つう
が食する魚で、したがって北限が福島県ԭとなれば、美味さ

は格別なのです。

■写真3-9-20　市の花「つつじ」　〔平成22
　(2010)　年６月　いわき市撮影〕

■写真3-9-22　市の鳥「かもめ」　〔平成時
　代初期　いわき市撮影〕

■写真3-9-23　市の魚「めひかり」　〔平 
　成15(2003)年　いわき市撮影〕

■図3-9-2　めひかりのイメージ
　キャラクター「メピカリ」　

■図3-9-1　かもめのイメージ　
　キャラクター「ミュウ」　

■写真3-9-21　市の木「くろまつ」　（市
　本庁舎前）　〔昭和58(1983)年11月いわ
　き市撮影〕



　市街地活性化の起爆剤、平一町目再開発が完成
　　IWAKI 　平14・2002 　ティーワンビルが竣工

ୈ �ষɹいわき市 ��೥の͋ΏΈ
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　平本町通りの一町目～ޒ町目は江戸時代以来、いわき地方で最も栄え、老ฮの商店が軒を連ねた
街には、近郷近在の人々が集まってにぎわいをみせていました。（写真3-9-24）

　しかし、昭和30年代以降の高度経済成長期以降、移動手段として車が市民生活のなかに浸透して
いくモータリゼーションの波が、駐車場が広く確保できる߫外型の商業への移行を促し、次第に駐
車スペースの確保できないط成市街の商業は空ಎ化し、集客力が低下傾向を示しました。それは平
本町通りも同様でした。
　一町目では何度か、再開発によって街を立て直そうという動きがありましたが、まだ危機感はな
く、本格的に動き始めたのは、昭和61(1986)年のことでした。翌年１月には一町目商店主、住民な
どで構成する「平一町目地区市街地再開発事業個人施行準備組織」が立ち上がり、都市開発法に基
づく第一種市街地再開発事業の手法により“キーテナント誘致を前提とした商業ビルの建設”案の
計画による再開発が決められ、誘致活動がスタートしました。
　この結果、「西

せい
友
ゆう

」の誘致が決まり、平成２(1990)年２月には事業認可（平成３年、７年にそれぞれ

計画変更）を受けましたが、平成４(1992)年７月、バブル経済の崩壊を理由にఫ退を表明、以後出店
候補となった商社が自ഁݾ産で白紙、というۤ難が続き、ビルの形態も大型商業ビルからホテル・
マンションなどを主体とした複合型の再開発ビルへ計画を変更しました。（写真3-9-25）

■写真3-9-24　平字一町目の商店街
　平ࡩ祭りのパレード。　〔昭和52
　(1977)年４月　いわき市撮影〕

■写真3-9-25　再開発ビルの建
　設予定地　〔平成7(1995)年
　１月　いわき市撮影〕
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未来へつなぐ「いわき」ものがたり

　平成８(1996)年には、市は建設予定となる再開発ビルに市民交流情報プラザとして、老朽化してい
た市平勤労青少年ホーム、市消費生活センターの྆施設を導入することに決め、ほかにも国、県、市
は中心市街地活性化のための支援に努めました。
　関係者はその後も誘致活動を続け、平成11(1999)年12月、藤田観光㈱のワシントンホテルの出店で
合意。平成12(2000)年10月、再開発ビルの工事に着手しました。ワシントンホテルを経営する、受け
皿会社としては「いわきティーワンビル」が設立され、ティーワンビルの名称は平字一町目のそれぞ
れの頭文字「T」と「一」をつなげたものでした。
　同複合ビルは17階建てで、ҿ食・商業店ฮ、ワシントンホテル、マンションなどが入り、このうち
公共施設となる市生涯学習プラザは４、５階、市消費生活センターは４階に配置されており、平成
14(2002)年４月に完成しました。（写真3-9-26〜28）

　ティーワンビルは平本町通りとૡ
さい

௤
ㆥち

小
こう

路
じ

交ࠩ点の近くにあり、平市街地の回遊性を持たせる一つの
核であり、イベントやコンサートの舞台と
もなっています。（写真3-9-29）

■写真3-9-26　ティーワンビル落成式　〔平成14(2002)　
　年４月　いわき市撮影〕

■写真3-9-28　ティーワンビル全景　市役所本庁舎から見た、ひときわ
　目立つ建物です。　〔平成14(2002)年１月　いわき市撮影〕

■写真3-9-29　いわき街なかコンサートin平　
　ビルの前はオープンデッキとなっています。
　〔平成24(2012)年10月　いわき市撮影〕

■写真3-9-27　ティーワンビル建設中　写真手前は、中心市
　街地活性化広場公園の「一町目公園」。　〔平成14(2002)年
　１月　いわき市撮影〕
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　平成４(1992)年６
月、「 都 市 計 画 法 」
が一部改正され、市
町村は「都市計画に
関する基本的な方
針」（「都市計画マス

タープラン」という。

以下、同様）を定める
ことが求められ、具
体性のある将来ビ
ジョンの確立や地域

市計画を中心としたまちづくりを
練っていくというかたちを構築し
ました。
　平成14(2002)年３月、都市計画マスタープランで「広域拠点機能」を有す
ると位置づけた小名浜、勿来、常磐、内郷、四倉を対象地区とし、まず体制
の整った小名浜、勿来、常磐の３地区について、「小名浜まちづくり市民会議」

（平成12年12月設立）、「勿来ひと・まち未来会議」（平成13年７月設立）、「ເわく
わくゆもと市民会議」（平成13年10月設立。平成27年６月、「じょうばん街工房21」へ

継承）と、それぞれパートナーシップ協定を結びました。（写真3-9-30〜32）

■写真3-9-30　市と小名浜、勿来、常磐の
　３地区がパートナーシップ協定を締結①
　〔平成14 (2002)年3月　いわき市撮　影〕

■写真3-9-31　市と小名浜、勿来、常磐の3地　
　区がパートナーシップ協定を締結②〔平成14 
　(2002)年3月　いわき市撮影〕

−176−

別の整備方針、諸施設計画などを総合的に定めることとなりました。
　これに基づき、市は20年後における都市魅力の創出と活力あるまちづくり
をめざした都市像をඳくため、平成11(1999)年３月に「市都市計画マスター
プラン」を策定しました。
　さらに、市は広域多核都市の特性を踏まえ、都市基൫や市街地の整備を具
体的でよりきめ細かな計画とするため、拠点地区ごとのまちづくり計画を策
定することとし、その際に市民の声を反映させるため、行政と住民が地区

まちづくりに関して互いにパート
ナーとなって、それぞれの立場で都
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未来へつなぐ「いわき」ものがたり

　３地区における市民団体の成り立ちや活動はそれぞれ異なっていましたが、地ԑに支えられながら
も、ै来の人的組織の枠組みにଊわれない活動を目的にすでに活動、あるいはこれから活動しようと
している組織でした。市との関係で言えば、これまでのように、市と市民との間に介在していた上意
下達式でもなく、また行政主導に対して反対・賛成の൑断をするにとどまるものではありませんでし
た。地域という場を通じて行政と地域住民が地ԑを超えて、ϋード整備はもちろん、住環境、福祉、
文化などさまざまな点で૒方が対等な立場、いわゆるパートナーシップとなるような、さらにはॊೈ
性を持って構築されるような考え方の下に結ばれた、これまでにない画期的なスタイルでした。
　背景には、住民意識の多様化や財政状況の厳しさを背景に、これまでの行政のあり方があらためて
問われる状況が挙げられ、平成３(1991)年には、「いわき未来会議」から市に対し市民と行政が協働
作業で行うことを施策として提言されていました。
　都市計画マスタープランにも住民意見を反映させることの必要性が明記されており、市としても、
新たな住民との関係を模索する市全体の計画や方向性を踏まえ、市民団体に協働を提案したもので、
成立した協定に基づき、住民が自らによる合意形成を図りながらまちづくりに反映させるための市民
提案（グランドデザイン）を作成し、一方行政は市民提案をଚ重しながら地区まちづくり計画の策定をめ
ざしていく、というこの形態は、市民参加の新しい試みとして注目されました。         
　各市民会議はそれぞれ、地区のあり方をඳいた市民提案をまとめ、平成16(2004)年７月、市に報告
しました。市は、市民会議からの提案をଚ重し、行政の実施する事業だけでなく、市民や民間が主体
となる事業、協働で実施する事業などを定め、平成17(2005)年６月、それぞれの地区まちづくり計画
を策定しました。
　その後、市は平成19(2007)年５月に「四倉ふれあい市民会議」（平成16年11月設立）と、平成24(2012)年
６月に「内郷まちづくり市民会議」（平成21年９月設立）と、それぞれパートナーシップ協定を結んで、
前者が平成21(2009)年８月に、後者が平成26(2014)年７月に、それぞれ地区まちづくり計画を策定し
ました。（写真3-9-33）

　計画では土地利用や都市施設の整備方針に加え、行政以外の主体との役割分担や事業の具体化に向
けた課題、地域別のৄ細な計画などについても明らかにしており、今後市民や企業、行政のパートナー
シップによる「協働のまちづくり」を進めるうえで指針となるものでした。

■写真3-9-33　市が策定した5地区の「まちづくり
　計画」

■写真3-9-32　内郷まちづくり市民会議とパート
　ナーシップ協定を締結　〔平成24(2012)年６月　
いわき市撮影〕

−176−



−178−

ୈ �ষɹいわき市 ��೥の͋ΏΈ

−179−

　高齢者や児童、障がい者などに対する福祉と心身の健康やҩ療との施策連携は重要なテーマとし
て、そのあり方について昭和時代から検討されてきました。
　最初に検討される契機となったのは、日本の高齢社会への対応として、国が平成元(1989)年に策
定した「高齢者保健福祉推進10か年戦ུ（ゴールドプラン）」のなかで、市町村に老人保健福祉計画の
策定をٛ務づけたことによるものでした。（写真3-9-34）

　市は施行された改正老人保健法などに基づき、平成５(1993)年度に「市高齢者保健福祉計画策定
委員会」を設置。同年11月に同委員会から保健・ҩ療・福祉の総合的なサービス提供体制の確立な
どの内容を含む提言が市に報告されました。市はこれに基づき平成６(1994)年２月に市高齢者保健
福祉計画を策定。さらに計画の実効性を確保するため、同年８月に市民参加型の市高齢者保健福祉
計画懇談会を設置し、平成９(1997)年11月における３回目の意見書提出のなかで、保健福祉サービ
スの拠点として基幹保健福祉センターの早期設置と基幹センターを補完する複数のセンター設置が
第一に盛り込まれました。
　当時、市は中核市移行のための要件を満たしていたことから準備を進めており、移行が国から認
められれば市立保健所の設置が課題の一つとなりました。市は県との協議のなかで、当面は県いわ
き保健所の建物をआ用しつつ、新たに保健と福祉の機能を備えたセンターを建設することを、平成
10(1998)年３月に決めました。
　設置場所としては、内郷地区の「いわき貨物Ϡード」跡地としました。同地は昭和62(1987)年に
国鉄民営化に伴って国鉄清算事業団が設置されて以来、「内郷地区における地区拠点づくり」をテー
マに、さまざまな跡地整備計画が策定された場所で、十分な敷地面積の確保が可能であるとともに、
高度ҩ療機関（市立総合磐城共立පӃや福島労災පӃなど）との連携が可能などの要件を備えていたこ
とから、跡地の一部をߪ入することしました。（写真3-9-35）

　平成10（1998）年６月からは「市保健所・保健福祉センター設置懇話会」を設け、同懇話会からの、
独自の保健所設置の必要性に加え、少子高齢化や社会福祉基ૅ構造改革の進展など福祉行政を取り
く社会環境の変化に応じた保健所と保健福祉センターのあり方についての提言を踏まえ、基本構ר

■写真3-9-34　在宅保健福祉サービスの一つ、入浴
　サービス　〔平成５(1993)年４月　いわき市撮影〕

■写真3-9-35　後に市総合保健福祉センターが建
　つ「内郷操車場」　〔平成元(1989)年6月　いわき
　市撮影〕

　中核市移行に伴い、保健・福祉・医療の行政機能を
　統合充実
　 IWAKI 　平15・2003 　市総合保健福祉センターがオープン
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未来へつなぐ「いわき」ものがたり

想・計画の策定を経て、平成12(2000)年１月に着工、平成15(2003)年４月から供用を開始しました。（写
真3-9-36~38）

　「市総合保健福祉センター」の敷地面積は約２ha、施設は鉄ࠎ鉄筋コンクリート造り４階建てで、
保健所、市子育てサポートセンター、身体障害者デイサービスセンター、休日ٹ急歯科診療所などの
機能を持ち、同センターの供用に併せて、市民に身近な地域୯位による保健福祉サービスを提供する
ため、いわき（平）、小名浜、勿来の福祉事務所と、本庁や各支所に常駐した保健師の組織を統合し、
市内７か所に地区保健福祉センターを設置し、さまざまな事業を展開しました。（写真3-9-39~41）

■写真3-9-36　中核市移行に伴い、市保健所が開所　
　〔平成11(1999)年４月　いわき市撮影〕

■写真3-9-37　市総合保健福祉センターの落成式　〔平成15
　(2003)年３月　いわき市撮影〕

■写真3-9-41　プレママ・プレパパ教室　〔平成
22(2010)年４月　いわき市撮影〕

■写真3-9-40　動物愛護ふれあいフェスティバル　〔平
　成27(2015)年10月　いわき市撮影〕

■写真3-9-38　市総合保健福祉センター全景　〔平成15(2003)
　年２月　いわき市撮影〕 ■写真3-9-39　東側から見る市総合保健福祉センター　近くに

　は、市総合磐城共立පӃ（写真左手前）、福島労災පӃ（写
　真左Ԟ）が所在しています。　〔平成26(2014)年3月　いわき
　市撮影〕



　市南部における運動拠点施設を整備
　　IWAKI 　平15・2003 　市いわき南の森スポーツパークがオープン
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　勿来地区に総合運動場を、という声は、昭和32(1957)年５月に設立した勿来市体育協会、さらに
昭和34(1959)年に体育関係者を中心として「勿来市総合グランド建設期成同盟会」を結成して設置
運動を起こしたことに୺を発します。昭和36(1961)年には「スポーツ振興法」が公布され、関係者
を鼓舞することになりました。
　いわき市発足後、市はスポーツの振興を図るため、市内各地区に市民運動場の建設を進め、勿来
地区において昭和48(1973)年2月に鮫川Տ川敷に開設した施設は市内初の市民運動場でした。（写真
3-9-42）

　しかし、Տ川敷であるため、スポーツに付帯する施設が設置できないうえに、ߑ水や大Ӎ時には
長期に使用不能となる欠点を抱えていたことから、市は関係者との協議のうえ、鮫川と山田川にڬ
まれた山田町地内に土地を求め、昭和58(1983)年５月に新たな市民運動場を竣工させました。(写真
3-9-43)

　しかし、サッカー、野球などの団体競技大会の開催時になると、選手だけでなく、応援者が来場
し、駐車スペースが足りず、路上やグラウンド内に自動車があふれる状況となり、競技施設として
は不備を抱えた状態となりました。
　これらを解消するとともに、市内南部地域にスポーツ拠点施設を、という要望が強くなり、関係
者は昭和62年(1987) ３月には野球場の建設を要望しました。当時、新野球場建設はいわき市第三次
総合計画に位置づけられており、“70年国体”（昭和70年に開催予定の国民体育大会のことですが、改元さ

れて平成７年）で高校硬式野球の開催に立候補していたのを背景としていました。
　しかし、野球場は「21世紀の森公園」整備の一環として建設されることが決定され、実現には至
りませんでした。その後、生涯スポーツの振興を図るため、平成９(1997)年２月に策定した「いわ
き市体育施設整備構想」のなかで、市内南部地域に新たに南部多目的運動施設の整備が位置づけさ
れました。
　具体的には、総面積18.5haのなかに、これまでの野球を主とする多目的グラウンドのほか、テ
ニスコートを確保し、さらにはॊ݋道場を主体としたଞ種目の屋内スポーツやイベントに利用でき

■写真3-9-42　鮫川河川敷に設置された勿来市民運動場で行
　われる少年ラグビーの試合　〔昭和50年代　いわき市撮影〕

■写真3-9-43　鮫川と山田川に囲まれた勿来市民運
　動場　〔昭和61(1986)年12月　いわき市撮影〕
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るアリーナを建設し、さらには駐車場、散策路の整備と、市民が気軽に交流できる機能をコンセプト（内

容）とした整備方針となりました。建設地は勿来地区の中央部に位置するۋ町細谷地内とされ、周辺
部分の道路整備と併せて、整備が進められました。
　この間、県内14番目となる市内初の総合型地域スポーツクラブ「勿来スポーツクラブ」が平成14年
(2002)10月に設立され、競技力向上と
スポーツ愛好者層の拡充に向けた活動
を展開されました。
　こうして「いわき南の森スポーツ
パーク」と名づけられたスポーツ交流
施設は、平成15(2003)年４月に落成式
を迎えました。（写真3-9-44~47）

　南部アリーナには年間５～６万人、
南部テニスコートには同２～３万人、
南部スタジアムには同約２万人前後
が、それぞれ利用しています。

■写真3-9-44　「いわき南の森スポーツ
　パーク」の全景　写真右に見える川は鮫
　川です。　〔平成27(2015)年12月　いわき
　市撮影〕

■写真3-9-46　バルセロナオリンピック
　金メダリスト・古賀稔彦氏を招聘して柔
　道実技講習会を開催　〔平成15(2003)年
　４月　いわき市撮影〕

■写真3-9-45　「いわき南の森スポーツパーク」落成式　〔平成15(2003)年
　４月　いわき市撮影〕

■写真3-9-47　同野球場で「アマチュア野球講習会」を開催　
　〔平成15(2003)年４月　いわき市撮影〕



　古代における地方政治の拠点が明らかに
　　IWAKI 　平17・2005 　根岸官衙遺跡群が国史跡に指定
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　平下
しも

大
おお

越
㆔え

、同藤
ㆵじ

間
ま

は夏井川Տ口域の南側に位置し、田畑が広がる低地に集落が成立、その西側に
は太平洋を一望できるなだらかな丘陵地（標高25 ～ 45m）が続く地形にありました。（15ページを参照）

　後に根
ㆭ

岸
ぎし

遺跡群が確認された北側に位置する平地では、昭和時代初期の調査により夏井廃
はい

寺
じ

の塔
跡の存在が認められ、昭和５(1930)年には「史

し
੼
せき

名উ天然記念物保存法」に基づき県の史੼名উに
指定されましたが、ৄしい調査は行われていませんでした。
　昭和33(1958)年、廃寺の塔跡が県史跡として指定され、昭和41(1966)年８月に夏井廃寺跡の本格
的な発掘調査が行われ、磐城郡

ぐん
ᦰ
が

（注１）跡との関係が注目されるようになりました。さらに、昭和
61(1986)年～平成元(1989)年、平成11(1999)年～ 16(2004)年には、県指定史੼夏井廃寺塔跡周辺の範

囲確認調査が実施されました。（写真3-9-48）

　夏井廃寺跡の寺Ӄ跡は東西約96m、南北約119mのߔによって区画され、このなかに金堂跡、塔
跡などが配置されており、郡ᦰの付属寺Ӄ跡であったことが確認されました。（写真3-9-49）

　一方、廃寺跡の南方、長
ちょう

者
じ㇃

平
だいら

と呼ばれた平ୱな丘陵地では、古くから畑のߞ作中に文字נなどが
出土した場所でした。昭和48(1973)年に民間の開発計画が持ち上がった折、発掘調査が行われてૅ
石建物跡が発見され、さらに平成２(1990)年から11(1999)年にわたる一帯の範囲確認発掘調査によっ
て、次第に全容が明らかになってきました。
　この根岸遺跡からは、郡庁Ӄ域（周囲を一辺66m以上のญで区画。北辺中央に正殿、྆࿬に࿬殿を配置）、
正倉Ӄ域（管理棟と考えられる掘立ப建物跡、ࠄ倉と考えられるૅ石建物跡などを配置）、居宅跡（大規模な୦݀

住居跡や掘立ப建物跡などが発見され、身分の高い層の居宅あるいは館を配置）から成る郡
ぐう

家
㆐

跡が確認されま
した。（写真3-9-50、 51）

　郡庁の規模、地形、さらにはこの遺跡群の西方、荒
あっ

田
た

目
め

遺跡から出土した木
もっ

簡
かん

（注２）に書かれた
文字から、磐城郡ᦰは近くの港を持った陸

むつ
Ԟ
の

国
くに

南域の拠点として位置づけることができます。
　これらの発見により、磐城郡ᦰの構造が明らかになり、྆遺跡を合わせて根岸官

かん
ᦰ
が

（注３）遺跡群

■写真3-9-48　根岸遺跡説明会　〔平成４(1992)年４月　
　いわき市撮影〕

■写真3-9-49　夏井廃寺跡の区域　〔『みんなで学ぼう　いわき
　の歴史』から引用〕
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として、平成17(2005)年７月に、国の史跡に指定されました。（図3-9-3）

　また、全国で国指定となっていた郡ᦰ遺跡は15か所ほどですが、寺Ӄ跡とともに指定されているの
は２例、居宅(館)も含まれているのは初めての例でした。
　これで、市内における国指定史跡は、ߕ

かぶと
௩
ㆥか

古෿、白水阿弥陀堂境域、中
なか

田
だ

横݀に続き４件目となり
ました。

注）
１　ಸ良・平安時代（ ７～９世紀）、
　　地方行政における統治の円׈
　　化を図るため、中国の行政制
　　度にならって国・郡・郷（里）
　　の制度を導入。いわき地方は
　　一時石城郡として独立しまし
　　たが、大半は陸Ԟ国に属し、
　　その下の統治範囲として磐城
　　郡と٠多郡が配置されました。
　　陸Ԟ国における行政の中心官
　　庁である国府（ᦰ）は多լ城　
　　（現ٶ城県）に置かれ、磐城郡
　　では根岸遺跡群の北側で確認
　　されていました。
２　紙の普及以前に使われていた
　　書付けで、短࡭状の細長い木
　　の൘。
３　多くの人が集まって仕事をす
　　る家として政府、役所を意味
　　します。

■図3-9-3　根岸官衙遺跡の位置図　〔資料:『根岸遺跡（第12次）
　いわき市埋蔵文化財調査報告書　第140࡭』を引用して一部
　改変ʗ１:50,000地形図　平（平成19年更新）〕

■写真3-9-50　北方から見る根岸遺跡群の丘陵地　写真下部
　に「写真3-9-50」の発掘区域が見えます。　〔『根岸遺跡（第
　12次）いわき市埋蔵文化財調査報告書  第140࡭』から引用〕

■写真3-9-51　真上から見る根岸遺跡の発掘区域　
　〔『根岸遺跡（第12次）　いわき市埋蔵文化財調査
　報告書第140࡭』から引用〕
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　平成６(1994)年２月、政府
は行革大ߝをֳ議決定し、そ
のなかで地方分権の推進を図
るとしました。「住民に身近
な行政は住民に身近な地方公
共団体で処理すること」を基
本方針に、国、地方の機能分
担の見直し、権限の移譲を進
め地方公共団体が自主的、主
体的に行財政運営を行うこと
ができるように充実強化に努

める方針を定め、平成７(1995)年５月、「地方分権推進法」として公布されました。
　しかし、どの分野をどのように具体的に地方に移譲するか、なかなか難しい問
題でした。それまでも何度となく国から地方への権限移譲は各種ࢾ問（行政官庁が

有識者・機関に意見を求めること）委員会から答申（行政官庁に意見を申しड़べること）や
告（事項に対して説きすすめること）が出されていましたが、事務権限の移譲は限定ק
的でした。ですから、この決定はこれまでの不備を正して、一気に進めようとす
る試みであり、いわき市が仲間入りした「中核市」制度もその一つでした。（写
真3-9-52、 53）

■写真3-9-52　中核市移行に伴
　い、県の保健業務が市に移管
　されたため、市が保健所を設
　置 〔平成11(1999)年４月　い
　わき市撮影〕

■写真3-9-53　市本庁舎前で中核市移行のテープカット 〔平成
　11(1999)年４月　いわき市撮影〕

■写真3-5-22 「常磐炭坑節」の郵
　便絵はがき〔昭和20年代　湯本
　温泉組合発行〕

　地方分権推進法の具体的な方向付けをするために設置された地方分権推進委員会は、平成９(1997)年
７月の第二次ק告において自主合併という条件を残しながらも、積極的な市町村合併の促進方策を政府
に求めました。権限を地方に移す場合、合併を行うことによって市町村の行政能力を向上させる必要が
あると考えたからです。
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地
方
分
権
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わ
き
市 ■図3-9-4　福島県における「平成の大合併」時の合併状況

　これらの考え方は平成11(1999)年７月、「地方分権一ׅ法」として公布され、翌年４月施行されました。
同法のなかで「旧合併特例法」も改正され、合併後10年間はまちづくり事業費に使うआ金の７割を地方
交付੫で手当てする合併特例࠴などの財政優۰策と一定期間は地方交付੫を࡟減しないことを組み合わ
せたうえに、「現行合併特例法」のなかで市町村合併に対する都道府県知事のק告権が盛り込まれました。
この措置により、全国で平成11年７月から合併特例法が失効（時限を1年延長）した平成18(2006)年３月末ま
での間に市町村合併が盛んに行われ、全国3,229市町村は1,821市町村に減少しました。福島県では90か
ら61の市町村（現在は59市町村）へ減少。このうちいわき市、郡山市、૒葉郡の町村などは合併しません
でした。（図3-9-4）

　この合併は「明治の大合併」、「昭和の大合併」と比して「平成の大合併」と呼ばれるようになりました。
　合併の背景としては、政府が推進した地方分権もあるのですが、厳しい地方財政状況や少子高齢化の
進行、日常生活圏の拡大などが要因として考えられます。
　いわき市の場合、すでに広域合併を果たしており、昭和40年代以降、都道府県が出先機関として位置
づけていた広域行政圏とも合致していたことから、新たな合併を進めることになりませんでした。それ
以上に、いわき市はすでに「平成の大合併」を半世紀前に実ફしたといえるからです。
　長い間、日本一だった市域面積も現在では、全国で12番目（平成27年4月1日現在）となっています。
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　長引く景気後退からようやく立ち直りをみせていた日本経済は、この時期アメリカで発生した金
༥危機に足をすくわれることになりました。
　2007(平成19)年、アメリカにおけるサブプライムローン（低所得者層への住宅ローン）の過大なି
し付けが問題となって、連鎖的にଞ分野の資産価格が๫落し、翌年９月には投資ۜ行のリーマンブ
ラザーズがഁ産申請を連๜ࡋ൑所に申請したことから、世界的な金༥危機（リーマンショック）にऻ
われました。日本ではג価の๫落に続き、輸出関連企業を中心とした大幅な景気後退を余ّなくさ
れました。
　このようななか、市においては長年の懸案となっていたいわき駅南口の整備と同再開発ビル「ラ
トブ」、「いわき芸術文化交流館（愛称アリオス）」がいずれもオープンを迎え、市民の大きな話題と
なりました。

■写真3-10-1　空から見る「いわき
　四倉中核工業団地」（平成18年４月
　に分譲開始）　〔平成26(2014)年12月
　いわき市撮影〕

■写真3-10-2　映画「フラガール」の
　記者会見（同年９月に全国一斉公開）
　〔平成18(2006)年７月 いわき市撮影〕

①

②
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ɹɹɹɹɹ໊͕ϑλόα΢ϧεɾε

ɹɹɹɹɹζΩΠͱ໋໊

݄̕ùú೔ɹөըʮϑϥΨʔϧʯ͕શࠃҰ੪ެ開ʢ਺ଟ͘ͷөը৆

ɹɹɹɹɹΛड৆ʣᶄ

ø÷݄̍೔ɹ市੍ߦࢪû÷प೥記念式典Λ開࠵ᶅ

ɹɹùø೔ɹいわきฏྠڝ৔͕ϦχϡʔΞϧΦʔϓϯ

݄̏ɹɹɹୈ̍ճϫʔϧυɾϕʔεϘʔϧɾΫϥγοΫͰ೔ຊ͕

ɹɹɹɹɹ༏উ
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ɹɹɹɹɹʢいわき૯߹ਤॻ館ɾいわきӺલ市ຽαʔϏεηϯɹ

ɹɹɹɹɹλʔɾいわきۀ࢈૑଄館͕開館ʣᶉᶊ

ɹɹùü೔ɹ+3いわきӺɾ্ڮӺ͕ࣷڙ༻開࢝

ɹɹʜɹɹ৆ຯݶظվ͟Μ΍ࡐݪྉِ૷͕૬࣍いͰൃ֮

݄̍̑೔ɹ໺ޱӍ৘記念౬ຊԹઘʮಐག館ʯ͕Φʔϓϯᶇ

݄̏ùý೔ɹ市๺෦Ր૴৔ʮいわきਗ਼ԓʯ͕མ੒

݄̐̔೔ɹいわきܳज़จԽަྲྀ館ʮѪশΞϦΦεʢ"MJPTʣʯ͕ୈ

ɹɹɹɹɹҰ࣍Φʔϓϯ
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ฏ੒1ÿï2006ð೥

ฏ੒1Āï200þð೥

ฏ੒20ï200ÿð೥

■写真3-10-3　市制施行40周年記念式典　〔平成18(2006)年10
　月　いわき市撮影〕

■写真3-10-4　さよなら平市民会館に“ありがとう”のメッセー
　ジ　〔平成19(2007)年３月　いわき市撮影〕

■写真3-10-5　「野口雨情記念湯本温泉　童謡館」オープン時
　のしゃぼん玉とばし　〔平成20(2008)年１月　いわき市撮影〕

■写真3-10-6　市東京事務所が移転開所式　
　〔平成19(2007)年７月　いわき市撮影〕⑥

⑤

④

③
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■写真3-10-7　いわき駅前市民サービスセンター
　が開所（ラトブ４階）　〔平成19(2007)年10月　い
　わき市撮影〕

■写真3-10-8　市いわき産業創造館が開館（ラトブ６階）　〔平成19
　(2007)年10月　いわき市撮影〕

■写真3-10-10　いわき観光まちづくりビューローが開
　設　〔平成20(2008)年６月　いわき市撮影〕

■写真3-10-11　いわき駅ビルがオープン　〔平成21(2009)年
　６月　いわき市撮影〕

■写真3-10-9　小名浜さんかく倉庫（小名浜美食ホテル
　など）がオープン　〔平成20(2008)年４月　いわき市撮
　影〕

−188−
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■写真3-10-12　市石炭・化石館（愛称ほるる）がリ二ュ―アルオー
　プン　〔平成22(2010)年２月　いわき市撮影〕

■写真3-10-13　JAいわき市梨選果場が操
　業開始（平成21（2009）年８月）　〔平成27
　(2015)年８月　いわき市撮影〕

■写真3-10-14　国道289号荷路夫バイパスが開通（平成22　　　
　（2010）年10月）を前に「いわき田人289ウォーク」を開催　
　〔平成22(2010)年８月　いわき市撮影〕
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　高度経済成長期の昭和30年代から40年代にかけて、平（現いわき）駅前商店街は、商業ビルが相次
いで建ち、活況を呈していました。しかし、関係者が望んだような中央資本の入ったデパートの進
出は果たせず時が過ぎました。
　昭和40年代に入ると、全国の主要都市の表玄関となる駅周辺では駅前広場と大型商業施設の受け
入れが積極的に進められました。駅ビルと駅前広場の組み合わせは定型的となり、いわき市におい
ても民衆駅建設、駅前広場整備、大型商業施設誘致・建設の三つが重要課題として挙げられるよう
になりました。折しも、高度経済成長の物質的豊かさがもたらしたモータリゼーションは、市街地
へ車の流入する現象を加速させ、過密度を一層促していきます。この「車」社会は都市の߫外化を
生むのですが、その初期段階では、駅に乗合バスやマイカーが流入して、駅前広場が車で満たされ、
Ҳれるという現象となったのです。
　先行したのは駅前広場の拡張と民衆
駅の建設でした。駅前地区を中心とし
た駅前広場の確保を含む駅前改造計画
は昭和34(1959)年に建設省へ申請され、
同時に「平民衆駅建設促進協議会」が
設立されました。計画は昭和36(1961)年
８月に区域決定、昭和39(1964)年３月に
事業計画が認可されました。
　駅前広場の拡張はै来の４倍近くと
なって、昭和49(1974)年に一応の完成を

みました。平駅ビル（愛称「ϠンϠン」）も
一足早く昭和48(1973)年７月に開業しま
した。（写真3-10-15）

　駅前へのデパート建設は進まなかった
ことから、昭和30年代に西෢ストアーが
建設計画していた区域を中心とした駅前
再開発が昭和40年代半ばから持ち上がり
ます。この機運は駅ビルと駅前広場が完
成したことにより஄みがつき、昭和48年
から本格化していきました。■写真3-10-16　再開発前のいわき駅ビル「ヤンヤン」と駅前広場

　〔平成15(2003)年10月　いわき市撮影〕

■写真3-10-15　駅前再開発予定区域　写真手前の道路は国道399号。
　〔平成元(1989)年６月　いわき市撮影〕

　長年の懸案事項、いわき駅前再開発がゴールへ
　IWAKI 　　平19・2007 　再開発ビル「ラトブ」がオープン
　　　　　　　平22・2010　南口駅前広場が完成
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　しかし、駅前広場整備の第二段階となる歩行者の円׈誘導を計画していた地下街構想は国の規制で
厳しくなり、代案の２階部分の高さにかさ上げしたデッキ案も反対者が多く、また再開発ビルも権利
調整が進まず、事業区域は狭まったうえにఀ滞していきます。行政や関係者は協議を重ね、組合施行
から市施行（昭和53年）へ、さらに組合施行（平成４年）に移して、その都度計画の見直しを図りました。（写
真3-10-16、 17）

　この間、商業をめぐる環境も大きく変
化していきます。平市街の商業は、駐車
スぺースを広く確保した、いわゆる車
社会に適応した߫外型の大型商業施設に
客をୣわれ、市街大型店のഁ産、老ฮސ
店の閉鎖などが続き、抜本的な対策を講
じなければならない状況となっていきま
す。
　一方、JRいわき駅舎については老朽化
やバリアフリー施設への転換という課題
を抱えるようになって、ふたたび駅、駅

前広場、駅前再開発が時代を経て、同じ整備のテーブルに着くようになります。
　折から、全国的に中心市街地の活性化が求められていた時代、平成10(1998)年６月には、中心市街
地における都市機能の増進と経済活力の向上を総合的に推進するため、政府は「中心市街地の活性化
に関する法཯」を公布・施行しました。これを受けて、いわき駅前を中心とした区域を対象とした「中
心市街地まちづくり基本計画」が策定され、これに連動して策定されたいわき駅前地区市街地再開発
事業計画についても、同再開発準備組合（後に再開発組合）は了承。以後、整備に向け、駅前広場の拡張・
整備、橋上駅の整備、公共駐車場の配置、再開発ビルへの公共教施設導入などについて検討が重ねら
れました。
　こうして、駅前再開発事業となる「いわき駅前地区第一種市街地再開発事業」（1.2ha・平成14 Ǹ2002ǹ

年４月に都市計画決定）は、「いわき駅周辺再
生拠点整備事業」による駅南口広場の整
備（3.3ha・平成15 Ǹ2003ǹ 年12月に都市計画決

定）と一体的な事業として立案され、整備
が進められました。
　いわき駅周辺再生拠点整備事業の具体
としては、駅周辺の整備では、南口広場
を２倍に広げるとともに、バス乗り場を
集約しました。歩行者の動線としては、
２階部分で橋上駅舎、南北自由通路、再
開発ビル２階を、それぞれペデストリア

■写真3-10-17　平駅前地区市街地再開発準備組合設立総会　〔平成４
　(1992)年10月　いわき市撮影〕

■写真3-10-18　建設中の再開発ビルおよび駅ビル　〔平成18(2006)
　年10月　いわきジャーナル撮影〕
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ンデッキ（かさ上げ広場）で結び、さらに駅前の
国道399号や駅前バスఀ、市道と立体横断施設
（一部エスカレーター ）でつなぎ、駅、JR商業ビル、
駅前再開発ビルの間の流れをスムーズにして、
駅利用、買い物の面だけでなく、新たな魅力創
出を演出する࣓場としての機能を果たすものと
期待されました。工事は平成17(2005)年８月に
着工されました。（写真3-10-18、 19）

　再開発ビルは愛称「ラトブ・-aUPW」（iXaki

の頭文字「i」を「愛」と考え、英語でMPWFであるこ

とから「ラとブ」。「ラ」は׽字で「等」、複数の人(市民)を表し、「ブ」は「ไ」でไ仕の気持ちを表す。総じて多

くの市民に仕え、愛される施設に、との願いが込められている）と名づけられ、平成19(2007)年10月にオープン、
いわき駅の橋上化も同時に完成しました。（写真3-10-20、 21）

　いわき南口駅広場は平成16(2004)年度から工事に着工し、平成22(2010)年３月に装いも新たにしま
した。新しい駅ビルには、複数の商業施設も入りました。（写真3-10-22）

■写真3-10-20　再開発ビル「ラトブ」
　がオープン　〔平成19(2007)年10月　
　いわき市撮影〕

■写真3-10-22　いわき駅ビルがオープン
　複数の商業施設が入りました。　〔平成
　21(2009)年６月　いわき市撮影〕

■写真3-10-21　「ラト
　ブ」の吹き抜け部分
　〔平成20(2008)年９月
　いわき市撮影〕

■写真3-10-19　ペデストリアンデッキを含む駅前広場が完成
　〔平成22(2010)年３月　いわき市撮影〕
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　再開発ビルには、いわき総合図書館（4ŋ5階）や市いわき産業創造館（6階）、市いわき市民サービ
スセンター（4階）の公共施設が配置されました。
　このうち、文化センターの一֯に所在した中央図書館の蔵書を移転し、拡大オープンしたのが、
いわき総合図書館です。（写真3-10-23、 24）

　新しい図書館の延べ床面積は8,602㎡で、開架スペースはै来に比べ、5.7倍にまで拡大。ゆった
りした館内には、自動出ೲ書庫（約65万࡭収蔵可能で、開館当時は開架含めて約39万࡭でスタート。書庫資

料へのアクセスは図書館情報システムと連動させているため、待ち時間が大幅に短縮）おはなしの部屋、Ӿ覧
席（550席）、ボランティア室（4室）などを備えています。

　階下の商業施設に合わせて、開館日を増やすとともに、平日はޕ後9時まで開館時間を延長した
こと、また駅前という交通結節点の位置することで利便性が高まり、加えてさまざまなニーズにも
応えられるようになったことで来館者も大幅に増え、まちのにぎわいづくりにも貢献しています。
（図3-10-1、 写真3-10-25、 26）

■写真3-10-24　市文化センターに配置
　されていた市立中央図書館　〔平成11
　(1999)年９月　いわき市撮影〕

■写真3-10-25　市立いわき総合図書館のフロア　
　〔平成25(2013)年３月　いわき市撮影〕

■写真3-10-26　市立いわき総合図書館の見学風景　〔平成27
　(2015)年９月　いわき市撮影〕

■写真3-10-23　図書館支援団
　体「図書館を大きくする会　
　の古書市」 　毎年、平七༦ま
　つりに実施し、図書館が大き
　くなることを支援してきまし
　た。　〔平成８(1996)年８月
　いわき市撮影〕

■図3-10-1　市立図書館キャラクター「かもま
　る」　市のௗ「かもめ」をモチーフにして平成
　13(2001)年10月に作成しました。

　さまざまな機能創出とにぎわいづくりを担って
　　IWAKI 　平19・2007 　市立いわき総合図書館がオープン



　南地区における、新たな交流空間の拠点づくり
　　IWAKI 　平19・2007 　体験学習施設「吹風殿」が完成
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　県立勿来自然公園の中心である「勿来の関公園」は歴史・文学の地として、古くから地元に愛さ
れ、育まれてきた場所です。（24、 25、 80ページを参照）

　昭和61(1986)年度から４か年計画で進められた勿来関整備事業では、ಸ良時代の正倉(倉庫)をモ
デルとした、鉄筋コンクリート一部２階建て造りで勿

な
来

こその
関
せき

文
ぶん

学
がく

歴
㇌き

史
し

館
かん

を建設しました。また、周
辺には、海を望むことのできる豊かな自然環境を生かし、詩

しい
歌
か

の古
こ

道
みち

や源ٛ家のಔ像、冠木門など
を整備しました。
　しかし同館については、歴史と文学の展示が混在していて分かりづらく、またイメージしにくい
状況であったことから、同館の企画運営懇談会などの意見を踏まえて、展示ସえをするとともに、
映像や音響をۦ使して実際にޒ感でふれることができる体験型にリニューアルして、平成13(2001)

年３月に再オープンしました。（図3-10-2）

■図3-10-2　勿来関文学歴史
　館のリニューアルオープンの
　ポスター　〔平成13(2001)年
　３月　いわき市撮影〕

■写真3-10-27　吹風
　殿で行われる薪能「黒
　塚」　〔平成22(2010)　
　　年10月　いわき市撮
　影〕

■写真3-10-28　吹風殿のオープン　〔平成19(2007)
　年４月　いわき市撮影〕

■写真3-10-29　オープ
　ンを祝って大黒舞　　
　〔平成19(2007)年４月
　いわき市撮影〕
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　これに併せて、「古
いにしえ

の詩
うた

ごころに৮れ、時を旅する公園づくり」をテーマに、歴史の森、文学の森、
野ௗの森、やまざくらの森、あじさいの森のޒつのゾーンに分けて周辺の公園整備を進め、特に歴史
の森ゾーンでは、公園の拠点ゾーンとして位置づけ、平成16(2004)年度から体験学習施設の建設が進
められました。
　管理棟を含む同施設は、勿来関が「歌ປの地」として有名であることから、和歌が普及し、同関を
ӵんだ歌が多く残る平安時代の৸殿造りとその庭園をイメージし、能や野だて、さらにはコンサート、
各種発表会など、日本文化だけでなく幅広く交流できる造りとしました。（写真3-10-27~29）

　施設名には、源ٛ家の「吹く風を　勿来関とʜ」にちなんで名づけられた「吹風殿」が公募で選ば
れ、施設は平成19(2007)年４月に落成しました。（写真3-10-30）

　同施設は、勿来の関歌会やコンサート、会合などに使われ、交流施設として機能しており、また周
辺の公園には季節ごとの自然美を求めて大勢の人が訪れています。（写真3-10-31、 32）

■写真3-10-30　吹風殿全景　周辺のサクラと༥合する施設です。　〔平成20(2008)
　　年４月　いわき市撮影〕

■写真3-10-31　勿来の関歌会表彰式　毎年行われています。
　〔平成19(2007)年４月　いわき市撮影〕

■写真3-10-32　サクソフォーンコンサート　〔平成25(2013)
　年11月　いわき市撮影〕
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　いわき市合併直前の昭和41(1966)年４月に開館した平市民会館は、多くのコンサート、演ܶ、吹
奏楽、合唱、集会など、さまざまなかたちで利用され、昭和63(1988)年９月には、隣接して小ホール、
練習室機能などを備えた「市音楽館」がオープンして、多くの利用がされてきました。（写真3-10-
33）

　しかし、年月を経て老朽化が目立つようになり、また音響効果の点でも不満の声が出ていたこと
から、「新しいホールを」という声が聞かれるようになり、平成６(1994)年には民間組織による「い

わき市に新しい芸術ホールをつくる会」が
結成され、活動を継続しました。
　市は芸術ホールとして、平成３(1991)年
に策定した21世紀の森構想のなかに組み入
れる計画でしたが、バブル経済の崩壊によ
り全国的に地方財政が厳しくなったことや
中心市街地の活性が必要となったことなど
から、平成11(1999)年に図書館や生涯学習
センターなどとともに、芸術・文化の拠点、
中心市街地のにぎわいの創出を担って平市街地に建設することとし、「新・市総合計画」（平成12年

12月策定）に位置づけました。
　市は平成13(2001)年には「市文化交流施設整備検討懇談会」を設け、文化交流施設の規模や内容
などについて協議、翌年には建設場所は平市民会館、大ホールの席数は1,500 ～ 1,800席とするな
どの提言書を得て、さらに市民企画運営準備会の意見などを踏まえ、平成15(2003)年９月には、具
体的な文化交流施設整備等事業の方針を公表しました。施設には音楽主目的大ホール、演ܶ主目的
中ホール、発表もできる大ܤ古場、多機能小ホール、リϋーサル室、練習室、キッズルーム、フリー
スペースなどを備え、施設建設手法については、設計、建設、建物のҡ持管理を一ׅして行うP'I（民

間資金の活用による公共施設整備）方式を、県内初で採用することとして、公募型プロポーザル方式で
事業者選定を行い、提案者のなかから清水建設
グループを選び、建設に取りֻかりました。（写
真3-10-34）

　その後、駐車場対策や席数の多Չなど、さ
まざまな意見が出ましたが、これらを調整し

■写真3-10-33　平市民会館全景　〔昭和50年ごろ　長谷川達雄
　氏撮影〕

■写真3-10-34　アリオスの建設　写真左側手前が「市音楽　
　館」、Ԟが「平市民会館」。平市民会館を使用しながらの建設
　となったため、工事を二期に分けました。　〔平成18(2006)　
　年３月　いわき市撮影〕

　全国に誇れる芸術・文化ホールを建設
　IWAKI 　　平20・2008（一次）、　平21・2009（グランド）
　　　　　　　　　　　　　いわき芸術文化交流館（アリオス）がオープン
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て、平成20(2008)年４月に音楽主目的
大ホールや音楽小ホールなどが完成し
て第一次オープン、平成21(2009)年5
月に演ܶ主目的中ܶ場などが完成して
グランドオープンを、それぞれ迎えました。（写真3-10-35〜37）

　施設の名称は「いわき芸術文化交流館」、愛称は公募に応募のあったなかから候補をߜり、高校生
による投ථを行った結果、芸術(ASU)、生活(-iGF)、情報(InGPSmaUiPn)、オアシス(0aTiT)、観光(4iHhUTFFinH)

について英語の頭文字からとった「アリオス（AMiPT）」と決まりました。
　大ホールの音響反ࣹ൘は可動式となっており、舞台の広さや形式、音の残響もコントロールするこ
とができ、音楽だけでなく、演ܶや舞踊などさまざまな用途に対応できる構造となっています。࠲席
も広めにとってあり、ゆったりと舞台の音や動きを観賞することができます。出演者にとっても観客
にとっても心地よい時間を過ごせると好評を得ています。
　また、小・中学校に生の演奏や歌などをಧける、アウトリーチ事業「おでかけアリオス」では生の
音を間近にௌくことができます。このほか、コンテンポラリーダンスなどの自主事業を展開していま
す。（写真3-10-38）

■写真3-10-36　アリオスの外観　〔平成　
　21(2009)年２月　いわき市撮影〕

■写真3-10-35　アリオスの第一次オープン式
　〔平成20(2008)年４月　いわき市撮影〕

■写真3-10-37　アリオスのグランドオープン記念イベン
　ト　〔平成21(2009)年４月　いわき市撮影〕

■写真3-10-38　隣接する平中央公園で開催した「アリオス　
　パークフェスティバル　〔平成25(2013)年６月　いわき市撮
　影〕
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　亡くなった人を埋૴する場合、土૴と火૴に区分されますが、「火૴場」とは、火૴を行うために、
火૴場として都道府県知事のڐ可を受けた施設で、法的には「ุ地、埋૴等に関する法཯」で規定
されています。運営は主に市町村が行っており、なかには複数の市町村が一部事務組合を設置して
共同運営している場合もあります。（写真3-10-39）

　いわき市では、昭和41(1966)年10月の市合併以降、平（昭和30年に建設）、小名浜（昭和39年に建設）、
勿来（昭和41年に建設）、内郷（昭和33年に建設）の４か所の火૴場が引き継がれました。（写真3-10-40）

　しかし、年月を経て老朽化したことから、新たな施設づくりが持ち上がってきました。
　このため市は、平成８(1996)年２月に、市火૴場のあり方と施設整備について審議するための機
関である「市火૴場施設整備懇話会」を設置。同年９月に同懇話会から提言を受けました。
　このなかでは、いずれも老朽化が進んでいることを分ੳし、火૴場の統合を図りつつ、市の広域
性を考慮して「北部」と「南部」の２場体制を確立し、北部火૴場は市平南白土ุ地公園に隣接し
て建設することが望ましい、南部火૴場については北部を整備した後に施設整備計画のなかで設置
を決め、当面は現施設を活用する、などの提言書を市に提出しました。
　その後、市が炉の数や斎場が民間をѹ迫しないように１室（待合室݉用）とするなどの内容を加え
て、整備方針をまとめ、地元や関係機関との調整に入りました。しかし、調整は地元だけでなく、
多方面にわたり、難航を極めました。
　それでも、平ੁ

すぎ
波
なみ

字ੁ
すぎ

波
なみ

入
いり

地内を施設建設地と定め、平成15(2003)年度から用地買収、平成
18(2006)年度には工事に着工し、平成20(2008)年３月に北部火૴場となる「いわき清

せい
ԓ
えん

」が完成し
ました。全体用地は約21万㎡という広さで、火૴炉を９炉備えてあります。（写真3-10-41~43）

　待合室（ ９室、うち１室は斎場݉用）や告別室（ ３室）、収ࠎ室（ ３室）などの各所はいずれもゆったり

■写真3-10-39　農村部を中心に、かつて行われていた土葬　
　　〔昭和30(1955)年４月　野木茂氏撮影〕

■写真3-10-40　平火葬場　〔平成15(2003)年ごろ　いわき未
　来づくりセンター撮影〕

　人生最期を、安らぎと潤いに満ちた、
　ゆとりのある施設で
　 IWAKI 　平20・2008　「いわき清苑」がオープン
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とした空間を持ち、提言書に盛り込まれたように、「やすらぎ
と५いを与え、光あふれるॊらかな落ち着きと静ॗなง囲気」
を持った施設となっています。
　市は現在、勿来火૴場の隣地に、平成30(2018)年度の完成を
めざして、市南部火૴場を整備しています。（写真3-10-44）

■写真3-10-41　「いわき清苑」
　の外観　〔平成20(2008)年３月
　いわき市撮影〕

■写真3-10-42　「いわき清苑」のオー
　プン式　〔平成20(2008)年３月　い
　わき市撮影〕

■写真3-10-43　「いわき清苑」の内部　
　〔平成20(2008)年３月　いわき市撮影〕

■写真3-10-44　整備が進む「市南部火葬場」　写真左に見え
　るのが現在の勿来火૴場。　〔平成28(2016)年５月　いわき
　市撮影〕



　地域に開放した新しいタイプの施設へ”変身”
　　IWAKI 　平21・2009　いわき平競輪場を大改修
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　自転車トラックレースには、スプリントやタイムトライアルのほか「ケイリン」があります。６
～８人が同時に૸りউഊを競うもので、日本では小

こ
倉
くら

（現北۝भ）市で競輪場が造られ、昭和23(1948)

年11月に誕生しました。この年８月には「自転車競技法」が公布・施行されています。この法཯は
昭和20(1945)年８月に終戦を迎え、荒廃、特に空ऻによりඃ災した都市の復興を図るため、また地
方財源を確保するための収入源として競輪場の整備などを盛り込んだものでした。第１条には「自
転車そのଞの機械の改良及び輸出の振興」に寄与することを目的、「地方財政の健全化を図るため」
指定市町村は自転車競૸を行うことができる、と定められています。
　戦災にૺった平市周辺は、混乱期にあって“黒ダイϠ”と呼ばれる石炭を掘る炭鉱が近くに所在
し、炭鉱で働く人々は多くいましたが、ޘ楽が少ない時代でもありました。ౌ博やञに૸る人が堂々
と遊べる施設はׄ好の誘致となったことから、全国のඃ災した都市における自治体財政のځࠔをٹ
済することを目的に、以後５年間に62の競輪場が開設され、平競輪場は昭和25(1950)年２月に開場
しました。（写真3-10-45）

　当初は平市୯独で運営していましたが、昭和30年前後に市町村合併が進み、平市と隣接して５市
が誕生したことから、昭和31(1956)年４月からは、経営主体は５市が共同経営する「石城競輪組合」
となりました。
　昭和41(1966)年にいわき市が誕生すると事業主体はいわき市となり、その後、毎年競輪の事業収
ӹの一部は市の一般会計に繰り出され、土木、福祉、教育、環境などさまざまな施策に充てられ、
市の発展に大きく貢献してきました。
　その間、昭和52(1977)年にメーンスタンドの改修、平成５(1993)年に大型映像装置の設置など魅
力アップに努め、平成３(1991)年には「いわき平競輪場」と改称しました。（写真3-10-46）

■写真3-10-45　草創期の平競輪場　周辺には水田が広がっています。　〔昭和27(1952)
　年６月　松本正平氏撮影・松本正෉氏提供〕

−200−



−201−

未来へつなぐ「いわき」ものがたり

　しかし、施設は次第に老朽化。このため、新たな計画「サイクルパーク構想」として߫外、小名浜
金成地区の山林への移転が検討されましたが、整備には相当の年数を要することなどから、現有地に
おける早期リニューアルが望ましいとの結࿦に達し、それまでのいわき平競輪事業基金を充てて、平
成15(2003)年６月から全面改築工事に着工し、平成18(2006)年10月に第一次オープン、さらにバック
スタンドとなる地域開放型施設の完成により平成21(2009)年３月、グランドオープンしました。（写真
3-10-47）

　競輪を開催していない日は、地域のイベントや集会など市民に開放し、また地域開放型施設では、
競輪観覧席ながら映画ؑ賞会などにも活用できるサイクルシアター、別棟には集会施設として利用で
きるサイクルϋウス（競輪開催中でも使用可）を配置しています。
　バンクをඈ行場の׈૸路に置き換えると、小さな空港の׈૸路のような空間となっており、２階を
バンクにするという２層式競輪場（全国で２番目）としたことにより、選手と同じ目線でバンクの内側
から観戦できるテラスを設けるという画期的な構造となっています。（写真3-10-48）

　オープン後は、競輪開催のみならず、「地域との共生」をめざし、さまざまなイベントについて、
バンクおよびバンク内のିし出しを行っています。（写真3-10-49）

■写真3-10-46　改修を記念して第31回日本選手権競輪を
　開催　〔昭和53(1978)年３月　いわき市撮影〕

■写真3-10-48　観覧席からレースを観戦できる施設（リ
　ニューアルオープンフェスティバル）　〔平成18(2006)年
　10月　いわき市撮影〕

■写真3-10-49　リニューアルオープンフェスティバル
　〔平成18(2006)年10月　いわき市撮影〕

■写真3-10-47　いわき平競輪場の全景　〔平成21(2009)年
　２月　いわき市撮影〕
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　魚介類や農産物ൢ売所、商業施設など８店ฮが入居する「四倉ふれあい物産館」が平成10(1998)

年11月、国道６号沿いの四倉町字ޒஸ目にオープンしました。（写真3-10-50）

　ここは、昭和52(1977)年に四倉漁業協同組
合によって木造の漁網倉庫が建てられた場所
でした。内部は約30の漁網収ೲ部屋に分かれ
ていて、地元漁業関係者のି倉庫として使用
されていましたが、200海里漁場規制に伴う
遠洋漁業の不振や漁船員の高齢化などにより
漁獲高が減少し、改修前の使用者は漁業協同
組合の組合員３人だけとなってしまいまし
た。
　昭和36(1961)年に設立された四倉観光セン
ターも昭和58(1983)年に観光協会の市一本化

を機に廃止され、観光面においても情報発信の機能面が失われつつありました。
　こうした状況のなか、漁業関係者はそれでも、愛着を持って四倉の海で使ってきた漁具を集め、
あるいは地域活性化のイベントの開催により、復活をめざしました。平成８(1996)年開催の「さか
なの港町同窓会inいわきよつくら」の開催前には、各種団体が準備を進めていた際、これからの四
倉の方向性を模索するなかで直売所構想が生まれました。
　平成９(1997)年度から、県が進める四倉漁港環境整備計画事業のスタートに併せて、地元では網
蔵倉庫を地場産品の直売所に転用するとともに情報の受発信の場として活用することで、地域経済
の活性化を図ろうとする動きが本格化していきました。
　網倉改修に際しては、運営会社「よつくら」は四倉まちづくり推進協議会が主体となり、設立。県・
市補ॿ金、地元からの協賛・寄付金が充てられました。
　オープン後、毎月第４土曜日には、「産直よつくら・よかっぺ市」が開かれ、活ホッキ֋や冬場
のベニズワイガニなどがฒび、多くの買い物客でにぎわいをみせました。
　四倉漁港環境整備計画事業の周辺整備も進みました。四倉港や四倉海水浴場付近には駐車場やト
イレ、シャワー室など、また国道６号からの進入路も完成、最後に多目的イベント広場「海浜ふれ
あい広場」が平成18(2006)年３月に完成し、翌月に盛大な記念イベントが開催されました。
　この間、環境整備が進むにつれて、物産館が国道６号に面しており、広い駐車場も確保できると
いう地理的要件を備えていたことから、「道の駅」構想へつながっていきます。
　道の駅は車社会の進展で長距離運転が増えていることから、一般の幹線道路においても高速道路
と同様の休憩サービスを行う施設として国土交通省の登録認定制度として普及したもので、平成
20(2008)年12月現在で、全国で887駅が登録されており、広域のいわき市にはそれまで１駅もあり

■写真3-10-50　「四倉ふれあい物産館」　〔平成13(2001)年５
　月　いわきジャーナル撮影〕

　網倉倉庫が物産館、さらには「道の駅」へ
　IWAKI 　平21・2009（一次）、　平22・2010（グランド）
　　　　　　　　　　　　　「道の駅よつくら港」がオープン
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ませんでした。
　このため、民間（NP0法人「よつくらぶ」が新たに設立）が国や市の支援を受け、物産館を「四倉ふれあ
い交流館」として改修し、一方市は物産館の隣に道路交通情報コーナーや休憩所を備えた情報館や駐
車場などを整備するという、全国ではあまり例のない、市と民間が共同で取り組むかたちで登録をめ
ざしました。
　こうして「道の駅よつくら港」は平成21(2009)年７月に、国土交通省から認可されました。県内で
は20番目の道の駅登録でした。
　同施設は地域振興施設「四倉ふれあい交流館」と道路・地域情報施設「四倉ふれあい情報館」から
成り、前者は平成21年12月に、後者は平成22(2010)年７月に、それぞれオープンしました。（写真3-10-
51〜54）

　東日本大震災では、海岸に面している同施設は津波やガレキでਙ大なඃ害を受けました。それでも
関係者は全国からのボランティア支援を得て、再オープンに向け努力。最初はࠎ組みだけのブースを
設け、さらに大型テントを利用した仮設店ฮを経て、平成24(2012)年８月に再開しました。今まで以
上に魅力を満ࡌした交流館はふたたびにぎわいを取り໭し、地域活性化の核的な存在となっています。
（写真3-10-55）

■写真3-10-51　来場者でにぎわう交流館内　〔平
　成21(2009)年12月　いわき市撮影〕

■写真3-10-53　「道の駅よつくら港」オープン　〔平成21(2009)　
　年12月　いわき市撮影〕

■写真3-10-52　「道の駅よつくら港」全景　〔平成21(2009)年
　12月　いわき市撮影〕

■写真3-10-55　災害を乗り越えて待望の再オープン　〔平
　成24(2012)年８月　いわき市撮影〕

■写真3-10-54　四倉ふれあい情報館内部　〔平成
　21(2009)年12月　いわき市撮影〕
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　このため、市が平成20(2008)年４月から事務局を担
い、１年をかけて関係機関・団体と協議を重ねて了解
を得て、平成21(2009)年３月に開催した第1回の実行
委員会において、県内初の日本陸上競技連盟公認フル
マラソン大会を開催することฒびにコースを市陸上競
技場から主要地方道小名浜－平線などを通り、小名浜
港周辺をゴールとするルートで検討することが決まり
ました。
　マラソン大会の名称は大会への関心を高めるととも

　市内では「金
かな

܀
ぐり

ഋ
はい

勿来の関マラソン大会」や「いわきシーサイドマラソン大会」などが独自に行
われていましたが、“いわき市でフルマラソンを”という声があがったのは昭和時代末期でした。
数年後の国民体育大会を控え、関係者は選手を養成し、機運を盛り上げていくためにもマラソン大
会を開くことを念願しました。（写真3-10-56、 57）

　平成元(1989)年度、市は「（仮称）いわきマラソン大会」の開催を計画。県内初のフルマラソン大
会の開催に向けて、いわき陸上競技協会などの協力を得ながら、コースや日程を決め、準備を進め
ましたが、実際の開催には日本陸上競技連盟の公認を得るための距離計測や大会運営の人員確保、
参加ر望者への周知とకめ切りの期間確保、さらには道路使用に伴う交通規制など安全面の確保な
ど、さまざまな条件をクリアする必要があり、年度内開催を断念せざるを得ませんでした。
　その後も、関係者とともに開催に向けた努力を重ねましたが、開催にこぎつけることはできませ
んでした。
　再度、フルマラソンが発案されたのは平成18(2006)年のことでした。いわきϋワイ交流協会やい
わき体育協会などが準備会を立ち上げましたが、コース設定や経費、交通規制などがクリアできま
せんでした。

■写真3-10-56　金栗杯勿来の関マラソン大会　〔平成　　　
　10(1998)年２月　いわき市撮影〕

■写真3-10-57　いわきシーサイドマラソン大会　〔平成５
　(1993)年３月　いわき市撮影〕

■写真3-10-58　大会機運を盛り上げるため、各所
　でフラッグづくり　〔平成21(2009)年12月　いわ
　き市撮影〕

　潮騒を鼓動に感じる42.195キロのコース
　　IWAKI 　平22・2010 　いわきサンシャインマラソンがスタート
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に市民に親しまれるよう公募により同年５月、「いわきサンシャインマラソン」と決まりました。種
目は、より多くの市民に参加してもらえるよう、フルマラソン、10km、５km、２km、２km親子の
部門を設け、また大会を盛り上げるフラッグ作成など、市一ؙとなって選手を迎える準備に努めまし
た。（写真3-10-58）

　記念すべき県内初の公認コースの第１回大会は平成22(2010)年２月14日に開催。大会には5,458人
が出場（出場者率87.5％ ）し、海岸の風景や潮૽の音、沿道の応援を受けながら、思い思いにマラソン
の୉ޣ味を味わっていました。また、沿道では多くの関係者やボランティアが大会を支え、参加者を

もてなし、高い評価を得ることができました。（写真3-10-59〜62）

　市としても大会開催によって、競技・生涯スポーツの推進や本市の情報発信、交流人口の拡大、地
域の活性化などの面で大きな成果を得ることができたことから、大会終了後、実行委員会では継続す
ることを決定。以後、毎年の߃例行事となりました。
　東日本大震災直後は開催を危ぶむ声がありましたが、大会は復興ف願、次いで確かな復興のあゆみ
など、節目としても位置づけられ、毎年盛大に行われています。（写真3-10-63）

　なお、この大会の第１回から、ϋワイ・カウアイ島で開催されるカウアイマラソンの優উ者をট待
するなど、いわき市とカウアイ郡との交流が深まり、後に国際࢞ຓ都市をక結するまでに至りました。

（８ページを参照）

■写真3-10-59　第1回いわきサンシャインマラソン大会
　のスタート　〔平成22(2010)年２月　いわき市撮影〕

■写真3-10-60　沿道から大漁旗で応援（第１回
　大会）　〔平成22(2010)年２月　いわき市撮影〕

■写真3-10-61　ボランティアが
　沿道でサポート（第６回大会）
　〔平成27(2015)年２月　いわき
　市撮影〕

■写真3-10-62　選手とボランティアの
　交歓（第６回大会）　〔平成27(2015)年
　２月　いわき市撮影〕

■写真3-10-63　バルーンに書かれた
　東日本大震災からの復興メッセージ
　の下、選手がゴール（第３回大会）
　〔平成24(2012)年２月　いわき市撮
　影〕
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　平成23(2011)年３月11日は、いわき市にとって忘れてはならない日となりました。マグニチュー
ド９.０の巨大な「東北地方太平洋沖地震」は、大津波、さらには原子力発電所事故という、複合的
な災害をもたらし、その大きさと範囲の広さから「東日本大震災」と名づけられました。まさに全
市民に衝撃的な記憶を刻み付け、その後の生活に大きな影響を及ぼす出来事でした。市は震災から
の復旧・復興に全力で取り組む一方で、新たな事業の掘り起こしや誘致、復興を通した交流の拡大
など、「日本の復興を『いわき』から」をスローガンに各種事業を展開しました。

■写真3-11-3　塩屋埼灯台から見る、薄磯地区における震災復興の状況　
　〔平成27(2015)年11月　いわき市撮影〕

■写真3-11-2　復興のあり方を話し合う、ふ
　るさと豊間復興協議会ワークショップ　〔平
　成24(2012)年12月　いわき市撮影〕

■写真3-11-1　防潮堤を乗り越えて平豊間集落に押し寄せる大津 
　波　〔平成23(2011)年３月11日　鈴木利明氏撮影〕

ଟ ͷ͘ࢧԉͰɺະી༗ͷେ֐ࡂΛ
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݄̏øø೔ɹ࣌̎ޙޕûý෼ɺϚάχν

ɹɹɹɹɹϡʔυĀõ÷ͷ౦๺஍ํଠฏ

ɹɹɹɹɹ༸ԭ஍਒͕ൃ生͠ɺいわ

ɹɹɹɹɹき市͸਒౓̒ऑΛ記࿥ᶃᶄᶅ

݄̐øø೔ɹ市ೆ੢෦Λ਒ݯͱ͢Δ਒౓̒ऑͷ஍਒͕ൃ生

ɹɹøù೔ɹ市੢෦Λ਒ݯͱ͢Δ਒౓̒ऑͷ஍਒͕ൃ生

݄̑úø೔ɹখ໊඿ࡍࠃ͕ߓόϧΫઓུߓ࿷ʹબఆ

݄̔ù÷೔ɹ市಺͢΂ͯͷආ೉ॴ͕ด࠯

ø÷݄̍೔ɹʮ͕Μͺͬ΃ʂいわき෮ࡇڵʯΛ開࠵ᶇ

݄̏øù೔ɹ۝भ৽װઢ͕開ۀ

݄̐̍೔ɹ౦๺஍ํଠฏ༸ԭ஍਒ΛؚΊҰ࿈ͷ֐ࡂΛ

ɹɹɹɹɹʮ౦೔ຊେ਒ࡂʯͱ໋໊

݄̒ùû೔ɹ౦೔ຊେ਒ࡂ෮جڵຊ๏͕ެ෍

݄̓ùû೔ɹ஍্ΞφϩάςϨϏ์ૹ͕ऴྃʢ਒ࡂඃ̏ࡂ

ɹɹɹɹɹݝ͸ฏ੒ùû೥݄̏úø೔·Ͱ


݄̒̔೔ɹ಺ڷ·ͪͮ͘Γ市ຽձٞͱʮ஍۠·ͪͮ͘Γ

ɹɹɹɹɹܭըࡦఆʹؔ͢ΔύʔτφʔγοϓڠఆʯΛ

ɹɹɹɹɹక݁

݄̔øø೔ɹಓͷӺΑͭ͘Βྲྀަߓ館͕ϦχϡʔΞϧΦʔϓϯ

ø÷݄̒೔ɹいわきখ໊඿ΈͳͱϑΣεςΟόϧ͕開࠵

øø݄øý೔ɹୈúøճେԦ੡ࢴΤϦΤʔϧϨσΟεΦʔϓϯ

ɹɹɹɹɹ͕໪དྷொͷޒӜఉԂΧϯτϦʔΫϥϒͰ開࠵ᶆ

݄̎ø÷೔ɹ෮ڵ庁͕ൃ଍

݄̏úø೔ɹ෱ౡ෮࠶ڵ生ಛผાஔ๏͕ެ෍

݄̐øĀ೔ɹ෱ౡୈҰిൃྗࢠݪॴ̍ʙ̐߸͕ػਖ਼式ʹഇ࿍

݄̑ùù೔ɹ�౦ژεΧΠπϦʔ͕開ۀ

ฏ੒2úï2011ð೥

ฏ੒24ï2012ð೥

■写真3-11-4　「大　
　王製紙エリエール
　レディスオープン」
　が勿来町の五浦庭
　園カントリークラ
　ブで開催　大勢の
　ギャラリーが迫力
　ある大会を間近で
　 観 戦。　〔 平 成24
　(2012)年11月 い
　わき市撮影〕

■写真3-11-5　「がんばっぺ！いわき復興祭」を開催（21世紀 
　の森公園）　〔平成23(2011)年10月　いわき市撮影〕

■写真3-11-7　県立い
　わき海星高校が春の
　選抜高校野球・21世
　紀枠で甲子園出場　
　〔平成25(2013)年１月
　いわき市撮影〕

■写真3-11-6　プロ野球オールスターゲーム第3　
　戦が市いわきグリーンスタジアムで開催　〔平成
　25(2013)年７月　いわき市撮影〕

④

⑤

⑥

⑦
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■写真3-11-8　映画「超高速！参勤交代」を実際に踏破する、「リアル！参勤交代」
　を実施　〔平成26(2014)年６月　いわき市撮影〕

■写真3-11-9　フラおじさんが観光大使 
　見習いに任命　〔平成25(2013)年４月　
　いわき市撮影〕

■写真3-11-12　「小名浜道路」中心杭設置式（泉
　町黒須野）　〔平成26(2014)年８月　いわき市撮　
　影〕

■写真3-11-10　市復興祈願土俵入り（市立総合体育館）　〔平
　成26(2014)年８月　いわき市撮影〕

■写真3-11-11　「いわき応援大使」制度が発足　〔平成26
　(2014)年５月　いわき市撮影〕

■写真3-11-13　移転後の福島臨海鉄道小名浜駅で、コンテナ
　列車の出発式　〔平成27(2015)年１月　いわき市撮影〕

⑧

⑨

⑩

⑪

⑬

⑫
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݄̍ùü೔ɹཱݝいわきւ੕͕ߍߴय़
ɹɹɹɹɹͷબൈߍߴ໺ٿɾùøੈل
ɹɹɹɹɹ࿮ͰࢠߕԂग़৔ܾఆᶉ
݄̐øù೔ɹϑϥ͓͡͞ΜΛޫ؍େ࢖
ɹɹɹɹɹݟशいʹ೚໋ᶋ
݄̓ùù೔ɹϓϩ໺ٿΦʔϧελʔ
ɹɹɹɹɹή�ʔϜୈ̏ઓ͕いわきάϦʔϯελδΞϜͰ開࠵ᶈ
݄̓̕೔ɹ*0$૯ձͰɺù÷ù÷೥ՆقΦϦϯϐοΫ開࠵஍ͱ
ɹɹɹɹɹͯ͠౦͕ژબग़

݄̏úø೔ɹ市͕จԽܳज़૑଄౎市෦໳ͰจԽ庁௕׭දজ
ɹɹúø೔ɹ市ཱ田人ୈҰখֶߍՙ࿏෉෼ߍɺ田人ୈೋখֶߍɺ
ɹɹɹɹɹ田人ୈೋখֶߍೆେฏ෼ߍɺੴॅখɾதֶߍɺ
ɹɹɹɹɹ֋ധখɾதֶ͕ߍดߍ
݄̏ɹɹɹ஍Ҭ෱ܭࢱըΛࡦఆ
݄̐̍೔ɹ田人஍۠ͷখֶߍ̐ߍΛ౷߹͠田人খֶߍɺதֶ
ɹɹɹɹɹߍ̏ߍΛ౷߹͠田人தֶߍͱͯ͠࠶ฤ
݄̑øú೔ɹϓϩ໺ެٿ式ઓʮڊ人ରϠΫϧτʯ͕いわき
ɹɹɹɹɹάϦʔϯελδΞϜͰ開࠵
ɹɹøĀ೔ɹʮいわきԠԉେ࢖ʯ੍౓Λൃ଍ᶍ
݄̒ùø೔ɹөըʮ௒ߴ଎ʂަۈࢀ୅ʯ͕શࠃҰ੪ʹެ開
ɹɹɹɹɹʢ਺ଟ͘ͷөը৆Λड৆ʣᶊ
݄̓̍೔ɹ市ެ式ιʔγϟϧϝσΟΞΛ開ઃ
݄̔̓೔ɹ市ཱ૯߹ମҭ館Ͱʮ市෮ئفڵ౔ඨೖΓʯ͕ 開࠵ᶌ
ɹɹùÿ೔ɹઘொࠇਢ໺஍಺Ͱʮখ໊඿ಓ࿏ʯத৺ߌઃஔ式ᶎ
݄̕ùý೔ɹ市ݖར༴ޢɾ੒೥ݟޙηϯλʔΛ開ॴ

݄̐̍೔ɹফඅ੫͕̑ˋ͔Β̔ˋʹҾき্͛

݄̍ùú೔ɹҠసޙͷ෱ౡྟւమಓখ໊඿ӺͰɺίϯςφྻ
ɹɹɹɹɹंͷग़ൃ式ᶏ
݄̏̍೔ɹৗ൬ࣗಈंಓͷʢৗ൬෋Ԭʙ࿘ߐʣ͕開௨ͯ͠ɺ
ɹɹɹɹɹಉࣗಈंಓ͕શઢ開௨
ɹɹøû೔ɹৗ൬ઢಛٸʮͻͨͪʯͳͲ͕඼઒Ӻ·Ͱ৐Γೖれ
ɹɹùĀ೔ɹ౬ຊӺӺࣷվங記念式͕開࠵ᶐ
ɹɹùĀ೔ɹ಺ڷӺ৽Ӻࣷڙ༻開ܴ࢝׻式͕開࠵ᶑ
ɹɹúø೔ɹ市ཱ三ࡕখɾதֶߍɺࠩԘখɾதֶߍɺӬҪখɾ
ɹɹɹɹɹதֶߍɺӬށখֶ͕ߍดߍ
݄̏ɹɹɹୈ̓࣍市ऀྸߴอ݈෱ܭࢱըΛࡦఆ
݄̏ɹɹɹ市ࢠͲ΋ɾࢠҭͯࢧԉܭۀࣄըΛࡦఆ
݄̐̍೔ɹ三和஍۠ͷখֶߍ̑ߍΛ౷߹͠三和খֶߍɺத
ɹɹɹɹɹֶߍ̐ߍΛ౷߹͠三和தֶߍͱͯ͠࠶ฤ
݄̐ɹɹɹ市͕生׆ɾब࿑ࢧԉηϯλʔΛઃஔ
݄̑ùù೔ɹʮୈ̓ճଠฏ༸ౡɾαϛοτʯ͕いわき市Ͱ開࠵ᶒ
ø÷݄̍೔ɹࢠҭͯίϯγΣϧδϡ૬ஊ૭ޱΛઃஔᶓ

ø÷݄̑೔ɹϚΠφϯόʔʢڞ௨൪߸ʣ੍౓ؔ࿈๏͕ߦࢪ

ฏ੒25ï201úð೥

ฏ੒26ï2014ð೥

ฏ੒2þï2015ð೥

■写真3-11-14　湯本駅駅舎改築記念式が開催　〔平成27(2015)
　年３月　いわき市撮影〕

■写真3-11-15　内郷駅新駅舎供用開始歓迎式が開催　〔平成
　27(2015)年３月　いわき市撮影〕

■写真3-11-16　「第7回太平洋島・サミット」がいわき市で開催（歓迎式）
　〔平成27(2015)年５月　いわき市撮影〕

■写真3-11-17　子育てコンシェルジュ相談窓口を設置　〔平成
　27(2015)年10月　いわき市撮影〕

⑭

⑮

⑯

⑰
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　小名浜港の開発は三崎付近の港整備に始まり、埋め立てと港湾施設の建設により西方へ展開して
いきました。昭和２(1927)年には第２種重要港湾、昭和26(1951)年には重要港湾、昭和31(1956)年に
は関税法による外国貿易港として開港指定され、地域産業経済の拠点として位置づけられてきまし
た。（40、 41、 75、 76ページを参照）

　港湾の整備については、昭和13(1938)年５月に現在の１号ふ頭地区に3,000ｔ級岸壁が完成し、
さらに増強して、昭和32(1957)年６月には１号ふ頭１万ｔ岸壁の供用を開始。昭和39(1964)年にい
わき地方が新産業都市の指定を受けると、発展する臨海工業地帯を背景に、主に原材料の取り扱い
が増え、これを契機に埠頭や沖防波堤の建設など港湾整備が促進されるとともに、小名浜港取扱貨
物量は急増し、南東北の中核港湾へ発展しました。
　さらに大剣地区の小名浜臨海工業団地の整備や常磐自動車道の開通などに伴う取扱貨物量や物流

の増加が予測され、物流機能の充実や商業港としての整備が求められました。
　昭和56(1981)年３月に開かれた港湾審議会第92回計画部会では、広域流通貨物を扱うことのでき
る公共ふ頭やフェリーふ頭などを整備する人工島の東港地区を小名浜港湾内に建設する港湾整備計
画が審議決定されました。
　昭和58(1983)年10月には起工式が行われ、工事の安全と早期完成を願って沖防波堤・ケーソンが
進水されました。その後、計画変更が行われ、現在、東港地区国際物流ターミナル（面積＝約52ha）

の完成に向け、急ピッチで整備が進められ、全体像が分かるようになってきました。また、東港地
区との連絡については、３号ふ頭から延長1,805m（うち橋梁部分927m）の臨港道路が整備中です。（写

真3-11-18、 19）

　近年、石炭などの貨物取扱量の増加と貨物を輸送する船舶の大型化が進んでいます。小名浜港で
は平成22(2010)年には公共ふ頭における石炭取扱量が全国一となりましたが、大型船が接岸できる水
深を持つ岸壁が不足していることから、積載量を減らして入港する、あるいは沖待ち（滞船）が発生
し、非効率な状況にあり、岸壁の大水深化が進められる東港の完成によって不便が解消されるだけ
でなく、物流コストが削減でき、ひいては国際競争力が強化されることが期待できます。（図3-11-1）

　海外に開かれた中核港湾として飛躍を
　　IWAKI 　平25・2013　小名浜港が「国際バルク戦略港湾(石炭)」に選定

■写真3-11-18　小名浜港東港の起工式　〔昭和58(1983)年10　
　月　いわき市撮影〕

■写真3-11-19　整備中の臨港道路（橋りょう）を３号埠頭か
　ら見る　〔平成28(2016)年８月　いわき市撮影〕
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　平成25(2013)年12月、国は全国初となる「特定貨物輸入拠点港湾(石炭)」（税制上などの特例措置が受け

られる）として小名浜港を指定し、さらに“選択と集中”を推進する一環として、産業や国民生活に
欠かせない物質である「鉄鉱石」、「石炭」、「穀物」を安価で安定的に輸送するため、国際物流拠点と
なる港湾として「国際バルク（※）戦略港湾」を選定する制度を設け、平成23(2011)年５月に全国の港
湾から小名浜港を、石炭の拠点港と選定しました。
　小名浜港周辺には石炭を使用する火力発電所が多数立地しており、小名浜港はこれら発電所を持つ
電力会社が扱う石炭などのエネルギー供給港湾としての機能を担っています。こうしたことが選定の
理由となったもので、今後は幅広く東日本の各地域へのエネルギー (石炭)調達拠点港として大きく飛
躍することが期待されます。（写真3-11-20、 21、 図3-11-2）

※「バルク貨物」とは、穀物や石炭、塩など、包装せずに積み込みできる貨物で、ばら積み貨物ともいいます。

■図3-11-1　小名浜港貨物取扱量および石炭取扱量
　〔資料:「福島県小名浜港湾建設事務所統計」〕

■図3-11-2　国際バルク戦略
　港湾の全国配置状況　〔資料
　：「国土交通省東北地方整備
　局小名浜港湾事務所統計」〕

■写真3-11-20　港湾南側から見る小名浜港東港区　〔平成27(2015)年12
　月　いわき市撮影〕

■写真3-11-21　東港地区国際物流ターミナルの将来イメージ　　
　〔資料:「国土交通省東北地方整備局小名浜港湾事務所統計」〕

臨港道路 

護岸 

航路・泊地（-18m） 

岸壁（-18m）（耐震） 

将来イメージ 

■写真3-11-21 東港地区国際物流ターミナルの将来イメージ 
〔資料：「国土交通省東北地方整備局小名浜港湾事務所統計」〕 

8 

釧路港 

鹿島港 

小名浜港 

名古屋港 
木更津港 

水島港 

徳山下松港・宇部港 
志布志港 

水島港・福山港 

： 穀物

： 鉄鉱石

： 石炭

■図3-11-2 国際バルク戦略港湾の全国配置状況 
〔資料：「国土交通省東北地方整備局小名浜港湾事
務所統計」〕 
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　平成27(2015)年、本市をめぐる高速交通体系が大きく変化しました。
　歴史的にみると、鉄道といわき地方
の関係は明治30(1897)年２月、水戸－
平（現いわき）が開通、同年８月に平
－久ノ浜、翌年８月に久ノ浜－岩沼が
開通したのが始まりで、当時は日本鉄
道磐城線（明治34年に「海岸線」）という
私設（明治39年に国有化）鉄道でした。明
治42(1909)年10月には現在の常磐線に
改称しました。
　常磐線で最初に急行列車（上野－青

森）が走ったのは明治36(1903)年７月
のことで、上野－平は７時間前後も
かかりました。その後、同区間は明
治39(1906)年４月に５時間半、昭和
９(1934)年に３時間20分と時間短縮
されますが、戦時色が濃くなって急
行が走らなくなります。戦後急行列
車が復活しますが、３時間前後に時
間短縮されるのは、昭和44(1969)年
10月に登場した特急「ひたち」以降
で、昭和47(1972)年10月には２時間40
分、そして平成元(1989)年３月に登場
する「スーパーひたち」は、最高時速
130km/h、平均でも100km/h超とな

り、２時間10分で平－上野を結ぶようにな
りました。（写真3-11-22）

　この間、臨時列車などによる東京駅乗り
入れのダイヤが組まれましたが、定期化が
図られなかったことから、市や鉄道関係

　交通体系の充実で利便性が向上
　IWAKI　平27・2015　常磐線特急が品川駅乗り入れ、
　　　　　　　　　　　常磐自動車道が全線開通

浪江 

常磐富岡 

水戸 

三郷 

練馬 

亘理 

新潟 

仙台 

竜田 

上野 

東京 

磐越道 

岩沼 

日立北 

いわき←平 

久ノ浜 いわき 
中央 

いわき 
四倉 

いわき勿来 

いわき湯本 

品川 

常磐線 

浜吉田 

原町 

相馬 

三郷－日立北
昭56.4～ 
昭60.7 開通 

水戸－平 
明30.2 開通 

久ノ浜－岩沼 
明31.4～31.8 
 開通 

浪江－亘理 
平21.9～
26.12 開通 

いわき中央－ 
常磐富岡 
平11.3～平16.4 

日立北－いわき中央
昭63.3開通 

常磐富岡－ 
浪江 
平27.3 開通 

上野－東京 
平27.3 開通 

日暮里－水戸 
明22.1～29.12 

平－久ノ浜 
明30.8 開通 

日暮里 

鉄道 

高速道路 

平成27年3月開通区間 
東日本大震災で未通区間 

平成27年3月開通区間 

いわきJCT 

いわき三和 

小野 

郡山JCT－ 
新潟中央 
平9.10 開通 いわきJCT－ 

郡山JCT 
平7.8 開通 

■図3-11-3　常磐線および常磐自動車道における整備
　過程

■写真3-11-22　特急「ひたち」運行開始　〔昭和44(1969)年12月　いわ  
　き市撮影〕
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者は乗り入れの定期化をJR東日本に要望してきました。JR東日本では上野駅と東京駅を結ぶ山手線・
京浜東北線の混雑緩和と直通運行による所要時間の短縮化を図るため、「上野東京ライン」の整備を
進め、平成27(2015)年３月に待望の開業を迎えることができました。（写真3-11-23、 24）

　これにより、常磐線の列車は品川駅まで乗り入れ可能となり、いわき駅発の特急列車「ひたち」（従

来の「スーパーひたち」を改称）、「ときわ」
（従来の「フレッシュひたち」を改称）の
ほとんどが東京・品川までの直通運転
に変わりました。（図3-11-4）

　乗り入れによる効果は大きく、東京
駅や品川駅までの乗り換えが不要と
なり、移動時間が短縮され利便性が向
上するだけでなく、首都圏をはじめ東
海・西日本地域とのアクセスが良くな
り、ビジネスやレジャー、企業誘致・
進出、観光など、さまざまな面で活性
化が図られるものと期待されます。
　高速交通網の充実も図られました。

常磐自動車道は昭和63(1988)年３月に首都圏から
いわき中央インターチェンジ（以下「IC」）まで開
通。磐越自動車道もいわきJCT－郡山ICが平成７
(1995)年８月に開通し、その後、常磐自動車道の
延伸が順次進められました。
　平成27(2015)年３月には、常磐自動車道の最後
の未通区間である常磐自動車道常磐富岡ICと浪
江ICの間が開通。これで常磐自動車道の全線が
開通したことになり、東日本大震災以降、内陸部

への迂回を余儀なくされていた相馬や仙台を結ぶルートが確保されました。移動時間の大幅な短縮に
より、常磐自動車道は浜通りの重要な交通路として、地域経
済の発展だけでなく、東日本大震災の復興事業への貢献、緊
急時の避難路としての機能を果たすものと期待されていま
す。（写真3-11-25）

　今後は、福島第一原子力発電所事故や津波の被害を受けて
不通となっている常磐線の一部区間の開通や現在２車線と
なっているいわき中央IC－広野IC間27kmなど２か所の４車
線化について、早期実現が待たれます。

■写真3-11-23　上野東京ライン
　開通記念式典（いわき駅）　〔平
　成27(2015)年３月　いわき市　
　撮影〕

■写真3-11-24　上野東京ライン開
　通・行先表示　〔平成27(2015)年３
　月　いわき市撮影〕

■図3-11-4　「上野東京ライン」開通時に伴う運転形態の
　変化

■写真3-11-25　常磐自動車道常磐富岡ICから
　見るいわき方面　〔平成27(2015)年３月　い
　わき市撮影〕
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⑴巨大地震の発生
① 平成23(2011)年３月11日午後２時46分

　そのときは、午後２時46
分18秒に訪れました。 （図
3-11-5）

　本震の地震動は数分間継
続し、長い揺れとして体感
され、しかも揺れの大きさ
のピークは波状的に何度も
訪れました。
　震源地は宮

みや
城
ぎ

県
けん

牡
お

鹿
じか

半
はん

島
とう

の東南東沖約130km（北
緯38度06.2分、 東 経142度
51.6分）付近の海底24km。
震源域が広く、岩板がくず
れた範囲は岩

いわ
手
て

県
けん

沖から茨
いばら

城
き

県
けん

沖まで南北約450km
（500kmとも言われる）、東
西 約200kmと、 広 範 囲 に
及びました。（写真3-11-26、

27）

　東日本大震災・いわき市復旧・復興のあゆみ
　IWAKI　平23～ 28・2011 ～ 16　市を襲った地震、津波、
　　　　　　　　原発事故などから、市民一丸となって復旧、復興、創生へ

 N 

M7.4 
3 月 11 日 

15 時 08 分 

M7.2 
4 月 7 日 

23 時 32 分 

M7.0 
4 月 11 日 

17 時 16 分 

M7.6 
3 月 11 日 

15 時 15 分 

M9.0 
3 月 11 日 

14 時 46 分 

M7.3 
7 月 10 日 
9 時 57 分 

M7.5 
3 月 11 日 

15 時 25 分 

気仙沼市 6弱 

仙台市 6強 

福島市 5強 

水戸市 6弱 

成田市 6弱 

千葉市 5強 

日立市 6強 

釜石市 6弱 

大船戸市 6弱 

郡山市 6弱 

白河市 6強 

いわき市 6弱 

栗原市 7 

注)1           東北地方太平洋沖地震〔平成 23（2011）年 3月 11日午後 2時 46分〕 
2           東北地方太平洋沖地震に伴う余震および誘発地震 
3 ○の大きさはマグニチュードの大きさを示す。 
4 本震および余震、誘発地震はマグニチュード 7.0以上を表示。 
 

図● 東北地方太平洋沖地震の震源域と余震および誘発地震分布 

 
                          〔資料：気象庁発表を、一部改変して掲載〕 

■図3-11-5　東北地方太平洋沖地震の震源域と余震、誘発地震の分布　〔資料：気 
　象庁発表を一部改変して掲載〕

■写真3-11-26　平字二町目 
　（本町通り）の被災状況
　〔平成23(2011)年３月23日
　佐藤貴行氏撮影〕
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　近代的な気象観測開始以来、初めての経験と
なった大地震は「東北地方太平洋沖地震」、さ
らにその震災後の影響の複合性から４月１日に

「東日本大震災」と呼ばれることになります。
マグニチュードは日本における観測史上最大の
規模で９.０（当初８.８）。宮城県で震度７.０を、い
わき市においても６弱を、それぞれ記録。全世
界でみても、記録が確かな1900(明治33)年以降、
４番目の巨大地震となりました。（図3-11-6）

② 大地震が余震や誘発地震を誘引
　巨大な震源域は周辺に影響を及ぼし、何度も大地震を誘発し、いわき市および周辺では、東北地方

 

6.5 7 7.5 8 8.5 9.5 10 9 

阪神・淡路大震災 

（6.9） 
関東大震災 

（7.9） 
明治三陸地震 

（8.2） 
東日本大震災（9.0） 

スマトラ島沖地震 

（9.1） 
 

チリ地震 

（9.5） 

1995(平 7) 1923(大 12) 1896(明 29) 2011(平 23) 2004(平 16) 1960(昭 35) 

1 1413 1995 7943 32 89 

発生年 

エネルギー比較 

マグニチュード 

 

注)1 横軸はモーメントマグニチュード（Mw）、円の大きさは地震のエネルギーの大きさ（マグニチュードが 1大きいとエネルギーは約 32倍）を 
表す。阪神・淡路大震災における「6.9」は地震の原因となる岩盤のずれの量を基に計算したもので、気象庁の地震計で観測される波の振幅から 
計算した数値「7.3」とは算出方法が異なる。 

  2 「明」=明治、「大」=大正、「昭」=昭和、「平」=平成。 

〔資料：国土交通省『平成 22年度 国土交通白書』を引用して一部改変〕 図● 地震エネルギーの大きさ比較 

■写真3-11-28　落差２ｍ前後の場所が連続して地表に出現　（田  
　人町）　〔平成23(2011)月４月13日　いわき市撮影〕

■写真3-11-29　藤原断層の上で被災した常磐藤
　原町の建徳寺　〔平成23(2011)年４月14日　菅波
　晋氏提供〕

■写真3-11-27　内郷地区、市道宮沢－蛭内線の法面崩落　〔平
　成23(2011)年４月17日　いわき市撮影〕

■図3-11-6　地震エネルギーの大きさ比較　〔資料：国土交通省『平成22年度　国土交通白書』を、一部改変して掲載〕
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太平洋沖地震から１か月後の
４月11、12日、連続して直下
型となる震度６弱の大地震に
見舞われ、いわき市中・南部
に大きな被害をもたらしま
した。（図3-11-7、 写真3-11-28、

29）

　そのほかにも、何度も大小
の地震に襲われ、軟弱な地盤
や海岸・河川の低地、急斜面
など、市内の各所では地盤沈
下や地すべり、崩落、液状化
が生じ、家屋や鉄道、道路、
河川など、被害は甚大でかつ
広範囲に及びました。（写真

3-11-30、 31）

2011.4.11の震央 
震度6弱 

2011.4.12 
の震央 
震度6弱 

　注）　×は４月11日（井戸沢断層付近）、４月12日（湯ノ岳断層付近）に発生した
　　　 地震の震源地。
■図3-11-7　井戸沢断層、湯ノ岳断層の位置　〔資料：『土地分類基本調査図（平成
　５年）』／１:200,000白河（平成18年修正）〕

■写真3-11-30　四倉中学校の液状化現象　〔平成23(2011)年４月６日
　いわき市撮影〕 ■写真3-11-31　植田小学校校庭の地割れ　校舎のうち、教

　室付近の切り土を校庭に盛ったことが原因と考えられま
　す。〔平成23(2011)年４月６日　いわき市撮影〕
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(2) 大地震と余震によって巨大津波が発生
① 地震発生後、１時間前後に巨大津波
　東北地方太平洋沖地震および断続的に続く余震は大きな津波を引き起こしました。
　最初に午後２時49分に太平洋沿岸部に「大津波警報」３ｍが発令されました。その後、さらに44分
後の午後３時30分には10ｍ以上と修正。実際、津波の範囲は東北地方から関東地方北部の太平洋を中
心に、北海道から沖縄県にかけての広い範囲に及びました。（図3-11-8）

　気象庁の津波観測資料によれば、小名浜では第１波が、大地震発生22分後の午後３時８分、北東か
らの波2.6ｍとなって海岸に到達しました。この津波はその後太平洋を南下していき、茨

いばら
城
き

県
けん

鹿
か

島
しま

灘
なだ

沖で発生した巨大余震（午後３時15分発生）で引き起こされた津波と増幅されて、主に南からの第２波
の大津波となって、午後３時30 ～ 50分ごろ、いわき市の海岸を襲い、市海岸部に大きな損害を与え、
多くの人命が奪われることになりました。（図3-11-9、 写真3-11-32～41）

　後日、「いわき市復興事業計画」のうち「津波被災地域の復興に向けた土地利用プロジェクト」に
おいて、沿岸被災地域の調査を実施しており、これによると被害の割合は全壊家屋（流出・撤去・条件

付再生可）が42％、半壊家屋（大規模半壊、床上浸水）が42％、一部損壊家屋（床下浸水）が11％でした。（以

下、各地域の割合は、この調査に基づく）

■図3-11-8　各地の津波警報発令状況  〔資料：「震源、各地の震度、津波警報」（気象庁）から転載〕
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■写真3-11-32　久之浜町久之浜字立下付近　 
　大久川河口から津波が遡上。〔午後３時33分
　石川弘子氏撮影〕

■写真3-11-33　小名浜魚市場前①
　〔午後３時７分　小名浜機船底曳
　網漁業協同組合撮影〕

■写真3-11-34　小名浜魚市場前②
　〔午後３時46分　小名浜機船底曳
　網漁業協同組合撮影〕

■写真3-11-35　小名浜魚市場前③
　〔午後４時７分　小名浜機船底曳
　網漁業協同組合撮影〕

■写真3-11-36　鮫川および鮫川河川敷　〔午後３時40分ごろ　緑川貴之  
　氏撮影〕

■図3-11-9　いわき市における津波到達の範囲　 
　〔資料：公益社団法人土木学会「東北地方太平洋
　沖地震津波合同調査グループ」による速報値（平
　成24(2012)年２月３日参照）〕

ฏ੒ ��ʢ����ʣ೥
݄̏��೔ͷ௡೾
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■写真3-11-37　四倉町字東二、三丁目の国道
　６号　〔午後３時45分　いわき民報社撮影〕

■写真3-11-38　平藤間、上大越　〔12日午前８時48分　福島県消防
　防災航空隊撮影〕

■写真3-11-39　平豊間　
　〔午後３時39分　鈴木利明氏撮影〕

■写真3-11-40　岩間町、佐糠町　〔午後３時46分　福
　島県消防防災航空隊撮影〕

■写真3-11-41　勿来海岸（蛭田川河口）　〔午後３時37分　澤
　田忠雄氏撮影〕
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⑶　原子力発電所の被害といわき市への影響
①　福島第一原子力発電所が被災
　東京電力㈱福島第一原子力発電所では、３月11日の大地震と午後３時30分過ぎに最高で高さ15ｍ
まで来襲した津波で、運転中であった１～３号機が自動停止（４～６号機は定期点検で停止中）となり、

加えて非常用発電機も使えなくなり、すべての電源が失われてしまいました。（写真3-11-42）

　電源が失われたことにより、１号機では原子炉圧力容器内の冷却水が蒸発して原子炉内の温度が
上昇し燃料棒が溶け出し、その日の夕方までには破損する状態となったものと考えられ、熱を帯び
た格納容器や原子炉圧力容器が損傷し、３月12日午後３時36分には、原子炉建屋で水素爆発。次いで、
３号機は３月14日午前11時１分に原子炉建屋で水素爆発、２号機は３月15日午前６時10分ごろ、圧
力抑制室付近で衝撃音が発生しました。さらに、同日午前６時14分に４号機の原子炉建屋で水素爆
発が起こりました。（写真3-11-43）

　こうした事態を最小限に食い止めようと、陸上自衛隊ヘリや警視庁の高圧放水車などによって懸
命に散水・放水が続けられる一方、12日から13日にかけて、格納容器の破損を防ぐため、放射性物
質を含む蒸気を意図的に外部へ放出して炉内の圧力を減らす「ベント」作業を行いました。

② 放射性物質の拡散
　放出された放射性物質は、その時々の気候（風の大きさ、向き、雨など）に大きく左右されて拡散、
沈降していきました。
　いわき市には、北東の風に乗って放射性物質が３月15日早朝に流れ込み、午前４時には23.72マイ
クロシーベルト／時（いわき市における放射線量の最高値）を記録しました。（後に、午前０時２分に福島第

一原子力発電所２号機で実施したベントが失敗し、放射性物質を含む蒸気が外部放出したことが判明）         

　さらに、午前６時10分に２号機で衝撃音、その後４号機でも爆発・火災が発生。大量の放射性物
質が発電所外へ、やがて北西へ向かう風に飛ばされ、発電所の北西側、阿武隈高地方面に流れ込み、
15日夕方から翌朝に降った雨や雪で大気中から降下して、土壌に沈着しました。
　この３月15日の降雨による放射性物質の降下は、後の警戒区域、計画的避難区域などの区域設定

■写真3-11-42　福島第一原子力発電所を襲う津波　〔３月 
　11日　東京電力㈱提供〕

■写真3-11-43　大きな危機に陥った３月15日の１～４号機
　〔３月15日　東京電力㈱提供〕
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などの面で大きく影響を及ぼしました。（図3-11-10）

　いわき市においては、３月21日の降雨が影響を及ぼし、一時6.00マイクロシーベルト／時に上昇し
ましたが、以後は低減傾向をたどりました。
　放射性物質と風向きが、その後のいわき市の放射線量、数値に影響を及ぼすことになりました。（図

3-11-11）

 

■図 3‐●‐● 福島県内の原発事故周辺における放射線量(最高値/日)の推

〔資料：『放射能モニタリング情報 文部科学省』から掲載 
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■図3-11-10　福島県内の原発事故周辺における放射線量（最高値/日）の推移
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■図3-11-11　いわき市における放射線量の推移
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③ 土壌汚染
　放射性物質が降り注いだ家屋や土壌は、「汚染」となって住民を脅かしました。（図3-11-12）

■図3-11-12　土壌濃度マップ　〔資料：文部科学省データから転載〕
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　放射性物質による汚染は私たちの日常生活に加え、農産物、林産物などさまざまな影響を及ぼすこ
とになったため、原子力発電所事故が起こった年の後半から、官民をあげての除染活動が推進されま
した。（写真3-11-44、 45）

④ 汚染水の流失と海洋汚染
　福島第一原子力発電所では、事故直後から原子炉の燃料棒冷却のための注水と、漏れ出した汚染水
の浄化処理が続けられ、扱う水の量は増加の一途をたどりました。これに原子炉建屋への地下水流入
も重なりました。
　この水には当然高濃度の放射性物質が含まれており、しかも破壊された建屋が海と接していたこと
から、汚染水は海へ流出し、海を通じて広がることになりました。
　そのほか、事故に伴って大気中に飛ばされた放射性物質は自然にあるいは雨や雪などで落ち、山野
から河川や地下水を伝って平地へさらには海へ流
入することが想定されました。
　福島第一原子力発電所では、水を集めるための
施設を復旧させ、ろ過作業を継続しましたが、ろ
過過程を経た低濃度の汚染水は絶対量が多いこと
から、海へ放出せざるを得なくなり、漁業への直
接影響や、汚染水対策の長期化による観光、農林
業、商工業など多方面にわたる風評被害が懸念さ
れました。（写真3-11-46）

　また、放射性物質は粘土質に吸着されやすい一
方、砂地では流されやすいという特性を持ち、海底土壌の質の違いで汚染にも差が出たため、漁業開
始の時期は魚の種類や生息場所によって段階的に行わざるを得ませんでした。
　福島県沖における漁業の試験操業が始まったのは、平成24(2012)６月のことで、その後段階的に魚
種を増やし、平成28(2016)年８月までに対象魚種は83種に拡大。原発事故後の海の環境が改善してい
ることがわかります。

■写真3-11-44　除染作業を実施（川前町）　〔平成23(2011) 
　年12月14日　いわき市撮影〕

■写真3-11-45　リアルタイム放射線測定モニタリン
　グポスト(市役所本庁舎前)〔平成27(2015)年11月
　いわき市撮影〕

■写真3-11-46　風況被害を払拭するため、東京・新橋駅
　前でキャンペーン　〔平成23(2011)年４月12日　いわき
　市撮影〕
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⑴ 市復興ビジョン
　市は、平成23年(2011)年９月に震災復興に向けた基本方針や主要な施策などを示す「市復興ビジョ
ン」を策定しました。さらにこのビジョンに取り組むにあたって、復旧までの作業工程を示した「市
復旧計画」を同年10月に策定しました。また、復興に向けた具体的な取り組みを示した「市復興事業
計画（一次＝平成23年12月、二次＝平成24(2012)年12月）、三次＝平成26(2014)年１月、四次＝平成26年11月」
を策定しました。（図3-11-13、 14）
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■図3-11-13　「市復興ビジョン」～「市復旧計画」、「市復興事業計画」の体系図
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⑵ 市復旧計画
　「市復興ビジョン」に基づき、被災した公共施設や社
会基盤などの復旧に係る工程表を平成23年10月に策定
したものであり、この工程表により、震災からの早期
復旧を図るとともに、市民の皆さまの安全・安心を最
大限に確保しながら、復旧に向けた事業を推進してき
ました。
　復旧事業の総事業費については、当初計画では約614
億円と見込んでいましたが、その後の市民ニーズを踏
まえた復旧手法の変更や、資材・労務単価の上昇などの変動要因により、約726億円（約112億円増）と
なり、平成27（2015）年度に124区分すべて完了しました。（図3-11-15）

⑶ 市復興事業計画　
　「市復興ビジョン」に基づき、具体的な「取組」を5つの柱ごとに位置づけ、平成23年12月に策定
したものであり、事業の進ちょく状況や市民ニーズなどを踏まえ、毎年度ローリングを行い、復興に
向けた取り組みを推進してきました。これまでの実績事業費は、2,129億6,500万円（契約額ベース）と
なっており、平成27年度までに着手することとしていた222取組すべてに着手しています。
　平成28年度以降は、新・市総合計画改定後期基本計画において「復興」を重点戦略の一つとして掲げ、

「震災前にも増して」をキーワードとして、地域創生や各種まちづくり施策と一体的に取り組み、真
の復興をめざすこととしています。（図3-11-16）

復旧計画 復興事業計画

（復興に向けた基本方針や主要な施策）

（復旧までの作業工程）

復興ビジョン

（復興ビジョンに基づく
具体的な取組）

H23～32

H23～25 H23～27

H28～32すべて完了

■図3-11-14　各計画の体系図

■図3-11-16　復興事業費の推移

■図3-11-15　復旧事業費の推移
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② 電力、通信
　３月の大地震直後、市内では２万670戸が停電となりましたが、１週間以内に復旧しました。４月
11日の直下型誘発地震では市内ほぼ全域にわたる19万9,731戸が停電となりましたが、12日までには
復旧しました。
　通信については、大地震直後に安否確認などの通話が殺到したことから、緊急通報などの重要通信

⑴ 生活環境の復旧
①上水道
　上水道は３月11日、４月11、12日に起こったそれぞれ震度６弱の大地震に見舞われ、壊滅的な被害

を受けました。
　当初、原子力発電所事故の被害が過
大に伝えられたことにより人材や資材
の調達が十分に行われず、復旧・給水
活動が容易に進みませんでしたが、次
第にいわき市の安全性が伝えられるな
か、給水車による断水区域への給水を
進める一方、いわき管工事協同組合や
全国水道関係者の応援などにより、市
水道局は通水率アップに努め、４月20
日には通水率98.8%に達しました。（図

3-11-17、 写真3-11-47）

� ֤෼໺ʹ͓͍ͯɺૣظ෮͔چΒ෮ڵ΁

注）਒ࡂ௚ނࣄൃݪ、ޙのӨڹͰ෮چɾڅਫ׆ಈ͕༰қʹਐ·ͳ͔ͬͨ。

■図3-11-17　大地震後の断水戸数および通水率、給水車出動台数

■写真3-11-47　山玉浄水場送水管の漏水修理　〔平成23(2011)年３月　
　市水道局提供〕
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面通行止めとなりました。応急復旧を行って開通したの
は、翌日でしたが、混乱を避けるため緊急車両の通行の
みとなりました。一般車両の通行が可能となったのは、
３月21日からでした。４月11日に発生した誘発地震でも
大きな被害を受けましたが、同14日には再開にこぎつけ
ています。（図3-11-18）

　国道、県道も大きな被害を受けました。
　国道６号では市内８か所で大きな被害が発生しました。四倉−久之浜の１か所を除き、３月13日ま
でに通行可能となりました。一方、国道49号では通行止めにするような被害は受けませんでした。（写

真3-11-49、 50）

　県道では、主要地方道いわき−石川線が４月11日の誘発地震により斜面２か所が大きく崩落し、通
行できなくなりました。仮設道路の敷設を経て、平成25(2013)年12月に全面開通しました。
　市道の復旧個所は、全部で2,291か所に及びました。

を確保するため、大幅な通話
規制を行いましたが、１週間
後の３月18日には市内ほぼ
全域で復旧しました。

③ 鉄道、道路、交通機関
ア　鉄道
　市内の鉄道は大地震発生
直後から全面運休となりま
したが、常磐線の特急列車が
４月28日に再開されたのを
はじめ順次再開され、５月14
日までに久ノ浜駅以北を除
き、すべて運転を再開しまし
た。（図3-11-18、 写真3-11-48）

イ　道路
　高速道路は安全確認のた
め、大地震発生直後から全

上野4/28 JR常磐線 
いわき駅～上野駅特急列車全通 

東京 3/18 高速バス 
いわき～東京線10往復運行再開 

水戸 3/21  
いわき中央IC～水戸IC 

広野駅 

久ノ浜駅 

四ツ倉駅 

津川 3/24  
いわきJCT～津川IC 

いわき四倉 

4/1 いわき中央IC～いわき四倉IC 

4/28  
いわき四倉IC～広野IC 

10/10 久ノ浜駅～広野駅 

5/4 四ツ倉駅～久ノ浜駅 

4/17 いわき駅～四ツ倉駅 
普通列車運行再開 

いわき駅 

福島空港リムジンバス継続運行 

福島 4/15 高速バス 
いわき～福島線4往復運行再開 

仙台 3/28 
高速バスいわき～仙台線
3往復運行再開 

郡山 3/20 高速バス 
いわき～郡山線6往復運行再開 

いわき中央 

4/11 JR常磐線 
いわき駅～高萩駅普通列車運行再開 

鉄道 

バス 
4/15 いわき駅～ 
小野新町駅通常運行 

JR磐越東線 

会津 4/28 高速バス 
いわき～郡山～会津若松線23往復運行再開 

JR常磐線 

■図● 鉄道、高速バス、高速道路の復旧状況  

高速道開通 

■図3-11-18　鉄道、高速道路、高速バスの復旧状況

■写真3-11-48　いわき－内郷の復旧作業　〔平成23(2011)年 
　３月　JR東日本㈱水戸支社提供〕
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④ 港湾、海岸線
ア　港湾
　小名浜港では、大津波により岸壁や荷役
機械の損傷、船舶の乗り上げなど、多くの
港湾施設が被災しました。
　国や県による懸命な取り組みにより、比
較的被害の少ない藤原ふ頭を応急復旧さ
せ、３月18日には、緊急物資輸送第１船が
入港しました。３月29日には、石油タン
カー第１船が大剣ふ頭に入港し、ガソリン
などの燃料不足に対応しました。
　８月に国や県など関係機関で成る小名浜港復興会議が策定した「小名浜港復旧・復興方針」により、
災害復旧が行われ、物流機能を担う主要な岸壁の復旧工事は、平成26(2014)年３月末までにすべて完
了しています。（写真3-11-51）

　漁港となる勿来、中之作、江名、四倉、久之浜などの港湾復旧も進められています。

イ　海岸の防潮堤
　国・県は、津波被害を受けた市内の海岸を対象に、平成24(2012)年11月から延長約28kmの防潮堤
の復旧工事に着手し、平成29(2017)年３月の完成をめざしています。
　主要工事となる防潮堤のかさ上げについては、従来の防潮堤の高さから１～ 2.5mかさ上げし、T.P

（注）＋7.2m（久之浜地区の一部はT.P＋8.7m）の高さにするとともに、従来のものよりも厚みを持たせ
るほか、法面の補強や基礎を深くすることにより、引き波にも耐え得る「粘り強い」構造としていま
す。（写真3-11-52、 53、 図3-11-19）

（注）　「T.P」とは、東京湾平均海面のことで、全国の標高の基準となる海水面の高さです。

■写真3-11-49　四倉海岸沿いの国道６号　〔平成23(2011)年 
　３月12日　鈴木大氏提供〕

■写真3-11-51　復旧が進む小名浜港の５・６号ふ頭　〔平成23(2011)年 
　８月　いわき市撮影〕

■写真3-11-50　復旧後の国道６号　〔平成23(2011)年６月　
　いわき市撮影〕
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⑤ 生活物資
　大地震の発生によって、東日本の生産・物流は大きく損害を被り、極端に商品が品薄となりました。
　スーパーマーケットやコンビニエンスストアでは、被災した店舗の復旧作業を進めながら在庫のあ
る限り営業を続けましたが、各種の生産工場が被災したことや、交通が遮断されたことから物流が滞
り、さらに放射性物質の飛散による風評が過剰な思い込みを生んで、３月15日ごろからはほんどの小
売店が営業できない状態となりました。（写真

3-11-54）

　救援物質が徐々に市内へ届くようになりま
したが、物資不足は市民に大きな影響を与え
ました。
　小売店に商品が並ぶようになったのは、高
速道路の一般車両の通行が再開された３月21
日以降のことでした。３月28日ごろには、営
業時間の短縮などを余儀なくされながらも、
大部分の小売店が再開しました。
　ガソリンについても、石油関連施設・車両などの被害が大きく、供給ができない状況に陥りました。
給油所に通じる道路には自動車が並び、加えて原子力発電所の事故により放射性物質が放出されると、
遠方に向かおうとする自動車の列が長蛇を成して混乱が広がりました。（写真3-11-55）

■写真3-11-52　復興後の高さが木枠で示された久   
　之浜海岸防潮堤建設の起工式　〔平成24(2012)年
　11月　いわき市撮影〕

■写真3-11-53　完成後の久之浜海岸防潮堤　〔平成26(2014)
　　年６月　いわき市撮影〕

■図3-11-19　海岸堤防の災害復旧対象箇所　〔『いわき管内海
岸　災害復旧事業』を、一部改変して掲載〕

■写真3-11-54　陳列棚から消えた日用品　〔平成23(2011)年
　３月12日　いわき民報社撮影〕
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　放射性物質の放出は供給する側の不安
もあおることになりました。国や県・市
は自衛隊や石油供給会社に協力を要請す
る一方、法的に国全体で確保しておか
なければならない在庫の取り崩しなどガ
ソリンなどの確保に努め、３月20日から
徐々に一般市民向けとしてガソリンスタ
ンドで市民にも供給されるようになりま
した。
　市内の燃料不足が解消されたのは、４月の上旬になってからでした。

⑥ 医療機関
　医療機関では、医療や調剤に必要な水道、ガス、電気などが寸断され、市内の数多くの医療機関が
休診を余儀なくされました。３月14日現在で診療などを行っていたのは、市立総合磐城共立病院と福

島労災病院だけでした。（写真3-11-56）

　市は市内の医療体制を確立するため、DMAT
（災害派遣医療チーム）やJMAT（日本医師会災害医

療チーム）を受け入れ、合計73チームが市医師
会との連携で避難所など市内各地区を巡回して
診療を行いました。
　市内の医療機関では３月下旬から４月上旬に
ライフラインの復旧とともに診療を再開しまし
た。

⑦　「災害廃棄物等」の処理
　市内で被災した家屋は９万1,180棟で、こ
のうち全壊・大規模半壊と判定された家屋な
どは１万7,155棟に達しました。
　これらの家屋の多くは、生活環境の保安上
の観点から解体する必要がありました。この
ため、市は所有者からの申請に基づき解体撤
去しました。その数は約１万棟に達しました。
　また、津波は大量の土砂を運び、家屋や田
畑に堆積して、日常生活の妨げになりました。
　市内において、これら生活の場周辺で発生

■写真3-11-55　ガソリンを求めて、自動車が長蛇の列（小名浜花畑
　町）　〔平成23(2011)年３月28日　関彰商事㈱提供〕

■写真3-11-56　市立総合磐城共立病院救命救急センター　〔平
　成23(2011)年３月11日　市立総合磐城共立病院撮影〕

■写真3-11-58　収集のうえ仮置場で分別（勿来市民運動場仮 
　置場）　〔平成23(2011)年６月　いわき市撮影〕

■写真3-11-57　仮置
　場の状況（勿来市民
　運動場仮置場）　〔平
　成23(2011)年６月　
　いわき市撮影〕
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した「災害廃棄物等」の量は、約93.6万tに
達しました。この内訳をみると、地震・津波
で発生した「災害廃棄物」の量は約68.4万t、
津波により発生した土砂などの「津波堆積物」
の量は約25.2万tでした。

　市はこれらを平成25(2013)年度末までに、市内19か所に設置された仮置場にすべて集積しました。（写
真3-11-57、 58）

　これら仮置場に集積した「災害廃棄物等」については、県と(一般社団法人)福島県産業廃棄物協会と
の災害協定に基づき、市が同協会いわき方部会員で構成する事業体へ委託するなどして処理を進めま
した。
　仮置場に集められた「災害廃棄物等」の処理に際しては、再利用のための分別など選別作業や搬出
作業、整地などの原型復旧を行い、平成27(2015)年３月末までに、「災害廃棄物等」の処理事業がす
べて完了しました。（写真3-11-59）

　処理を進めるにあたっては、最終処分量をできるだけ少なくするため、可能な限りリサイクルを進
め、発生した「災害廃棄物等」の約7割をリサイクルしました。（図3-11-20）

(2) 多くの支援活動を得て、復旧・復興へ
① 災害対策本部の立ち上げ
　市は大地震発生直後に「災害対策基本法」に基づ
き、「市災害対策本部」を設置して、24時間体制で
災害対策業務を開始しました。（写真3-11-60）

　未曽有の被害のため、対策本部として予定してい
た本庁舎は使用できず、やむを得ず代替場所として
比較的被害の少ない市消防本部で対応せざるを得
ない状況となりました。しかし、施設の構造上専用
回線などが使用できないことから情報取得や初動

津波推積物 
 25.2万トン 

 災害廃棄物 
   68.4万トン 

埋立 
7.8万トン 

 再生 
17.4万トン 

埋立 
14.5万トン 

焼却 
2.0万トン 

再生 
51.9万トン 発生量 

 93.6万トン 

 「災害廃棄物等」 

(55.5％) 

(73.1％) 

(2.1％) 

(15.5％) 

(18.6％) 

(8.3％) (26.9％) 

■図● 「災害廃棄物等」の処理状況 

■写真3-11-59　整地が完了した元の仮置場（勿来市民運動場）
　〔平成28(2016)年３月　いわき市撮影〕

■写真3-11-60　市災害対策本部が置かれた市消防本部　〔平
　成23(2011)年３月11日　いわき民報社撮影〕

■図3-11-20　「災害廃棄物等」の処理状況
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体制が思うように取れないなかの業務となりました。それでも、多くの職員を投入し、日々刻々と変
化するなか、避難所の開設や備蓄食料、自衛隊などの応援要請、膨大な量の支援物資受け入れ・仕分
け・配送、さらには原子力発電所事故による放射性物質の被害確認、不足するガソリンや日常生活品
の調達など、同時に多発的に発生する膨大な量の業務に追われることになりました。

② 緊急時のなか市独自の対応
　緊急事態が発生した時、市町村長は「災害
対策基本法」に基づき、住民に対し「避難勧
告」「避難指示」を出すことができます。東
日本大震災においては、いわき市長は大地震
に伴い常磐西郷町の一部、渡辺町上釜戸の一
部、内郷高坂町の一部に「避難勧告」、田人
町石住の一部に「避難指示」を出して対応し
ました。（写真3-11-61）

　原子力発電所事故に伴う住民避難について
は、「原子力災害対策特別措置法」で内閣総
理大臣への全権集中と定められており、市町
村長は「勧告」「指示」を持ちえないことになっ
ています。
　さらに、いわき市は「防災対策を重点的に充実すべき範囲」（EPZ）の範囲外であるため、政府か
ら原子力発電所の事故情報が入りませんでした。事態の悪化が懸念されるなか、市長は独自の判断で、
３月13日、福島第一原子力発電所から30km圏内に位置する久之浜・大久地区全域、さらに同15日に
は小川町上小川および川前町下桶売の一部住民に対して、法的に支障のない「自主避難」というかた
ちで住民避難に対応しました。

③ 長期化した避難所の運営
　災害応急時に行う救助の種類は「災害救助法」で定められています。このなかに「収容施設（応急

仮設住宅を含む）の供与」が明示され、避難所を含め、収容施設は市町村長が県知事に委任されて開設
することになっています。
　市では「災害救助法」に基づき、市内に屋内施設となる第二次避難所283か所を指定していましたが、
未曽有の災害で情報が混乱し、避難所に指定した施設そのものが被災するなか、多くの人は経験則を
基に行動を取るしかない状況でした。
　大地震当日、どの程度避難したか、人数の把握は困難でしたが、翌12日午前の調査では市内127か
所の避難所（指定していない場所を含め）、約２万人弱の避難者を数えました。（図3-11-21）

　このほかにも、双葉郡から避難された方も加わり、流動的な状況となりました。
　避難所運営の当初においては、ボランティアによる炊き出しや弁当調達など食料問題が課題の中心

■写真3-11-61　常磐西郷町忠多地内の被災状況　〔平成23年
　　（2011）年３月17日　いわき市撮影〕
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でしたが、長期に及ぶようになると、食料問題
だけでなく、健康、衣類、プライバシーなど
さまざまな課題が生じ、これらを解消するた
め、他自治体からの職員派遣、ボランティア、
JMAT（日本医師会災害医療チーム）、市医師会、
㈳福島県栄養士会いわき支部などとの連携のよ
る巡回診療、栄養相談などを行いました。（写

真3-11-62）

　ほかにも、自衛隊入浴サービス、介護施設・
企業の福利施設・温泉施設などの開放、買い物
サービスなどさまざまな支援で、避難所が運営されました。
　「災害救助法」では、避難所の運営は「災害発生の日から７日以内とする」と規定されていますが、
東日本大震災では多くの都市がこれを超え、いわき市においても避難所を閉鎖したのは、大地震発生
から162日後の８月20日でした。

④ 支援物資の受け入れ
　全国からの支援物資については、大地震発生直後に市消防本部、次いでいわき平競輪場に移して、
集積・保管を含めた「支援物資集配センター」として受け入れを開始しました。（写真3-11-63〜65）

　しかし、集荷を本格化させたあたりから、原子力発電所事故が相次ぎ、汚染の拡大が懸念されたこ
とから自動車、物資ともに、いわき入りを避けるようになり、支援物資の不足も顕著になっていきま
した。
　そのため、市は国・県などへ生活関連物資の確保を要請し、一部政府調達食料などの提供でしのぐ
状況となりました。
　情報が比較的正確に伝わり、いわき入りが安全と広く認知されるようになる３月20日を過ぎると、
今度は供給が滞っていた支援物資が堰を切ったように集まり、今度は同センターは物資であふれる状
態となり、さらにモノ不足が解消していく過程のなかで、膨大な支援物資が届くというタイムラグ（時

■写真3-11-62　避難所で巡回診療をするJMAT（日本医師会
　災害医療チーム）　〔平成23(2011)年４月３日　いわき民報社
　撮影〕

■図3-11-21　避難所数と避難者数の推移
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間的なズレ）が、現場をさらに混乱の渦に巻き込む
ようになりましたが、４月に入ると、この状態は沈
静化していきました。
　支援物資は100品目を超え、主なものとしては、
飲料水や毛布、カップ麺、レトルト食品などでした。
全国の自治体や企業・団体をはじめ、個人からも多
くの支援物資を得て、いわき市はかろうじて危機的
状況を乗り切ることができました。

⑤ ボランティア支援、他自治体支援
　全国からのボランティア申し込みは、大地震発生直後から市に寄せられました。当初は、市と市社
会福祉協議会がそれぞれ「市災害救援ボランティアセンター」を開設。それぞれの役割分担に応じて
対応しましたが、ガレキ撤去や家の片づけ、被災者の話し相手など、ボランティアのニーズが多岐に

わたるようになったことから、４月４日に、同市
センターの窓口を市社会福祉協議会へ一本化しま
した。
　組織活動としてはNPO法人いわきNPOセン

■写真3-11-63　「市支援物資集配センター」となった市営い   
　わき平競輪場　〔平成23(2011)年３月22日　陸上自衛隊第8
　普通科連隊撮影〕

■写真3-11-65　救援物資を四倉支所へ搬入　〔平
　成23(2011)年3月21日　陸上自衛隊第8普通科連隊
　撮影〕

■写真3-11-66　小浜町におけるボランティア活動
　〔平成23(2011)年５月２日　山口県宇部市提供〕

■写真3-11-67　ボランティアのマッチング　〔平
　成23(2011)年４月２日　市社会福祉協議会提供〕

■写真3-11-64　市消防団による支援物資の配布　〔平成23
　(2011)年３月28日　いわき民報社撮影〕
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ターやNPO法人シャプラニール、さらに
はいわき市の特性である広域多核都市を反
映して、小名浜や勿来には地区災害ボラン
ティアセンターが開設されたほか、市内外
からの多くのボランティアが多岐にわたる
活動を展開しました。（写真3-11-66、 67）

　また、多種多様な数多くの支援物資など
の物的支援に加え、全国の自治体や消防機関、
自衛隊など多くの行政機関から、捜索活動、
上水道の復旧・給水活動、避難所運営やり災
証明関係業務など広範多岐にわたり災害対

応や復旧・復興に対し多くの人的支援を得てお
り、現在も復興に向け、全国から職員の派遣協
力をいただいています。（写真3-11-68、 69）

　また、全国の皆様から本市に寄せられた義援
金は、約330億円（直接本市へ約15億円、県から本

市へ約49億円、国から本市へ約262億円）に達し、被
災された方への生活支援や市の災害復旧・復興
に役立てました。

① 「東日本大震災復興特別区域法」の適用
　市が復興事業を円滑に実施するためには、国・県の支援や連携が不可欠となります。
　国においては、「東日本大震災復興基本法」（平成23 〔2011〕 年６月公布・施行）に基づき、同年12月に

「東日本大震災復興特別区域法」を施行しました。次いで、平成24(2012)年２月には、「復興庁設置法」
を施行して、同年２月10日に復興庁、その地方機関として福島復興局（本局＝福島市）いわき支所をい
わき地方合同庁舎に開設し、復興の迅速化を図っています。
　市は、国の特別区域（特区）制度を最大限に活用して、復興事業を着実に遂行することとしています。

②　復興特別区域（復興特区）制度の概要
　復興を円滑かつ迅速に推進するための具体的な手法としては、「東日本大震災復興特別区域法」の
規定に基づく「復興特区」制度があり、次の表のとおり３区分で構成されています。（図3-11-22）

　各計画については、国の指定を受けることなどにより、特例が適用されます。

� ༺׆ʹݶେ࠷ಛ੍۠౓ΛڵΛΊ͟͠ɺ෮ڵ෮ظૣ

■写真3-11-69　応援消防職員の皆さんと地元、市消防本部が 
　連携して救護活動の打合せ　〔平成23(2011)年３月13日　い
　わき市撮影〕

■写真3-11-68　延岡市からの給水車による応援（泉ケ丘）　〔平成
　23(2011)年３月27日　延岡市提供〕
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ア　復興推進計画
　復興推進計画は、規制・手続きの緩和や税制上の特例によって復興を促進させるために設けられた
特例で、規制緩和の面では、公営住宅の入居者要件や応急仮設建築物の存続期間の延長など、広範囲
の分野で進めることが可能となります。税制や金融面では、課税免除等の税制優遇、利子補給などを
受けることが可能となります。
　市は、県や県内他市町村と共同で、あるいは市単独により、「ふくしま産業復興投資促進特区」、「サ
ンシャイン観光推進特区」などの認定を受け、事業を展開しています。

イ　復興整備計画
　復興整備計画は、国土交通省や農林水産省が所管する法律に基づく事業を行うに際して受けられる、
土地利用の特例が内容となっています。
　たとえば、これまで都市計画の土地利用に関しては、市-県-国という段階を経た手続きが必要でし
たが、復興整備計画の場合では、市と県などが参加する協議会で協議し、国の関係機関の同意を経て
公表された場合には、計画に必要な許認可（この場合、都市計画法の開発行為、農地法の農地転用許可など）

があったものとみなされることになり、復興のスピード化が図られることになります。（図3-11-23）

　市は、平成24(2012)年６月、市長、国の関係機関の長、県知事などの構成による「いわき市復興整
備協議会」を設置しており、この機関における協議を経て復興整備計画を策定し、沿岸部の被災地を
中心として、防災集団移転促進事業、震災復興土地区画整理事業など、さまざまな土地利用に関する

■図3-11-22　復興特別区域　（復興特区）制度の概要
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事業に取り組んでいます。

ウ　復興交付金事業計画
　復興交付金制度は、被災地方公共団体が自らの復興プランの下に進める地域づくりを、資金面から
支援することにより復興を加速させようと創設されたもので、いわき市を含む特定被災区域において、
文部科学省、農林水産省、国土交通省など５省40基幹事業およびこれら事業に関連する効果促進事業
が対象となっています。
　市は着手可能な事業を事業計画として順次取りまとめ、平成23(2011)年度から平成28(2016)年７月
までに第１～ 15次にわたり申請し、これまで防災集団移転促進事業、震災復興土地区画整理事業、
災害公営住宅整備事業などが採択されました。採択事業は延べ297事業、交付対象事業費は約1,258億
円、交付金額は約1,009億円に達しています。
　当該交付金制度は、新たに「復興・創生期間」として、５年間の計画期間の延長がなされており、
今後においても、市の早期復興を図るため、事業の進捗状況を見極めながら、本制度を最大限に活用
することとしています。

■図3-11-23　薄磯震災復興土地区画整備事業における特例・手続きの簡素化
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⑴ 久之浜地区、四倉地区
①　久之浜町末続、金ケ沢
【被害の状況】
　久

ひさ
之
の

浜
はま

町
まち

末
すえ

続
つぎ

は市北端に位置し、双
ふた

葉
ば

郡
ぐん

広
ひろ

野
の

町
まち

と境を
接する地域です。津波被災人口・世帯数は92人、29世帯
でした。その南には久之浜町金

かね
ケ
が

沢
さわ

があり、津波被災人
口・世帯数は39人、13世帯でした。ともに海食崖に挟ま
れた海岸から小河川沿いに津波が駆け上がり、被害をも
たらしました。（写真3-11-70）

　末続では全壊家屋（流出・撤去・条件付再生可）が77％を占め、このうち流失家屋は47％に達しました。
金ケ沢では全壊家屋（流出・撤去・条件付再生可）が88％を占め、このうち実に73％が流失家屋、とい
う大きな被害となりました。（図3-11-24）

　この地域では、久之浜町末続地区において直接死（地震や津波による死亡。以下、同じ）で６人、関連死（避

難途中や避難先で死亡し、認定された人。以下、同じ）で１人、久之浜町金ケ沢地区においては直接死で３人が、
それぞれ亡くなっています。

� ඃࡂ஍Ҭʹ͓͚Δ௡೾ඃ֐ͱ෮چɾ෮ڵ

■写真3-11-70　金ケ沢地区を襲った津波の引き潮　 
　普段は見えない海の底が露わになっています。後の
　防災集団移転先としては、写真左枠外の大久町大久
　地区を選定しました。　〔平成23(2011)年３月11日
　午後４時１分　福島県消防防災航空隊撮影〕

■写真3-11-71　末続川に沿った津波被災地区の復旧に合わ
　せて、防災集団移転　移転先は写真中央右、常磐線末続駅
　の南西側。　〔平成27(2015)年12月　いわき市撮影〕

■図3-11-24　久之浜町、四倉町における津波到
　達範囲の概況図　〔１：50,000地形図　平（平
　成19年修正）、井出（平成13年修正）、川前（平
　成14年修正）　国土地理院提供〕
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【復旧・復興の状況】
　末続、金ケ沢地区ともに、近隣の安全な場所に住宅団地を整備する「防災集団移転促進事業」によ
る集団移転を図ることとしました。末続地区の一部では、防潮堤などの防災対策により現位置で復興
をめざします。（写真3-11-71、 72、 図3-11-25、 表3-11-1）

② 久之浜町久之浜
【被害の状況】
　久之浜町の大

おお
久
ひさ

川
がわ

河口および海岸に押し寄せた津波は海岸に接していた市街に押し寄せ、津波の到
達ラインは、幾分高く敷設されていた国道６号でした。
　久之浜の津波被災人口・世帯数は、1,338人、509世帯でした。
　地震発生後、市街地の中央から火災が発生し、燃え上がったガレキは津波にかき回されて燃え広が

りました。（写真3-11-73）

　久之浜市街のうち、旧国道より海側では全壊家
屋（流出・撤去・条件付再生可）が64％を占めまし
た。旧国道より陸側では全壊家屋（流出・撤去・条

件付再生可）が20％と低くなり、大規模半壊家屋
が25％、半壊家屋（床上浸水）が20％の割合とな
りました。（写真3-11-74）

　久之浜町久之浜地区においては、直接死で41人、
関連死で３人が、それぞれ亡くなりました。
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集団移転対象エリア 

(県)末続川堤防の嵩上げ 

河川・海岸堤防 

(市)塩民川の復旧 
(市)末続防災集団移転促
進事業(0.7ha、10世帯) 

久之浜町末続
字宮田へ移転 

JR
常
磐
線 

JR 
末続駅 

N 住居エリア 

産業エリア(商業・工業) 

農地・農村集落エリア 

森林エリア 

集団移転促進事業対象区域 

■図● 久之浜町末続地区土地利用構想図 ■図3-11-25　久之浜町末続地区土地利用構 
　想図

■表3-11-1　末続および金ケ沢地区における集団移転の状況

■写真3-11-72　金ケ沢地区の防災集団移転先となった大久町大久（写
　真中央の国道６号久之浜バイパス東<海>側）　〔平成27(2015)年12月
　いわき市撮影〕

■写真3-11-73　津波来襲後、久之浜市街中央部で発生した火 
　災　手前の橋は大久川に架かる陰磯橋。　〔平成23(2011)年
　３月11日　石川弘子氏提供〕
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【復旧・復興の状況】
　大きな津波被害を受けた久之浜町においては、市街に接していた防潮堤をかさ上げし、背後には旧
国道までの間に津波防災緑地を設け、一部では震災復興土地区画整理事業（25.2ha）により市街化を図

ることとしました。また、久
ひさ

ノ
の

浜
はま

駅
西側の高台にも同様の土地区画整理
事業（3.1ha）を進めています。区画数
は合わせて213区画となる予定です。
（写真3-11-75、 76、図3-11-26、 表3-11-2）

　津波で被災した市久之浜・大久支
所や久之浜公民館は平成28(2016)年
３月、支所が有する災害時の防災拠
点機能および公民館が有するまちづ

集団移転対象エリア 

(市)藪川堤防の復旧 

海岸堤防 

(市)金ヶ沢防災集
団移転促進事業 
(0.6ha、10世帯) 

ポンプ場 

久之浜 
第一小学校 

(市)久之浜震災
復興土地区画整
理事業・高台エ
リア(3.1ha、
64区画) 

(市)県道駅前-中町線の整備 

(市)市道賤-北田線の整備 

津波防災緑地 

河川・海岸堤防 

(県)大久川・小久川
堤防の嵩上げ 

(市)地域防災交流センター
久之浜・大久ふれあい館 

(市)久之浜震災復興土地区画整理
事業・市街地エリア(25.2ha、
149区画) 

(県)県道久之浜港線
の整備 

(市)小久川橋の整備 

(市)代ノ下橋の整備 

(市)災害公営住宅
「久之浜東団地」
(136戸) 

大久町大久字北田へ移転 

国
道
6
号 

至
水
戸 

小久川 

藪川 

JR 
久ノ浜駅 

久之浜港 

久之浜 
市民運動場 

住居エリア 

産業エリア(商業・工業) 

農地・農村集落エリア 

森林エリア 

集団移転促進事業対象区域 

市街地復興エリア 

N 

市街地復興エリア 

■図● 金ケ沢、久之浜地区土地利用構想図 

■写真3-11-74　津波来襲後半年を経過した久之浜市街　津波被害 
　や火災で損壊した家屋は撤去されています。　〔平成23(2011)年
　12月　いわき市撮影〕

■写真3-11-75　震災復興事業が進む久之浜市街　〔平成27
　(2015)年12月　いわき市撮影〕

■写真3-11-77　完成した市地域防災交流センター「久之浜・
　大久ふれあい館」　〔平成28(2016)年３月　いわき市撮影〕

■図3-11-26　久之浜町金ケ沢、久之浜地区土地利用構想図

■写真3-11-76　久之浜町における市震災復興土地区画整
　理事業の被災市街地の宅地引き渡し式　〔平成28(2016)　
　年３月　いわき市撮影〕
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くり活動拠点機能を一体化・集約化した、津波の際の緊急避難施設「津波避難ビル」として、「市地域
防災交流センター久之浜・大久ふれあい館」を久之浜町久之浜字中

なか
町
まち

に整備しました。（写真3-11-77）

　このほか、久之浜町久之浜字川
かわ

田
た

には、災害公営住宅「市営久之浜東団地」（136戸）を整備しました。

「まちを知り　まちを愛し　まちを育む　人づくり」
άϥϯυσβΠϯڵ地۠復ٱ೭඿・大ٱ

ඃࡂ໘ੵ ըܭ උߟ

ਁਫ໘ੵ	IB
 શ൒յ	ށ
 ໘ੵ	IB
 ۠ը	۠ը


20. 2 270 28. 3 213 市֗஍ͱߴ୆ͷ �͔ॴ

　東日本大震災の津波などで大きな被害を受けた久之浜・大久地区の住民と行政であるいわき市は、
平成26(2014)年７月、協働で復興まちづくりを進めるための共通の指針を、『久之浜・大久地区復興
グランドデザイン-まちを知り　まちを愛し　まちを育む　人づくり』としてまとめました。復興

まちづくりの目標は「悠久の風がまじわるふるさと　2050」
で、2050年の達成をめざしています。（写真3-11-78、 79）

　さまざまな復興まちづくりの方策のうち、「モデルプロジェクト」（優先的に実施することが有効で、

他への波及効果が大きいと期待される事項など）としては、次の事項が盛り込んであります。
①まちづくりの中心組織の立ち上げ（復興まちづくりを住民主導で組織的に進めるための組織形態立　

　ち上げ）

②商業・交流センター機能の形成と運営（久之浜震災復興土地区画整理事業地内における商業業務施　

　設を整備することによる商店街機能の復興）

③防災緑地の協働維持管理（防災緑地の維持・管理を住民参加で行うための組織確立）

④地域包括ケアシステムの構築（地区における福祉などの人材を活用した高齢者などが安心して暮らせ

　る環境づくり）

⑤子育て支援施設環境の充実（次世代を育成するための支援施設の充実などを検討・実施）

⑥ジオパーク構想の推進（化石や地質などの資源を活かした、ジオパーク構想を策定）

復興グランドデザイン①

■写真3-11-78　久之浜・大久地 
　区復興グランドデザイン

■写真3-11-79　久之浜・大久地区復興グランドデザインを発
　表　〔平成26(2014)年８月　いわき市撮影〕

■表3-11-2　久之浜地区における震災復興土地区画整理事業の概要
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③ 久之浜町田之網
【被害の状況】
　波

はっ
立
たち

海
かい

岸
がん

を前に控えた久之浜町田
た

之
の

網
あみ

の津波被災人口・
世帯数は、160人、56世帯で、全壊家屋（流出・撤去・条件

付再生可）が47％、大規模半壊家屋が23％、半壊家屋(床上

浸水)が30％の割合となりました。

【復旧・復興の状況】
　久之浜町田之網地区においては、浜

はま
川
かわ

や横
よこ

内
うち

川
がわ

の小河川
について、水門整備を施工するなど、現位置における復興を基本としました。（図3-11-27）

④ 四倉町、四倉町上仁井田
【被害の状況】
　四倉地区の津波被災人口・世帯数は、字六丁目が303人、124世帯、字 東

ひがし
三、四丁目が947人、409世帯、

国道６号・県道豊
とよ

間
ま

－四
よつ

倉
くら

線より海側が394人、164世帯でした。
　市街の北東部に位置する四

よつ
倉
くら

漁
ぎょ

港
こう

は南東方向に開いているため、停泊していた船は北側に流され、
一部は陸上に押し出されました。
　平成22(2010)年にグランドオープンしたばか
りの「道の駅よつくら港

こう
」も大きな被害を受け

ました。（写真3-11-80）

　四倉市街では、北側の境
さかい

川
がわ

をさかのぼった津
波が溢れ、その後標高差のある南方へ向かって
流れ、海からの津波は、市街地へ深く入り込み
ました。

　字六丁目と字東三、四丁目では半壊
家屋（床上浸水）の割合が高く、それぞ
れ66％、83％となりました。これは国
道や県道が緩衝の役割を果たしたこと
によるものと考えられます。一方、国
道６号・県道豊間－四倉線より海側で
は、全壊家屋（流出・撤去・条件付再生可）

が61％、大規模半壊家屋が12％、半壊
家屋（床上浸水）が14％と大きな被害と
なりました。

　四倉町においては、直接死で15人、関連死で11人が、それぞれ亡くなりました。また、四倉町上仁
井田地区においては、直接死で５人、関連死で２人が、それぞれ亡くなりました。

国
道
6
号 

横内川 

波立薬師・弁天島 

N 

(県)浜川・横内川 
  水門の整備 

堤防 

現位置復興ゾーン 

国
道 

(国)海岸堤防の嵩上げ 
  (田之網歩道の整備) 
  (江之網歩道の整備) 

■図● 田之網地区土地利用構想図 
 

浜川 

号 

6 

■図3-11-27　田之網地区土地利用構想図

■写真3-11-80　津波被害直後の「道の駅よつくら港」　〔平成
　23(2011)年３月11日午後５時25分　小泉屋文庫提供〕

■写真3-11-81　リニューアルオープンした「道の駅よつくら港」交流館
　〔平成25(2013)年３月　いわき市撮影〕
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【復旧・復興の状況】
　復旧・復興面では、海岸防潮堤のかさ上げや背後地の津波防災緑地を設けながら、現位置で復興を
図りました。このうち、道の駅よつくら港交流館は平成24(2012)年８月にリニューアルオープンしま
した。（写真3-11-81、 図3-11-28）

　また、四倉町上
かみ

仁
に

井
い

田
だ

字矢
や

ノ
の

田
た

には、災害公営住宅「市営四倉南団地」（151戸）を整備しました。

⑤ 四倉町下仁井田、細谷
【被害の状況】
　北流する横

よこ
川
かわ

や原
はら

高
ご

野
や

川
がわ

に沿って津波が溯
そ

上
じょう

し、一部は溢
いっ

水
すい

しました。下
しも

仁
に

井
い

田
だ

、細
ほそ

谷
や

の一部水田
は塩害を被りました。

【復旧・復興の状況】
　復旧・復興については、被災水田を中心に「下仁井地区復興基盤総合整備（ほ場整備）事業」（40ha）

が導入され、完成をめざしています。

⑵　平地区
①　平下神谷、下大越、藤間、下高久
【被害の状況】
　通称・新

しん
舞
まい

子
こ

の一部として呼ばれている平海岸では、海岸道路の県道豊
とよ

間
ま

－四
よつ

倉
くら

線
せん

沿いに植栽され
ているマツ林の防潮林が、津波の勢いとガレキの流入を止めましたが、夏

なつ
井
い

川
がわ

右岸の藤
ふじ

間
ま

川
がわ

が溢れ、
水路を伝って低地の下

しも
大
おお

越
ごえ

、藤間、下
しも

高
たか

久
く

と、広い範囲で水田に流れ込み、塩害をもたらしました。（写

(市)四倉13地区 
集会所の整備 (市)道の駅よつくら港 

情報館改修 

(県)堤防の設置 

(市)境川水門の整備 

四倉支所 

道の駅よつくら港 

(県)津波防災緑地の整備 

(県)海岸堤防の整備 

四倉漁港 

住居エリア 
産業エリア(商業・工業) 
農地・農村集落エリア 
森林エリア 

平消防署 
四倉分署 (市)本町集会所の

整備 

(市)災害公営住宅 
「四倉南団地」の 
整備(151戸) 

(市)避難所機能
として耐震化 
四倉公民館 

住宅団地の整備 
エリア 

N 

(市)津波避難ビル 
として整備 
四倉中学校 

四倉中学校 

四倉小学校 

四倉高校 

■図● 四倉地区土地利用構想図 
 

JR四ツ倉駅 

■図3-11-28　四倉地区土地利用構想図
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真3-11-82、 83）

【復旧・復興の状況】
　復旧・復興については、「夏

なつ
井
い

地区復興基盤総
合整備（ほ場整備）事業」（155ha）が導入され、完
成をめざしています。

② 平沼ノ内
【被害の状況】　
　平

たいら
沼
ぬま

ノ
の

内
うち

の津波被災人口・世帯数は、262人、98世帯でした。沼ノ内港は被害を受けたものの、山
を隔てた沼ノ内集落は背後に富

とみ
神
がみ

崎
さき

が控えていたことから、南東からの大きな津波を直接受けること
はありませんでした。
　半壊家屋（床上浸水）被害の割合が高く、27％を占めました。被害なしも19％でしたが、それでも
全壊家屋（流出・撤去・条件付再生可）は39％に達しました。（図3-11-29）

■写真3-11-82　津波の勢いを弱めた防潮林と被災した県道 
　豊間－四倉線　〔平成23(2011)年６月　いわき市撮影〕

■写真3-11-83　復旧が成った県道豊間－四倉線
　〔平成24(2012)年６月　いわき市撮影〕

■図3-11-29　平地区〔平下神谷、下大越、藤間、下高久、
　沼ノ内、薄磯、豊間〕の津波到達範囲の概況図
　〔１：50,000地形図　平・小名浜（平成19年修正）　国土
　地理院発行〕
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【復旧・復興の状況】
　平沼ノ内地区においては、直接死で５人、関連
死で４人が、それぞれ亡くなりました。
　復旧・復興については、海岸防潮堤をかさ上げ
するとともに、背後には津波防災緑地を設けると
ともに、海岸道路を整備して生活利便性の向上な
どを図りました。これ以外の区域では、現位置に
おける復興をめざしました。（図3-11-30）

　平沼ノ内字西
にし

原
はら

には災害公営住宅「市営沼ノ内
団地」（40戸）を整備しました。

③ 平薄磯
【被害の状況】　
　平薄磯の津波被災人口・世帯数は、787人、283世帯でした。（写真3-11-84）

　富
とみ

神
がみ

崎
さき

と塩屋埼に囲まれた遠浅な
海を控え、防波堤を軽々と乗り越え
て集落全部を飲み込み、ほとんどの
家屋を破壊しました。
　住宅被害については、全壊家屋(流

(市)災害公営住宅 
「沼ノ内団地」の 
整備(40戸) (県)豊間‐四倉線の整備 

(県)弁天川水門の整備 

(県)海岸堤防のかさ上げ 

(県)津波防災緑地の整備 

沼ノ内港 

沼ノ内公民館 

弁天川 

住居エリア 

産業エリア(商業・工業) 

農地・農村集落エリア 

森林エリア 

N 

■図● 沼ノ内地区土地利用構想図 ■図3-11-30　平沼ノ内地区土地利用構想図

■写真3-11-84　北方から見る、震災前の薄磯集落　集落の奥に市
　立豊間中学校、さらに塩屋埼灯台が見えます。〔平成20(2008)年
　５月　いわき市所蔵〕

■写真3-11-86　震災復興土地区画整理　
　事業区域は平地と高台へ、さらに平地
　の一部には津波防災緑地などを配置さ
　れ造成、海岸部では防潮堤のかさ上げ
　〔平成27(2015)年12月　いわき市撮影〕

■写真3-11-85　震災から８か月後の薄
　磯集落　津波被害で損壊した家屋は
　撤去されています。　〔平成23(2011)
　年11月　いわき市撮影〕
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出・撤去・条件付再生可)が87％と被害が
大きく、しかもこのうち流失家屋は
65％を占めました。公共施設のうち唯
一、集落の最も奥に位置していた豊

とよ
間
ま

小学校の校舎はかろうじて難を逃れま
した。（写真3-11-85、 図3-11-29）

　薄磯地区の被害は市内では最も多
く、直接死で111人、関連死で４人が、
それぞれ亡くなりました。

【復旧・復興の状況】
　復旧・復興については、海岸防潮堤
や河川堤防をかさ上げし、背後に津波防災緑地を設けるとともに、県道豊間−四倉線を整備して、観
光振興の向上を図っています。その背後には、震災復興土地区画整理事業（市街地エリア＝20.1ha、高台

エリア＝16.9ha）を整備した、住宅、道路、公園などを配置して、良好な市街地環境を形成することとし
ています。被災した豊間中学校は、従来の校舎から約300ｍ内陸側（豊間小学校西側）へ移転・整備して
います。（写真3-11-86、 図3-11-31、 表3-11-3）

　平薄磯字北ノ作には、災害公営住宅「市営薄磯団地」（103戸）を整備しました。

④ 平豊間
【被害の状況】
　平

たいら
豊
とよ

間
ま

の津波被災人口・世帯数は、1,784人、641世帯でした。（写真3-11-87）

　平
たいら

薄
うす

磯
いそ

と同様に遠浅の海岸で塩
しお

屋
や

埼
ざき

と合
かっ

磯
つお

岬
みさき

に囲まれた湾状の海岸沿いに集落が発達した地域で、
平
たいら

豊
とよ

間
ま

字
あざ

下
しも

町
ちょう

において、市内最大の高さの津波となる8.57ｍを記録しました。（図3-11-29）

　全壊家屋（流出・撤去・条件付再生可）が72％と被害が大きく、しかもこのうち流失家屋は44％を占
め、直接死で83人、関連死で６人が、それぞれ亡くなりました。（写真3-11-88）

【復旧・復興の状況】
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賢沼 

津波防災緑地 

海岸堤防 

(県)県道豊間- 
四倉線の整備 

(市)市道南作-青井線の整備 

市街地復興エリア 

(市)薄磯震災復興土地 
区画整理事業(37.0ha)・
市街地エリア(68区画)・
高台エリア(117区画) 

墓
地 

神
社 

豊間小学校 
豊間中学校 

(市)災害公営住宅 
「薄磯団地」(103戸) 

住居エリア 

産業エリア(商業・工業) 

農地・農村集落エリア 

森林エリア 

市街地復興エリア 

■図● 薄磯地区土地利用構想図 

N 

(市)市道沼ノ内- 
薄磯線の整備 

■図3-11-31　平薄磯地区土地利用構想図

■表3-11-3　薄磯地区における震災復興土地区画整理事業の概要

■表3-11-4　豊間地区における震災復興土地区画整理事業の概要
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未来へつなぐ「いわき」ものがたり

　復旧・復興については、海岸
防潮堤や河川堤防をかさ上げ
し、背後に津波防災緑地を設け
るとともに、県道豊間-四倉線
を整備して、観光振興の向上を
図っています。その背後には、
震災復興土地区画整理事業（市

街地エリア＝37.8ha、高台エリア

＝２か所、合わせて18.1ha）を整備して、住宅、道路、
公園などを配置した、良好な市街地環境を形成す
ることとしています。（写真3-11-89、 図3-11-32、 表

3-11-4）

　平豊間字榎町には、災害公営住宅「市営豊間団
地」（192戸）を整備しました。

津波防災公園 

豊間公民館 

豊間小学校 
豊間中学校 

塩屋崎灯台 

(市)災害公営住宅 
「豊間団地」 
    (192戸) 

住居エリア 

産業エリア(商業・工業) 

農地・農村集落エリア 

森林エリア 
市街地復興エリア 

N 

豊間保育園 
(県)豊間‐四倉線の整備 

津波防災緑地の整備 

(市)豊間震災復興土地 
    区画整理事業 
(55.9ha) ・市街地エリア 
(196区画)・高台エリア 
(153区画) 

(市)塩屋町-榎町線 
の整備 

諏訪川 

(県)小名浜‐四倉線の整備 

河川・海岸 
堤防 

■図● 豊間地区土地利用構想図 

■写真3-11-87　南方から見る、震災前の豊間集落　写真手前に市立 
　豊間保育所が見えます。〔平成20(2008)年５月　いわき市所蔵〕

■写真3-11-89　震災復興土地区画整理事業区域は平地と高台へ、さ
　らに平地の一部には津波防災緑地などを配置され造成、海岸部で
　は防潮堤のかさ上げ　〔平成27(2015)年12月　いわき市撮影〕

■写真3-11-88　津波被災翌日の豊間集落　
　　〔平成23(2011)年３月12日　福島県消防防
災　航空隊撮影〕

■図3-11-32　平豊間地区土地利用構想図
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　復興グランドデザイン②

「若い世代が戻ってこられるまちづくり」
とΑ·地۠復ڵະདྷܭը(άϥϯυσβΠϯ)

　東日本大震災の津波などで大きな被害を受けた沼ノ内、薄磯、豊間の３地区合同の「海まち・と
よま市民会議」と行政であるいわき市は、平成27(2015)年５月、協働で復興まちづくりを進めるた
めの共通の計画を、『とよま地区復興未来計画（グランドデザイン）』としてまとめました。とよま
地区の将来像は「若い世代が戻ってこられるまちづくり」で、実施目標時期を短期（平成27年度まで）、
中期（次の３年）、長期（将来）と分けています。（写真3-11-90、 91）

　さまざまな復興まちづくりの方策のうち、「これからの主なプロジェクト」（市民会議が特に重要

項目であると判断した項目）としては、次の事項が盛り込んであります。
①津波・地震からの安全・安心、日々の暮らしの安全・安心、安全・安心の情報発信
②通学路や医療環境の確保などによる子どもの安全・安心、地域ぐるみによる子育て環境の充実・
　魅力、子育て環境の積極的PR
③“とよま”の特色を活かした産業再興、新たな産業・雇用の創出、観光産業の復興・振興、産業
　復活の情報発信
④移動手段を考えた暮らしやすさ、コミュニティづくり、暮らしやすさの情報発信
⑤交流やイベントなどを通じた暮らしのなかの楽しみ、景観などの新しい魅力をつくる・見つける、
　「とよま」魅力の情報発信
⑥ 震災の経験を忘れない“伝承の場”の設置、地域の歴史や文化を忘れないための勉強、震災か
　らの復活した「とよま」の情報発信

復興グランドデザイン②

■写真3-11-91　とよま地区復興
　未来計画（グランドデザイン）

■写真3-11-90　復興グランドデザイン作成のワークショップ
　〔平成26(2014)年９月　いわき市撮影〕
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(3) 小名浜地区
① 江名字走出
【被害の状況】　
　江

え
名
な

字 走
はしり

出
で

は、小さな湾を前にした集
落で、津波被災人口・世帯数は、54人、25
世帯。全壊家屋（流出・撤去・条件付再生可）

が68％と被害が大きく、しかもすべてが流
失家屋でした。（図3-11-33、 写真3-11-92）

【復旧・復興の状況】
　15世帯が、南西４kmに位置する永崎字町田地内に、防災集団移転促進事業により移転（住宅団地３

世帯、災害公害公営住宅「市営永崎団地」12世帯）します。（表3-11-5、 図3-11-33）

② 江名港、折戸、中之作
【被害の状況】　
　江

え
名
な

、折
おり

戸
と

・中
なか

之
の

作
さく

は、ともに海食崖が海に迫る間を縫って開かれた漁港が主体の集落で、津波被
災人口・世帯数は、江名港が334人、136世帯、折戸・中之作が452人、183世帯でした。沖防波堤など
の港湾施設を備えた江名港では、一部損壊家屋（床下浸水）が47％と高く、全壊家屋（流出・撤去・条件

付再生可）は21％でした。一方、折戸・中之作では56％と全壊家屋（流出・撤去・条件付再生可）の割合
が高く、これは海岸を埋め立てて住宅化したことによるものでした。（写真3-11-93）

【復旧・復興の状況】
　両地区においては、現位置において復興をめざしましたが、このうち津波被災した小名浜消防署江
名分遣所は平成26(2014)年4月に、江名公民館・江名市民サービスセンターは平成27(2015)4月に、そ

Ҡసର৅ ॅ୐ஂ஍
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■表3-11-5　江名字走出地区における集団移転の状況

■写真3-11-92　狭い入り江に所在した江名字走出集落の被害
　〔平成23(2011)年４月　丹野稔氏撮影〕

■図3-11-33　江名字走出、江名港、折戸、中之作、永崎の津波到
　達範囲の概況図①　〔１：50,000地形図　小名浜（平成19年修正）
　国土地理院発行〕
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(県)港湾施設の
復旧 
 

太 

平 

洋 

海岸堤
防 
海岸堤防 

(県)港湾施設の復旧 
(市)津波避難ビルとして
整備 永崎小学校 

永崎保育所 

(市)天神前川水門の整備 

(県)大平川水門の整備 

N 

大平川 
天神前川 

江名市民サービス 
センターの移転 

集団移転対象エリア 

市江名市民サービスセン
ター・江名公民館の整備 

折戸集会所の
整備 

海岸堤防 

永崎集会所の整備 

(市)江名字走出防災 
集団移転促進事業(0.1ha,15世帯) 

住居エリア 
産業エリア(商業・工業) 

農地・農村集落エリア 

森林エリア 

集団移転促進事業 
対象区域 

(県)港湾施設の復旧 

江名公民館 
の移転 

永崎小学校 

■図● 永崎地区土地利用構想図 
 

永崎字町田へ移転 

海岸堤防 

(市)災害公営住宅 
 「永崎団地」 
    (189戸) 

江名港 

■写真3-11-93　耐震上の問題で閉鎖された江名市民サービス 
　センター　〔平成24(2012)年８月　いわきジャーナル撮影〕

■図3-11-34　永崎地区土地利用構想図

■写真3-11-94　新たに建
　設した江名市民サービス
　センター・江名公民館　
　〔平成27(2015)年４月　
　いわき市撮影〕　

れぞれ江名字藪
やぶ

倉
くら

に移転・改築しました。（写真3-11-94、 図3-11-34）

③ 永崎、下神白
【被害の状況】
　永

なが
崎
さき

の津波被災人口・世帯数は、811人、301世帯でした。
　永崎海水浴場を控え、景観に配慮した緩い階段状の海岸堤防を乗り越え、さらに天

てん
神
じん

前
まえ

川
がわ

と大
おお

平
ひら

川
がわ

が津波を呼び込んだことから、狭い範囲で集落は二方からの津波に襲われることになりました。（図

3-11-33、 写真3-11-95）

　全壊家屋（流出・撤去・条件付再生可）が37％、大規模半壊家屋が18％、半壊家屋（床上浸水）が26％
と被害の程度は分散しましたが、現位置において復興をめざしました。
　小

お
名
な

浜
はま

下
しも

神
か

白
じろ

の津波被災人口・世帯数は、520人、200世帯でした。津波は神白海岸の堤防を乗り越
えて内側の集落を襲い、海沿いのいわき海

かい
星
せい

高
こう

校
こう

校舎、下
しも

神
か

白
じろ

保
ほ

育
いく

所
じょ

は壊滅的な被害を受けました。
また、神

か
白
じろ

川
がわ

を伝って津波が駆け上がり、広い区域が浸水しました。
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　被害については、半壊（床上浸水）の割合が
高く、56％を占めました。全壊家屋（流出・撤去・

条件付再生可）は12％でした。

【復旧・復興の状況】
　永崎、下神白地区では、ともに現位置におい
て復興をめざしました。（図3-11-34）

　なお、永崎字町田には災害公営住宅「市営永
崎団地」（189戸）を整備したほか、江名字走出
の住民15世帯が、防災集団移転促進事業によ
り、住宅団地および同団地に移転します。（写

真3-11-96、 97、 98）

■写真3-11-95　大平川を溯上した津波は大平川一号橋を破壊
　〔平成23(2011)年３月12日　いわき市撮影〕

■写真3-11-96　復旧した大平川一号橋　〔平成26(2014)年８月
　いわき市撮影〕

■写真3-11-97　江名字走出の防災集団移転地・永崎地区、写  
　真左側は災害公営住宅「市営永崎団地」　〔平成27(2015)年10
　月　いわき市撮影〕

■写真3-11-98　復旧・復興が進む下神白、永崎（三崎公園上空から）　写真中央やや左側が防災集団移転地
　と災害公営住宅。〔平成27(2015)年12月　いわき市撮影〕
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④　小名浜
【被害の状況】
　小

お
名
な

浜
はま

港
こう

は南に向いた港であり、防波堤が幾重にも配置されているため、津波の速度や強さが弱め
られましたが、それでも波は「いわき・ら・ら・ミュウ」や「アクアマリンふくしま」などの沿岸の
建物を襲い、大きな被害を出しました。漁港区においても小名浜魚市場などの施設や湾内に係留して

いた漁船や作業船が破
壊され、漁船の一部は
陸に押し上げられまし
た。（図3-11-35）

　各ふ頭では荷役施設
の損壊や岸壁、臨港道
路の亀裂・陥没などの
被害が生じ、海上物流
の機能が麻痺しまし
た。
　また、ふ頭背後の工
場や低地に密集した市
街地の公共施設、商店、
一般家屋などは、広く
津波浸水しました。（写

真3-11-99、 100）

　泉
いずみ

町
まち

下
しも

川
がわ

では剣
つるぎ

岬
みさき

が海に突き出ているた
め、岬に南方から押し

寄せた津波がぶつかり岬北側の工業団地の奥
までは津波が来ませんでしたが、南側に位置
する「いわきサンマリーナ」は壊滅的な被害
を受けました。

【復旧・復興の状況】
　アクアマリンパークや漁港区、既成市街地
をはじめとした小名浜港周辺地域の一体的な
整備・再生は、物流の拠点である小名浜港の
再生はもとより、産業・観光振興の拠点とし

て、さらには、市が掲げる「復興事業計画重点プロジェクト（９項目）」の一つに位置づけ、国・県・
民間事業者等と連携し、積極的に取り組んでいます。(図3-11-36)

■図3-11-35　小名浜地区〔小名浜、泉町下川〕の津波到達範囲の概況図　〔1：50,000地形図
　小名浜（平成19年修正）　国土地理院発行〕

■写真3-11-99　小名浜市街の奥に津波が到達する様子を小名
　浜魚市場2階から見る　(平成23（2011）年３月11日午後３時40分　
　ごろ　小名浜機船底曳網漁業協同組合提供)
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　具体的には、土地区画整理事業に
より都市計画道路平－磐城線（通称

鹿島街道）を臨港道路まで延伸する
とともに、福島臨海鉄道貨物ターミ
ナルを移転（平成27 〔2015〕 年1月に移

転完了）しました。（写真3-11-101）

　その移転跡地である都市センター
ゾーンの土地利活用については民
間開発の導入を図ることとし、都
市センターゾーンの開発事業協力
者に選定したイオンモール㈱と平

成24(2012)年１月に「開
発事業協力者に関する
パートナー基本協定」を
締結。市と同社は協働
で、地元まちづくり団体
や各地域の商店会等と

協議を重ね、平成26(2014)年４月の「開発事業計画」の策定および「開発事業の実施に関する基本協定」
の締結を経て、平成28(2016)年８月に「（仮称）イオンモールいわき小名浜」の起工式が行われており、

平成30(2018)年夏のオープンをめざし
建設が進められています。(図3-11-37、

写真3-11-102)

　また、当該地周辺の基盤整備につ
いては、震災復興土地区画整理事業と
併せて津波復興拠点整備事業等を活用

■写真3-11-100　小名浜市街へ浸水する津波　写真手前の建物は 「いわき・ら・ら・
　ミュウ」。　〔平成23(2011)年3月11日午後3時50分　福島県消防防災航空隊提供〕

■図3-11-36　小名浜港および背後地の土地利用構想図

■図3-11-37　（仮）イオンモー
　ルいわき小名浜のパース図
　※変更になる場合がありま
　す。

■写真3-11-101　小名浜背後地震災復興土地区画
　整理事業区域の主要地方道平-小名浜線を一直線
　に臨港道路に直結　〔平成27（2015）年9月　いわ
　き市撮影〕
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し、民間施設の整備と一体となり、都市センター
ゾーンやアクアマリンパークの集客拠点におけ
る津波避難の安全性を確保しつつ、再度津波が
発生した場合においても、都市機能を維持する
ための拠点を整備するとともに、港と既成市街
地の動線整備を進め、港と市街地の一体的なま
ちづくりを推進しています。（表3-11-6、 7、 写真

3-11-103）

　１号ふ頭東側には、福島県漁業協同組合連
合会を事業主体として本市水産業の拠点施設であ

る、新たな小名浜魚市場の整備が進められ、平成27(2015)年３月から供用を開始しました。
　津波で被災した「いわきサンマリーナ」については、県の公共災害復旧事業として、桟橋や防波堤
の復旧工事が着手されています。

ɹ໊ۀɹࣄ ಺ɹɹɹ༰
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■表3-11-6　主な基盤整備事業の概要

■写真3-11-102　「(仮称)イオンモールいわき小名浜」の起工
　式　〔平成28(2016)年8月　いわき市撮影〕

■写真3-11-103　震災復興土地区画整理事業が進む小名浜港背後地　1号ふ頭の「いわき・ら・ら・ミュウ」、2
　号ふ頭の「アクアマリンふくしま」が見えます。福島臨海鉄道ターミナル駅はすでに移転（写真左）しています。
　〔平成27(2015)年12月　いわき市撮影〕
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未来へつなぐ「いわき」ものがたり

⑷　勿来地区
①　小浜町
【被害の状況】
　竜

りゅう
宮
ぐう

岬
みさき

と離
はな

れ山
やま

に囲まれた狭い湾に成立した小規模な漁港・小
お

浜
ばま

漁
ぎょ

港
こう

は南に開いていることから、ま
ともに津波の影響を受けることになり、164人、56世帯が津波被災しました。（図3-11-38、 写真3-11-104）

　小浜町では全壊家屋（流出・撤去・条件付

再生可）が49％と高い割合を示しました。
大規模半壊家屋も19％を占め、直接死で2
人が亡くなりました。

【復旧・復興の状況】
　小浜地区では、海岸防潮堤をかさ上げし、その背後地
において、県道泉－岩間－植田線の整備や震災復興土地
区画整理事業（3.8ha）を行い、良好な市街地環境を形成
することとしています。また、渚川の護岸や小浜漁港
施設の復旧も実施しています。（図3-11-39、 写真3-11-105、

表3-11-7）

N 

住居エリア 

産業エリア(商業・工業) 

農地・農村集落エリア 

森林エリア 

市街地復興エリア 

(県)渚川堤防の復旧 

河川・海岸保全施設 

(県)県道泉-岩間 
-植田線の整備 

市街地復興エリア 

小浜町公民館 

■図● 小浜地区土地利用構想図 

(市)小浜震災復興土地区画
整理事業(3.8ha、32区画) 

■図3-11-38　勿来地区〔小浜町、岩間町、錦町須賀〕の津波到達範
　囲の概況図　〔1：50,000地形図　小名浜（平成19年修正）　国土地
　理院発行〕

■写真3-11-104　漁港から奥へ、県道を越える津波
　〔平成23(2011)年3月11日午後3時47分　福島県消防
　防災航空隊提供〕

■図3-11-39　小浜地区土地利用構想図
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　復興グランドデザイン③

「人の和
わ
　まちの輪

わ
　自然の環

わ
」

小඿・岩ؒ地۠復ڵάϥϯυσβΠϯ
　平成27(2015)年７月、東日本大震災の津波などで大きな被害を受けた小浜および岩間地区の住民
と行政であるいわき市は、協働で復興まちづくりを進めるための共通の指針を、『小浜・岩間地区
復興グランドデザイン－人の和

わ
　まちの輪

わ
　自然の環

わ
−絆のある郷づくり−』としてまとめました。

復興まちづくりの目標は「和の心で安心して住めるまち－海・山・自然とともに人が集う癒しの町」
で、当面震災後10年を目標としています。（写真3-11-106、 107）

　さまざまな復興まちづくりの方策のうち、「重点プロジェクト」（優先的に実施することが有効で、

他への波及効果が大きいと期待される事項など）としては、次の事項が盛り込んであります。
① 避難路の整備（小浜町渚および岩間町岩下から高台の金山町に向かう避難路の改良・拡幅）

② 避難所施設の機能充実（非常食や水などの備蓄、AEDや車椅子などの配備）

③ 防犯体制の整備（地域内における見守り体制の構築、防犯灯の整備）

④ 生活道路の整備（震災復興土地区画整理事業内の新たな道路整備など、岩間町小原地区から市街地に

　 直結する道路の整備に向けた検討）

⑤ 地区住民の絆（つながり）の維持（地区内の住民と地区を離れた住民との交流維持のための活動促進）

復興グランドデザイン③

■表3-11-7　小浜地区における震災復興土地区画整理事業の概要

■写真3-11-105　海岸部には防潮堤、津波被災区域などに 
　は震災復興土地区画整理事業が施行中　〔平成27(2015)年
　12月　いわき市撮影〕

■写真3-11-107　小浜・岩間地
　区復興グランドデザイン

■写真3-11-106　復興グランドデザイン作成のワークショップ
　　〔平成26(2014)年10月　いわき市撮影〕
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未来へつなぐ「いわき」ものがたり

② 岩間町、佐糠町
【被害の状況】
　岩

いわ
間
ま

町
まち

は竜
りゅう

宮
ぐう

岬
みさき

の西側に位置し、南に開いた砂浜海岸に沿う集落です。（写真3-11-108）

　津波は、防潮堤を基礎部分から弾き飛ばして、海岸に沿った家屋を破壊し、306人、134世帯が被災
しました。（図3-11-38、 写真3-11-109）

　また、この近くを流れる塚
つか

原
はら

川
がわ

を溯上して津波は広く佐
さ

糠
ぬか

町
まち

の住宅街奥まで及び、鮫
さめ

川
がわ

の支流・渋
しぶ

川
かわ

から溢水した津波は植
うえ

田
だ

市街にも及びました。
　岩間町では全壊家屋（流出・撤去・条件付再生可）が42％と高い割合を示しました。大規模半壊家屋
も33％を占め、直接死で10人が亡くなりました。

■写真3-11-108　鮫川河口に拓けた
　岩間集落　〔昭和60(1985)年８月　
　いわき市撮影〕

■写真-11-109　南方向から来
　襲した津波は岩間集落を直撃
　〔平成23(2011)年11月　いわ
　き市撮影〕

■写真3-11-110　防潮堤のかさ上げと震災復興土地区画整理事業などが施行中　写真奥の高台エリア　
　（1.5ha）では住宅が建てられています。　〔平成27(2015)年12月　いわき市撮影〕
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【復旧・復興の状況】
　復旧・復興については、海岸堤潮防をかさ上げするとともに、背後には津波防災緑地を設け、県道

泉－岩間－植田線を整備することと
しています。旧市街については震災
復興土地区画整理事業（市街地エリア

＝11.0ha、高台エリア＝1.5ha）により、
住宅、道路、公園などを配置して、
良好な市街地環境を形成することと
しています。また、周辺には住環境
に配慮しながら、産業・業務施設を
誘導しています。（写真3-11-110、 図

3-11-40、 表3-11-8）

　佐糠町東二丁目には災害公営住宅
「市営佐糠第一団地」（30戸）、同二
丁目には同「市営佐糠第二団地」（21

戸）を、それぞれ整備しました。

③ 錦町須賀、勿来町関田、同九面
【被害の状況】
　鮫川河口付近右岸の支流・中

なか
田
た

川
かわ

と海岸線に囲まれた錦
にしき

町
まち

須
す

賀
か

は海からの津波と中田川を溯上して
溢れた津波に挟まれるかたちとなって被害が拡大しました。津波被災人口・世帯数は、172人、58世
帯でした。（図3-11-38、 写真3-11-111）

　錦町須賀では全壊家屋（流

出・ 撤 去・ 条 件 付 再 生 可 ） が
67％と高い割合を示し、大
規模半壊家屋も23％を占め、
直接死で1人が亡くなりまし
た。
　また、津波は堤防のない中
田川や蛭

びん
田
だ

川
がわ

の支流・障
しょう

子
じ

川
がわ

から溯上し、沿岸の水田に広
範囲に流れ込み、塩害を引き
起こしました。

ඃࡂ໘ੵ ըܭ උߟ
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(県)県道泉-岩間-
植田線の整備 

津波防災緑地 

海岸保全施設 

(市)岩間震災土地区画整理事業・
市街地エリア(11.0ha、41区画) 

(市)岩間震災復興土地区画整理事業・ 
高台エリア(1.5ha、18区画) 

常磐共同火力 
勿来発電所 

N 

住居エリア 

産業エリア(商業・工業) 

農地・農村集落エリア 

森林エリア 

市街地復興エリア 

岩間公民館整備 

市街地復興エリア 

市街地復興エリア 
岩間公民館 

墓地 

■図● 岩間地区土地利用構想図 ■図3-11-40　岩間地区土地利用構想図

■写真3-11-111　鮫川と太平洋に面し、大きな被害を受けた須賀集落　〔平成23
　(2011)年11月　いわき市撮影〕

■表3-11-8　岩間地区における震災復興土地区画整理事業の概要
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未来へつなぐ「いわき」ものがたり

　勿
な

来
こそ

海
かい

水
すい

浴
よく

場
じょう

を含む勿
な

来
こそ

海
かい

岸
がん

、勿来漁港では、海岸侵食を防ぐため沖堤防（人工リーフ工）が築かれ
たこと、南方からの津波を茨

いばら
城
き

県
けん

側の岬がさえぎったことが要因となって、津波は内陸部に入ったも
のの、大きな被害とはなりませんでした。

【復旧・復興の状況】
　錦町須賀地区では、一部住民が防災集団移転促進事業により、勿来錦第一土地区画整理事業地内（錦

町ウツギサキ）へ移転（0.7ha、 21世帯）します。同
土地区画整理事業地内（錦町鵜

う
ノ
の

巣
す

）には災害
公営住宅「市営錦団地」（64戸）も整備しました。
残る錦町須賀の一部区域については、防災対策
などを講じ安全性を向上させながら、現位置で
復興をめざしています。（写真3-11-112、 表3-11-

9、 図3-11-41）

　塩害を受けた水田では「錦・関田地区復興基
盤総合整備（ほ場整備）事業」（57ha）が導入され、
完成をめざしています。

ୈҰۋ໪དྷ	ொ΢πΪαΩۋ
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錦東小学校 

鮫川 

調節池 

集団移転対象エリア 

海岸堤防 

(市)都市計画道路関田-江栗線の整備 
延長：L＝686.8m 
(うち中田3号橋を含む240mは県施工) 

(市)津波避難ビルと
して整備 錦東小学校 

(県)中田川の改修 農地復興エリア 

(市)災害公営住宅 
「錦団地」(64戸) 

(市)錦町須賀防災
集団移転促進事業
(0.7ha 、21世帯) 

N 

一部住民が錦町 
ウツギサキへ移転 

住居エリア 

産業エリア(商業・工業) 

農地・農村集落エリア 

森林エリア 

農地復興エリア 

集団移転促進事業対象区域 

■図● 錦町須賀地区土地利用構想図 

■写真3-11-112　錦町須賀地区の集団移転先地（勿来錦第一
　土地区画整理事業地内）　〔平成27(2015)年1月　いわき市撮　
　影〕

■図3-11-41　錦町須賀地区土地利用構想図

■表3-11-9　錦町須賀地区における集団移転の状況
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⑴　災害公営住宅の整備事業
　市は、災害により住宅を失い、個人で住宅を再建することが困難な被災者に対し、恒久的な災害公
営住宅を建設するまでの間、応急仮設住宅を建設するとともに、雇用促進住宅や民間の借上げ住宅を
同様の一時提供住宅として扱うことにより、避難住民の対応などを進めてきました。
　ピーク時（平成24 〔2012〕 年４月２日調査）には、3,221戸、8,984人を数えましたが、この間、市は
住宅需要や住宅建設地の適性などを検討。市民向けの災害公営住宅の建設計画を進め、平成24(2012)

年10月から建設に着手しました。平成27(2015)年度末までに計画の1,513戸すべてを完成させており、
被災者の入居がすべて可能となりました。（写真3-11-113、 114、 図3-11-42）

　一時提供住宅入居者は、平成28
(2016)年８月19日現在では、790戸、
1,940人まで減少しました。
　さらに、市は被災者が安心して暮
らすことができる生活環境を整備す
るため、県および県内59市町村との
共同により、被災者が公営住宅など
に入居しようとする場合の入居資格
要件の緩和を平成33(2021)年3月11
日まで延長できるなどの「復興推進
計画」（236ページを参照）を申請し、
平成25(2013)年7月に認定されてい
ます。（現行法の「被災市街地復興特別

措置法」では、対象期間が災害発生日か

ら3年間）

� อ֬׆Ӧॅ୐ͷ੔උͳͲʹΑΓɺ҆ఆͨ͠ੜެ֐ࡂ

注）１　「　」団地名。
　　２　数字は、整備戸数。（　）は、整備のうち戸建戸数。
■図3-11-42　災害公営住宅の設置状況

■写真3-11-114　災害公営住宅「市営永崎団地」および江
　名字走出の防災集団移転地　〔平成27(2015)年10月　いわ
　き市撮影〕

■写真3-11-113　市災害公営住宅の受付開始〔平 
　成25(2013)年10月　いわき市撮影〕
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(2)　津波被災住宅の再建支援
　市は津波被災地域の住宅再建を支援することにより住民の定着を促し、本格復興につなげるため、

「市津波被災住宅再建事業補助金」を創設、平成25(2013)年８月から申請の受け付けをしています。
　補助に当たっては、県市町村復興支援交付金を活用し、国が対象としている「全壊家屋」に加え、

市独自の施策として「大規模半壊家屋」「半壊でやむを得ず解体
した住宅」まで対象を広げ助成しています。また、平成27（2015）

年3月から、「宅地購入事業」の追加および対象要件を拡充しま
した。（写真3-11-115）

　事業期間は平成25年度から平成32(2020)年度までで、住宅およ
び宅地購入のためのローンの利子、移転に伴う引っ越し費用、宅
地かさ上げの工事費用の一部をそれぞれ補助します。（表3-11-10） 
　これまで補助対象の4事業で延べ約571件が申請され、合計約

４億円を補助しています。（平成28年７月末現在）

⑶　住宅団地被災や急傾斜地崩落などの復旧
　大地震などによって、住宅団地の地すべり、急傾斜地の崩落および宅地擁壁の損壊などが発生し、
安心して日々の生活を送れない状況が多数確認されました。
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■写真3-11-115　り災家屋の調査　広島
　県福山市の応援職員。　〔平成23(2011)
　年４月　いわき市撮影〕

■写真3-11-116　内郷内町駒谷地内の被災地　ブルー
　シ―トに覆われた場所が崩落した個所。　〔平成23
　（2011）年　福島県いわき建設事務所提供〕

■写真3-11-117　「県災害関連緊急急傾斜地崩壊対策事
　業」で施工した駒谷地内　〔平成24(2012)年12月　福島
　県いわき建設事務所提供〕

■表3-11-10　市津波被災住宅再建事業補助金の内容
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　このため、住宅団地の地すべりは「造成宅地滑動崩落緊急対策事業」により２団地（対策事業の対象

面積約9.1ha）、急傾斜地の崩落は「災害関連地域防災がけ崩れ対策事業」により６箇所（19戸）並びに
宅地擁壁の損壊は「災害関連地域防災がけ崩れ対策事業（特例）」により５か所（13戸）の復旧工事
を実施しました。（写真3-11-116、 117）

　復旧工事は平成24(2012)年９月に着手し、平成26(2014)年５月にすべて完了しました。

⑷　応急仮設建築物の整備
　市では、津波被害を受けた事業者等の営業再開を支援するとともに、地域住民の生活を支援するた
め、独立行政法人中小企業基盤整備機構の仮設施設整備事業を活用し、仮設店舗等を整備しています。
　具体的には、平成23(2011)年9月に久之浜第一小学校校庭に仮設店舗「浜風商店街」がオープンし
たほか、翌年には、いわき四倉中核工業団地に仮設事業所が整備されました。また、豊間地区におい
ては、災害公営住宅の入居者をはじめ地域住民の生活利便性の確保と地域コミュニティの再生等に向
けて、平成27(2015)年1月に復興商店「とよマルシェ」がオープンしています。（写真3-11-118〜121）

■写真3-11-118　復興商店「とよマルシェ」のグ 
　ランドオープン　〔平成27(2015)年1月　いわき
　市撮影〕

■写真3-11-120　浜風商店街を大洋州諸国報道関
　係者が視察〔平成24(2012)年5月　いわき市撮影〕

■写真3-11-119　「とよマルシェ」食堂内で食事を
　しながら地域の情報交換〔平成27(2015)年1月　
　いわき市撮影〕

■写真3-11-121　平成23(2011)年9月、久之浜第一小学校の校庭にオー
　プンした「浜風商店街」　〔平成25(2013)年7月　いわき市撮影〕
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① 保健師などが被災家庭を訪問し、健康支援
　東日本大震災により家屋が被災して、一時提供住宅（民間ア

パートや応急仮設住宅）に避難している方々は、その後市が整備
した災害公営住宅などへ順次転居していますが、ともすると長
引く避難生活でストレスや身体の不調を抱えがちになっている
ことから、市は健康状態の悪化を防ぎ、心身ともに安定した生
活が送れるよう、保健師や看護師による被災者健康支援事業を
行っています。
　具体的には、社会福祉協議会や地域包括支援センターにおけ
る見守り支援と連携しながら、毎年度約700件の家庭訪問、約
100件の健康相談・健康教室を実施して、健康状態や生活環境
を確認、心身の健康に関する相談、助言、健康に関する情報提供などを行っています。（写真3-11-122）

②　子ども元気復活交付金を活用して子どもの運動機会を確保
　市は、平成25(2013)年度から平成27(2015)年度まで、国の福島定住等緊急支援交付金（子ども元気復

活交付金）を活用して「市定住緊急支援事業」に取り組んできました。
　これは、原発事故でともすると閉じこもりがちになる子どもの運動機会を確保するための施設を整
備して、子育て世帯が安心して定住できるような環境を整え、地域復興の促進につなげようと実施し
たものです。
　市内では、保育所、幼稚園、小学校、公園の遊具更新、子育て支援の拠点施設の新築、屋内プール
の改築などを整備しました。（写真3-11-123〜126、

図3-11-43）

� ৺ͷέΞ

■写真3-11-122　被災者健康支援事業
　の家庭訪問　〔平成25(2013)年8月　い
　わき市撮影〕

■写真3-11-123　松ヶ岡公園の第二公園「冒険の丘」がオープン
　〔平成27(2015)年3月　いわき市撮影〕

■写真3-11-124　いわき新舞子ヴィレッジ・新舞子多目的運
　動場がオープン〔平成28(2016)年４月　いわき市撮影〕
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③ 「Elem（エリム）」で社会や仕事の仕組みを体験
　市は、平成26(2014)年5月、体験型経済教育施設「Elem（エリム＝アラビア語で「教育」という意味）」

 

■写真3-11-125　植田町のこども元気センター　
　〔平成28(2016)年3月　いわき市撮影〕

■写真3-11-126　市こども元気センターの室内　〔平成28（2016）年４月　い 
　わき市撮影〕

■図3-11-43　福島定住等緊急支援（子ども元気復活交付金）事業および屋内遊び場（市施設）の設置個所
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を、市文化センター近くの平字堂
根町にオープンさせました。(写

真3-11-127) 

　同施設は、カタール国が東日本

大震災の被災地復興プロジェクトに対して資金の援助を
行う、「カタールフレンド基金」の支援を受けて開設し
た教育施設です。

　子どもたちは、公益社団法人ジュニア・アチーブメ
ント日本と市教育委員会が協働で実施する体験型経済
教育プログラムの「スチューデント・シティ（小学校5年

生向け）」と「ファイナンス・パーク（中学校2年生向け）」
を通じて、社会や仕事の仕組みを体験することができま
す。(写真3-11-128) 

　両プログラムとも、学校の教育課程に位置付られた、
正規の授業として実施しており、両プログラムの利用
は、毎年度約100校、約6,000人にのぼっています。

④　子どもたちが安心して遊べる屋内施設を提供
　市は原子力発電所事故の影響で外出を控え、屋外の遊
びに不安を持つ保護者や子どもたちに安心して過ごし
てもらおうと、市内3か所に屋内遊び場を設置しており、
大勢の子どもたちに利用されています。（写真3-11-129） 

【設置場所】
　○北部地区　海竜の里センター内「いわきっず　るんるん」
　○中部地区　石炭・化石館内「いわきっず　もりもり」

■写真3-11-128　スチューデント・シティで学ぶ菊田小学校
　の児童　〔平成26(2014)年６月　いわき市撮影〕

■写真3-11-129　市海竜の里センターに設置さ
　れた「いわきっずるんるん」　〔平成25(2013)年
　3月　いわき市撮影〕

■写真3-11-127　カタール国の支援で体験型経済
　教育施設「Elem（エリム）」が誕生　〔平成26
　(2014)年5月　いわき市撮影〕
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(1) 内部被ばく検査
　福島第一原子力発電所の事故に伴う放射線影響に対して、市は市民の内部被ばくの実態を把握する
とともに、自己の健康管理に役立てていただくことを目的として、平成23(2011)年11月からこれまで
順次対象者を拡大しながら、福島県の方針に基づき内部被ばく検査を実施してきました。
　これまでに10万489人が受検し、すべての受検者の預託実効線量（※）は健康に影響がないとされて
いる1ミリシーベルト未満となっています。（平成28年3月末現在）（写真3-11-130）

※預託実効線量とは、将来にわたる内部被ばくの積算線量（成人で50年間、こどもで70歳までの想定で算出）

　これまでの検査では、健康に影響を与えると考えられる値は確認されていませんが、原発事故によ
り放出された放射性物質の影響を正しく把握し、長期にわたる健康管理に役立てるため検査を定期的
に受検していただくことが大切です。

(2) 県民健康調査
① 基本調査
　県は原発事故後4か月間の個人の行動記録を
基に被ばく線量を推計評価する、基本調査を実
施してきました。
　市内の調査対象者は、34万8,234人で、回答
数は8万8,256件で、回答率は25.3％となって
います。
　推計期間が4か月未満の方や、放射線業務従事経験者を除く7万3,484人のうち、99.1％にあたる7
万2,816人の方が、健康に影響がないとされている実効線量1ミリシーベルト未満となっています。（平

成28年3月末現在）

　調査票は県内対象者に対し、県より郵送されました。

② 甲状腺検査
　県は「福島のこどもたちの健康を長期的に見守る」ため、原発事故当時18歳以下だった方を対象
に甲状腺検査を実施しています。（写真3-11-131）

　市内においてはこれまでに、先行検査を平成25(2013)年度に、1回目の本格検査を平成27(2015)年度
にそれぞれ実施しており、その結果は次のとおりです。

ア 先行検査
　先行検査の一次検査の結果、受診者4万9,429人に対して、B判定455人（0.9％）で、C判定はいませ
んでした。（平成28年3月末現在）

■写真3-11-130　ホールボディカウンターによる内部被ばく
　検査　〔平成26(2014)年６月　いわき市撮影〕
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　B判定455人のうち、二次検査を受診したのは428人でした。
　このうち「悪性」ないし「悪性疑い」と診断された方は24人で、一次検査受診者に対する割合は0.05％
でした。

イ 本格検査（１回目）
　本格検査の結果、受診者4万4,143人に
対して、B判定（※）322人（0.8%） で、C判
定（※）はいませんでした。
　B判定322人のうち、平成28年３月末現
在で二次検査を受診したのは105人です。
　このうち「悪性」ないし「悪性疑い」と
診断された方は4人で、一次検査受診者に
対する割合は0.01％です。（当該割合は平成

28年3月末現在のものであり、確定したものでは

ありません）（図3-11-44）

※B判定：二次検査の受診を推奨　C判定：直ちに二次検査を要する

■写真3-11-131　甲状腺検査の様子　〔平成25(2013)年8月　いわき　
　市撮影〕

 

■図 3-11-● 甲状腺検査 1 回目および 2 回目の結果 

注)A1 判定＝結節やのう胞を認めなかったもの。 

  A2 判定＝5.0mm 以下の結節や 20.0mm 以下ののう胞を認めたもの。 

  B 判定＝5.1mm 以上の結節や 20.1mm 以上ののう胞を認めたもの。 

  C 判定＝甲状腺の状態などから判断し、直ちに二次検査を要するもの。 

  D=悪性ないし悪性疑い（グラフ表記上の凡例であり、判定区分ではありません） 
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■図3-11-44　甲状腺検査1回目および2回目の結果
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ウ 検査結果の評価（県外他市との比較）
　環境省は福島県の結果と比較するため、県外の3市（青森県弘前市、山梨県甲府市、長崎県長崎市）にお
いて3 ～ 18歳の計4,365人を対象に、同様の甲状腺検査を実施しました。
　その結果、B判定1.0%、C判定0.0%でした。
　県は福島県の調査結果（B判定0.8%、C判定0.0%）と比較し「単純比較はできないが、福島県と発生
頻度が同程度である」という見解を示しました。
　なお、いわき市の結果についても、同様の傾向を示しています。

⑶ 安全確認のため、食品、農産物などをモニタリング検査
①　食品
　市は、平成24(2012)年から公立、および私立の保育所や幼稚園、学校におけるそれぞれの給食、市
内で製造された加工食品や市内に流通する食品を対象として放射性物質検査を実施してきました。そ
の結果、平成25(2013)年度分の加工食品１件を除き、いずれも検出限界値未満(不検出)、あるいは基
準値以下であり、いずれも健康に影響を与える数値ではない

とされている１ミリ
シーベルトを大きく下
回りました。（平成28年

３ 月 末 現 在）（写真3-11-

132、 133）

　なお、基準値超過し
た加工食品１件につい
ては、販売前の段階で
検査を実施したため、
流通していません。

②　飲料用水
　市および市水道局は生活に欠くことのできない飲料水検査を実施しており、すべてが検出限界値未
満（不検出）でした。（平成28年８月末現在）

　甲状腺がん＝甲状腺は喉ぼとけの近くに位置し、新陳代謝をつかさどるホルモンを分泌する臓器で、女性に
発祥する乳頭がんが最も多くなっています。進行が遅く、症状が生涯出ない場合もあります。1cm 以下で症状
のない小さいがんでは、経過観察する場合があります。

■写真3-11-133　ゲルマニウム半導体検出器によ
　る食品などの放射性物質検査　〔平成26(2014)　年
　６月　いわき市撮影〕

■写真3-11-132　学校給食の放射線量検査(市
　平南部学校給食共同調理場)〔平成24(2012)年
　１月　いわき市撮影〕



−268− −269−

未来へつなぐ「いわき」ものがたり

③　農産物や一次農産加工品
ア　基準値を超えた場合は、出荷制限へ
　市はいわき産農産物の透明性を高めることにより、消費者の信頼回復を図るため、市内農業者が出
荷する農作物や一次農産加工品6,500体前後を対象に、毎年度JAと連携して安全確認モニタリング検
査（市内6か所）を実施しています。（写真3-11-134、 135）

　この結果、基準値である１kgあたり100ベクレルを超えた検体は、平成24(2012)年度10件、平成
25(2013)年度が２件、平成26(2014)年度が１件、平
成27(2015)年度はすべてが基準値以下、と低減して

■写真3-11-134　出荷農産物の検査　〔いわき市撮影〕

いることが分かります。この間、いずれも出荷を
自粛しています。（図3-11-45）

　農産物の出荷制限などについては、原子力災害
対策本部長（内閣総理大臣）が県に対して行っており、
野生キノコ、コシアブラ、ワラビ、ゼンマイ、タ
ケノコ、原木ナメコ（露地）、タラノメ（野生）の７
品目が対象となっています。（平成28年８月末現在）

　出荷制限などの解除にあたっては、いずれも一
定期間、市町村の複数箇所で検査結果のすべて
が基準値以下となり、解除指示を受けることが
必須となります。
　検査品目やその検査結果、採取地などの情報
については、いわき見える化プロジェクトの
ホームページ「見せます！いわき情報局」で見
ることができます。

④　自家消費用作物などの放射性簡易検査
　市は、出荷または販売などを目的としない自
家消費用の作物などを対象に、市内14か所（当

初21か所）において放射性物質の簡易検査を実施
しています。（写真3-11-136）

　この結果、基準値である１kg当たり100ベク
レル以下であった検体は、全体の90％前後で推
移しています。基準値を超えた作物で多かった
のは、シイタケ、タケノコ、イノシシニクなど
です。
　検査結果などの情報については、市公式ホー
ムページで公開しています。

■写真3-11-136　巡回スクリーニング検査（川前活性化セン 
　ター）〔平成23(2011)年11月　いわき市撮影〕

■写真3-11-135　米の全袋検査(JAいわき中部)〔平成24
　(2012)年10月　いわき市撮影〕
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⑷ 市除染実施計画に基づき、住宅や公園などを除染
① 市除染実施計画の変更と内容
　市は、これまで「除染に関する緊急実施基本方針」に基づき「市除染実施計画〈第1版〉」（平成23年

12月策定）、次いで「放射性物質汚染対処特措法」の施行に伴い、同第2版（平成25年3月策定）を策定し
ました。これに基づき、平成24(2012)年度から比
較的線量の高い川前、久之浜・大久、小川、四倉
の北部4地区の住宅およびその周辺を実施したの
に続き、計画的に市内全地区（一部区域を除く）に
実施範囲を広げています。（写真3-11-137）

　子どもにとって身近な生活空間などを優先的に
除染（保育・教育施設は平成25年度末までに、都市公園

は平成26年度末までに、それぞれ完了）してきました。
（写真3-11-138）

　こうしたなか、住宅除染ついて、仮置場の確保
に困難を極め、全体的な工程計画に遅れが生じたことから、実施時期を平成28年度まで1年延長した

■写真3-11-137　住宅除染（平地区）　〔平成28(2016)年1
　月　いわき市撮影〕

 

■図3-11-45　年度別いわき産農産物安全確認モニタリング検査の結果
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さらに平成26(2014)年度からは平、好間の両地区、平成27(2015)年度から三和、内郷、遠野、田人の
各地区、平成28年度から
は常磐、小名浜、勿来の
各地区において、それぞ
れ計画的に作業を進めて
います。（一部放射線量の

低い区域を除く）（図3-11-

46）

　このほか、事業所、道
路ともに平成28年度内に
は、除染実施計画区域内
の除染を終えることとし
ています。
　汚染土壌を除去した後
の仮置場確保については
困難を極めたことから、仮置場が確保できなかっ
た地区においては、当面、敷地内の現場保管によっ
て除染を進める一方、計画に基づき、仮置場や敷
地内現場からの中間貯蔵施設へ運搬していくこと
としています。（写真3-11-139）

ほか、除染方法などの実状に沿って一部見直した、同第
３版を平成26(2014)年10月に策定。また、平成28年3月
には、除去土壌などの中間貯蔵施設への運搬、管理、処
分などについて国が行うことに伴い、同４版を策定し、
引き続き、除染を実施しています。
　なお、子どもの生活空間のうち、除染実施区域外にあ
る生活環境（保育施設、教育施設など）においては、福島
県線量低減化支援事業補助金を活用した「子ども遊び場
除染事業」を実施しました。

②　住宅除染の進ちょくと除去土壌などの仮置場、搬出
　住宅の除染については、居住者や所有者と個別協議のうえ進める必要があることから時間を要しま
したが、これまで平成24(2012)年度から市北部の久之浜・大久、川前、小川、四倉の4地区を対象に、

■写真3-11-139　除去土壌などの仮置場　〔平成26(2014)　
　年12月　いわき市撮影〕

■写真3-11-138　高圧洗浄による除染作業(市立小
　名浜第三小学校)　〔平成23(2011)年8月　いわき
　市撮影〕

■図3-11-46　住宅除染の実施状況
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⑴　再生可能エネルギーを核とした産業振興
① 浮体式洋上風力発電の実証研究事業
　市は、継続的な雇用の確保や創出を図る観点から、太陽光、風力、木質バイオマスなど、再生可能
エネルギー関連を中心として産業振興を図ることとしています。
　このうち、市は、国・県と連携しながら、福島県沖で進められている浮体式洋上風力発電(ウインド

ファーム)の実証研究事業を契機として、同発電に関
する関連企業の誘致や関連産業の集積に取り組ん
でいます。
　実証研究事業の具体的な内容としては、平成
25(2013)年度から同27(2015)年度までの期間中、国
内初の本格的な実証実験により、実用化に向けた基
礎データの取得、安全・経済性などの検証、漁業と
の共生可能性の調査などを実施します。
　設置されたのは２メガワット級（平成25年度に設置）

および世界最大級とされる７メガワット級（平成27

年度に設置）の風車、それぞれ１基ずつ。福島県沖合
20km付近でそれぞれ運転を開始しており、実証研
究事業終了後は、福島県沖に民間主導による本格的
な風力発電市場を形成し、日本における風力発電の
拠点化をめざすこととしており、地元漁業者の理解
や小名浜港インフラ整備、経済性の確保という課題を克服することができれば、事業化に伴う関連産

業の集積や新規雇用の創出を図ることができ
るものと期待されます。（写真3-11-140）

②　復興交付金事業で地域集会施設を整備
　市は東日本大震災により改築を必要とする
地域集会施設を対象に、復興交付金事業の緊
急整備事業を活用し、福島産材（建物１㎡あた

り、0.22㎥以上使用）による木質バイオマス導
入施設の市立集会所として整備しました。対
象となったのは、永崎、関田、四倉13区、金
坂、中好間、後田、折戸、折松、本町(四倉)

の９施設。いずれも平成25(2013)年１月から翌年８月の間に整備しました。（写真3-11-141）

　大津波で被災した海岸部の金ケ沢、豊間、薄磯の集会施設については、震災復興土地区画整理事業
と併せて整備することとしています。

� ༠கۀاͱڵੜɾ෮࠶ͷۀ࢈

■写真3-11-141　本町（四倉）集会所の鍵引き渡し式　〔平成26
　(2014)年７月　いわき市撮影〕

■写真3-11-140　浮体式洋上風力発電施設が小名浜港
　藤原ふ頭で組み立て　〔平成27(2015)年６月　いわき
　市撮影〕
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⑵　既存地域産業の再生
① 回復基調はあるものの、まだ厳しい観光業の再生
　東日本大震災後、いわき市の観光交流人口は一時大きく落ち込みました。その後、回復しつつあり
ますが、震災前の平成22(2010)年と比べ、約７割程度の回復にとどまっており、依然として厳しい状
況が続いています。
　また、海水浴場など自然由来の観光資源は一部再開できていないことから、施設によって回復の差
が大きく、加えて、宿泊者のなかには復興にかかる作業員も含まれており、地域全体としてみると、
風評払拭、観光業の再生には至っていないのが現状です。（図3-11-47）

② 「いわき見える化プロジェクト」の取り組み
　市は、農林水産業および観光業における原発事故に伴う風評の払拭を図るため、農林水産業や観光

■図3-11-47　いわき市における観光客数などの推移

②　「いわき見える化プロジェクト」の取り組み
　市は、農林水産業および観光業における原発
事故に伴う風評の払拭を図るため、農林水産業
や観光業の従事者をはじめ、農協、漁協、(一社)
いわき観光まちづくりビューローなどの関係機
関・団体および、消費者目線から市産となる農
産物の魅力を発信していただく「いわき野菜ア
ンバサダー」の皆さんと連携を図りながら、「い
わき見える化プロジェクト」を展開しています。
（写真3-11-142）

　具体的には、消費者に本市の取り組みなどを知ってもらうバスツアー、さらには「いわき野菜アン

■写真3-11-142　「いわき農作物見える化プロジェクト　
　“見せます！いわき”」に農業関係者が集合　〔平成23　　
　(2011)年8月　いわき市撮影〕
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バサダー」からのお薦めの発信、地産地消によるオリジナルメニューを提供していただく「召しませ！
いわき　至福の一皿」のキャンペーンなど、消費者自身に安全・安心を判断していただくための正し
い情報、農林水産物や観光などの魅力といった、ありのままの「いわき」の“今”といわき産農産物
のおいしさを広く情報発信しています。（写真3-11-143、 144）

■写真3-11-143　市組織「見せる課」による「見せる
　課バスツアー」　農産物の検査体制と安全性を参加者
　にPR。　〔平成24(2012)年12月　いわき市撮影〕

■写真3-11-144　野菜大使「いわき野菜アンバサダー」が1,000名達
　成　〔平成27(2015)年11月　いわき市撮影〕

③ 漁業再開に向けた取り組みと「常磐もの」の魅力発信
　市の沿岸漁業は、東京電力㈱福島第一原子力
発電所の事故発生以降、操業自粛を余儀なくさ
れていますが、県などが実施しているモニタリ
ング調査の結果を踏まえ、平成25(2013)年10月
から、安全性が確認された魚種に限定し、流通
先の確保と出荷先での評価の調査などを目的と
した試験操業が開始され、徐々に対象魚種と海
域の拡大が図られています。出荷先も地元から
仙台、水戸、東京・築地市場などへ拡大。現在
も、安全性を最優先に対象魚種や海域、出荷先
を拡大しながら、本格的な漁業再開に向けて試験操
業が進められています。（写真3-11-145）

　市はこの状況を踏まえ、水産物の安全性を知って
いただくため、試験操業で漁獲された水産物のスク
リーニング検査結果の公表を行っています。平成
27(2015)年10月からは、水産物のおいしさ魅力を効
果的に発信するため、水産業の伝統、水揚げされる
水産物とその加工品のおいしさ、きまじめな水産関係
者を「常磐もの」として地域ブランド化し、消費者の
認知度向上を目的としたプロモーション事業を開始
するなど、風評の早期払拭と消費拡大を図っています。（写真3-11-146）

■写真3-11-145　東京・築地市場を表敬訪問　〔平成26
　(2014)年９月　いわき市撮影〕

■写真3-11-146　試験操業で水揚げされたキタムラサ
　キウニを「ウニの貝焼き」に加工して出荷　〔平成
　27(2015)年７月　いわき市撮影〕
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④ 多種多彩な観光誘客策を推進
　市は平成24(2012)年度から、団体旅行
をターゲットとして旅行エージェントの
ノウハウなどを活かした効果的な誘客に
取り組む「旅行商品販売促進支援事業」
および、個人手配旅行をターゲットとし
てネットクーポンを活用した「宿泊旅行
促進事業」を展開してきました。
　また、風評払拭とともに新生「いわき」
の魅力を発信し、首都圏をはじめ全国か
らの誘客につなげるため、「ふくしまデ
スティネーションキャンペーン」や首都
圏におけるポスター掲示、宮城県内にお
けるラッピングバスによる観光プロモー
ションなどを展開。「プロ野球オールス
ターゲーム」、「第７回太平洋・島サミッ
ト（いわき太平洋・島サミット2015）」、「い
わきサンシャインマラソン」など、ビッ
クイベントの開催を通じて多くの誘客を
果たすことができました。（写真3-11-147
〜149）

　平成28(2016)年度においては７月から
８月にかけて「第３回WBSC　U−15

（15歳以下）ベースボールワールドカップ
2016 inいわき」を開催、さらに通年事
業として、市制施行50周年を記念した「い
わきサンシャイン博」を開催しており、
市内観光関連事業者との連携により、よ
り多くの観光誘客・交流人口の回復に取
り組んでいます。（写真3-11-150）

■写真3-11-149　いわき市で開催されたプロ野球オールスターゲーム
　第３戦　〔平成25(2013)年７月　いわき市撮影〕

■写真3-11-147　ふくしまデスティネーションキャンペーンのオープニ
　ング（湯本駅）　〔平成27(2015)年４月　いわき市撮影〕

■写真3-11-148　毎年、全国から多くのランナーが来市する「いわき
　サンシャインマラソン」　〔平成27(2015)年２月　いわき市撮影〕

■写真3-11-150　世界各国からの代表が参加して、
　開催された「第3回WBSC U-15ベースボールワー
　ルドカップ2016inいわき」〔平成28(2016)年7 ～ 8
　月　いわき市撮影〕　
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⑶ 企業誘致対策
① さまざまな復興特区制度を活用
　市は、復興特区制度を有効に活用して、税制上の
優遇制度や各種規制緩和を講じるなど、企業の安定
経営と企業の新たな立地を促す仕組みづくりに積極
的に取り組んでいます。
　国の認定を受けた特区の内容は、次のとおりです。

ア　ふくしま医療関連産業復興特区（平成24年3月認

　　定）－県単独申請・県内全域対象
イ　ふくしま産業復興投資促進特区（平成24年4月認定、平成25年７月、農林水産業について追加認定）－県
　　といわき市を含む県内59市町村の共同申請により、市内では434件（341事業者）が指定（平成28
　　年３月末現在）を受けています。（写真3-11-151）

ウ　県保健・医療・福祉復興促進特区（平成24年4月認定）－県単独申請・県内全域対象
エ　県確定拠出年金復興特区（平成24年8月認定）－県と本市を含む県内59市町村の共同申請
オ　サンシャイン観光推進特区（平成24年11月認定）－本市単独申請。対象とする業種は８業種で、64
　　事業者76件（平成28年８月末現在）が指定を受けました。
カ　復興特区支援利子補給金関係（平成25年２月・11月、平成26年６月・10月、平成27年１月認定）－本市単
　　独申請
キ　津波被災地を対象とした商業特区（平成28年８月認定）−本市単独申請

② 国・県・市の企業誘致策
　市は、地域経済の活性化と雇用の確保を図るため、特区制度と国・県の補助金や市独自の奨励金な
どといった本市の優位性を最大限に活かしながら、県や県企業局などと連携し、企業訪問や立地セミ
ナー等の活動を行うことにより、企業の新・増設を促し、被災された方などの雇用につなげています。

ア　国津波・原子力災害被災地域雇用創出企業立地補助金－平成28(2016)年8月末日現在、市内で53　
　　件が採択を受けています
イ　県ふくしま産業復興企業立地補助金－平成28年8月末日現在、市内で85件が採択を受けており、
　　新規雇用者数は1,030人（計画値）となっています。
ウ　市工場等立地奨励金－平成24(2012)年度以降、平成28年8月末日現在で、市内で延べ約40件の申
　　請があります。
エ　市津波被災地域企業等立地奨励金－経済的・社会的基盤と市民のなりわいの再生を図るため、東
　　日本大震災による津波被災地域へ事業所を設置する事業者への奨励金の交付申請を、平成28年４
　　月から受け付けています。（ද3-11-11）

■写真3-11-●　どこでも人気の「フラおじさん」
　〔平成25(2013)年８月　いわき市撮影〕

■写真3-11-151　復興特区制度を活用して製造ライン
　を整備　いわき好間中核工業団地のいわき精機。〔平
　成25(2013)年８月　いわき市撮影〕
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① 原発避難者の受け入れ
　居住を制限された双葉郡の町村などからは多くの住民が避難し、市内への避難者数(原発避難者特例

法の避難住民数)は平成24(2012)年1月31日には2万人を超え、現在は約2万4,000人を受け入れています。
（図3-11-49）

③いわき四倉中核工業団地第2 期区域について
　県が、いわき四倉中核工業団地を「浜通りの復興工業団地」と
して位置付づけ、平成27(2015)年4月から第2期区域の造成に着手
しました。平成30(2018)年春の完成をめざして、平成28年度から、
団地本体の造成工事をはじめ、市が整備を担う関連公共施設の
整備が行われることになっており、その整備が着実に進展するよ
う、引き続き、県と連携して対応していきます。（図3-11-48）

10 ඃࡂଞ࣏ࣗମͱͷ࿈ڧܞԽ

■表3-11-11　市津波被災地域企業等立地奨励金の内容
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8 被災他自治体との連携強化 
(1) 原発避難者の受け入れと市外避難者への支援 

① 原発避難者の受け入れ 
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対象 
事業者 

津波被災地域内(※)で事業所を新設又は増設し、事業を行う事業者(風俗業を除く） 
※ 本市の震災復興土地区画整理事業区域、及び防災集団移転促進事業移転促進区域 

交付額 

区分 
交付要件 交付額  

投下固定資産 従業員 対象経費 交付率 限度額 
大企業以外 

（中小企業等） 
100 万円 

（内装のみ 50 万円） 
１人以上 

投下固定 
資産総額 

５％ 
５億円 

大企業 
2,700 万円 

（内装のみ 100 万円） 
５人以上 ３％ 

■図 3-11-● いわき四倉中核工業

団地・第 2 期区域完成予想図 

8 被災他自治体との連携強化 

■図 3-11-● 受け入れ避難者数の推移 
注) 1  避難者＝住民票を異動していない避難者（原発避難者特例法上の用語） 

2  12 市町村＝原発避難者特例法の指定市町村（本市を含め 13 の市町村） 

3  4 町＝町外コミュニティを整備する 4 町（浪江町、双葉町、大熊町、富岡町） 
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■図 3-11-● 受け入れ避難者数の推移 

注) 1 避難者＝住民票を異動していない避難者（原発避難者特例法上の用語） 

2 12市町村＝原発避難者特例法の指定市町村（本市を含め 13の市町村） 

3 4町＝町外コミュニティを整備する 4町（浪江町、双葉町、大熊町、富岡町） 

■図3-11-49　受け入れ避難者数の推移

■図3-11-48　いわき四倉中核工業団
　地第2期区域完成予想図
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② 市が「原発避難者特例法」に基づく「指定市町村」へ
　平成23(2011)年8月12日、「原発避難者特例法」が公布され、同日に施行されました。目的としては、

〔1〕市町村の区域外に避難している住民(避難住民)に対する適切な行政サービスの提供
〔2〕住所を移転した住民と避難元の自治体との関係
の維持という二つの課題に対応する措置を定めたもの
で、双葉郡のほか、いわき市など県内13市町村が指定
されました。これら市町村から住民票を異動せずに避
難している住民を受け入れた場合は、避難者に対する
一定の行政サービスについて、提供が義務づけられて
おり、避難者は避難先自治体から行政サービスを受け
ることができます。
　いわき市の場合は、市民が関東圏を中心に市外へ避
難している一方で、双葉郡などから多くの避難者を受け入れる立場となっています。

③ 情報発信や交流会への
職員派遣など、市外避難者
への支援
　市は平成23(2011)年12月、

「原発避難者特例法」に基
づき、「いわき市特定住所
移転者に係る申出に関する
条例」を制定し、市外への
避難者に対して、一日も早
くふるさと「いわき」へ戻っ
てもらうことを目的とし
て、県事業「ふるさとふく
しま帰還支援事業」を活用
し、広報いわき、放射線量
測定結果、除染の取組状況
など、いわき市の情報を毎
月郵送しているほか、避難
先自治体や避難者支援団体
などが開催する避難者交流
会へ職員を派遣し、現在の
いわき市の状況についての情報提供や、相談業務を実施しています。（写真3-11-152）

　これら情報発信などのほか、本市の食品の検査体制、健康管理など安全安心に向けた取組の結果、

■写真3-11-152　秋田市で開催された避難者交流会　
　　〔平成27(2015)年９月　いわき市撮影〕

■図3-11-50　いわき市民の市外避難者数の推移と避難先
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住民票を異動せずに市外に避難しているいわき市民(原発避難者特例法の避難住民)は、平成24(2012)年3
月31日には4,243人を数えましたが、その後は減少で推移し、平成28(2016)年8月1日には1,099人とな
りました。
　避難先の内訳でみると、関東地方が67.8％を占め、とりわけ東京都は関東地方の約51.0％、全体の
なかでも約34.6％を占めています。(図3-11-50)

(2) 双葉郡町村との共栄をめざして
① 双葉郡の町出先機関がいわき市に設置
　福島第一原子力発電所の事故により、法的に居住できない区域などを持つ双葉郡内の町村では、多
くの住民が市内に建設された応急仮設住宅や民間借上げ住宅などに入居していることから、行政の出
先機関が市内の各所に出張所や連絡事務所などを設けて住民などの便宜を図っています。

② 応急仮設住宅から復興公営住宅
へ、さらに町外コミュニティの協議
　応急仮設住宅(建設主体＝福島県)
は、市内で津波被害を受けた沿岸地
域に住む住民のためだけでなく、福
島第一原子力発電所の事故によって、
双葉郡から本市へ避難した多くの住
民(広野町、楢葉町、大熊町、富岡町、双葉町、

川内村の5町1村)のために、相次いで
市内各所に建設されましたが、早期
に避難者が安心して生活できる環境
づくりのため、市内17か所において、
県営による復興公営住宅の整備が進
められています。
　本市への整備計画1,768戸のうち平
成28(2016)年5月31日までに6か所(平

八幡小路、小名浜・永崎、常磐、常磐関船

町、内郷宮町、小川の各地区)で入居が開
始されており、残り11か所について
も、すべて平成29年度内に入居でき
るよう、整備が進められています。（図3-11-51）

　このように、多くの避難者を受け入れていることから、市は国に対し避難者の受け入れ側としての
特殊な状況を考慮するよう、要請しました。
　このうち、財政支援については、平成25(2013)年度避難者数1人当たりの標準的な受け入れ経費と

■図3-11-51　福島県が建設する復興公営住宅の整備状況

注）෋＝෋Ԭொ、大＝大۽ொ、૒＝૒༿ொ、࿘＝࿘ߐொ、̐ொଜڞ௨
ɹɹʢ෋Ԭொ、大۽ொ、૒༿ொ、࿘ߐொ）



−280−

ୈ �ষɹいわき市 ��೥の͋ΏΈ

−281−

して、標準的な行政経費を積み重ねた単価が年間約4万2,000円と算定され、避難者に応じて国から
の特別交付税を得ることとなりました。(平成28年度以降は、平成27年度国勢調査における避難者を含んだ人

口を用い、普通交付税で措置されることとなります。)

　また、長期避難者などの生活拠点として整備する「町外コミュニティ」については、浪江町、双葉
町、大熊町、富岡町の4町が「いわき市」に整備を進めています。
　具体的な町外コミュニティのあり方については、受入自治体の事情に応じた生活拠点の確保・整備
について検討する「長期避難者等の生活拠点の検討のための個別協議」(国・県・避難元4町・本市)など
において協議を進めています。

③ 双葉郡8町村との連携
　避難者の方々が、本市における避難生活を安心して続けていただくため、双葉郡8町村との連携を
深めていくことが重要であることから、「いわき市長と双葉郡8町村長との意見交換会」を定期的に
開催し、避難者の受入れに伴い発生した課題の解決に向け、国や県への合同要望等も実施しています。
　平成27(2015)年12月22日、に開催した意見
交換会では、これまで要望してきた案件のう
ち、実現可能となった3事業の概要について報
告し、今後の避難者の方々と市民の皆さんとの
共生に向けた取り組みについて意見交換しまし
た。（写真3-11-153）

　避難者の方々と市民の皆さんの交流が図られ
共生していけるよう、国や県に対して合同で要
望を行い、実現可能となった3事業については、
次のとおりです。

○コミュニティ交流広場整備事業
　鮫川河川敷公園にパークゴルフ場1コースを
　増設するほか、多目的広場や駐車場を整備（写

　真3-11-154）

○鹿島公民館交流施設整備事業
　鹿島公民館内の多目的スペースを活用し、面
　積約240㎡の小体育館(講堂)を整備
○北部清掃センター長寿命化事業
　避難者受入れなどにより、焼却ごみの発生量
が減少しないことから、廃止予定としていた北
部清掃センターの設備改良工事を行い、継続し
て使用

■写真3-11-153　いわき市長と双葉郡８町村長との意見交換  
　会　〔平成27(2015)年12月　いわき市撮影〕

■写真3-11-154　鮫川河川敷公園のパークゴルフ場　〔平成
　22(2010)年11月撮影　おやけこういち氏撮影〕
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①　原発事故をめぐるさまざまな市の対応
　平成23(2011)年3月における東京電力福島第
一原子力発電所の事故以来、東京電力㈱では汚
染水処理や使用済み燃料の取り出しなどさまざ
まな課題に対応してきましたが、未曽有の事故
であることから、その対応に苦慮し、多くの市
民が不安を抱くような事象が発生しています。
　このため、市長は同社本店を訪れ、県内すべての原子力発電所の廃炉決定や安全対策の確立、現場
作業員の労働環境確保、風評払拭のための継続的な支援などを申し入れるとともに、市長が構成員と
なっている「廃炉・汚染水対策福島評議会」においても、国や東京電力㈱に対して、同様の要望につ
いて申し入れを行っています。（写真3-11-155）

　また、平成27(2015)年10月19日には、原子力規制委員会の田中委員長と意見交換を行い、東京電力
の廃炉に向けた取組みをしっかりと監視するとともに、国の各省庁と連携していわき市を含めた浜通
り地域の復興に向けた取組みを実施するよう、依頼しました。

②　市地域防災計画(原子力災害対策編)と広域避難計画の策定
　事故のあった福島第一原子力発電所の廃炉作業および廃炉を求めている同第二原子力発電所の燃料
搬出作業は長期に及ぶものと考えられることから、市は万一の原子力災害に備えて、地域防災計画（原

子力災害対策編）を策定しています。
　同計画については、原発事故後、緊急時防護措置を準備する区域(UPZ＝一般的に原発からおおむね

30km)の市町村に策定が義務づけられており、市も同第二原子力発電所を対象とした暫定版を策定(平

成25年3月)し、さらには同第一原子力発電所を対象に追加するとともに、地震・津波などとの複合災
害時の対応や、大規模な災害を想定した市外避難を盛り込んだ内容に改訂(平成26 〔2014〕 年3月)しまし
た。
　平成27(2015)年には、国の原子力災害対策指針において、新たに同第一原子力発電所に対する防護
措置を実施する区域の範囲などが示され、県
もこれを受けて所掌の改定を行ったことから、
市地域防災計画(原子力災害対策編)も改訂(平成28

〔2016〕 年3月)。改訂版では、避難などの防護措
置の判断は緊急時モニタリングによる実測結果
に基づくことやUPZ区域外では災害の状況に
応じて屋内退避などの防護措置を判断し、プ
ルーム(気体状、または粒子状の放射性物質を含んだ

空気の一団)通過時の被ばくを避けるための防護
措置を実施する区域(PPA＝一般的に原発からおお

■写真3-11-155　「廃炉・汚染水対策福島評議会」　〔平成26
　(2014)年８月　いわき市撮影〕

11 େن໛֐ࡂྗࢠݪʹඋ͑ͯ

■写真3-11-156　小川地区における図上訓練の様子　〔平成  
　27(2015)年８月　いわき市撮影〕



−282−

ୈ �ষɹいわき市 ��೥の͋ΏΈ

−283−

むね50km)では距離による防護措置を定めないこととしました。
　広域避難計画については、県が同計画において具体的な避難先とその受け入れ側の隣接県や県内市
町村との調整を実施。市はその内容を踏まえ、東海第二発電所との同時被災を考慮した西方面、降雪
などの気象状況を考慮した南方面と、複数方向に備えた避難先を具体的に定めた「市原子力災害広域
避難計画」を、平成28(2016)年3月に策定しました。

③　原子力防災訓練の実施
　市は、地域防災計画(原子力災害対策編)に基づき、万が一の原
子力災害を想定した原子力防災訓練を平成25(2013)年度以降、
原子力発電所に近い北部地区から順次実施しており、これまで
毎年、久之浜・大久、小川、四倉、川前の地区において実施し
ています。
　訓練では「情報伝達」と「避難誘導」を組み合わせた「実動
訓練」、さらには「地区原子力災害避難計画」の実効性を確認
する「図上訓練」など、このほかには、小川地区では県と共催
で田村郡、三春町や河沼郡、柳津町への広域避難が行われました。（写真3-11-156、 157）

　市は、平成28(2016)年度中の供用開始をめざし、21世紀の森公園内に新たな救援物資の集積・分配
機能を担う災害時拠点施設を整備しています。
　物資の受け入れや保管、配分に円滑性を欠いた部分が
あった震災の教訓から、交通の利便性が高く、速やかに
大量の物資を市内各所に分配できるなど、初期対応の強
化が期待できることから21世紀の森公園に建設している
もので、大量の支援物資を効率よく受け入れ、迅速に被
災者に供給することが可能となります。（写真3-11-158）

　なお、同施設の有効利用を図るため、平常時には、ゲー
トボールやフットサルなどができる多目的屋内運動場と
して活用する予定です。

　いわき市は震災から5年となる集中復興期間を終え、総仕上げの段階となる復興・創生の段階を迎
えています。

■写真3-11-157　久之浜・大久地区におけ
　る実動訓練の様子　〔平成27(2015)年１月
　いわき市撮影〕

■写真3-11-158　災害時拠点施設の建設工事 （21世 
　紀の森公園）　〔平成28(2016)年８月　いわき市撮
　影〕

12 େن໛࣌֐ࡂͷ޿Ҭతͳ๷ڌࡂ఺Λ੔උ

1ú ౦೔ຊେ਒ࡂͷهԱɾه࿥Λະདྷʹ
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未来へつなぐ「いわき」ものがたり

　この間、原発事故による風評、廃炉の進ちょくなど、課題はまだまだ山積していますが、防潮堤の
かさ上げや津波防災緑地の建設などの復興を進めるとともに、被災した多くの市民は土地区画整理事
業の造成地や災害公営住宅へ移り、新たな生活を始めています。このように、元の活力を少しずつ取
り戻しつつあるなか、市は、大震災からの復興・創生を新たに誓いあうとともに、復興にまい進する
元気・底力を市内外に感じていただけるよう、一丸となって取り組んでいます。（写真3-11-159〜161）

　一方、震災の記憶や記録を風化させることなく、そこから学んだ教訓を、しっかりと後の世代、さ

らには世界中の人々に伝え続けていくことが、わたしたちの果たすべき使命であり、市は災害に強い
まちづくりを進めるとともに、未来のいわき人と地域をつなぐため「いわきの復興と飛躍に向けた“み
らい事業”」を基本理念とし、拠点施設の整備(平

たいら
薄
うす

磯
いそ

に設置)、震災関連資料の収集などの「市震災メ
モリアル事業」に取り組んでいます。（写真3-11-162）

　これからも、過去の経験や先人から受け継いだ英知を活かし、多くの方々の支援をバネに、ふるさ
といわきの力強い復興と創生の実現に向け、着実に歩み続けていきます。

■写真3-11-159　市地域防災交流センター久之浜・大    
　久ふれあい館における東日本大震災の展示　〔平成28
　(2016)年3月　いわき市撮影〕

■写真3-11-160　いわき追悼の祈りと復興の誓い　〔平
　成28(2016)年３月　いわき市撮影〕

■写真3-11-161　「がんばっぺ！いわき」オール日本
　キャラバンキャンペーン　〔平成23(2011)年４月　い
　わき市撮影〕 ■写真3-11-162　防災教育授業（市立豊間

　小学校）　〔平成27(2015)年４月　いわき市
　撮影〕
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東日本
大震災
東日本
大震災
年　表年　表

˙౦೔ຊେ਒ࡂʢ౦๺஍ํଠฏ༸ԭ஍਒ʤ࣌̎ޙޕû6෼、Ϛάχνϡʔυ
　Ā�÷、਒౓̒ऑʥ）͕ൃੜ

˙ʮ͍Θ͖֐ࡂࢢରࡦຊ෦ʯΛઃஔ
（ޙû÷෼લ࣌̏ޙޕ෦ʹେ௡೾͕ऻདྷʢ؛ւࢢ˙

˙෱ౡୈҰిൃྗࢠݪॴͰരൃ͕ൃੜʢø6೔ʹ͔͚ͯॏେൃނࣄੜ）

˙ʮࢧԉ෺ूࢿ഑ηϯλʔʯの։ઃΛܾఆ。ࢢ಺ආ೉ॴʹରͯ͠、ࢧԉ෺ࢿͳͲ
　Λ഑ૹʢʙ݄̔2÷೔）

஍۠ॅຽʹࣗओආ೉Λཁ੥ٱ೭඿ɾେٱ、ಠࣗの൑அͰࢢ˙
ηϯλʔͰ์ࣹઢεΫϦʔχϯάΛ։࢝ࢱ૯߹อ݈෱ࢢ˙

ಠࣗの൑அͰ、খ઒͓Αͼ઒લ஍۠のҰ෦ॅຽʹࣗओආ೉Λཁ੥ࢢ˙
˙੓෎͔Β、෱ౡୈҰిൃྗࢠݪॴの൒2ܘ÷ʙú÷ᶳݍ಺ॅຽの԰಺ୀආ͕ࣔࢦ
　ൃྩʢٱ೭඿ொ、�େٱொ、খ઒ொ、઒લொのҰ෦͕ର৅۠Ҭʹઃఆ）

˙ʮ͍Θ͖ٹ֐ࡂࢢԉϘϥϯςΟΞηϯλʔʯΛ։ઃ

˙೛්ɾû÷ࡀະຬのํʹ、҆ఆϤ΢ૉࡎの഑෍Λ։࢝
�
˙ৗ൬ࣗಈंಓ͍Θ͖தԝ *$ʵਫށ *$のҰൠं྆
　௨ࢭߦΊ͕ղআʢ෺ྲྀ͕ঃʑʹ࠶։）

˙੓෎͔Β、෱ౡୈҰిൃྗࢠݪॴの൒ܘ
　2÷ʙú÷ᶳݍ಺ॅຽのࣗओආ೉͕ଅ͞ΕΔ

˙Ոఉ͔Β出ͨ͝֐ࡂΈのड͚ೖΕΛ։࢝
�ʢʙฏ2û�̏�úø）　

３月11日（金）

３月12日（土）

３月13日（日）

３月15日（火）

３月16日（水）

３月18日（金）

３月21日（月）

３月25日（金）

３月30日（水）

平成23（2011）年
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未来へつなぐ「いわき」ものがたり

։࠶͸͝ΈऩूΛશ໘ࢢ˙
（Λ։࢝ʢʙฏ2û�̕�2ÿߦॻのൃ໌ূࡂ͸Γࢢ˙

Λ։ڈ͸ෑ஍಺ྲྀ出ΨϨΩのఫࢢ˙ ʢ࢝ʙ݄̓຤）

ͱ͢Δ਒౓̒ऑʢϚάχνϡʔυݯೆ੢෦Λ਒ࢢ˙
　���）の஍਒͕ൃੜ

�

Λ։࢝ڙ୐ʢຽؒआ上͛ॅ୐ͳͲ）ఏॅڙ͸Ұ࣌ఏࢢ˙

˙௡೾΍஍͢΂Γのඃࡂ஍۠Λআ͖、ࢢ಺ਫಓ͕΄΅෮چ

˙෱ౡୈҰిൃྗࢠݪॴの൒2ܘ÷ʙú÷ᶳݍ಺ॅຽの԰಺ୀආ͕ࣔࢦղআʢࢢ಺શ
　Ҭ͕ࠃͰఆΊΔؔൃݪ࿈の੍۠نҬ֎΁）

Λ։࢝ڙೕのఏڇ΁ύϯɾߍ಺શখɾதֶࢢ͸ࢢ˙

˙ʮ͍Θ͖ࢢ౦೔ຊେ਒ࡂ෮ڵຊ෦ʯΛઃஔ
（÷෺ղମのͨΊのਃ੥ड͚෇͚Λ։࢝ʢʙฏ2û�̏�úݐ͸ࢢ˙

（௕͕ఆΊΔࣗओආ೉۠ҬʯΛઃఆʢ઒લொのҰ෦ࢢಠࣗʹʮࢢ˙

˙ʮൃݪආ೉ऀಛྫ๏ʯ͕͞ߦࢪΕ、͍Θ͖ࢢ΄͔ø2ொଜ͕ࢦఆ

࠯಺の͢΂ͯのආ೉ॴ͕ดࢢ˙

˙ʮ͍Θ͖ࢢ෮ڵϏδϣϯʯΛࡦఆ

の৿ެԂͰʮ͕Μ͹ͬ΃ʂلੈ��˙
　͍Θ͖େ෮ࡇڵʯΛ։࠵�

˙ʮ͍Θ͖ࢢ෮ܭچըʯΛࡦఆ

˙ʮ͍Θ͖ࢢআછ࣮ܭࢪըʯΛࡦఆʢࡏݱ、ฏ2ÿ�̏ʙୈ̐൛）

４月４日（月）

４月６日（水）

４月11日（月）

４月12日（火）

４月16日（土）

４月20日（水）

４月22日（金）

４月25日（月）

６月１日（水）

７月５日（火）

８月12日（金）

８月20日（土）

９月30日（金）

10月１日（土）

10月18日（火）

12月21日（水）

12月26日（月）

ͱ͢Δ਒౓̒ऑʢϚάݯ஍Λ਒ྡۙ֎ࢢ˙
　χνϡʔυ6�û）の஍਒͕ൃੜ
͸ʮ͕Μ͹ͬ΃ʂ͍Θ͖　Φʔϧ೔ຊࢢ˙
　ΩϟϥόϯʯΛ͜の೔の౦ژ౎۠ߓ։࠵
　Λൽ੾ΓʹશࠃͰల։�

˙ʮ͍Θ͖ࢢ෮ܭۀࣄڵըʢҰ࣍）ʯΛൃදʢࡏݱ、ฏ26�øøʙ࢛࣍）
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˙ʮ̏�øø͍Θ͖௥ౣのفΓͱ෮ڵの੤͍　2÷ø2ʯΛ։ࢢ。࠵಺֤
　஍ʹ͓͍ͯ΋௥ౣࣜͳͲ͕։࠵ʢ以ޙ、ຖ年݄̏上०ʹ։࠵）

、೭඿ொ຤ଓ͓Αͼಉۚέ୔の྆஍۠Ͱٱ˙
　๷ஂूࡂҠసଅਐۀࣄʹ൐͏Ҡసઌの߹ಉ
࠵։͕ࣜ޻ى　

ΑΔʹۀࣄҠసଅਐஂूࡂ಺ॳͱͳΔ๷ࢢ˙
　ҠసઌҾ͖౉͠खଓ͖͕、ۋொਢլͰ։࢝

˙શࠃॳ、਒ࡂΨϨΩΛ࢖༻ͨ͠ՆҪւ؛
ʢฏԼେӽ）のւ؛అ๷͕׬੒

ڵ෮ࡂ਒ࢢ಺ॳのࢢ、ɾখ඿஍۠߹ಉͰؒؠ˙
　౔஍۠ը੔ཧۀࣄの҆શࡇئفΛߦڍ
ʢø2�øøʹٱ೭඿、ø2�øüʹ๛ؒɾബү、ø2�øÿʹ
　খ໊඿ߓഎޙ஍ʹ͓͍ͯ、ͦΕͧΕߦڍ）

˙෱ౡ༸上෩ྗ࣮ূۀࣄڀݚの։͕࢝ࣜ
　খ໊඿ߓͰ։࠵�

˙2÷øú年ϓϩ໺ٿΦʔϧελʔήʔϜୈ̏ઓ͕
　͍Θ͖άϦʔϯελδΞϜͰ։࠵

（Ӧॅ୐のड͚෇͚Λ։࢝ʢʙø2݄2û೔ެ֐ࡂࢢ˙

˙෮ڵಛผ۠Ҭ๏ʹͮ͘جʮࢢ෮ڵ੔උٞڠձʯ͕ઃཱ

˙͍Θ͖ࢢ௕͕ொ֎ίϛϡχςΟʹ͍ͭͯ૒༿̐܊ொ௕ͱҙ׵ަݟ�

ઃݐӦؔધஂ஍ʯのࢢӦॅ୐ʮެ֐ࡂ಺ॳͱͳΔࢢ˙
　ʹணखʢ以ࢢ、ޙ಺Ͱެ֐ࡂӦॅ୐のݐઃʹணख）

࠵։͕ࣜ޻ىの߹ಉچ෮֐ࡂ؛೭඿ொͰւٱ˙

˙ʮ͍Θ͖ࢢ஍Ҭ๷ܭࡂըʢ֐ࡂྗࢠݪରࡦฤɾ࢑ఆ൛）͓Αͼ֐ࡂྗࢠݪආ೉
ఆࡦ�ըʢ࢑ఆ൛）ʯΛܭ　

３月11日

６月７日

８月28日

10月29日

11月７日

３月13日
３月27日
６月10日

７月13日

７月22日

10月22日

10月31日

11月24日
12月１日

˙ඃूཱࢢͨ͠ࡂձॴΛڙ༻։࢝ʢ以ޙ、ॱ࣍ڙ༻։࢝）

平成24（2012）年

平成25（2013）年
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未来へつなぐ「いわき」ものがたり

։࢝ډӦॅ୐ʮؔધஂ஍ʯのೖެ֐ࡂࢢ˙
ʢ以ࢢ、ޙ಺֤஍ҬͰೖډ։࢝）

˙͍Θ͖ԭのۀૢݧࢼͰਫ༲͛͞Εͨڕհྨ͕ޙނࣄൃݪॳΊͯங஍ࢢ৔ʹ出ՙ

˙;͘͠·෮࠶ڵੜಓ࿏ͱͯ͠ۀࣄΛਐΊΔখ໊඿ಓ࿏のத৺ߌઃஔ͕ࣜ、ઘொ
࠵ਢ໺஍಺Ͱ։ࠇ　

ྗࢠݪ͸খ઒஍۠Ͱࢢ˙
࿅܇උ͑ͨਤ上ʹ֐ࡂ　
　Λ࣮ࢪʢಉ2ü೔͔Βٱ
　೭඿ɾେٱ஍۠Ͱ࣮ࢪ）

໛の௡೾ʹΑΔنେ࠷͸ࢢ˙
　ਁਫҬΛࣔͨ͠、ࢢಠࣗの
　௡೾ϋβʔυϚοϓΛެද

࠵౔ඨೖΓΛ։ئفڵ૯߹ମҭؗͰ෮ཱࢢ˙

˙ΧλʔϧϑϨϯυۚجΛࢢ、͠༺׆ମڭࡁܦܕݧҭࢪઃʮ&MFNʢΤϦϜ）ʯ
　Λ։ઃʢฏࣈಊࠜொ）

˙ඃࢧऀࡂԉͱͳΔөըʮ௒ߴ଎ʂަۈࢀ୅ʯ
　͕෧੾Γʢ਺ଟ͘のөը৆Λड৆）

஍۠ٱ೭඿ɾେٱʮ͖ͨͯٞ͠ڠձͱٞڠࡦରڵ஍۠෮ٱ೭඿ɾେٱ、ݝ͸ࢢ˙
　෮ڵάϥϯυσβΠ�ϯʯΛൃද

ΓͰ׈ΑΔ஍ʹࡂ͸౦೔ຊେ਒ࢢ˙
　ৗ൬੢ڷொ஧ଟஂ஍ʹൃྩ͍ͯ͠
　ͨආ೉ࠂקΛղআ

３月１日

４月17日

５月９日

５月28日

６月21日

８月７日

８月28日

９月16日

10月28日　
12月17日　

ྃ׬೭඿ொ຤ଓ、ۚέ୔Ͱٱ、͕ࣄ޻ΑΔ଄੒ʹۀࣄҠసଅਐஂूࡂ๷ࢢ˙
　ʢ�����ʹ͸ࣈ໊ߐ૸出）

平成26（2014）年
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ࡊ෺のັྗΛ৘ใൃ৴͢Δ໺࡞͸೶ࢢ˙
　େ࢖ʮ͍Θ͖໺ࡊΞϯόαμʔʯೝఆ
　ηϛφʔΛ։࠵

ʹ४ج༺Խௐ੔۠Ҭʯの৽ӡ֗ࢢ͸ʮࢢ˙
઒ॅ୐ஂ஍ߥըのʮฏ上ܭ஍۠、͖ͮج　
　஍۠ܭըʯΛൃද

༌ૹΛ։࢝ݧࢼઃ΁Ԛછ౔৕ͳͲのࢪ಺ͰॳΊͯ、தؒஷଂࢢ˙

Ӧॅ୐のෑ஍Λॅ୐Խ͢Δࢢ͸ೆന౔ஂ஍Ͱࢢ˙
　ϞσϧۀࣄΛ։࢝

ؒؠಇͰʮখ඿ɾڠ੓۠ʯͱߦؒؠ੓۠ɾߦ͸ʮখ඿ࢢ˙
　෮ڵάϥϯυσβΠϯʯΛࡦఆ

１月17日

３月26日

３月27日
４月２日
５月18日

５月22日

６月２日
７月11日

７月21日

９月１日
　
10月８日

のࢢ、͠࡯ࢹΛگঢ়ڵಉ൲఼྆Լ͕෮ࢠଠߖ˙
　ʮͱ·ͱϥϯυ͍Θ͖ʯͰੜऀ࢈Λܹྭ

˙খ໊඿ߓͰ৽͍͠খ໊඿ࢢڕ৔͕
Λ։࢝༺ڙ　

˙ʮୈ̓ճଠฏ༸ɾౡαϛοτʢ͍Θ͖ଠฏ
　༸ɾౡαϛοτʢ2÷øü）ʯ͕͍Θ͖ࢢͰ։
（஍๚໰ࡂʢ௡೾ඃ࠵　

の۠޻ݪ஍۠খؒؠ಺ॳͱͳΔࢢ˙
　౔஍۠ը੔ཧ׬͕ۀࣄ੒

·͸ʮւ·ͪɾͱΑࢢ˙
ಇͰڠຽձٞʯͱࢢ　
　ʮͱΑ·஍۠෮ڵະདྷ
ఆࡦըʯΛܭ　 ˙஍਒ͱ௡೾Ͱ൒յͱͳཱͬͨࢢ

ຽαʔϏࢢ໊ߐࢢຽؗͱެ໊ߐ　
　εηϯλʔのҠస͕׬੒

平成27（2015）年
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未来へつなぐ「いわき」ものがたり

࿅͕઒લ஍۠Ͱ։࢝܇ࡂ๷ྗࢠݪ˙

˙௡೾Ͱඃ͠ࡂ、Ҡస͢Δ๛ؒதֶߍのࣷߍ
　վஙߦڍ͕ࣜ޻ى
˙ඃٱ3+ͨ͠ࡂϊ඿Ӻલʙݝಓٱ೭඿ߓઢの
　۠ҬΛܗ؍ܠ੒ॏ఺஍۠ʹࢦఆ

ொਢլʯۋ૸出ʯʮࣈ໊ߐ੻஍ʮ຤ଓʯʮۚέ୔ʯʮۀࣄҠసଅਐஂूࡂ͸๷ࢢ˙
　の̐஍۠Ͱۀا༠கΛਐΊΔͱൃද

˙௡೾ඃ֗ࢢࡂͱͯ͠͸ݝ಺ॳͱͳΔ
੒׬͕ۀࣄ౔஍۠ը੔ཧࡂ೭඿਒ٱ　

ηϯλʔྲྀަࡂ஍Ҭ๷ࢢ೭඿ொʹʮٱ˙
੒׬Ε͍͋ؗʯ͕;ٱ೭඿ɾେٱ　

಺øú஍۠͝ͱʹආ೉ઌΛఆΊͨࢢ͸ࢢ˙
　ʮ޿֐ࡂྗࢠݪࢢҬආ೉ܭըʯΛެද

˙দέԬެԂのެԂ੔උ͕ऴྃʢୈҰެԂ͕
（ΈࡁԂ、ୈೋެԂ͸ฏ੒2þ年݄̐ʹ։Ԃ࠶　
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　市制施行50周年を迎えたこの年は、東日本大震災から５年を経て、復旧、復興から創生へ向かう転
換の年ともなりました。
　市はさまざまなかたちで50年を祝うとともに、市のあり方や将来が問われる時となりました。
　このようななか、市は平成23(2011)年度から同32(2020)年度までを期間とする、市総合計画基本構想
の後期基本計画（後半10年間）の中間点にあたることから、平成28(2016)年度には、東日本大震災の影響や、
社会経済情勢の変化などに適切に対応するとともに、計画期間のその先を見据え新たな視点をも加え
た、ふるさと・いわき21プランの「改定後期基本計画」を策定するとともに、少子高齢化や人口減少
という大きな課題を踏まえ、「いわき創生」に向けた「いわき創生総合戦略」を策定しました。
　また、平成32(2020)年におけるオリンピック・パラリンピック東京大会に向けた諸準備が進むなか、
市においても、これを支援し、参画する組織づくりが進みました。

■写真3-12-1　いわきの「いいね！」動画コンテスト表彰式
　〔平成28(2016)年２月　いわき市撮影〕

■写真3-12-3　いわき駅北口交通広場竣工式　〔平成28(2016)
　年３月　いわき市撮影〕

■写真3-12-2　松ヶ岡公園リニューアルオープンのテープ
　カット　〔平成28(2016)年３月　いわき市撮影〕

■写真3-12-4　いわき創生戦略会議　〔平成27(2015)　年
　6月　いわき市撮影〕

①

②

③

④
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■写真3-12-5　JRとまとランドいわきファーム栽培開始・ワン
　ダーファームグランドオープン（四倉町）〔平成28(2016)年５
　月　いわき市撮影〕

■写真3-12-8　市議会発足50周年を記念して、“アロハ議会”
　でスパリゾートハワイアンズのフラガールが登場〔平成28
　(2016)年6月　いわき市撮影〕

■写真3-12-9　市内球場で開催された「第3回WBSC U-15
　(15歳以下)ベースボールワールドカップinいわき」 〔平成28
　(2016)7 ～ 8月　いわき市撮影〕

■写真3-12-5　JRとまとランドいわきファーム栽培開始・ワン
　ダーファームグランドオープン（四倉町）
　〔平成28(2016)年５月　いわき市撮影〕

■写真3-12-7　新舞子フットボール場がオープン　〔平成　　
　28(2016)年５月　いわき市撮影〕

■写真3-12-6　いわき
　バッテリーバレー構
　想の推進に向け、人
　型ロボット「ペッ
　パー」がお目見え
　（研修中）　〔 平 成28
　(2016)年５月　いわ
　き市撮影〕
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　平成23(2011)年３月11日、いわき市は大地震、大津波、原子力発電所事故と、未曽有の災害に襲
われましたが、市は市民とともに一日も早い復旧・復興をめざし、ハード整備に力を注ぐ一方で、
幅広い交流を通じて市内外からの多くの温かい支援に報いるため、関係者などの協力により国内外
の大きな会議やスポーツ大会のいわき市開催に向け、努力してきました。
　この結果のひとつとして、平成27(2015)年５月、今回で７回目となる「太平洋・島サミット（いわ

き太平洋・島サミット2015）」が、いわき市において開催されました。（写真3-12-10）

　このサミットは、国際社会において日本を支持してくれる重要なパートナーである太平洋の島国
との関係強化と、共に島国の発展に取り組むため、３年に１度、日本に島国の首脳を招き、経済協
力や環境問題などについて話し合う国際首脳会議で、スパリゾートハワイアンズをメイン会場に、
日本、島国14 ヶ国、オーストラリア、ニュージーランドの17か国の首脳などが参加して開催され
ました。
　安倍総理は開会式の基調演説のなかで、各国からの支援に感謝を述べ「北西太平洋の島国・日本
の、地震と津波、原発事故を耐え、力強く甦りつつあるいわきから、太平洋のすべての友人にひと
つの誓いを送ります」と、復興への取り組みを強調。このあと「福島・いわき宣言－共に創る豊か
な未来」の宣言が採択されました。
　市の主催行事では、市内津波被災地のひとつである平薄磯地区の視察を行い、安倍総理夫妻やパ
ラオ大統領夫妻による献花が行われました。このほか、藤原小学校を会場に、各国首脳の配偶者を
対象として、小中学生や高校生で組織した「いわき太平洋・島サミット2015応援隊」との交流の機
会がもたれ、また、サミット会場付近では参加国の国旗を記した手旗や横断幕を掲げて盛大に歓迎
の意を示すなど、心からのもてなしに努めました。（写真3-12-11）

■写真3-12-10　各国の首脳が集まった「太平洋・島サミット（いわき太平洋・島サ
　ミット2015）」　〔平成27(2015)年5月　内閣広報室提供〕

　幅広い交流により、いわき市を世界に発信
　IWAKI 　平27・2015　「第７回太平洋・島サミット」が開催／H28・2016
　「第３回WBSC U－15ベースボールワールドカップ2016inいわき」が開催

ୈ �ষɹいわき市 ��೥の͋ΏΈ
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　こうした世界的な会議を通じて、い
わき市の安全性を印象づけるとともに、
未曽有の災害を乗り越えて復興に向け
て力強く進む姿を実際に見ていただい
たことは、サミット開催の大きな成果
であり、「福島・いわき」の姿を国内外
に広く発信する機会となりました。
　平成28(2016)年４月には、15か国か
ら原子力や廃炉分野の専門家、研究者
など約650人が参加して、東京電力福
島第一原子力発電所の廃炉を考える

「第１回福島第一廃炉国際フォーラム」
がホテルハワイアンズで開催されました。５つのテーマごとのセッションではさまざまな意見が交わ

され、課題や展望について理解を深める会議となり
ました。（写真3-12-12）

　平成28(2016)年７月29日から８月７日までは、世
界野球・ソフトボール連盟（WBSC）の主催による「第
3回WBSC　U−15（15歳以下）ベースボールワール
ドカップ2016 inいわき」が、いわきグリーンスタ
ジアムなど市内３球場で開催され、熱戦が繰り広げ
られました。（写真3-12-13、 14）

　この大会は、隔年に実施されているもので、今回
３回目で初めての日本開催となりました。参加した
のは、キューバやアメリカなど、日本を含めて全世

界12の国と地域の各チーム。大会を
通じて、いわき市だけでなく、福島、
東北の復興などを世界に発信するこ
とができました。

■写真3-12-11　「いわき太平洋・島サミット2015」で各国首脳などを歓迎
　〔平成27（2015）年５月　いわき市撮影〕

■写真3-12-13　世界の代表がいわきに集って「第3回WBSC U-15(15歳以
　下)ベーボールワールドカップ2016inいわき」が開催〔平成28(2016)年7
　～ 8月　いわき市撮影〕

■写真3-12-12　東京電力福島第一原子力発電所の廃炉
　を考える、初の国際フォーラム（ホテルハワイアンズ）
　〔平成28(2016)年４月　経済産業省資源エネルギー庁
　提供〕

■写真3-12-14　U-15ベースボールワールドカップ
　の応援キャラクター「フラ・たまみ」とラッピン
　グバス〔平成28(2016)年5月　いわき市撮影〕
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　市立総合磐城共立病院は、まだ戦
後の混乱が尾を引く昭和24(1949)年
に、産業復興公団による炭鉱総合病
院として建設されましたが、その後、
一般住民を対象とした病院へ転換と
いう国の方針を受け、当時の平市や
石
いわ

城
き

郡
ぐん

各町村による一部組合組織の
病院として、昭和25(1950)年11月に
開設しました。（写真3-12-15）

　開設後は、病院運営は関係者の努
力により、診療科目や病床数の増

加、設備の充実が図られ、いわき地方の中核病院として成長してきました。昭和41(1966)年10月、
14市町村の合併により、その運営がいわき市に引き継がれた後も、昭和42(1967)年５月には外来
棟、昭和50(1975)年５月には中央病棟、昭和55(1980)年３月には放射線病棟を建設、同年４月には
救命救急センターを開設したほか、平成21(2009)年９月には地域医療支援病院として、また、平成
26(2014)年８月には地域がん診療連携拠点病院として指定を受けるなど、施設・設備の充実を図り
ながらさまざまな機能を加え、市内はもとより、本県浜通り地域、さらには茨城県北部の広範な地
域の中核病院としての役割を果たしてきました。
　しかし、近年の病院施設の老朽化への対応やこれまでの増改築により分散された施設配置の解消
に加え、東日本大震災の経験を踏まえた災害対応力の向上を図り、地域の中核病院として、将来に
わたり安全・安心な医療を提供する必要があることから、病院の全面的な建て替えの検討に着手し、
平成22(2010)年６月、新病院建設に係る基本構想づくり懇談会を設置し、翌年２月の同懇談会から
の提言を受け、平成24(2012)年３月に「新病院基本構想」を策定しました。
　同構想のうち、「新病院の立地」では、現在地を含む市内５か所について、さまざまな角度から
検討を行った結果、内郷御厩町地内の現在
地とすることで決定し、現在の建物で診療
を行いながら、敷地内に新病院を建設して
いくこととしました。
　さらに、平成24年12月には新病院構想を
具体化した「新病院基本計画」を策定。東
日本大震災の体験を踏まえ、免震構造を採
用するなど災害対応の強化を図るほか、診
療面においては高度・先進医療や救急医療、
さらには周産期母子医療の充実に加え、総

　地域医療の中核を担う新病院を建設
　　IWAKI 　平28・2016　市立総合磐城共立病院の新病院建設工事が起工

■写真3-12-15　開設当時の磐城共立病院　〔昭和25（1950）年11月　『い
　わき市立総合磐城共立病院三十年史』から引用〕

■写真3-12-16　新病院建設工事の起工式〔平成28(2016)年２
月　いわき市撮影〕
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合診療科を新設することとしました。
　平成26年２月には、施設整備の基本となる「新病院基本設計」を公表。「機能的で使いやすい病院」「災
害に強い病院」「患者中心の病院」「働く人にとって魅力ある病院」を設計コンセプトとし、具体的には、
建物は鉄骨造り、一部鉄筋コンクリート造りの13階建てで、屋上にヘリポートを備え、診療科は25科、
総病床数は、双葉郡などからの本市への避難者の帰還が不透明な状況にあること等を踏まえ、増床し、
700床としました。
　この基本設計を基に公募型プロポーザルにより事業者を選定し、同年９月には設計・施工一括発注
による事業契約を締結しました。
　その後、平成27(2015)年11月には、基本設計の完成後に「地域がん診療連携拠点病院」の指定を受
けたことなどを踏まえ、さらに診療機能の充実を図ることとした「新病院実施設計」を公表しました。
　平成28(2016)年２月には、新病院建設工事の起工式を行い、平成30(2018)年12月の新病院開院と平
成32(2020)年度末までのすべての事業完了をめざし、医療スタッフの確保に努めながら、事業の着実
な推進を図っていくこととしています。（図3-12-1、 2、 ද3-12-1、 写真3-12-16）

 

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

新病院

造成

既存施設解体

工事ステップ

実施設計 本体工事 新病院開院

1期造成 2期造成

2期解体1期解体

新病院建設期間 既存病院解体・造成期間

(新病院開院後)

準
備

年度(平成)
病院工事過程

　■図3-12-2　新病院の完成イメージ図（玄関ホール）

■表3-12-1　新病院建設の事業スケジュール

■図3-12-1　新病院の完成イメージ図（外観）



　「いわき・ステキ・半世紀」
　　IWAKI 　平28・2016　市制施行50周年を祝う

−296−

ୈ �ষɹいわき市 ��೥の͋ΏΈ

−297−

　平成28(2016)年10月1日に市制施行50周年を迎えたいわき市は、記念すべき年を迎えるに際し、
市民とともに祝い、さらなる飛躍・発展に向かい躍動する契機とするため、1年間にわたるさまざ
まな市制50周年記念事業をスタートさせました。
　記念事業の実施にあたり、50thシンボルフレーズと50thシンボルマークをそれぞれ公募しました。
　この結果、シンボルフレーズには市内外から237点の応募があり、審査の結果、木下はるみさん

（永崎在住）の作品が最優秀賞に選ばれ、この作品を基にした「いわき　ステキ　半世紀」が決定し
ました。シンボルマークには市内外から212点の応募があり、審査の結果、岩谷洋平さん（泉町在住）

の作品が最優秀賞に選ばれ、この作品を基に、シンボルマークを決定しました。（写真3-12-17、 図
3-12-3）

　50周年各種事業に先立ち、平成
27(2015)年5月 に は、「 市 制 施 行50
周年記念事業プレゼン大会」を実
施。市民の皆さんから96件の募集
があり、審査の結果15組がプレゼン
テーションに臨み、最優秀賞の「第
63回いわき花火大会」のほか「磐
城平城復元『一夜城』プロジェク
ト」「いわきを繋ぐプロジェクショ
ン・マッピング」「おどれ！いわき
のtraditional cultureと共に」「小
名浜『胃・飾・縦』プロジェクト「い
わき駅の発車メロディーをご当地
化」「『いわき市産業復興祭』の開催」
が選ばれ、可能な限り提案の内容に
沿ったかたちによる実現をめざす

ことになりました。（写真3-12-18）

　これらプレゼン事業を含め、記念事業の中核となる
「いわきサンシャイン博」は年間を通じて、市全域を
博覧会会場に見立て、各種観光施設や地域のイベント
などを組み合わせて魅力的なプログラムを構築し、い
わきの魅力を市内外の皆さんに発信しようとするもの
で、キャッチコピーを「地域で『観る』『学ぶ』『交流
する』ことによって『人』が輝くいわきサンシャイン
博」としました。

デ
ザ イ ン の コン セ

プ
ト

ɹຊࢢʹଘ͢ࡏΔ༷ʑͳεςΩͳ΋の͕ͨͪɺࢢのັྗΛൃ৴͍ͯ͘͠Π
ϝʔδΛγϯϘϧԽ͠ɺຊࢢのଟ༷ੑΛද͢ݱΔͱͱ΋ʹɺࢢຽの৺のஆ
͔͞ͱւɺࢁɺͦͯ͠ଠཅʢαϯγϟΠϯʣͱ͍ͬͨ๛͔ͳࣗવͱԹஆͳ
ɻ͢·͍ͯ͠ݱのಛ௕Λ৭ͰදࢢΕͨຊ·ܙʹީؾ
ɹͳ͓ɺதԝの��のจࣈ͸ 1�のύʔπͰߏ੒͞Ε͓ͯΓɺຊࢢ�1͕ࢢொ
ଜのେಉ߹ซʹΑΓ஀ੜͨ͜͠ͱΛද͍ͯ͠·͢ɻ

■写真3-12-17　50thシンボルマーク、　シンボル
　フレーズの表彰式〔平成28(2016)年1月　いわき
　市撮影〕

■図3-12-3　50thシンボルマーク
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■表3-12-2　主な市制施行記念事業一覧

　平成28年4月、21世紀の森公園で開催した、
いわきサンシャイン博のオープニングイベント
では、盛りだくさんのステージイベント開催の
なかで、年間を通して楽しめるイベントやプロ

グラムが紹介されました。（写真3-12-19）

　市制施行50周年記念の開催事業は50種で、平成
28年4月1日から平成29(2017)年3月31日までの1年
間を通じて実施することとしており、「絆・交流」「ま
ち力向上」「郷土愛」「未来・夢・希望」「魅力発信」
の5つのキーワードで分類しています。主な内容
は次のとおりです。（ද3-12-2、 写真3-12-20〜22）

■写真3-12-18　 市制施行50周年記念事業プレゼン大会〔平
　成27(2015)年5月　いわき市撮影〕

■写真3-12-20　「いわき‘夢プラン’コンテスト」 
　を開催　〔平成28(2016)年7月　いわき市撮影〕

■図 3-12-5 主な市制施行記念事業一覧 

絆・交流 ・市民プレゼン大会（平 28.7） 

・おどり！いわきの traditional culture と

共に(平 28.8)※ 

・中核市サミット 2016 in いわき（平 28.10） 

・第 8 回いわきサンシャインマラソン(平 29.2) 

ま ち 力 向

上 

・いわきサンシャイン博（平 28.4～29.3） 

・小名浜「胃・飾・縦」プロジェクト（平 28.4

～29.3）※ 

・市制施行 50 年連携（名称使用）事業（平

28.4～29.3） 

・（第 63 回）いわき花火大会（平 28.8）※ 

・いわきバッテリーバレーフェスタ 2016（平 28.9） 

郷土愛 ・伝えたい誇れるいわき醸成事業（平 28.4 

～29.3) 

・磐城平城復元「一夜城」プロジェクト（平

28.4～10）※ 

・50 周年記念誌の編集・発行（平 28.10） 

・50 周年映像記録の制作・配信（平 28.10） 

・原動機付自転車に係るオリジナルナンバープレー

ト作成交付事業（平 28.10～） 

未来・夢・

希望 

・第３回ＷＢＳＣ Ｕ－15 ベースボールワー

ルドカップ 2016 in いわき（平 28.7～8） 

・みらいを描くわかもの創生会議（平 28.9） 

 

魅力発信 ・映画「超高速！参勤交代リターンズ」の応

援（平 28.9～平 29.3） 

・市制施行 50 周年広報 PR 事業（平 28.4～29.3） 

・いわき駅の発車メロディご当地化（平 28.10）※ 

注) 1 ※は平成 27 年 5 月に実施した、市制施行 50 周年の市民プレゼン大会における提案事業。 
2 事業名、開催月日が変更になる場合があります。 

 

■写真3-12-19　いわきサンシャイン博のオープニングイベン
　ト〔平成28(2016)年4月　いわき市撮影〕
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　いわき市が誕生して半世紀。市はこの大きな節目に際し、多
彩なイベントを繰り広げることによって、東日本大震災で大
きな被害を受けたいわき市の復興する姿や魅力を、観光客を
はじめ市内外の人々との交流を通じて発信するとともに、市
民にも地域の魅力を再発見していただき、将来に向け地域が
それぞれ輝きを放つ、成熟した都市をめざす契機としました。

【特別表彰】
　市制施行から50年にわたる本市の振興発展を支えてこ
られた市外在住の方々並びに歴代の市長および議長の功績を称えるため、市制施行50周年記念式典に
おいて特別表彰を行います。受賞者は次のとおりです。

○市外在住者表彰（4名）＝各分野において特に顕著な功績を収め、本市の振興発展に多大な貢献の
　あった市外在住の方
・小林研一郎氏
　　本市出身の日本を代表する世界的指揮者としての活躍は、本市の大きな誇りであり、また、音楽
　を通じて本市の文化振興に貢献されています。
・童門冬二氏
　　平成9(1997)年のいわきヒューマンカレッジ開学当初より学長として尽力し、本市の生涯学習の
　振興と文化の向上に貢献されています。
・前川盛太郎氏
　　秋田県由利本荘市（旧岩城町）との親子都市締結（昭和61 〔1986〕 年）に尽力し、両市の絆を深める
　ために貢献されています。
・スーザン・ロバーツ氏
　　オーストラリア クイーンズランド州タウンズビル市との国際姉妹都市締結（平成3 〔1991〕 年）に
　尽力し、市民の国　際交流の理解促進および異文化体験などに大きく貢献されています。

○歴代市長および歴代市議会議長表彰（10名）

   平成8(1996)年10月1日（市制施行30周年）以降の歴代市長および歴代市議会議長

■写真3-12-21　「磐城平城復元『一夜城』 
　プロジェクト」のさくらまつり　〔平成
　28(2016)年4月　いわき市撮影)

■写真3-12-22　いわき花火大会　〔平成28(2016)年8月
　いわき市撮影〕
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■写真5-中扉1　平（現いわき）駅前通り　〔昭和41(1966)年　いわき市撮影〕

■写真5-中扉2　いわき駅前大通り　〔平成27(2015)年7月　いわき市撮影〕

　昔撮った写真と同じ場所から、点をつなぐように時代を経て撮影する「定
点撮影」。簡単なように思えますが、実際は案外難しいのです。昔撮った場
所の丘がなくなった、木が高く茂って視界が遮られたなど、さまざま。この
ように社会変化や自然改変のため、つなぐことができないことがありますが、
社会変化のなかで、新たに象徴的な場所として出現することもあります。こ
れら写真の過去をめぐるのは懐かしい記憶と結ぶことができますが、一方、
将来の新しい１枚は、豊かなまちの創造をみせてくれる可能性を持っていま
す。いずれにしても、つないだ写真の彼方に見えるのは未来です。

●明治～ 大正～●昭和～平成
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前

■写真5-平1-1　平（現いわき）駅前　2代目の駅ࣷが完成した後の絵  
　はがき写真です。人力車、自働電話（公衆電話）、郵便ポストなどが
　見えます。　〔昭和時代初期　郵便絵はがき　佐々木商店発行〕

■写真5-平1-2　平（現いわき）駅前　駅ࣷ老ٺ
　化が進み、改築直前の写真です。　〔昭和47
　(1972)年11月　いわき市撮影〕

■写真5-平1-3　平（現いわき）駅前　3代目の
　駅Ϗル「愛称・ϠンϠン」です。　〔平成6
　(1994)年10月　いわき市撮影〕

■写真5-平1-4　いわき駅前　駅ࣷ前にバスプー
　ルを配置したため、4代目駅ࣷは写真から見て
　後方に移動しました。　〔平成27(2015)年7月
　いわき市撮影〕
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平
市
街
（
駅
前
周
辺
）

■写真5-平2-4　平市街（駅前周辺）　駅前再開発Ϗル 
　「ラトϒ」は平成19(2007)年10月に完成しました。　〔平
　成27(2015)年5月　いわき市撮影〕

■写真5-平2-2　平市街（駅前周辺）　戦災
　で市街が焼け出されたため、土地区画整理
　事業による街づくりが行われ、駅前大通り
　が で きました。　〔 昭 和27(1952)年７月
　松本正平氏撮影・松本正夫氏提供〕

■写真5-平2-1　平市街（駅前
　周辺）　写真手前には貨物専
　用の上屋が見えます。駅前通り
　はなく、駅前にある住吉屋支
　店の3֊建てが最も高い建物
　です。　〔大正時代　郵便絵
　はがき〕

■写真5-平2-3　平市街（駅前周辺）　写真
　正面に見える街区は長い間、再開発Ϗル
　が予定されていました。１番線上りホーム
　は昭和43（1968）年７月にできたものです。
　〔平成15(2003)年7月　いわき市撮影〕

ฏ̎
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ฏ � ฏ �
いわき市庁舎、
平中央公園、
平市民会館

平本町通り

平中央公園、
平市民会館、
アリオス

ฏ �

■写真5-平3-2　平中央公園、市庁舎、アリオス　旧写真の奥
　に見えていた平工業高校の移転跡に市庁ࣷが建設され、旧市
　庁ࣷは平中央公園に生まれ変わりました。写真左۱には、平市
　民会館の老ٺ化に伴い、いわき芸術文化交流館（アリオス）が
　建設されました。　〔平成27(2015)年2月　いわき市撮影〕

■写真5-平3-1　市庁舎、平中央公園、平市民会館　合併直後、
　新しい市庁ࣷできるまで、旧平商業高校校ࣷを利活用していま
　した。写真ӈ۱に見えるのは、昭和41(1966)年に建設された平
　市民会館です。　〔昭和44(1969)年3月　いわき市撮影〕

■写真5-平4-2　平中央公園、アリオス　いわき芸術文化交流館  
　（アリオス）の建設と併せて、平中央公園は全面的に改修され
　ました。　〔平成26(2014)年7月いわき市撮影〕

■写真5-平4-1　平中央公園、平市民会館　昭和48(1973)年に
　完成した新市庁ࣷから旧市庁ࣷの跡地に整備された平中央公
　園を見ています。ちょうど「平3」の反対側から見ていることに
　なります。　〔昭和54(1979)年6月　いわき市撮影〕

■写真5-平5-1　平本町通り　明治39(1906)年に
　発生した「平大火」以降、耐火構造となった家屋。
　炭鉱や漁業が盛んとなって、消費の中心である
　平市街は活況をఄしました。　〔明治40年代末
　郵便絵はがき　清光堂発行〕

■写真5-平5-2　平本町通り　長く親
　しまれることになる時計ౝが立ちま
　した。自動車も登場しました。　〔大
　正時代末　郵便絵はがき　佐々木商
　店発行〕
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■写真5-平6-2　上荒川公園　かつて平市街の南方に位置
　していた公園は国道6号常磐バイパス（写真下）や新ࣛ島
　街道（写真ӈ）の開通によって、利便性に富んだ区域とな
　りました。　〔平成26(2014)年12月　いわき市撮影〕

■写真5-平6-1　上荒川公園　平市街の南方に広がる丘陵地
　に野球場、次いで陸上ڝ技場、テニスコート、さらには総
　合体育館など運動施設が整備されていきました。　〔昭和
　40年代　いわき市撮影〕

■写真5-平5-3　平本町通り　昭和9(1934)年に道路が舗装され
　ました。　〔昭和12(1937)年ごろ　郵便絵はがき　佐々木商店
　発行〕

■写真5-平5-5　平本町通り　「クルマ社会」が進み、通りは自
　動車の往来でற車スペースの確保に苦慮しました。　〔昭和60
　(1985)年9月　いわき市撮影〕

■写真5-平5-4　平本町通り　戦後まもなくの活況が写真から伝わってきま
　す。　〔昭和28(1953)年5月　松本正平氏撮影・松本正夫氏提供〕

■写真5-平5-6　平本町通り　平成7(1995)年4月、車の流れ
　とങい物の利便性を考慮して、本町通りの西側は一方通行
　となりました。　〔平成7(1995)年4月　いわき市撮影〕

■写真5-平5-7　現在の平本町通り　〔平成28(2016)年
　1月　いわき市撮影〕

ฏ �
平中央公園、
平市民会館、
アリオス
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■写真5-平7-1　新川の桜並木　明治38(1905)年の日露戦
　争勝利を記念して、新川沿いに桜が植樹され、ܜいの場
　となりました。　〔大正時代　郵便絵はがき　佐々木商
　店発行〕

■写真5-平7-2　新川の柳　昭和30年代初めに桜が枯れて、༄に植
　え替えられました。　〔昭和32(1957)年10月　Ӊ田߃༤氏撮影〕

■写真5-平7-3　新川緑地　新川は昭和43ɷ48(1968ɷ73)年に暗ڎ
　化。その跡地は྘地公園などに転用され、市民のܜいの場となっ
　ています。　〔平成28(2016)年5月　いわき市撮影〕

■写真5-平8-3　夏井川・鎌田橋　昭和42(1967)年に人道ڮ
　として木製で改築、昭和62(1987)年に߯製化（延長102ｍ、
　幅2.5ｍ）が果たされ、両岸地区民の“生活の足”として利
　用されています。　〔平成28(2016)年5月　いわき市撮影〕

■写真5-平8-2　夏井川・鎌田橋　昭 和 11
　(1936)年に上流側に平神ڮ、昭和42(1967)年
　に下流側に平大ڮが完成。ڮの重要度は௿下
　し、木ڮは流失のたびに廃止が検౼されまし
　た。　〔昭和52(1977)年　いわき市撮影〕

■写真5-平8-1　夏井川・鎌田橋　江戸時代には
　夏井川の渡しとなっていた鎌田地区を通る旧街
　道に本格的にՍڮされたのは、明治24(1891)年
　7月でした。　〔大正時代　郵便絵はがき　佐々
　木商店発行〕

ฏ̔

ฏ̓

夏井川・
鎌田橋

新川（旧）、
新川緑地
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■写真5-平9-1　塩屋埼、薄磯海岸　沖合は岩
　঴が多く、海の難所として恐れられていた海域。
　明治35(1902)年に建てられた塩屋࡛౮台は海
　の安全を照らす重要な役割を果たしました。
　　〔昭和60(1985)年8月　いわき市撮影〕

■写真5-平9-2　塩屋埼、薄磯海岸　ബү
　地区から౮台へたどる道はڱかったのです
　が、観光客への便宜を図るため、山ഽを
　削って、広い道路を確保しました。写真手
　前にബүの船だまりが見えます。　〔平成
　11(1999)年8月　いわき市撮影〕

■写真5-平9-3　塩屋埼、薄磯海岸　ബү地区は東日本大震災の津波で大
　きなଛ害を受けました。現在、復旧・復興をめざした計画が進められてい
　ます。　〔平成26(2014)年12月　いわき市撮影〕

■写真5-平10-2　郷ケ丘、若葉台、いわきニュータウン　写真左
　に郷ケ丘、ӈ側に若葉台、写真中央奥にいわきニュータウンが
　見えます。ࣛ島街道（写真中央左ӈに見える）や国道6号常磐バ
　イパス（写真ӈ۱）は交通の大動脈として機能しています。　〔平
　成26(2014)年12月　いわき市撮影〕

■写真5-平10-1　いわきニュータウン予定地
　平と小名浜の中間に位置する丘陵地ではࣛ
　島街道（写真下側）の整備とともに、住୐
　開発が相次いで計画されました。このうち
　「いわきニュータウン」　はいわき市発足後
　の新しい開発計画として着目されました。
　〔昭和46(1971)年3月　いわき市撮影〕

ฏ ø÷

ฏ̕

郷ケ丘、
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いわきニュータウン

塩屋埼、
薄磯海岸



−314−

ୈ̑ষɹ未来へつなぐɹੲɾࣸࠓਅ

−315−

■写真5-小名浜1-2　小名
　浜港　小名浜海岸の整
　備が済んで、現在は東
　港の建設が急ピッチで
　行われています。　〔平
　 成26(2014)年12月　 い
　わき市撮影〕

■写真5-小名浜1-1　小名浜港
　１号ふ頭から始まった小名浜
　港の整備は、写真では4号ふ
　頭建設まで進んでいます。三
　崎公園の整備もまだ道半ばで
　す。　〔昭和40年代後半　長
　谷川達༤氏撮影〕

■写真5-小名浜2-2　小名浜海岸　1、2号埠頭は親
　水ۭ間として再開発され、ふ頭の間はアクアマリン
　パークとして、にぎわっています。1号ふ頭の立つ「い
　わき・ら・ら・ϛュウ」から「アクアマリンふくしま」
　方向を見ています。　〔平成27(2015)年10月　㈱い
　わき市観光物産センター撮影〕

■写真5-小名浜2-1　小名浜海岸　1号ふ頭から西方は砂浜が広がり、ׄ好の海水浴
　場として大勢の浴客でにぎわいました。　〔昭和20年代後半　郵便絵はがき　小名
　浜観光協会発行〕

খ໊඿
̍

খ໊඿
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小名浜港
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海岸
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■写真5-小名浜3-3　小名浜花畑町
　ࣛ島街道の4車線化は昭和40年代
　から始まり、平成27(2015)年度末で
　全線が完ྃし、支所付近は景観に
　配慮した「྘の大通り」と名づけられ
　ました。　〔平成28(2016)年6月　い
　わき市撮影〕

■写真5-小名浜4-1　小名浜本町通り　通りの真ん中を、　
　泉と江名を結んだ磐城海岸ي道のガιリン機関車が通っ
　ていきます。　〔昭和時代初期　郵便絵はがき〕

■写真5-小名浜4-2　小名浜本町通り　車や人
　の交通量が増え、う回路が求められる時代と
　なりました。〔昭和42(1967)年3月　いわき市
　撮影〕

■写真5-小名浜4-3　小名浜本町通り　街のۭ洞化が進み、活
　性化に向けた模索が続く時代となりました。　〔平成28(2016)
　年3月　いわき市撮影〕

■写真5-小名浜3-1　小名浜花畑
　町　平と小名浜を結ぶࣛ島街道
　の整備は昭和30年代から始まり
　ました。当時の磐城市役所（現　
　小名浜支所）から通りを見てい
　ます。　〔昭和30年代後半　比
　佐不二夫氏提供〕

■写真5-小名浜3-2　小名浜
　花畑町　ࣛ島街道沿いには
　官庁や事業所、商業施設が
　進出しました。　〔平成７
　(1995)年　いわき市撮影〕

খ໊඿
̏小名浜花畑町

小名浜本町通り
（小名浜字上町、中・上明神町）

খ໊඿
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■写真5-小名浜5-3　大剣海岸　港湾整備が進み、世界に開か 
　れた港となりました。　〔平成26(2014)年12月　いわき市撮影〕

■写真5-小名浜5-1　大剣海岸　白砂青松の小名浜海岸を
　西方に向かい、ਚきた所にあるのが、大݋海岸です。切り
　立った断֑が海になだれ込む険しい地形が砂浜と対照的で
　す。　〔昭和40年代初め　『ħ70　1PSU　PG　0/A)A.A』
　から引用〕

■写真5-小名浜6-1　泉駅
　前　駅前は泉第一土地区
　画 整 理 事 業（昭 和37ɷ59
　年）の一環として改修され
　ました。　〔昭和45(1970)
　年5月　いわき市撮影〕

■写真5-小名浜5-2　大剣海
　岸　大݋海岸は小名浜臨
　海工業団地造成のために埋
　め立てられ、ހを描いてい
　た藤原川の流れは、河川改
　修により真っすぐ海へ注ぐ
　ようになりました。〔昭和50
　年代初め　いわき市撮影〕

খ໊඿
̒

খ໊඿
̑大剣海岸
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খ໊඿
� 泉町

■写真5-小名浜7-2　泉町
　泉町では土地区画整理事
　業が施工され、୐地化が
　進みました。昔の写真はこ
　の写真の中央ややӈ寄り
　から撮ったものです。　〔平
　成27(2015)年12月 いわき
　市撮影〕

■写真5-小名浜7-1　泉町　現在の小名浜市民運動場付近からの
　光景です。まだ家屋と森が昔のたたずまいを残しています。　
　〔昭和40(1965)年1月　中村߂道氏撮影〕

■写真5-小名浜6-3　泉駅前　駅ࣷは平成11(1999)年3月にڮ上
　駅として改修、また駅の南北をつなぐ自由通路は同年7月に完
　成しました。　〔平成28(2016)年1月　いわき市撮影〕

■写真5-小名浜6-2　泉駅前　昭和46(1971)年2月には
　泉駅ࣷが改修されました。　〔平成8(1996)年8月　お
　やけこういち氏撮影〕
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■写真5-小名浜8-2　小名浜住
　吉　໼田川に並行して国道６
　号常磐バイパスが通じました。
　〔 平 成26(2014)年　12月　 い
　わき市撮影〕

■写真5-小名浜8-1　小名浜住吉　　
　玉川町上ۭから小名浜方向を見てい
　ます。写真には変形した̭のように
　線が交差して見えますが、ӈ上から
　左下の線が໼田川、中央からӈへ
　৳びた線が県道（後に国道6号）です。
　〔昭和50年代初め　いわき市撮影〕

■写真5-小名浜9-1　鹿島町上矢田　真っすぐに৳
　びているのが、施工中のࣛ島街道です。乗合バス
　は曲がりくねったࣛ島街道を走っています。周囲
　には見渡す限りの水田が広がっています。　〔昭和
　38(1963)年3月　比佐不二夫氏提供〕

■写真5-小名浜9-2　鹿島町上矢田　道路沿いには店舗や
　事務所が立ち並びました。曲がりくねった道路は今もたど
　ることができます。工事中だった場所は写真の下部、三
　差路です。写真左へ折れると、いわきニュータウンです。
　〔平成26(2014)年12月　いわき市撮影〕

খ໊඿
̔

খ໊඿
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小名浜
住吉



−318− −319−

未来へつなぐ「いわき」ものがたり

■写真5-小名浜10-2　永崎海岸　江名鉄道
　のルートは、廃止後にすべて主要地方道小
　名浜-四倉線に転用されました。海岸では
　防潮堤のかさ上げ工事が行われています。
　〔平成27(2015)年12月　いわき市撮影〕

■写真5-小名浜11-3　江名港　東日本大震災の復旧工事が進む
　江名港。この日、「第2回海あるき町あるき江名の町再発見」
　のイベントが開かれました。　〔平成27(2015)年9月　いわき市
　撮影〕

■写真5-小名浜10-1　永崎海水浴場　永崎海水浴場のにぎわいと海岸に
　沿って通じていた江名鉄道が見えます。　〔昭和30年代後期　比佐不二
　夫氏提供〕

■写真5-小名浜
　11-2　江名港
　魚市場や岸壁
　の整備が進ん
　でいます。　
　〔昭和43(1968)
　年3月　いわき
　市撮影

■写真5-小名浜11-1　
　江名港　大正時代か
　ら昭和時代へ、江名
　の築港は、写真ӈ方
　࿮外から始まり、集
　落に接した浜はまだ
　未整備でした。　〔大
　正時代　郵便絵はが
　き　久保田写真館撮
　影〕

খ໊඿
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■写真5-勿来1-2　鮫川下流域　植田市街がौ　
　川を超えて広がっているのが見えます。　〔平
　成26(2014)年12月　いわき市撮影〕

■写真5-勿来1-1　鮫川下流域　鮫川は勿来地
　区を東西に流れ、下流域に街が広がっていま
　す。植田市街は鮫川とौ川に囲まれていまし
　た。　〔昭和55(1980)年5月　いわき市撮影〕

■写真5-勿来2-1　植田町本町通り　植田市街
　は、江戸時代から鮫川の川運と街道の結節点
　として発展しました。　〔昭和20年代末　長谷
　川達༤氏撮影〕

■写真5-勿来2-2　植田町本町通り　写真左側
　に位置する建物の屋根と遠方の山の形が、昔
　と同じ位置を示しています。　〔平成27(2015)
　年8月　いわき市撮影〕
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■写真5-勿来3-3　植田駅前　駅前広場にற車場や野外ூ刻が配置されました。　〔平
　成25(2013)年２月　いわき市撮影〕

■写真5-勿来3-2　植田駅前　駅ࣷ改築後です。　〔昭和33(1958)年4月　おやけこういち氏提供〕

■写真5-勿来3-1　植田駅前　駅ࣷ改築前です。　〔昭和30(1955)年ごろ　おやけこういち氏提供〕

■写真5-勿来4-2　鮫川河川敷　昭和47(1972)年12月に勿来市
　民運動場へ、さらに平成9(1997)年度から平成12(2000)年度
　にかけて鮫川河川敷公園として整備されました。　〔平成27
　(2015)年8月　いわき市撮影〕

■写真5-勿来4-1　鮫川河川敷　鮫川の左岸、広い河川敷には畑地や雑種
　地が広がっていました。　〔昭和44(1969)年10月　いわき市撮影〕

植田駅前

鮫川河川敷
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■写真5-勿来5-5　岩間海岸　震災で大きな
 　被害を受けましたが、復興に向け戦災復興
　土地区画整理や防潮堤のかさ上げ工事など、
　さまざまな事業が進んでいます。　〔平成28
　(2016)年１月　いわき市撮影〕

■写真5-勿来5-4　岩間海岸　平成23
　(2011)年3月に発生した東日本大震災
　で大きな被害を受けました。〔平成23
　(2011)年4月　いわき市撮影〕

■写真5-勿来5-3　岩間海岸　鮫川の流
　路が変わり、砂浜が広がっています。
　道路は海岸縁に付け替えられました。
　〔平成8(1996)年　おやけこういち氏撮
　影〕

■写真5-勿来5-2　岩間海岸　常磐共同火力勿来発電所の建設が始まりまし
　た。　〔昭和32(1957)年ごろ　おやけこういち氏提供〕

■写真5-勿来5-1　岩間海岸　道路は
　かつて岩間集落の中ほどを通ってい
　ました。　〔昭和30(1955)年ごろ　荒
　木良次撮影・大野ষ子氏提供〕໪དྷ

�
岩間海岸
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■写真5-勿来6-3　錦町大島　鮫川Սڮから
　60年余、下流側にڮՍけ替えの際、ط設道
　路の東側に取り付け道路も新設しました。写
　真左側に旧道の一部が見えます。　〔平成25
　(2013)年2月　いわき市撮影〕

■写真5-勿来6-2　錦町大
　島　高度経済成長の入口
　に当たる時代、通りはま
　だのどかです。　〔昭和
　30(1955)年ごろ　磐城国
　道事務所所蔵〕

■写真5-勿来6-1　錦町大島　鮫川Սڮの残
　予算で大島集落の一部が舗装となりまし
　た。当時としては、道路舗装は画期的な
　ことでした。　〔昭和14(1939)年ごろ　磐
　城国道事務所所蔵〕

■写真5-勿来7-1　勿来支所周辺　勿来
　支所から南方（写真左）は見渡す限り
　の水田でした。写真中央に見える道路
　はかつての浜 街 道です。　〔昭和35
　(1960)年3月　長谷川達༤氏撮影〕

■写真5-勿来7-2　勿来支所周辺　勿来支
　所南方（写真左側中央部から左側）では
　勿来錦第一土地区画整理事業が進んでい
　ます。　〔平成27(2015)年12月　いわき市
　撮影〕
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■写真5-勿来8-2　錦町桜町　農耕は機ց化されました。
　〔平成25(2013)年5月　いわき市撮影〕

■写真5-勿来8-1　錦町桜町　農耕に馬が活躍しました。
　遠方にޖ羽化学の工場群が見えます。　〔昭和25(1950)
　年　田子正氏提供〕

■写真5-勿来9-2　窪田町通り　銀行や山
　の形状で同じ場所が特定できます。　〔平
　成25(2013)年2月　いわき市撮影〕

■写真5-勿来9-1　窪田町通り　勿来市制施行
　の記念行事でにぎわっています。　〔昭和30
　(1955)年11月　荒木良次氏撮影・大野ষ子
　氏提供〕
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■写真5-勿来10-1　勿来駅前　バス交通が盛んなころでした。　〔昭和54(1979)年10月
　　いわき市撮影〕

■写真5-勿来10-2　勿来駅前　駅前は整備されました。　〔平成25(2013)年2月　いわき市撮影〕

■写真5-勿来11-2　勿来海岸　国道6号は直線
　化され、車の往来がઈえません。海岸৵食が
　激しく、二つ島は人工島に造り変えられました。
　〔平成25(2013)年２月　いわき市撮影〕

■写真5-勿来11-1　勿来海岸　海岸を通る国道６  
　号は۶曲していました。海岸に二つ島が見えます。
　〔昭和20年代末　൘津弥吉氏提供〕

໪དྷ
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■写真5-常磐1-3　湯本駅（三代）前　当時街に必ず建設された
　ネオンサインが見えます。　〔昭和55(1980)年6月　いわき市撮
　影〕

■写真5-常磐1-4　湯本駅（四代）前
　東京駅、品川駅への直通に便宜が図
　られ、新しい駅ࣷができました。　〔平
　成27(2015)年３月　いわき市撮影〕

■写真5-常磐1-2　湯本駅（二代）前　
　通運会社の建物や観光案内図が見え
　ます。　〔昭和40(1965)年12月　常磐
　市撮影〕

■写真5-常磐1-1　湯本駅（初代）前　登場したばかりの自動車が見えます。
　〔大正12(1923)年　郵便絵はがき　沼知写真館発行〕

ৗ൬
̍
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■写真5-常磐2-4　常磐湯本町天王崎、吹谷、三函（北方向）
　 品川白煉瓦の工場は߫外へ移転しました。ずり山は炭鉱閉
　山とともに役目を終えて、自然の山へؼっています。　〔平成
　26(2014)年8月　いわき市撮影〕

■写真5-常磐2-3　常磐湯本町天王崎、吹谷、
三函（北方向）　写真奥に見えるઑった山は炭
鉱から排出された土砂を積み重ねた「ずり山」
です。　〔昭和30年代　長谷川達༤氏撮影〕

■写真5-常磐2-2　常
　磐湯本町天王崎、吹
　谷、三函（北方向）
　ӈ側のԎ突は品川白
　煉瓦の工場。周辺は
　すっかり市街化され
　ています。　〔大正時
　代　郵便絵はがき　
　佐々木商店発行〕

■写真5常磐2-1　常磐
　湯本町天王崎、吹谷、
　三函（北方向）　湯本
　駅と吹谷、三വの間に
　は家並みがなく、品川
　白煉瓦の工場が進出し
　ました。写真手前に見
　えるのは、石炭を運ぶ
　ため小野田と小名浜の
　間に敷設された磐城炭
　礦ي道です。　〔明治
　時代末期　郵便絵はが
　き〕

ৗ൬
̎
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■写真5-常磐3-1　常磐湯本町傾城　舗装される前の国道6号です。湯
　本市街から内郷に向かう大きなカーϒの手前で、左側の日渡に通じる
　道路が見えます。道路の先には常磐線が見えます。　〔昭和17(1942)
　年　磐城国道事務所撮影〕

■写真5-常磐3-2　常磐湯本町傾城　
　写真左には学校や炭鉱住୐が、写真
　ӈには炭鉱住୐や常磐炭礦の施設群
　が、それぞれ߇えており、行き来が多
　かったことから、昭和41(1966)年12月
　に市内で初めて横断歩道ڮが建設さ
　れました。　〔昭和43(1968)年10月　
　いわき市撮影〕

■写真5-常磐4-2　常磐湯本町下浅貝　炭鉱住୐の長屋やアパートは一般住୐へ、職員住୐は取り壊され、現在は災害公営
　住୐「市営下浅貝団地」となっています。　〔平成27(2015)年7月　いわき市撮影〕

■写真5-常磐4-1　常磐湯本町下浅貝　常磐炭礦㈱の炭鉱住୐が並んでいます。写真左側は鉱員住୐
　の長屋、写真ӈ側は新たに建設されたアパート、写真中央奥は、戸建ての職員住୐です。　〔昭和47
　(1972)年5月　磐城国道事務所撮影〕

■写真5-常磐3-3　常磐湯本町傾城　
　交通量の激しさは変わりませんが、炭
　鉱住୐（→市営アパート）は、現在湯
　本川調節஑に変わり、横断歩道ڮを
　利用する人は少なくなりました。　〔平
　成27(2015)年8月　いわき市撮影〕
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■写真5-常磐5-1　常磐湯本町向田　国道6号と交差していた常磐炭礦の専 
　用鉄道向田線です。写真奥に常磐炭礦西部礦業所の石炭積込場などの施
　設が見えます。　〔昭和51(1976)年7月　須永秀夫氏撮影〕

■写真5-常磐5-2　常磐湯本町向田　閉山後の常
　磐炭礦の西部礦業所跡です。　〔昭和52(1977)年
　11月　須永秀夫氏撮影〕

■写真5-常磐5-3　常磐湯本町向田　常磐
　炭礦の西部礦業所施設群がఫڈされまし
　た。　〔昭和58(1983)年3月　いわき市撮
　影〕

■写真5-常磐5-4　常磐湯本町向田　常磐
　炭礦施設群があった跡地に「市石炭・化
　石館」を建設されることになりました。
　〔昭和58(1983)年6月　いわき市撮影〕

■写真5-常磐5-5　常磐湯本町向田　市石
　炭・化石館と国道6号。写真左から道路
　を斜めに横断して「ほるる」の؃൘に
　向って専用鉄道が৳びていました。4枚
　とも、中央に見える山のྏ線を比べな
　ければ同じ位置がわからないほどの変
　容です。　〔平成27(2015)年7月　いわ
　き市撮影〕
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常磐下船尾町、
岩ケ岡町

常磐西郷町

常磐湯本町三函

■写真5-常磐6-1　常磐下船尾町、岩ケ岡町
　下船尾上ۭから南東方向を見ています。国
 　道６号が完成した間もない頃で田を؏いて
　通っています。　〔昭和39(1964)年ごろ　
　「,65じょうばん（常磐市市勢要覧）」から引
　用〕

■写真5-常磐7-2　常磐湯本町三函　古い写真に見えてい
　た銀行の建物は平成20(2008)年1月、「野口雨情　湯本温
　泉童謡館」に引き継がれました。　〔平成28(2016)年3月
　菅波৾氏撮影〕

■写真5-常磐7-1　常磐湯本町三函　湯本町温泉神社前
　の交差点付近の温泉街です。ӈの建物は昭和９(1934)
　年６月に建てられた常磐（→常ཅ）銀行湯本町支店です。
　〔昭和44(1969)年７月　いわき市撮影〕

■写真5-常磐8-1　常磐西郷町　常磐西郷町はかつ
　て純農村だったのですが、主要地方道いわき-石川
　線のバイパスが通じたことが、地域に大きな変化を
　もたらしました。　〔昭和43(1968)年8月　いわき
　市撮影〕

■写真5-常磐8-2　常磐西郷町　道路の開通とと
　もに市街化区域に編入されたことから、߫外型
　商業地として発展しています。〔平成28(2016)年
　６月　菅波৾氏撮影)
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常磐水野谷町、
下船尾町

■写真5-常磐10-1　常磐水野谷町竜ケ沢　国民体育大会（「ふくしま国体」）のいわき市開催ڝ技となる野球場とラグϏーフットϘールの
　会場を建設しています。　〔平成3(1991)年3月　いわき市撮影〕

■写真5-常磐10-2　常磐水野谷町竜ケ沢（21世紀の森公園）　整備された21世紀の森公園は、豊かな自然に囲まれ、スポーツ会場としてだけでなく、
　さまざまなイベント会場として機能しています。　〔平成27(2015)年11月　いわき市撮影〕

■写真5-常磐9-2　常磐水野谷町、下船尾町　常磐炭礦ࣛ島(東部)礦
　の閉山後、「産炭地域振興臨時措置法」により「常磐ࣛ島工業団地」
　に生まれ変わりました。　〔平成27(2015)年12月　いわき市撮影〕

■写真5-常磐6-2　常磐下船尾町、岩ケ岡町　岩ケ岡工業団地や中
　小企業工業団地などが造成、工場や国道6号沿いに事務所が進出
　して様変わりです。　〔平成26(2014)年12月　いわき市撮影〕

■写真5-常磐9-1　常磐水野谷町、下船尾町　常磐
　炭礦ࣛ島(東部)礦。写真中央部に坑口や巻場、鉄
　߯所などの生産施設、写真上方が谷になっていて、
　その間に石炭積込場、さらに谷の先の高台に炭鉱
　住୐が見えます。　〔昭和43(1968)年8月　いわき
　市撮影〕

ৗ൬
�� 常磐水野谷町竜ケ沢
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■写真5-内郷1-2　内郷駅　新しい駅ࣷ完成を
　祝ってテープカット。　〔平成27(2015)年3月　
　いわき市撮影〕

■写真5-内郷1-1　内郷駅　௲保育園の防火パ
　レードで駅に集合。　〔平成3(1991)年3月
　いわき市撮影〕

■写真5-内郷2-3　内郷綴町　家が立ち
　並び、線路があったことなど想像でき
　ません。〔平成28(2016)年６月　いわき
　市撮影〕

■写真5-内郷2-2　内
　郷綴町　炭鉱が閉山
　し、駅構内の引込線
　は不用となり、住୐
　地に転用されました。
　〔平成8(1996)年4月
　佐藤豊氏提供〕

■写真5-内郷2-1　内
　郷駅構内（内郷綴町）
　石炭産業の最盛期、
　内郷駅には石炭積み
　の多くの貨車が駅構
　内に並んでいました。
　奥には車両検査区な
　どの建物が見えます。
　〔昭和30年代〕

内
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■写真5-内郷3-1　内郷綴町　国道6号の拡
　幅工事。平方向を見ています。　〔昭和15
　(1940)年ごろ　磐城国道事務所所蔵〕

■写真5-内郷3-3　内郷綴町　歳月を経て、「クルマ社会」の今、
　平-湯本は交通量が激しく、道路がڱく見えるほどです。　〔平
　成27(2015)年3月　いわき市撮影〕

■写真5-内郷4-1　内郷白水町　໼೫倉炭礦の石炭積込場
　からは、専用鉄道や新川（旧白水川）、炭鉱住୐が見えま
　す。　〔昭和36(1961)年ごろ　根本忠氏提供〕

■写真5-内郷3-2　内郷綴町　拡幅工事終ྃ後の国道6号
　です。自動車の往来は少なく、道路が広く見えます。　
　〔昭和15(1940)年ごろ　磐城国道事務所所蔵〕

■写真5-内郷4-2　内郷白水町　石炭積込場跡付近から見
　る専用鉄道跡の市道です。昔の写真に見えていた新川に
　Սかる入山ڮは、今も確認することができます。〔平成27
　(2015)年8月　いわき市撮影〕
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■写真5-内郷5-1　白水阿弥陀堂　 
　文化的な価値があるとして調査が
　開始されました。　〔明治35(1902)
　年ごろ〕

■写真5-内郷6-1　内郷高坂町　見渡す限りの水田が広がり、風が渡っていきます。常磐線を走る上り列車、
　その向こうに常磐炭礦内郷礦住吉坑のずり山が見えます。　〔昭和30(1955)年ごろ　൘井文男氏撮影〕

■写真5-内郷5-2　白水阿弥陀堂　境域の஑が復
　元される前で、後に東஑として復元される一帯に
　は水田が広がっていました。　〔昭和29(1954)年
　12月　松本正平氏撮影・松本正夫氏提供〕

■写真5-内郷5-3　白水阿弥陀堂　境域の復元整
　備は昭和42(1967)年度から12年の歳月をかけて
　行われ、東西の஑、中島にՍかるڮなど、平安
　時代の往時がよみがえりました。〔平成27(2015)
　年8月　いわき市撮影〕
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内郷高坂町、
御厩町

■写真5-内郷7-1　内郷高坂　
　町、御厩町　南東方向の内郷
　ૢ車場とその奥、御厩町を見
　ています。　〔昭和44(1969)　
　年８月　いわき市撮影〕

■写真5-内郷7-2　内郷高坂町、
　御厩町　内郷ૢ車場は昭和62
　(1987)年に廃止。その一部に
。用促進住୐が建ちましたޏ　
　〔平成８(1996)年８月　いわき
　市撮影〕

■写真5-内郷7-3　内郷高坂町、御厩町　ޏ用促進住୐は災害公営住୐「市営砂子田団地」へ転用、
　その南側には市総合保݈福ࢱセンターが立っています。　〔平成26(2014)年3月　いわき市撮影〕

■写真5-内郷6-2　内郷高坂町
　高坂団地ができて近くの山のྏ線　
　は変わり、ずり山も住୐団地と化
　してしまい、容易に同じ位置に立
　てません。特急「ͻたち」が通り
　ます。かつて、写真中央にあった
　内郷第一中学校は、現在は県など
　の高層アパートとなっています。　
　〔平成27(2015)年7月　いわき市
　撮影〕
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■写真5-内郷8-1　磐城炭礦高坂坑　常磐
　炭礦の前身・磐城炭礦高坂坑の坑口です。
　坑口は必ず2つセットになっていて、一方は
　ۭ気を入れる入気坑、もう一方は排気坑で
　す。同時に鉱員が入り、石炭が外に運ばれ
　る役目も果たしました。　〔昭和時代初期
　郵便絵はがき　磐城炭礦㈱発行〕

■写真5-内郷9-2　内郷御厩町　内郷御厩町
　は昭和47(1972)年から同57(1982)年まで施
　行された「内郷東部第二土地区画整理事業」
　で୐地化が進みました。　〔平成27(2015)年
　12月　いわき市撮影〕

■写真5-内郷9-1　内
　郷御厩町　水田のな
　かに、୐地が無秩序
　に広がる状況となっ
　て、土地区画整理事
　業が始められようと
　しています。遠くに
　内郷ૢ車場が見えま
　す。　〔昭和49(1974)
　年　いわき市撮影〕

■写真5-内郷8-2　内郷宮町　日本の経済を支えた近代産業 
　の遺構を研究し、あるいはその施設をめぐるϔリテージツー
　リズムが一般化して、いわき地方の石炭産業も٭光を浴びよ
　うとしています。　〔平成27(2015)年7月　いわき市撮影〕
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新川・尼子橋

■写真5-内郷11-2　新川・尼子橋　国道でもあったこ
　とから往来が激しく、写真で見るڮはだいぶ老ٺ化
　しています。　〔昭和28(1953)年2月　松本正平氏
　撮影・松本正夫氏提供〕

■写真5-内郷11-1　新川・尼子橋　かつて新川は小さな川で、
　両側は௿࣪地であったため、長いڮがՍけられました。〔大
　正時代　郵便絵はがき　佐々木商店発行〕

■写真5-内郷11-3　新川・尼子橋　ڮは昭和61(1986)　
　年7月、गృりのڮと金色のぎぼしٖๅचに飾られた　
　古式ゆかしいたたずまいに改築されました。　〔平成
　27(2015)年9月　いわき市撮影〕

■写真5-内郷10-2　内郷御台境交差点　新たに国道49号バイパ
　スができましたが、重要な交差点であることに変わりはあり
　ません。　〔平成27(2015)年7月　いわき市撮影〕

■写真5-内郷10-1　内郷御台境交差点　新川にՍかるೌ子ڮ近くに、新
　たに国道49号が建設され、交差点となりました。Ԏの尾を引いてৠ気
　機関車が通っていくのが見えます。　〔昭和30年代初め　長谷川達༤
　氏撮影〕
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■写真5-四倉1-1　四倉漁港、
　四倉市街　西方向を見てい
　ます。　〔昭和30年代　
　四倉漁業協同組合所蔵・
　小泉屋文庫提供〕

■写真5-四倉2-1　四倉海岸
　昭和30年代に高潮で防潮堤の
　基礎がえぐられ、補強すると同
　時に波消しϒロックが防潮堤の
　外側に設置されました。　〔昭
　和40(1965)年　小泉屋文庫提
　供〕

■写真5-四倉2-2　四倉海岸
　東日本大震災により防潮堤
　を乗り越えて津波が押し寄
　せたため、外側に高さ7�2
　ｍの防潮堤が築かれていま
　す。　〔平成28(2016)年３月
　いわき市撮影〕

■写真5-四倉1-2　四倉漁港、四倉市街　漁港は南方向（写真左方向）に拡張し、これ
　に伴い四倉海水浴場も南方の海岸に移行しました。　〔平成26(2014)年12月　いわき
　市撮影〕
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■写真5-四倉3-1
　四ツ倉駅　初代の
　四ツ倉駅です。駅
　のベンチでくつろ
　 ぐ人 が見えます。
　〔 昭 和37(1962)年
　 ８月　 本 多 徳 次
　 氏・小 泉 屋 文 庫
　提供〕

■写真5-四倉3-2　四ツ倉駅　自転車通ۈが
　多くなり、駅前に無秩序に並ぶようになって、
　歩行者を๦げ、ඒ観をଛねることになりまし
　た。　〔昭和53(1978)年４月　いわき市撮影〕

■写真5-四倉4-1　四倉市街　四倉市
　街北部の公園からのோめです。　〔大
　正時代　郵便絵はがき「磐城四倉名
　勝」　佐藤写真館発行〕

■写真5-四倉4-2　四倉市街
　四倉市街では海岸沿い国
　道６号が通じ、昔と比べて
　砂浜が広がっています。海
　岸では新しい防潮堤が建設
　中です。　〔平成27(2015)　
　年12月　いわき市撮影〕

■写真5-四倉3-3　四ツ倉駅　自転車ற車場が設置されて、駅前
　はඒ観を得られるようになりました。　〔平成27(2015)年７月　
　いわき市撮影〕



−340−

ୈ̑ষɹ未来へつなぐɹੲɾࣸࠓਅ

−341−

ڥ
川
ɾ
　
　
　

　
　
ޚ
໔
ڮ
　

߸ಓ̒ࠃ
（౦ೋ、三ஸ໨）

■写真5-四倉5-1　境川・
　御免橋　幅のあった川
　筋。　映画館や消防詰
　所の火の見やぐらが見
　えます。御免ڮの下流
　側から見た場所で、ちょ
　うど二つ先の木ڮが御
　免ڮの位置です。　〔大
　正時代　郵便絵はがき
　高木商店発行〕

■写真5-四倉5-3　旧境川・御免橋付近　川筋は暗ڎと
　なって、道幅が広がりました。自転車の通るあたりが、
　かつての御免ڮがあった場所です。〔平成27(2015)年７
　月　いわき市撮影〕■写真5-四倉5-2　境川・御免橋　境川にՍかる

　御免ڮです。写真ӈに船渡八幡神社が見えます。
　新しい写真では赤い鳥居が見えます。　〔昭和30
　年代　小泉屋文庫提供〕

■写真5-四倉6-1　国道6号　旧国道東側の海岸寄り、
　新たに国道６号が開通しました。写真左に分ذするの
　は新舞子に通じる道路です。　〔昭和35(1960)年　小
　泉屋文庫提供〕 ■写真5-四倉6-2　国道６号（字東二丁目、字東三丁目）　　

　国道はいわき市の大動脈として機能し、かつて分ذしてい　
　た道路は県道四倉－豊間線として整備されました。　〔平
　成27(2015)年７月　いわき市撮影〕

࢛૔
̑

࢛૔
̒
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■写真5-四倉7-2　四倉町、四倉町上仁井田　住友セメント四倉工業所は昭和52(1977)年に地場産業の四倉化工㈱へ組織転換
　しましたが、昭和61(1986)年に工場閉鎖しました。東日本大震災では被災した住民のためのԾ設住୐などが建てられました。　
　〔平成27(2015)年12月　いわき市撮影〕

■写真5-四倉7-1　四倉町、四倉町上仁井田　四ツ倉駅西側の広大な敷地に立地した磐城（昭和38年に「住友」に改称）セ
　メント四倉工業所。写真手前が常磐線。写真ӈ۱に見える小山が今の写真にも見えます。　〔昭和10年代　郵便絵はがき
　磐城セメント㈱発行〕

■写真5-四倉8-2　四倉町上仁井田　写真ӈ側
　（写真8-1では水田）では、東日本大震災で被
　災した市民のために、災害公営住୐「市営四
　倉南団地」が建設されました。写真左奥に見
　える家屋が唯一同じ場所を示しています。
　〔平成27(2015)年７月　いわき市撮影〕

■写真5-四倉8-1　四倉町上仁井田　写真に見える線路は、専
　用鉄道（玉山－住友セメント㈱四倉工場）から分ذして四ツ倉
　駅まで通じていた連絡線です。石փ石と同時に採掘されていた
　鉄鉱石などはこの線路を通じて、駅へ、さらに全国へ発送され
　ていました。　〔昭和56(1981)年４月　須永秀夫氏撮影〕

࢛૔
̔

࢛૔
࢛̓૔町、࢛૔町上ਔ井田

࢛૔町上ਔ井田ɹ
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■写真5-遠野1-2　遠野町上遠野　バイパスが出来て、沿線
　には新しい店などが立っています。　〔平成27(2015)年９月
　いわき市撮影〕

■写真5-遠野1-1　遠野町上遠野
　上遠野市街を南側から遠望して
　います。　〔昭和41(1966)年　い
　わき市撮影〕

■写真5-遠野2-1　素掘りでくりぬいた御斎所洞門　　　
　鮫川ڦ谷の中ෲを縫うようにして通じていました。
　〔昭和52(1977)年３月　いわき市撮影〕

■写真5-遠野2-2　御斎所洞門跡の現在　洞門
　は取り払われ、さらに新道ができたため、旧
　道はͻっそり時を刻む今です。写真左（࿮外）
　にある碑が難所の昔を伝えてくれます。　〔平
　成27(2015)年９月　いわき市撮影〕

■写真5-遠野2-3　御斎所洞門の開通式　写真左へのカーϒを解消
　するため、真っすぐ掘られました。別に御ࡈ所トンネルという名称
　のトンネルがありましたが、ここは由緒ある「洞門」の名称が付さ
　れました。　〔平成12(2000)年12月　いわき市撮影〕 ■写真5-遠野3-1　遠野町根岸　舗装前の道路は雨が降

　ると、水たまりができました。東方の遠野支所方向を見
　ています。　〔昭和42(1967)年７月　いわき市撮影〕

ԕ野町
上ԕ野

ԕ野町ࠜ岸

ޚ
ࡈ
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̎
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ԕ໺
̐

■写真5-遠野4-2　大平橋架け替え時の渡り初め　
　市や地域の関係者が、完成を祝って新しいڮを渡
　ります。　〔昭和51(1976)年３月　いわき市撮影〕

■写真5-遠野4-3　大平橋の現在
　ゆったりしたง囲気は今も変わり
　ません。　〔平成27(2015)年９月
　いわき市撮影〕

■写真5-遠野5-1　遠野町上遠野字西町　中心部から西方向を見
　ています。交通安全協会上遠野分会パレード。　〔昭和54(1979)
　年５月　いわき市撮影〕

■写真5-遠野3-2　遠野町根岸　かつてはメイン道路でし
　たが、バイパスが出来て੩かなたたずまいを見せていま
　す。　〔平成27(2015)年９月　いわき市撮影〕

■写真5-遠野5-2　遠野町上遠野字西町　バイパスが出来て、　
　自動車の往来が少なくなりました。交通ඪ識や電பの位置は
　変わっていません。　〔平成26(2014)年９月　いわき市撮影〕

■写真5-遠野4-1　入遠野川に架かる大平橋の開通式　木材や
　木炭などが盛んに運ばれました。　〔昭和10(1935)年４月　折
　笠三郎氏提供〕

ೖԕ野川・大平橋

ԕ野町
上ԕ野字西町

ԕ໺
̑
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খ઒
̍ 小川郷駅

খ઒
̎小川郷駅前

■写真5-小川1-1　小川郷駅　駅前には
　乗合バスが列車の時間に合わせるよう
　に待っていました。　〔昭和30年代末
　国府田英二氏提供〕

■写真5-小川1-2　小川郷駅　現在はマイ
　カーの出迎えが主流です。駅の奥に߇え
　ていた೪土積込場は貨物自動車への切り
　替えで取り壊されました。　〔平成27
　(2015)年７月　いわき市撮影〕

■写真5-小川2-2　小川郷駅前　歳月を経
　て、駅前特有の商店は消えました。　〔平
　成27(2015)年９月　いわき市撮影〕

■写真5-小川2-1　小川郷駅前　地方の駅前には必ずといっていいほ
　ど、食堂や旅館などがありました。　〔昭和30年代末　国府田英二
　氏提供〕

■写真5-小川3-1　夏井川に架かる広畑橋（下小川）　重量オー
　バーのトラックが川に転落するという事ނが起きました。　
　〔昭和35(1960)年６月　国府田英二氏提供〕

খ઒
̏ 夏井川・޿畑橋
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■写真5-小川4-1　小川町高萩の交差点　交差
　点など交通の要所には、雑貨店がありました。
　〔昭和30年代末　国府田英二氏提供〕

■写真5-小川4-2　小川町高萩の交差点　コンϏニエンスス
　トアとற車場は、日常生活にܽくことのできない存在となり
　ました。　〔平成27(2015)年９月　いわき市撮影〕

■写真5-小川5-2　江田駅　JR移行に伴い、駅に
　昇格しましたが、移動手段は鉄道からマイカー
　に移行して、　めったに乗り降りがみられません。
　〔平成27(2015)年９月　いわき市撮影〕

■写真5-小川3-2　広畑橋の架け替え工事　事ނ後、٭ڮの補
　修などが施されましたが、その後全面的にコンクリート化が図
　られました。　〔昭和48(1973)年10月　いわき市撮影〕

■写真5-小川3-3　広畑橋の現在　コンクリートՍڮは昭和49
　(1974)年3月に完成しました。　〔平成27(2015)年８月　いわき
　市撮影〕

■写真5-小川5-1　江田信号所　江田信号所は臨時駅
　扱いでしたが、必ず列車が停車していました。ߚ葉
　シーズンともなると、遠足の子どもたちやハイカーで
　にぎわいました。　〔昭和30年代　国府田英二氏　
　提供

খ઒
̐ 小川町高ഡ

江田駅 খ઒
̑
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いわき޷間
中֩ஂۀ޻地ɹ

■写真5-好間1-2　いわき好間中核工業団地　内陸
　型の工場76社・約7,500人がՔ働・ब労（平成26年
　９月現在）しています。　〔平成26(2014)年12月　
　いわき市撮影〕

■写真5-好間1-1　いわき好間中核工業団地（予定
　地）　赤井（写真手前）と好間市街（写真中央）に
まれた丘陵地が工業団地予定地として位置づけڬ　
　られました。　〔昭和55(1980)年頃　いわき市撮影〕

■写真5-好間2-1　好間町上好間(定年坂)　古河好間炭礦
　が隆盛の頃、高台の鉱員住୐と高台下の炭鉱施設を結
　ぶ坂道はたえず、通学や通ۈの人たちでにぎわいました。
　〔昭和30年代初め　野木茂氏撮影〕

■写真5-好間3-1　好間町上好間字忽滑、字馬場前　メーン
　道路は昭和35(1960)年に拡幅・舗装され、昭和37(1962)年
　には２ڃ国道115号から１ڃ国道49号（現市道）に格上げさ
　れました。　〔昭和42(1967)年10月　いわき市撮影〕

■写真5-好間3-2　好間町上好間字忽滑、字馬場前　
　国道49号平バイパスが開通し市道となりましたが、変
　わらず交通量の多い道路です。遠方に見えていた好間
　第一小学校の横断歩道には横断歩道ڮが設置されま
　した。　〔平成27(2015)年12月　いわき市撮影〕

■写真5-好間2-2　好間町上好間　坂道の周囲
　には木々が茂り、その間に高層の市営住୐「上
　好間団地」が見えます。写真ӈ側の木々の向
　こうには古河グループの工場が立地しています。
　〔平成27(2015)年８月　いわき市撮影〕

間޷間町上޷ ؒ޷
̎

ؒ޷
̏

間޷間町上޷
字׈ࠌ、字അ৔前
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■写真5-好間4-3　国道49号平バイパス（好間町上好間、
　中好間）　炭鉱跡地には古河グループの工場が進出し、
　鉄道跡の一部は国道49号平バイパスに転用されました。
　〔平成27(2015)年８月　いわき市撮影〕

■写真5-好間4-2　好間町専用鉄道跡　昭和39(1964)　年
　に古河好間炭礦が閉山、子会社の好間炭礦も昭和44
　(1969)年に閉山となりました。　〔昭和60(1985)年ごろ
　鈴木ᅳ男氏撮影〕

■写真5-好間5-1　好間炭礦
　好間炭礦㈱が北好間で炭鉱
　開発を開始しました。　
　〔明治38(1905)年５月　真木
　隆四郎氏撮影〕

■写真5-好間4-1　古河好間炭礦専用鉄道　写真手前に古河好間炭礦専
　用鉄道の貨車、奥に石炭積込場や竪坑が見えます。　〔昭和44(1969)　
　年　いわき市撮影〕

■写真5-好間5-2　好間炭礦　石炭産業の隆盛に伴って炭鉱施設
　や炭鉱住୐が相次いで建てられました。　〔明治43(1910)年11月
　真木隆四郎氏撮影〕

■写真5-好間5-3　好間町北好間　好間第三小学校から見る現在
　の炭鉱跡および周辺です。山のྏ線で位置がようやく確認できま
　す。　〔平成28(2016)年５月　市立好間第三小学校提供〕
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■写真5-三和1-1　三和支所（三和町下市萱）
　かつての三和村役場で、昔からの街道沿いに
　立っていました。　〔昭和41(1966)年　いわき
　市撮影〕

■写真5-三和2-1　三和町上市萱字諏訪　江戸時代
　の名残を見せる集落の入口から北西方向を見てい
　ます。כ෪き屋根が見えます。　〔昭和54(1979)年
　12月　いわき市撮影〕

■写真5-三和2-2　三和町上市萱字諏訪　כ෪き屋根は姿を消してトタン、
　あるいは瓦෪きとなりました。　〔平成26(2014)年10月　いわき市撮影〕

■写真5-三和3-1　三和町中寺　三和トンネルの西側とこれに続く新国道
　49号です。かつての道路は写真左側の好間川にՍかる高田ڮを渡って、
　写真ӈ方向に延びていました。　〔昭和42(1967)年１月　いわき市撮影〕

■写真5-三和3-2　三和町中寺　三和トンネルが自動車の大型
　化に対応できなくなったことから、写真左に新しいトンネルと
　取り付け道路が完成しました。　〔平成28(2016)年３月　いわ
　き市撮影〕

࿨ࡾ
̎

࿨ࡾ
̏ 三࿨町中ࣉ

■写真5-三和1-2　三和支所（三和町下市萱）　国道
　49号沿いに地域交流センター「三和ふれあい館」と
　して整備され、施設内には支所のほかに公民館や
　福ࢱ施設が入っています。　〔平成28(2016)年６月
　いわき市撮影〕
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田ਓ
̍ 田ਓ支所

■写真5-田人1-3　田人支所（田人町旅人）　田人
　支所は移転のうえ、機能拡充されて地域交流セ
　ンター「田人ふれあい館」などに生まれ変わりま
　した。　〔平成27(2015)年９月　いわき市撮影〕

■写真5-田人1-2　田人町旅人　写真5−1－1の西側
　（ӈ方向）の位置です。水田は耕地整理されました。
　〔平成８(1996)年１月　いわき市撮影〕

■写真5-田人1-1　田人村大字旅人　北
　方向を見ています。改築された田人村
　役場が写真奥に小さく見えます。　〔昭
　和24(1949)年　൘津弥吉氏所蔵〕

■写真5-田人1-2　井戸沢橋　ڮは昭和29(1954)
　年にコンクリート化されましたが、平成17(2005)
　年に下流側に川原大ڮができて以降、通行は少
　なくなりました。　〔平成25(2013)年２月　いわ
　き市撮影〕

■写真5-田人1-1　井戸沢橋　昭和２(1927)年に
　Սڮされた௻りڮの上を乗合バスが通ります。
　〔昭和20年代末　൘津弥吉氏提供〕

田ਓ
̎井ށ沢橋
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઒લ
̍ 川前町川前

■写真5-川前1-1　川前町川前　川前駅周辺
　が見え、手前の山の࿢では畑作が行われて
　います。　〔昭和42(1967)年10月　いわき市
　撮影〕

■写真5-川前1-2　川前町川前　木々が茂っ
　て視界をふさぎ、山の࿢では畑作も行われ
　なくなりました。　〔平成27(2015)年11月　
　いわき市撮影〕

■写真5-川前2-2　川前駅　磐越東線は昭和43
　(1968)年に無Ԏ化され、気動車が走っており、
　「ゆうゆうあぶくまライン」として乗客に親しまれ
　ています。　〔平成26(2014)年11月　いわき市撮
　影〕

■写真5-川前2-1　川前駅　ৠ気機関車
　の力強い出発です。　〔昭和41(1966)　
　年10月　堀越庸夫氏撮影〕

઒લ
̎

川
前
駅
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■写真5-久之浜・大久1-1　久之浜海岸　写真手前が波立海岸、奥に見えるの
　が殿上ິです。　〔昭和55(1980)年ごろ　いわき市撮影〕

■写真5-久之浜・大久1-2　久之浜
　海岸　東日本大震災の௺ࠟが残
　る海岸です。遠くに東京電力広野
　火力発電所が見えます。　〔平成
　26(2014)年12月　いわき市撮影〕

■写真5-久之浜・大久2-2　波立・弁天島　海岸沿
　いに国道６号が通じて、海岸は大きく変わりました。
　田之網字横川では、東日本大震災後の復旧・復興
　が進んでいます。　〔平成28(2016)年６月　いわき
　市撮影〕

■写真5-久之浜・大久2-1　波立・弁天島　写真ӈ側に波立寺が見
　えます。道路はまだ通じていません。　〔大正時代　郵便絵はがき
　佐藤写真館発行〕
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■写真5-久之浜・大久3-4　久之浜港　沿岸漁業
　の拠点としてにぎわいをみせています。　〔平成
　26(2014)年12月　いわき市撮影〕

■写真5-久之浜・大久3-3　久之浜港　漁港として、またආ難
　港（写真࿮外左）として港湾整備が始まりました。　〔昭和
　42(1967)年２月　いわき市撮影〕

■写真5-久之浜・大久3-2　久之浜港　絵はがきには「影ү漁港と第　
　二海水浴場」と঺հされています。大正時代には漁港の本拠地を大　
　久川河口からӄүに移しました。　〔昭和時代初期　郵便絵はがき〕

■写真5-久之浜・大久4-1　久之浜海岸　市街
　地の前には砂浜が広がっています。遠方に見
　えるのは、殿上ິです。　〔大正時代　郵便
　絵はがき〕

■写真5-久之浜・大久4-2　久之浜海岸　たび重なる高
　潮被害のため、防潮堤が築かれました。市民によって海
　岸清૟が行われています。　〔平成12(2000)年10月　い
　わき市撮影〕

■写真5-久之浜・大久3-1　久之浜海水浴場　　
　最初にӄү海岸に設置されたのは久之浜第二海
　水浴場でした。南方向を見ています。ちなみに第
　一海水浴場は漁港とともに、大久川河口に位置
　していました。　〔大正時代　郵便絵はがき〕
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■写真5-久之浜・大久5-3　波立海岸　東日本大震災か
　らの復興が進む海岸一帯です。　〔平成28(2016)年　
　６月　いわき市撮影〕

■写真5-久之浜・大久5-1　波立海岸　高潮で被害を受けた国
　道６号。波立海岸は昭和30年代から40年代にかけてたびたび
　高潮に襲われました。　〔昭和47(1972)年８月　いわき市撮影〕■写真5-久之浜・大久5-2　波立海岸　高潮対策に

　より東日本大震災で国道が被害を受けることはあり
　ませんでしたが、津波が海岸を越えて襲い、海岸に
　面した集落は大きな被害を受けました。　〔平成23
　(2011)年３月　菅波৾氏撮影〕

■写真5-久之浜・大久4-3　久之浜海岸　東日本大震災の
　津波で大きな被害を受け、復旧のため、高い防潮堤が築
　かれました。　〔平成27(2015)年８月　いわき市撮影〕

■写真5-久之浜・大久6-2　久之浜市街　常磐線の
　西側では土地区画整理事業が行われ、୐地化が進
　みました。しかし、東日本大震災で甚大なଛ害を受
　け、その後津波被災区域の復興整備事業はもちろ
　ん、常磐線の西側（写真ӈ下）においても新たな震
　災復興土地区画整理事業の造成が行われています。
　〔平成27(2015)年12月　いわき市撮影〕

■写真5-久之浜・大久6-1　久之浜市街　常磐線の
　西側には水田が広がっていました。写真の中央を
　斜めに通じる道路は写真5-6-2でも見ることがで
　きます。　〔大正時代　郵便絵はがき　文化堂発
　行〕
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■写真5-久之浜・大久7-1　久之浜町久之浜字
　北町　車の通行を止めて、「海竜七夕まつり」
　が開かれました。　〔平成３(1991)年８月　い
　わき市撮影〕

■写真5-久之浜・大久7-2　久之浜町久之浜字北町　東
　日本大震災で大きな被害を受け、火災も発生しました。
　街は壊滅状態から立ち上がり、復興途上です。　〔平成
　27(2015)年７月　いわき市撮影〕

■写真5-久之浜・大久8-2　施設の移転や廃止
　で、੩かなたたずまいを見せています。　〔平
　成28(2016)年６月　いわき市撮影〕

■写真5-久之浜・大久8-1　大久村の村役場（写真左）、公民館（写真中央
　奥）、　農業倉庫（同ӈ）、　背後には三森山が見えます。　〔昭和30年代
　鈴木俊氏撮影〕

■写真5-久之浜・大久9-1　市アンモナイトセン
　ター建設予定地　国の進める「ふるさと創生事
　業」で、市は海竜の里整備事業の一環として、
　大久字鶴房地区に市アンモナイトセンターを整
　備することとしました。　〔平成元(1989)年12
　月　いわき市撮影〕

■写真5-久之浜・大久9-2　市アンモナ
　イトセンター　日本では珍しい、露頭
　発掘体験が子どもたちに人気の施設で
　す。　〔平成27(2015)年１月　いわき市
　撮影〕
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① 地区対抗運動会・山田町〔昭和63(1988)年９月　いわき市撮影〕 
② 小学生の短距離競走〔平成24(2012)年６月　いわき市撮影〕
③ 健康づくり・婦人会運動会〔平成３(1991)年11月　いわき市撮影〕 
④ 健康まつり・運動会〔昭和63(1988)年10月　いわき市撮影〕 
⑤ 各種統計 〔いわき市撮影〕 
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　昭和ú÷年୅͔Β࢝·ͬͨߴ౓ࡁܦ੒
௕ظ以߱、ۀ޻のൃୡͱ౎ࢢԽ͸೶ྛ
ਫۀ࢈のਰୀΛট͖、ಛʹ͍Θ͖ࢢの
৔߹、ͦのಛੑͰ͋ͬͨۀړͱੴ炭࢈
଄ʹେ͖ͳߏۀ࢈、のਰୀ͕ஶ͘͠ۀ
มԽΛ΋ͨΒ͠·ͨ͠。
　ୈೋ࣍ۀ࢈ʹ͓͚Δۀ޻のൃୡ、ୈ
のଟ༷ԽۀΔαʔϏε͚͓ʹۀ࢈࣍ࡾ
͸、ͦΕͧΕのब࿑ऀਓ૿ޱՃʹͭͳ
͕Γ·͕ͨ͠、ୈೋ࣍ۀ࢈ʹ͍ͭͯ
͸、ฏ੒࣌୅ʹೖΔͱػցԽɾ߹ཧԽ
͕ਐΈ、ब࿑ऀਓޱ͸ݮগ޲܏ʹ͋Γ
·͢。

未来へつなぐ「いわき」ものがたり

■図３　いわき市（←いわき地方）における地区別人口の推移　〔資料：『いわき市の人口』（一部改変）〕

■図４　産業別就業者（昭和 40 年～平成 22 年）
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■図● 人口ピラミッド 
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●男女別・年齢別人口構成(昭和 40年 10月 1日) 
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●男女別・年齢別人口構成(平成 22年 10月 1日) 
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■図１　人口および世帯数（大正９年～平成 27 年）

■図２　人口ピラミッド

　߹ซ以લ、͍Θ͖஍ํ͸ੴ炭ۀ࢈΍ۀړ、঎ۀ޻のൃలʹΑͬͯਓ͑૿͕ޱଓ͚·ͨ͠。͔͠͠、
昭和úúïøĀüÿð年のúü万ਓ༨ΛϐʔΫʹ、ੴ炭͔Βੴ༉΁のΤωϧΪʔֵ໋ʹΑͬͯੴ炭ؔ࿈बऀۀの
ྲྀ出͕ଓ͖·ͨ͠。ਓݮޱগʹࢭࣃΊ͕͔͔ͬͨの͸、昭和û6ïøĀþøð年の͜ͱ。以ஂۀ޻ޙ஍の଄੒
΍ߴ଎ಓ࿏の։௨ͳͲ͕ཁҼͱͳͬͯਓޱ͸૿ՃΛଓ͚·ͨ͠。
　͜のؒগྸߴࢠԽ͕ਐΈ、ࠃ੎ௐࠪʹ͸දΕ͍ͯ·ͤΜ͕、ฏ੒ø÷ïøĀĀÿð年のú6øóĀúûਓΛϐʔΫʹ
ਓݮޱগʹస͡·ͨ͠。ͦのޙ、ฏ੒2úï2÷øøð年݄̏ʹൃੜͨ͠౦೔ຊେ਒ࡂΛػܖʹ、૒༿܊ͳͲ
͔ΒのྲྀೖʹΑͬͯ、૿Ճʹస͍ͯ͡·͢。
　年ྸผਓߏޱ੒Ͱ͸、গࣾྸߴࢠձΛ൓өͯ͠、๰਴ܗͱͳ͍ͬͯ·͢。
　஍۠ผਓޱのਪҠͰ͸、౎ࢢ෦ͱ೶ࢁଜ෦のਓ͕ࠩޱ։͍͍ͯΔ͜ͱ͕Θ͔Γ·͢。
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　঎ళ਺͸ߴ౓ࡁܦ੒௕͓ظΑͼͦの
Λࣔ͠·͕ͨ͠、ฏ੒࣌޲܏΋૿Ճޙ
୅ʹೖΓ௕Ҿ͘ෆگ΍εʔύʔϚʔ
έοτ΍ίϯϏχΤϯεετΞ΁のू
தͳͲʹΑΓݮগ͕޲܏ଓ͍͍ͯ·͢。
͜Εʹൺ΂ैۀһ਺͸ฏ੒࣌୅ʹೖΓ、
ԣ͹͍ͰਪҠ͠·͕ͨ͠、ۙ年͸ݮগ
һۀ໘ʹೖ͍ͬͯ·͢。঎ళ਺΋ैہ
਺΋ΠϯλʔωοτʹΑΔऔΓҾ͖の
ӨڹΛड͚͍ͯΔ΋のͱ͑ߟΒΕ·͢。

　ຊࢢʹ͓͚Δޫ؍ೖ٬ࠐ਺͸、ؾܠ
の೾ʹࠨӈ͞Εͳ͕Β΋、ւ؛ඒ΍๛
෋ͳԹઘ、ࢁւの޾Λத৺ʹଟ͘の؍
ޫ٬Λड͚ೖΕ、ॱௐʹาΜͰ͖·͠
ͨ。ฏ੒ø6ï2÷÷ûð年͔Β͸ՆࡇΓ΍ΰ
ϧϑ、εϙʔπのަྲྀਓޱΛՃ͑
ø
÷÷÷万ਓのେ୆ʹ৐ͤ·͕ͨ͠、ฏ
੒2úï2÷øøð年݄̏ʹൃੜͨ͠౦೔ຊେ
਒ࡂʹΑͬͯେ͖ͳଧܸΛड͚·ͨ͠。
ͦのޙ、ճ෮جௐʹ͋Δ΋のの、ւਫ
ཋ৔のΦʔϓϯ͸͔̎ॴʹݶఆ͞Εͯ
͓Γ、Ұ೔΋ૣ͍શ໘࠶։͕଴ͨΕ·
͢。

　খ໊඿ߓの՟෺औѻྔ͸、昭和࣌୅
ʹ͸ຊࢢのൃۀ޻లͱͱ΋ʹॱௐʹา
ΜͰ͖·ͨ͠。ฏ੒࣌୅ʹೖΓ、௕Ҿ
͘ෆگ͸՟෺औΓѻ͍ʹ΋ӨڹΛٴ΅
͠、৳ͼ೰ΜͰ͍ͨͱ͜Ζʹ、ฏ੒2ú
ï2÷øøð年݄̏ʹൃੜͨ͠౦೔ຊେ਒ࡂ
ʹΑͬͯҰ࣌ଧܸΛड͚·͕ͨ͠、ͦ
のٸ、ޙ଎ʹճ෮͍ͯ͠·͢。

商業

観光

小名浜港貨物取扱量

未来へつなぐ「いわき」ものがたり

■図10　小名浜港貨物取扱量の変遷（昭和43年～平成26年）
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のҠ͕ߦΈΒΕ、ୈ̎छ݉ۀ೶Ոの૿
ՃΛ΋ͨΒ͠·͕ͨ͠、ฏ੒࣌୅ʹೖ
Δͱ、ݮগʹస͍ͯ͡·͢。গ਺Ͱ͸
͋Γ·͕͢、ઐۀ೶Ո͕ඍ૿Λࣔͯ͠
͍·͢。͜Ε͸೶ۀのू໿Խɾن໛֦
େ͕ਤΒΕ、͜の݁Ռઐۀ೶Ոの૿ʹ
ͭͳ͕ͬͨ΋のͱ͑ߟΒΕ·͢。

　昭和ü÷年୅以߱、๺༸αέɾϚεړ
ߴのมԽ、ब࿑ऀの׆৯ੜ、ݶの੍ۀ
ྸԽͳͲ、ۀړΛऔΓڥ؀͘ר͸͠ݫ
͘、Ճ͑ͯฏ੒2úï2÷øøð年݄̏ʹൃੜ
ͨ͠౦೔ຊେ਒ࡂʹΑΔނࣄൃݪ͸、
、Γ͓ͯ͠΅ٴΛڹͳӨࠁਂʹશମۀړ
Ұ೔΋ૣ͍ຊ֨తͳ࠶։͕๬·Ε·͢。

　੡଄඼出ՙֹ౳ʹ͍ͭͯ͸、͍Θ͖
଎ʹ৳ͼ、ฏ੒ٸʹԽͱͱ΋ۀ޻のࢢ
ø÷年୅ʹ１ஹԁΛ௒͑·ͨ͠。͔͠͠、
ฏ੒2úï2÷øøð年݄̏ʹൃੜͨ͠౦೔ຊ
େ਒ࡂʹΑΓେ͖ͳμϝʔδΛड͚·
ͨ͠。ͦのޙճ෮جௐʹ͋Γ·͢。
һ਺ʹ͍ͭͯ͸、ฏ੒࣌୅の௿ۀै　
੒௕Լ、࿑ಇू໿ۀ޻ܕ΁のస͕׵ਐ
Έ、ݮগ޲܏ʹ͋Γ·͢。
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■図５　農家数（昭和40年～平成22年）ʤࢿྉɿʰ͍Θ͖の೶ۀʱʥ
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■図16　救急車出動件数（昭和43年～平成26年）ʤࢿྉɿʰ͍Θ͖ࢢ౷ܭॻʱʥ

未来へつなぐ「いわき」ものがたり

　౎ެࢢԂ͸、ݸॴ਺、໘ੵͱ΋
、Λࣔ͠޲܏଍以དྷ、૿Ճൃࢢʹ
౎ࢢԽʹ൐͏͏Δ͓͍ۭؒの૑出
Ԃʹ഑ެࢢ౎。͢·͍ͯ͠ݙߩʹ
ஔ͞ΕΔ༡۩΍ࢪઃ΋มԽ͠、ۙ
年Ͱ͸ੑݸతͳެԂ΋੔උ͞Εͯ
͖͍ͯ·͢。

の出ಈ݅਺͸年ʑ૿Ճのୂٸٹ　
Ұ్ΛͨͲ͍ͬͯ·͢。͜ の͏ͪ、
ަ௨ނࣄʹΑΔ出ಈ͸ࣗಈं΍า
Λ૗ޭ͕ࡦͳͲのަ௨҆શରऀߦ
ٸ、Γ·͢。Ұํ͋ʹ޲܏গݮͯ͠
පʹ൐͏出ಈ͸ͱͲ·Δͱ͜ΖΛ
஌Βͳ͍ঢ়گʹ͋Γ·͢。̓ қͳ
ར༻Λ๷͢ࢭΔ 13 、ಈʹΑΓ׆
ʹޙগ͠·͕ͨ͠、౦೔ຊେ਒ݮ
Ұ࣌૿Ճ。ͦ のޙԣ͹͍޲܏Ͱਪ
Ҡ͍ͯ͠·͢。

都市公園

　Լਫಓීٴঢ়گ͸、昭和ûü
ïøĀþ÷ð年౓຤Ͱ͸ûõû�Ͱ͕ͨ͠、
ฏ੒2üï2÷øúð年౓຤Ͱ͸ü÷�Λ௒
͑·ͨ͠。͜のॲཧ۠Ҭ಺ਓޱ͸
ฏ੒26年౓຤Ͱøþ万øóû2ûਓ、ਫ
ચԽ཰͸Ā÷���ʹୡ͍ͯ͠·͢。
Ҭଟ֩޿͸ಛੑͰ͋Δࢢ、ࡏݱ　
の౎ߏࢢ଄΍͞·͟·ͳॲཧํࣜ
ʹ߹Θͤͨੜ׆ഉਫॲཧࢪઃΛ੔
උ͢Δ͜ͱͱ͍ͯ͠·͢。

公共下水道

救急出動

■図14　公共下水道の普及率と水洗化（昭和44年～平成26年）ʤࢿྉɿʰ͍Θ͖ࢢ౷ܭॻʱʥ

■図15　都市公園（昭和45年～平成26年）ʤࢿྉɿʰ͍Θ͖ࢢ౷ܭॻʱʥ

■図11　ごみの排出量（昭和43年～平成25年）
�ʤࢿྉɿʮ͝Έഉ出ྔのਪҠʯʥ
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第６章　いわき市の統計・資料

　͝Έのഉ出ྔ͸、ফඅࣾձのಈ޲ͱ
ԽͱのͤΊྔݮΑΔ͝Έʹࡦࢪ੓のߦ
͍͗͋Ͱ、૿͍ͯ͠ݮ·͢。昭和ü÷年
୅ʹ͸͝Έの෼ผͰҰ࣌͝ΈྔݮԽ͕
Ռͨ͞Ε、·ͨฏ੒࣌୅ʹ͸ϓϥε
νοΫの෼ผ͓Αͼಉࡉ෼ผʹΑΓ͝
ΈのྔݮԽ、͋Δ͍͸૿Ճׂ߹のಷԽ
ΛΈ·͕ͨ͠、༰қʹݮগ͠ͳ͍の͕
。ঢ়Ͱ͢ݱ

ʹࢢΛ࣋ͭຊࢢҬͰ͔͠΋ଟ֩౎޿　
ͱͬͯ、஍Ҭ࿈ܞͱͳΔװઢಓ࿏͸΋
ͪΖΜ、د࠷Γのಓ࿏ͱͳΔࢢಓの੔
උ͸ॏཁͳ໾ׂΛ୲͍ͬͯ·͢。޿Ҭ
Λ৅௃͢ΔΑ͏ʹࢢಓ͸໿ú
ü÷÷ᶳʹ
΋ٴͼ、ฮ૷ɾվྑʹ͸ଟֹの౤͕ࢿ
ඞཁͱͳΔͳ͔、ಓ࿏ฮ૷ɾվྑ཰͸
ׂ̑Λ௒͍͑ͯ·͢。

　上ਫಓͳͲのڅਫ۠Ҭ಺څਫਓޱ͸、
ઃの੔උɾ֦ுʹ൐͍年ʑ૿Ճͯ͠ࢪ
͖·͕ͨ͠、੒ख़ظΛܴ͑、ۙ年͸ࢢ
ਓޱのݮগ޲܏ͱ࿈ಈͯ͠ਪҠ͍ͯ͠
·͢。௚ۙのڅਫਓ૿͕ޱՃͨ͠の͸、
౦೔ຊେ਒ࡂのൃੜʹΑΓ૒༿͔܊Β
のਓྲྀޱೖʹΑΔ΋のͰ͢。·ͨ、૿
Ճ１、ͨͬ͋ʹ޲܏ਓ１೔౰ͨΓのฏ
ͳͲʹΑٴՈిのීܕਫྔ͸અਫڅۉ
Γ、ۙ年͸ݮগ޲܏ʹ͋Γ·͢。

ごみ

市道

上水道

■図12　市道の延長距離（昭和45年～平成26年）ʤࢿྉɿʰ͍Θ͖ࢢ౷ܭॻʱʥ

■図13　上水道（昭和41年度～平成27年度）ʤࢿྉɿʰਫಓ౷ܭʱʥ
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■図13　上水道（昭和41年度～平成27年度）ʤࢿྉɿʰਫಓ౷ܭʱʥ
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資
　料 市章

資
　料 歴代市長

資
　料 歴代市議会議長

資
　料 シンボルマーク

初代、2代市長
大和田　弥一

大和田　弥一
田畑　金光
中田　武雄
岩城　光英
四家　啓助
櫛田　一男
渡辺　敬夫
清水　敏男

氏　　名 任　　期
昭和41.10.20～49.10.19
49.10.20～61.10.19
61.10.20～平成２.10.19
平成２.10.20～９.９.２
９.９.28～17.９.27
17.９.28～21.９.27
21.９.28～25.９.27
25.９.28～現職

３代～５代市長
田畑　金光

６代市長
中田　武雄

11代市長
櫛田　一男

12代市長
渡辺　敬夫

13代市長
清水　敏男

７代、８代市長
岩城　光英

９代、10代市長
四家　啓助

初
２
３
４
５
６
７
８

歴代 氏　　　名 就　　　任
昭和41.11.21
43.10.12
47.10.９
51.10.12
55.10.13
59.10.11
63.10.11

平成４.10.９

昭和43.９.30
47.９.30
51.９.30
55.９.30
59.９.30
63.９.30

平成４.９.30
８.９.30

志賀　季三郎
志賀　季三郎
鈴木　榮
橋本　勲
渡辺　多重
矢吹　康
大平　多太男
馬目　清通

退　　　任
９
10
11
12
13
14
15

歴代 氏　　　名 就　　　任
平成８.10.７
10.12.17
12.10.６
16.10.７
20.10.15
22.12.16
24.10.４

10.12.17
12.９.30
16.９.30
20.９.30
22.12.16
24.９.30
28.９.30

若松　昭雄
樫村　弘
坂本　登
藁谷　利男
矢吹　貢一
蛭田　克
根本　茂

退　　　任

第６章　いわき市の統計・資料

　いわき市の「い」と、未来に向けて「ひと　まち　自
然」が輝く姿を、太陽でエネルギッシュにデザインしてい
ます。躍動的な「い」は、人の姿も意味しており、活力と
熱意にあふれる市民の皆さんの行動を象徴しています。

（平成４年 11 月 10 日制定）

　当地方は古来から石城・岩城・磐城と称し、文字こそ違
え、すべて「いわき」と読み、歴史的に親しみ深い読み方
です。仮名書は、その読み方の混乱を避けるためで、聖徳
太子17条憲法における「和を以て貴しとなす」（以和貴）を
音読みすれば「いわき」となり、市の一体的発展を象徴し
ています。　  　　　　　　　　（昭和 42年 10月１日制定）

資
　料 いわき市市民憲章

資
　料 市の木・花・鳥・魚

資
　料 いわき市歌

資
　料 都市宣言

未来へつなぐ「いわき」ものがたり

※静岡県静岡市と清水市の合併により「静岡市」が誕生したことに伴い、
　平成15年4月1日から本市は「日本一広い」市ではなくなりました。

　日本一広い面積をもち、気候が温暖で、豊かな自然とい
で湯にめぐまれたいわき市は、首都圏にも近く、国際港を
もつ近代都市として、躍進をつづける、若さにあふれたま
ちであります。
　わたくしたちは、貴重な先人の遺産を受けつぎ、いわき
市民としての自覚と誇りをもって、調和のとれたまちをつ
くるため、ここに市民憲章を定めます。
わたくしたちいわき市民は
　　1　元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。
　　1　互いに助け合い、明るいまちをつくりましょう。
　　1　きまりを守り、住みよいまちをつくりましょう。
　　1　教養を高め、文化のまちをつくりましょう。
　　1　自然を愛し、緑のまちをつくりましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　(昭和51年10月1日制定)

・交通安全都市宣言　　　　　　　　昭和42年９月22日
・明るく正しい選挙推進都市宣言　　昭和43年９月２日
・身体障害者福祉モデル都市宣言　　昭和49年６月17日
・スポーツ都市宣言　　　　　　　　昭和61年３月31日
・非核平和都市宣言　　　　　　　　昭和61年３月31日
・税の完納と振替納税推進都市宣言　昭和63年３月17日
・輝くいわき、学びあい都市宣言　　平成８年10月１日

　当地方の気候は、松の育
ちに適しており、海岸線、浜
街道の松並木はひろく知られ
ています。松は百木の長とい
われ成長力が強く、本市の発
展を象徴しています。
　   (昭和46年10月１日制定)

1、若いまち　いわき
　  伸びてゆく　いわき
　  さわやかな　海の夜あけに
　  夢をはらんで　満ちてくる潮
　  あふれるのぞみ　いわき
　  あふれるのぞみ　いわき
　  みんなで呼ぼう
　  幸せをここに

2、若いまち　いわき
　  花ひらく　いわき
　  街ごとに　光はあふれ
　  炭鉱に工場に　こだまするうた
　  ほほえむみのり　いわき
　  ほほえむみのり　いわき
　  みんなで呼ぼう
　  幸せをここに

3、若いまち　いわき
　  栄えゆく　いわき
　  湯のさとに　けむりたなびき
　  七浜の波　さわぐ松風
　  ゆたかなながめ　いわき
　  ゆたかなながめ　いわき
　  みんなで呼ぼう
　  幸せをここに

市の木－くろまつ
　市内には、つつじで有名
な公園や野生の群落があ
り、造園・盆栽などひろく
一般に栽培され、開花時に
は美しい花が人々を楽しま
せています。
　   (昭和48年３月20日制定)

市の花－つつじ
　かもめは、身近な海鳥と
して、ひろく一般に知られて
います。本市には、約60キロ
メートルにわたる美しい海岸
線があり、市のイメージに最
もふさわしい鳥です。　　
　   (平成８年10月１日制定)

市の鳥－かもめ
　めひかりは、その特性や
庶民性、おいしさが、水産
都市としての本市のイメー
ジアップと水産物の消費拡
大を図るうえで、最もふさ
わしい魚です。　　　　　
　   (平成13年10月１日制定)

市の魚－めひかり

しお

や　ま こうば

作　詞　乗田まさみ
補　作　草野　心平
作　曲　小林研一郎
補作編曲　渡辺　浦人
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